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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『百魔の主』（著：葵大和）お試し版が収録されています。
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　あとがき







　　　プロローグ







　秋から冬へと季節が変わり始め、冒険者たちもそれぞれ冬に依頼を受けなくてもいいよう今のうちに少しでも稼ごうと頑張っている中、レイは冒険者ギルドへとやって来ていた。

　ただしカウンターではなく、その奥にある部屋だ。

　昨日、レイのマジックアイテムとセトを狙うアゾット商会の会頭を務めているボルンターの屋敷へと乗り込んで大立ち回りをし、ダスカーへの報告も終わって一息吐いたあとで貯まっていたモンスターの素材などの買い取りをして貰もらおうと思い立ち、足を運んでいた。

　エレーナと共に行ったダンジョンで手に入れた素材などの量があまりにも大量であるために、こうしてレノラに案内されて部屋に通されたのだが……

　目の前に出された素材などの数々に、レノラはただ啞あ然ぜんとする。

　それも当然だろう。何しろリザードマン、リザードマン・ジェネラル、巨大蜘ぐ蛛も、ウォーターモンキー、ウォーターモンキーの希少種、オーガ、スプリガン、エメラルドウルフ。

　それ以外にもダンジョンに向かう途中で仕留めたモンスターの素材があるのだ。

　それらの討伐証明部位や魔石、素材が文字通りの意味で山となっていたのだから。

　幸いだったのは、数が多いウォーターモンキーやエメラルドウルフといった類たぐいはまだその殆ほとんどがミスティリングの中へと収納されていることだろう。

「モンスターの肉が少ないのはセトちゃんに与える分と聞いてますが、魔石が少ないのは？」

「あー、いや。実は魔石を収集する趣味が出来て。一種類のモンスターにつき二つずつこっちで確保させて貰ってる。保存用と観賞用に」

「……冒険者は色々な意味で変人だというのは分かってますからいいですけど。それにしても魔石の収集ですか。また、妙な趣味に目覚めたものですね」

　呟つぶやきながらも早速鑑定に入るレノラだったが、やがてレイに対して確認するように口を開く。

「レイさん、この量を一人で剝はぎ取ったんですよね？」

「ん？　ああ、ソロだから。まさかセトにモンスターの素材を剝ぎ取らせる訳にはいかないし」

「一人でこの量を剝ぎ取るのって大変じゃないですか？」

「まあ、確かに。モンスターの大きさにもよるけど、大体一匹で三十分程度は掛かってるかな」

（魔石に関しては収集する趣味で通せるかもしれないが、本来ならグリフォンが持っているべきではないスキルの数々をその辺の奴等に知られる訳にもいかない。……そう、その辺の奴には）

　そのとき、レイの脳裏を過よぎったのは黄金の髪を持つ美女だった。

　エレーナ・ケレベル。レイとセトの真実を知って、それでもなお態度を変えないで接してくれた人物。そんな人物とならパーティを組んでも何一つ隠さずにすむかもしれないが……

（まあ、普通に考えて無理だろ）

　相手は公爵令嬢でもあり、ミレアーナ王国の中でも三大派閥の一つである貴族派の象徴とも言える姫ひめ将しよう軍ぐんなのだ。そんな人物が冒険者になると言っても、本人はともかく周囲が許すはずがない。

「まさか素材を剝ぐためだけのパーティメンバーを探す訳にもいかないし」

　ポツリ、と思わず漏れたその言葉だったが、それにレノラが反応する。

「可能と言えば可能ですよ？　もちろん固定パーティじゃありませんけど」

「……え？」

　リザードマンの討伐証明部位である尾の先端を眺めていたレイが、その言葉に思わず振り返る。

「ですから可能だと言ったんです。あぁ、正確に言えばパーティという訳じゃないですね。依頼として素材の剝ぎ取りと解体をしてくれる冒険者を募集するんですよ」

「何と……そんな手があったのか」

　今までは自分が冒険者であるために、あくまでも依頼を受ける側だという意識ばかりがあった。

　つまり、自分が依頼を出すという選択肢が頭の中に存在しなかったのだ。確かに素材の剝ぎ取りを依頼するのなら、作業の手間は大幅に減らすことが可能だろう。しかし……

「色々と問題もあると思うけど、その辺はどうなるんだ？」

　素材を剝ぎ取るということは、他の冒険者がレイの倒したモンスターに触れるということになる。そして冒険者の中には少なからず質たちの悪い者もおり……

「その辺は冒険者だけにやっぱり自己責任ですよ。自分で苦労してモンスターの素材を剝ぐも良し。冒険者を雇って素材の剝ぎ取りを頼むのも良し。私に出来ることは、その依頼を受けようとしているパーティの評判とかを教えるくらいですね」

　レノラのその言葉に、レイは少しの間考えて頷うなずく。

「そうだな、じゃあ依頼として出してみるかな。この鑑定が終わったら手続きを頼む」

「はい、分かりました。鑑定についてはもう少し掛かりますので。……それにしても、以前に比べると素材の剝ぎ取りが随分と上う手まくなりましたね」

　エメラルドウルフの毛皮を確認しながら、感心したようにレノラが呟く。

「それこそ一人でやってるから嫌でも上手くなるよ。エルクにもある程度教わったし」

「エルクさん？　『雷らい神じんの斧おの』の？　そう言えばオークの件で知り合ったんですよね」

　ギルムの冒険者でもトップクラスの実力を持ち、なおかつ悪戯いたずら小僧がそのまま成長したような性格の人物を思い出すレノラ。実力は間違いないのだが、その性格故に突拍子もない騒ぎを起こすことがあり、その関係でレノラも何度かギルド内部で起きた騒ぎに巻き込まれたことがある。

　そんな風に会話を続けながらもレノラは素材や魔石などのチェックをしていき、三十分程度でその全てを終了するのだった。




「では、素材と魔石の買い取り金額と討伐証明部位を合わせた金額となります。お確かめ下さい」

　ギルドの一階にあるカウンターでレノラから渡された金貨と白金貨を確認し、レイはその金額に満足しながら金貨と白金貨の入った袋をドラゴンローブの懐へとしまいこむ。

「それでレイさん。先程話していた依頼の件ですが、さっきと同じくらいの素材であればランクＤの依頼となると思います。報酬と手数料に関してはどうします？　手数料は今払っていきますか？」

「ああ。いくらになる？」

「ランクＤですので、手数料として銀貨一枚となります」

　レノラの言葉に、銀貨一枚を支払う。

「はい、確かに。では依頼書の書き込みをお願いします。それと、依頼を受ける際には面接を行うという形で」

　依頼書の書き方を教えて貰いながら書類を埋めていった。







　　　第一章







「あ、レイさん。丁度良かった。面接希望のパーティの人たちが待ってますよ」

　剝ぎ取りの依頼を出してから数時間後、ギルドへやって来たレイへとレノラが声を掛ける。

　昼を少し過ぎた辺りのためか、現在ギルドの受付にいるのはレノラのみだ。

「場所は上でいいのか？」

「ええ。……きっと驚きますよ？」

　レノラの言葉に多少首を傾げながらも、行けば分かると促されて二階にある会議室へと向かう。

　そして会議室に入ったレイを迎えたのは……

「遅いわよ！　全く、私たちなんて昼前から待ってたのに！」

　レイを見つけた途端怒鳴ってきた女のシーフに。

「レイも色々と忙しかったんだからしょうがないよ」

　女シーフを宥なだめる魔法使いの男に。

「……ふんっ」

　レイを見るや否や不機嫌そうに顔を背けた男の戦士の三人だった。

　そんな三人を見てレイは内心で納得していた。会議室に座っていた三人に見覚えがあったからだ。

　女シーフはキュロット。魔法使いはスコラ。戦士がアロガン。三人ともレイと一緒にランクアップ試験を受けた、言わば同期の冒険者たちだ。

「まさかお前たちが俺の依頼を受けるとは思わなかったよ」

「あはははは。ちょっと事情があってお金が足りなくてね」

　レイの言葉に、スコラが頰を搔かきつつ苦笑を浮かべる。

「金が？」

「うん。依頼を受けてモンスターと戦ったのはいいんだけど、武器だったり防具だったりに寿命が来てね。現在はその打ち直しとか、新しく作って貰ったりとかしてるんだ。で、当然その間は危険な依頼を受けることは出来ないから、街中か街の近くで出来る依頼を探していたら……」

「俺の依頼を見つけたって訳か」

「そうそう。……で、どうかな？」

（ランクアップ試験でこいつらがどんな性格なのかは分かっている。それに俺のことも良く知っている以上は素材をちょろまかすような真似はまずしないだろうし）

「まぁ、いいか。じゃあお前たちに頼むとしよう。……そう言えばお前たち三人はパーティを組むとか言ってたけど、パーティ名はどうなったんだ？」

　ふと思いついたレイの言葉に返事をしたのはキュロットだった。

「そう言えば言ってなかったわね。私たちのパーティ名は『悠ゆう久きゆうの力ちから』よ。よろしくね」

「『悠久の力』か。随分とまた大仰なパーティ名になったな」

「何よっ、文句あるの!?」

「そう血を上らせるな。その辺はランクアップ試験のときと殆ど変わってないな」

　レイの言葉に、以前グランから聞かされた感情的になり過ぎるという忠告を思い出したのだろう。微かすかに眉まゆを顰ひそめるキュロット。
















「まぁ、それはともかくだ。今回の依頼は街の近くで作業をして貰もらうことになる」

「……何でわざわざ街の外でするんだよ？　別に街の中でやればいいじゃねえか」

　面白くなさそうだったアロガンの呟きに、溜ため息いきを吐くレイ。

　そもそもアロガンはレイの実力を侮って喧けん嘩かを売ってあっさりと負け、その後ランクアップ試験で再会したあとにはレイの実力を見てある意味で恐れている。

　だが、本人としてはそれを認めたくないからこそ、こんな態度を取っていた。それを大体理解しているレイは、溜息のあとに呆あきれたように説明する。

「依頼書にも書いてあった通り、モンスターの死し骸がいは大量だ。そんな大量のモンスターの解体を街中でやってみろ。見られたら警備隊や騎士団を呼ばれる可能性が高いし、そうでなくても血や臓物の臭いでもの凄すごいことになるぞ。……それに、騎士団は今日忙しいしな」

「そう言えば、アゾット商会が何かトラブル起こしたとか何とか」

「なるほど。そういう風に広まっているのか」

　スコラの言葉に、レイはポツリと呟つぶやく。それに反応したのはキュロットだった。

「ちょっと、もしかして昨夜ゆうべの騒ぎにあんたも関わってるの？」

「関わってると言えば関わってるが。ただ、色々とあって情報を漏らす訳にはいかないぞ」

「……でしょうね。まぁ、いいわよ。今まで散々悪い評判しか聞かなかったアゾット商会ですもの。少なくとも今より悪くなるようなことはないでしょうしね」

「そういうことだ。話を戻すけど、依頼書にも書いてあった通りそれなりにランクの高いモンスターもいる。その解体方法は分かるか？」

「うーん、その辺の知識はスコラに任せてるけど……どう？」

　視線を向けられたスコラは、小さく頷く。

「大体のモンスターの解体方法なら知ってるよ。ちなみに具体的には？」

「一番ランクが高いのはランクＢのスプリガン。他はランクＣのエメラルドウルフやオーガとか」

「……あんた、一体何処でそんな高ランクモンスターを倒してきたのよ。ランクＢモンスターなんて、そんじょそこらで遭遇出来るようなモンスターじゃないわよ？　ランクＣモンスターにしても、この辺で遭遇するのはちょっと難しいでしょうし。もしかして魔の森にでも入ったの？」

　レイの言葉を聞いて、自分たちが解体するモンスターのランクの高さに啞あ然ぜんとするキュロットだったが、レイは何でもないかのようにその質問に答える。

「ちょっと前にダンジョンに出向くことになってな。そのときに倒したモンスターだよ」

「ダンジョンって……もしかしてギルムから一番近い場所にある？」

「ああ。依頼があったんだよ。色々と大変だったけど、相応の収穫はあったな」

　ふと脳裏に浮かぶキュステの姿。お互いに嫌悪をしていると言ってもいい間柄ではあったが、それでもこれまでずっと共に行動してきた仲間に裏切られて死ぬような最期を迎えなければならない性格だったかと言われれば、レイは間違いなく否と答えるだろう。

　だが、すぐに気を取り直して説明を続ける。

「それでだ。スプリガンを始めとしたモンスターの解体は可能か？」

「実際に解体した経験はないけど、僕の持っている本に高ランクモンスターの解体手順が書かれているのがあるよ。僕がどうやって解体して素材を剝はぎ取ればいいのかを指示して、細かい場所はキュロット。力が必要な場所はアロガンって風に作業を進めていきたいんだけど、どうかな？」

「そっちがやりやすい方法でいい。それにしてもきっちり役割分担出来ているパーティだな」

「その辺はパーティを組んだのがそれぞれ得意なものを持っているこのメンバーだったから」

　その言葉に、レイはランクアップ試験のときのことを思い出したのだろう。納得して頷うなずく。

　そして話は一段落ついたとばかりにレイが立ち上がり、キュロットたちも立ち上がる。

「さて、じゃあお前たちに依頼を頼むとして。早速だが街の外に出るけど構わないか？」

「え？　今日いきなり？　いやまぁ、どのみちこっちは暇だからいいけど」

「うん、僕も問題ないよ。アロガンは？」

「……好きにしろ」

　こうして早速これから依頼を行うと決まると、一行は揃そろってギルドの一階へと下りていく。




「あ、レイ君。レノラに聞いてたけど面接はどうだったの？」

　そして一階に下りた途端受付にいたケニーに見つかって声を掛けられる。つい先程までいたレノラの姿はなく、現在受付にいるのはケニー一人だった。

　昼食でも食べに行ったんだろうと判断し、『悠久の力』を引き連れてカウンターへと向かう。

「素材剝ぎの依頼、この三人に受けて貰うことになったから手続きを頼む。これから街の外で解体をしてくるから」

　レイの言葉にケニーは頷き、早速依頼の手続きを終えると、誘惑をしてくるケニーを受け流しながらレイは『悠久の力』と共にギルドを出て行く。

「おや、珍しい。今日はセトと一緒じゃないのかい？」

　ギルムにある正門で、すっかりお馴な染じみとなったランガにミスティリングから取り出したギルドカードを手渡しながら頷くレイ。

「何か眠そうだったから、今頃は宿にある厩きゆう舎しやでぐっすりだと思う」

　基本的に睡眠の必要性は殆ほとんどないセトだが、それは睡眠が出来ないという訳ではない。あくまでも必要性がないというだけであって、睡眠自体を楽しむというのは十分に可能なのだ。

　特にセトは生粋のモンスターではなく魔獣術によって生み出されたグリフォンであるため、睡眠を楽しむ傾向にあった。

「そうか。で、今日はそっちの三人と？」

「そうなるかな。と言っても一緒に依頼をするんじゃなくて、俺が依頼を出す側だけど」

「依頼を出す側？」

「俺が仕留めたモンスターの解体だよ。量が多くて一人じゃ解体するのが厳しいから、ギルドに依頼をしたんだ。それで街中でやるのも危険だってことで街から少し離れた所に行く訳だ」

「……大丈夫かい？　あまり街から離れすぎると、血の臭いでモンスターが寄ってくるけど」

　心配そうな顔で尋ねるランガに対して笑みを浮かべるレイ。

「あいつ等も全員ランクＤ冒険者だし、こんな街の近くまで近付いてくるモンスター相手なら問題ないと思う。それに一応俺も一緒に行動するし」

　手続きの済んだランガからギルドカードを受け取りながらそう返す。

（依頼を出したときは全部任せて俺は他のことをしていればいいと思ってたけど、よく考えたら俺の持ってる初心者用の本に載っていないモンスターの解体方法を知るいい機会なんだよな。幸い大抵のモンスターはスコラが解体方法を知ってるって話だし）

　他の警備兵にギルドカードを見せている三人の姿を確認して内心で呟く。

「そうか、気を付けて。……そうそう、これは言っておかないと。昨日の件は助かったよ」

　ふと言われたその言葉に、首を傾げるレイ。

「昨日の件？」

「アゾット商会の件さ。私たちも色々と無茶を言われて来たからね」

　何で知っている？　そうも思ったレイだったが、そもそも騎士団が捜査をしているのだ。警備兵の隊長でもあるランガがその情報を知るのはそう難しくないと判断する。

「こっちも半ば成り行きだったから気にしないでくれ。それよりも通っていいか？」

「ああ、問題ないよ。じゃあ気を付けて。いくらレイ君でも油断すれば危険だからね」

　ランガにそう言われ、同じく手続きを完了したキュロットたちと共にギルムを出て行く。




「で、街の外には出たけど具体的にはどのくらい離れるの？」

「そうだな、少なくともこの正門から街の中に入る者たちに血が見えない場所がいいから……」

　話しながらレイの視線が向けられたのは、街道の脇にある林。

　林となると木々が生えている以上、ある程度のモンスターは存在しているだろうが、それでも街に近いことを考えれば低ランクモンスターのみのはず。

「あの林の中だな。血の臭いで寄ってくるとしても低ランクモンスターや野生の獣程度だろうし、解体したあとの役に立たない部分を放っておいてもそいつらが片付けてくれるだろうから」

「確かに予備の武器や防具しかない今の僕たちでも、この辺のモンスターなら何とかなるかな。アロガン、君の魔剣が一番攻撃力が高いんだから、いざというときは期待しているよ」

「ふんっ。この辺りの雑ざ魚こ相手に俺の魔剣は勿もつ体たいないと思うがな。まあ、いいだろう」

　腰にぶら下がっている、魔剣を納めた鞘さやを軽く叩たたきながら強気な笑みを浮かべるアロガン。

　だが、その笑みもキュロットの次の台詞せりふで固まる。

「まぁ、レイがいればそれこそこの辺に現れるモンスターなんて敵じゃないんだけどね」

「……キュロット。何で君はそうやって仲間のやる気が下がるような言葉を……」

「え？　何か変なこと言った？」

「いや、いいよ別に。それでこそキュロットなんだし」

　そんな風に馬鹿話をしながら林の中に入り十分ほど。狭いながらも一応川と言ってもいい水場を見つけたレイたちは、そこで解体作業を開始することにする。

「今はまだそんなに寒くないけど、夕方になれば冷え込むからね。なるべく早く済ませよう」

「確かに。寒いときには舌が焼けるようなスープを冷ましながら飲むのがいいんだよね。今日も美お味いしい夕食のために頑張るとしましょうか。レイ、早速モンスターを」

「ああ。まずはこれだな。魔石はすでに取り出してあるから、それ以外を頼む」

　そう言い、ミスティリングから取り出したのはオーガの死体だ。右肩から先端と首がすでに切断されており、血抜きも完了している。

　それを見たスコラは小さく頷く。

「うわ、オーガにしても大きいねこれ。血抜きとか考えなくてもいいから、これは結構楽かな。アロガンは皮膚を。キュロットは頭部から討伐証明部位の右耳と、素材として売れる頭ず蓋がい骨こつを取り出して。……それと、オーガの足の腱けんは素材として買い取ってくれるからそっちも忘れずにね」

　一通り指示を出したスコラだったが、改めてレイへと視線を向けて尋ねる。

「残念だけど素材としてはこれくらいかな。肉はどうするの？　一応ランクＣモンスターの肉だし、売ろうと思えばそれなりに高く売れるけど」

　スコラの指示に従い、早速オーガの身体から皮膚を剝ぎ取っているアロガンや、頭部の処理をしているキュロットの手際の良さを感心しながら見ていたレイだったが、スコラの問いで我に返る。

「そうだな。肉は適当なブロックに切り分けてくれ。俺にはテイムしているモンスターがいるからな。そっちの食事に回させて貰もらう」

「ああ、セトとかいう。街でも色々と噂になってるよね」

　指示を出し終え、斬り落とされたオーガの右腕の皮を、自分のナイフで剝ぎながら呟つぶやくスコラ。

　三人の様子を見ながら、効率よく剝ぎ取る方法や素材として売れる場所を覚えつつ頷くレイ。

「大きさが大きさだからな。必要な食べ物も相応の量になる」

　レイの言葉にスコラは納得し、そこからは剝ぎ取りに集中するために周囲は沈黙に包まれる。

　その間、レイは一応血の臭いが周囲に漂っているので周囲を警戒していたが、さすがに慣れているのか、巨大なオーガの解体を三十分も経たずに終了してしまうのを見て驚きの表情を浮かべる。

　その後、適当に穴を掘ってオーガの素材として使えない内臓や骨を投げ捨て、次の解体へと移る。

「次は……ランクの高いモンスターじゃないけど、数が多いこれを頼む」

　そう呟き、ミスティリングからウォーターモンキーを取り出す。

　ドサドサドサドサ、と大量に姿を現すモンスターの死体を見て啞あ然ぜんとする『悠久の力』の面々だったが、やがてスコラが我に返る。

「っと、ごめん。さすがにこの数は予想外だった。……ちょっと待って。これはウォーターモンキーだよね。まず水耐性を持っている毛皮。討伐証明部位の右耳。使えるのはこの二つのみかな」

　スコラがそう告げるが、ふとレイが眉まゆを顰ひそめる。

「俺が持っている本によると、眼球も素材として買い取ってくれるとあったけど？」

「え？　ちょっと待って。えっと……いや、僕の本だと眼球はないよ。レイの持っている本をちょっと見せて貰える？　あ、キュロットとアロガンは血抜きをしておいて」

「了解。眼球はともかく右耳は全部切り取っておくわね。……ねぇ、レイ。魔石は？」

　ミスティリングから本を取り出しながらキュロットの問いに小さく頷くレイ。

「オーガと違って魔石を取り出してないから、その回収も頼む」

「分かったわ。……にしても、とんでもない数よね。これを本当にレイが倒したのかしら」

　小さく呟きながら、用意してあったロープでウォーターモンキーの足首を縛り上げて行く。そしてアロガンがウォーターモンキーの数にうんざりとしながらも、それを近くに生えている木に足首を上にして吊つり下げ、喉のどをナイフで切り裂いて血抜きをしていく。

「普通はモンスターの死し骸がいなんてこんなに持ち歩き出来ないし、腐ったりもするのに」

　キュロットとアロガン。この二人はある意味似た者同士なのだろうと思いつつ、レイは手に持っていた本を開き、ウォーターモンキーのページをスコラへと見せる。

「ほら、こっちの本にはきちんと眼球も素材として売れると書かれてるぞ」

「……うーん、確かに。でも僕の持っている本だと眼球が素材になるとは書かれてなかったんだよね。これは多分この本か、僕の本のどっちかを書き写した人の間違いかな」

　印刷技術の類たぐいが発展していないこの世界では、基本的に本というのは写本である。そうなると当然その写本の作者によっては、書かれている内容に違いがあることは少なくない。

「僕の知識と本は違うけど、結局どうするの？」

「数が数だし、一応持っていくか。これで眼球を持っていかないで、もしあとで実は素材として買い取りをしていましたなんてことになったら、かなり損だしな」

　スコラの問いにレイは答え、次々と眼球保存用の容器を取り出して地面へと積み重ねていく。

　ミスティリングという反則的なマジックアイテムを持っているのだ。倒したモンスターの死骸も収納出来ることを考えると、素材の剝はぎ取りに使うための消耗品はかなりの数を用意していた。

　特に今回は剝ぎ取りをするモンスターの数が前もって分かっていただけに、準備に抜かりはない。

「じゃ、手早くやっていこうか。眼球は丁寧さが必要だから僕が引き受けるよ。キュロットは毛皮を剝いで、アロガンは肉の切り分けと魔石の回収をお願い」

　スコラの指示に従い、血抜きの完了したウォーターモンキーの死体を次々と解体していく。まるで流れ作業と言ってもいいような手際の良さは、最近それなりに素材の剝ぎ取りが上う手まくなってきたと思っていたレイよりも数段上の速さと正確さだ。

　そんな中、レイは次々と取り出されていく眼球を、毛皮を、魔石を、切り分けられた肉をミスティリングへと収納していく。当然使えない内臓の部分はオーガと同様に穴へと捨てられる。

　大きさ自体はオーガの膝ひざまでもないものの、その数は五十匹を優に超えている。そんな状態なので、全てのウォーターモンキーの解体が終了したときには二時間近くが過ぎていた。

「……終わったぁっ！」

　そして最後のウォーターモンキーの解体を終えたキュロットが思わず叫ぶ。

　ひたすら同じモンスターを解体していたのだから、それも無理はない。近くに流れている川の水で手を洗い、こびりついた血を洗い流す。

「ご苦労さん。取りあえず少し休憩するか。これでも飲んでくれ」

　そう言い、レイがミスティリングから出来たての野菜とベーコンのスープを取り出して皿に取り分けてその場にいる全員へと配る。

　レイに対して複雑な感情を抱いているアロガンにしても一休みはしたいのか、特に文句を言わずにスープの入った皿を受け取り、全員が川で手を洗って血を落としたあとにスープを飲む。

「それにしても、こんな温かいスープを飲めるなんてアイテムボックス持ちって羨うらやましいわね」

　スープを口に運びながら呟くキュロット。

「そうだね。モンスターの死体が腐る心配をしなくてもいいのは羨ましいかな」

「その分このアイテムボックスを狙ってよけいな騒動が巻き起こることもあったりするけどな」

　脳裏にボルンターの姿を思い浮かべるレイ。

　ボルンターを捕まえたのは昨夜ゆうべだ。つまり、レイが使用した『断罪の焰ほのお』は既にその効果を一度発揮しているはずだ。

（さて、自分の犯してきた罪に体内を焼かれる痛みにお前は耐えられるかな？　まぁ、その痛みで死ぬことは絶対にないから耐えるしかないんだろうけど）

「レイ、あんた悪そうな笑みを浮かべているわよ」

　自業自得なボルンターの末路を思い浮かべていると、キュロットからそう声を掛けられる。

　いつの間にか笑みを浮かべていたらしいと知り、誤ご魔ま化かすように口を開く。

「さて、次はハーピーだ。数はそれなりにあるが、ウォーターモンキーほどじゃないな」

　レイの言葉に、三人がまだあるのかとうんざりとした表情を浮かべるが、レイはそれに気が付かない振りで、ちゃっかりダンジョンで倒した以外のモンスターを出して解体を始めるのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「は？　ハーピーの解体はすでに終えているじゃと？」

『悠久の力』の面々とモンスターの解体を済ませた翌日。宿まで訪ねてきたフロンとブラッソへ、すでにハーピーの解体は済んでいると告げたときに返ってきた言葉がそれだった。

「ああ。モンスターの解体の依頼を出して、それを昨日済ませたんだ。で、そのときついでに。まあ、その分昨日は随分遅くまで外でモンスターの解体をしていたけど。日が暮れるのも早くなってきたから、最後の方はかなり忙しかった」

　昨日の依頼が完了したときには、すでに日が沈みかけていたのだ。夜になった街の外は当然モンスターが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする世界となる訳で、特に武器や鎧よろいの殆ほとんどを修繕に出している『悠久の力』の面々は、日が落ちてくるのを見るにつれ死に物狂いでモンスターの解体を行っていた。

「お前って結構……いや、それでこそレイか」

　呆あきれたように呟つぶやくフロンだったが、気を取り直してレイへと声を掛ける。

「それじゃあ、ハーピーの素材は約束通りでいいのか？」

「うむ。魔石二個をレイに。その他はギルドで売って、魔石分を儂わし等に多めにじゃったな」

「俺としてもそれで構わない。じゃあ、早速行くか？」

　レイの言葉に頷き、一行は早速ギルドへと向かおうとしたのだが……

「雲行きが怪しいな」

　宿を出たレイが、空を見上げながら呟く。

　空はどんよりとした雲に覆われており、いつ雨が降ってきてもおかしくない。

「まぁ、昨日解体しているときに雨が降ってこなかっただけマシか」

「うーむ、こんなときは酒場でゆっくりとしているのが一番なんじゃがのう。昨日は何だかんだあって疲れていたから、ゆっくりと飲めなかったし」

「噓を言うな、噓を。ずっと酒場に居座ってただろうが」

　そんなやり取りをする二人をそのままに、レイはセトを迎えに厩きゆう舎しやへと向かう。




「はい、セトちゃん。これ食べてー」

　五歳ほどの少年がサンドイッチをセトへと差し出すと、嬉うれしげに鳴きながらクチバシを開く。

　すでに見慣れた光景を眺めつつ、レイもまた露店で買った串くし焼やきへと舌鼓を打つ。

「レイ、ほらこれもどうだい。ケルピーの串焼き」

「何？　ケルピーじゃと？」

　子供たちと遊んでいるセトを眺めているレイへと串焼き屋の主人が声を掛けるが、それに反応したのはレイではなくブラッソだった。

「ケルピーと言えばランクＣモンスターだろうに。良く手に入ったな」

　そんなブラッソの隣では、こちらもまたセトを眺めていたフロンが驚いたように声を上げる。

「ちょっと高かったけどな。ほら、今このギルムにはヴェトマンさんが率いる商隊が来ているだろう？　彼等が持ってた商品が出回り始めたんだよ」

　串焼き屋の言葉に、夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭ていで出会った人当たりのいい商人の顔を思い出すレイ。

（そう言えば、あいつ等に確保しておいて貰った冒険者とかはどうなったんだろうな？　すでにアゾット商会の件は落ち着いたから解放されていると思うが。……まぁ、多少拘束が長引いたところである意味自業自得だしな。俺が気にする必要はないか）

　内心でそう呟くレイだったが、実はすでにヴェトマンたちが捕らえていた冒険者は宿に来た騎士が引き連れて行っており、いくら依頼とは言っても宿屋に……正確に言えば宿屋にある厩舎に襲撃を掛けた罪で捕らえられていた。

　もっとも、現在アゾット商会の会頭であるガラハトは、それらの罪は全てボルンターが指示したものであるとして、保釈金を払って解放させて着々とその戦力を増やしているのだが。

　アゾット商会は色々な街や村、そして都市に、辺境ならではのモンスターの素材や、その素材を使って作りあげた武器を売っている。だがこれまでの評判の悪さはそう簡単にどうにかなるものではなく、護衛として使える戦力を必要としていたのだ。

　ギルムの領主であるダスカーも、アゾット商会の売り上げが落ちれば納められる税収も減るために、保釈金で冒険者たちを解放することを認めていた。

　ただし、次に罪を犯せば相応の罰があると言い含めた上でだったが。

「ランクＣモンスターのケルピーを市場に流すとは、腕の立つ者が揃そろってる商隊じゃのう」

　こちらもケルピーの串焼きを口に運びながら、満足そうに呟くブラッソ。

　殆ど顎あごに力を入れなくても嚙かみきれるほどに柔らかい肉。だが、嚙み締めるとしっかりと肉の味がして、肉汁と味付けに使われている塩ダレが絶妙な味を口の中で醸し出す。そして次の瞬間にはその味だけを口の中に残し、肉自体はまるで霞かすみのように消えている。

「くぅっ、美う味まいのう。店主、もう二本……いや、五本くれ」

「あー、すまないな。いくらケルピーの肉があるとは言っても数はそれほどないんだ。申し訳ないが、一人一本で我慢してくれ」

「……むぅ、そうか。こうなったら近い内にケルピーの討伐依頼を受けるべきかのう……」

　一人一本という言葉に思わず呟くブラッソだったが、次の瞬間にはフロンの拳こぶしが後頭部へと振り下ろされる。

「ぐっ!?」

「馬鹿を言うな。お前の酒の肴さかなのためだけに、そんな危険な討伐依頼を受ける気はないぞ」

「……どうしても駄目か？　フロン、お前もこれを食ってみれば分かると思うのじゃがのう」

「うるさい。同じことを何度も言わせるな、全く。ほら、レイとセトも食ってばかりいないでさっさと行くぞ。ギルドでハーピーの素材を売るんだろう？」

　ブラッソを引っ張りながら告げるフロン。その様子を見ながら、レイとセトも周囲の者たちに断ってその場をあとにする。

　……もちろん、串焼きやサンドイッチの類たぐいを幾つか買ってからだが。




「あれ？　昨日あれだけ大量に素材や魔石を売ったのに今日もまた何かギルドに御用ですか？」

　ギルドに入って来たレイたちへとレノラがそう声を掛けてくる。

　昨日の解体で得た素材や魔石の量は多く、手の空いているギルド職員が手分けして査定したのだ。

　当然キュロットやスコラたち『悠久の力』のメンバーはそれに付き合う訳もなく、報酬を受け取ったらさっさと帰って行ったためにレイ一人で最後まで査定に付き合うことになったのだが。

「いや、今日も素材の売却だ」

「……え!?　いや、だって昨日……」

　レイの言葉に啞あ然ぜんとした表情を浮かべるレノラ。その横では、レイ贔びい屓きのケニーすら驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

「今日持ち込んだのは、ハーピーの素材だ。ほら、この二人と一緒に行った依頼の」

　そう言い、後ろにいたフロンとブラッソを見るレイ。

　その二人は二人で、どれだけ大量の素材を持ち込んだのかと、レイに呆れた視線を向けている。

「安心してくれ。素材自体はそれほど多くない」

　呟き、ミスティリングからハーピーの討伐証明部位である右耳、剝はぎ取った素材である足の爪、尾羽、そして魔石を取り出していく。

　もちろん事前の約束通りに魔石二個はレイの取り分としてすでに取り除いてある。

「確かにそれほど多くありませんね。これならすぐに鑑定出来ますので、待っていて下さい」

　レノラがそう言い、早速とばかりに討伐証明部位の右耳を手に取る。

「ケニー、討伐証明部位の方、お願い」

「分かったわ。レイ君のためだから頑張らないと」

「……あんたがそんなだから、素材の鑑定を任せられないのよ。昨日だって甘めに鑑定しちゃうし」

「あはははは。で、でもほら。素材の状態は全体的にそう悪くなかったでしょ？」

　どこか誤ご魔ま化かすような笑みを浮かべるケニーに、レノラは溜ため息いきを吐いてから素材の鑑定へと戻る。

「これは『悠久の力』の皆さんにお願いしたんですか？　剝ぎ取り方の特徴が一致しています」

「ああ。けど、このハーピーの素材はブラッソたちとの依頼で受けたものだから。勝手に換金するような真似は出来ないだろ？」

「そうですね。その辺を気にしないで勝手にギルドや店に素材を売って、あとでそのことが原因で揉もめるなんて話は時々聞きますね。酷ひどいときにはそれが原因でパーティが解散するときもあるとか」

　これまでに同じような揉めごとを何度も見てきているのか、レノラは苦笑と共にそう告げる。

「へぇ、それにしても昨日もそうでしたが、なかなかにいい状態で素材を剝ぎ取っていますね。特にハーピーの尾羽。矢羽に使えばかなり性能の高い矢が出来そうです。鏃やじりとか他の部品にも相応の素材が必要でしょうが」

　丁寧にハーピーの尾羽を纏まとめて寄せるレノラ。そして次に取り出したのは足の爪。

「……その足の爪も素材になると聞いたんだけど、どう使われるんだ？　錬金術師が使うのか？」

「それもありますし、鎧の表面に装着するというのもあります。体当たりや敵に引っかけたりの攻撃的な鎧という感じで。他にも棍こん棒ぼうの先に埋め込んだりとか、結構使い勝手のいい素材なんですよ」

　機嫌良さげに告げるレノラが次に手に取ったのは最後に残った魔石だった。

「こちらも欠けや傷の類はないですし……良質な魔石ですね」

　魔石は軽くチェックしただけで終わり、素材を持ってカウンターの奥の方へと引っ込んでいく。

「ちょっと待って下さいね。ケニー、そっちは？」

「こっちはもう準備出来たわ。はいこれ。討伐証明部位の分よ」

　すでに用意してあったのだろう。カウンターの内側には数枚の銀貨があった。

　それを確認したレノラは小さく頷うなずくと、レイたちの相手をケニーに任せて手続きを進めていく。

　もちろんケニーとしても、レイと話が出来るチャンスなので特に文句を言わずに……いや、むしろ笑みを浮かべてレイへと話し掛ける。

「そう言えば、アゾット商会の件聞いた？」

　ケニーの口から出て来た話題は、現在ギルムで一番注目を集めているものだ。

「あー、大体は。会頭が替わったんだろ？」

　口止め料を貰もらっている以上は詳しい話をする訳にもいかず、誤魔化すように話を合わせる。

「そうそう。何でもギルドに登録している商人が言っていたんだけど、これまでよりも随分と武器取引は風通しが良くなったらしいわ」

「……ギルドに登録している商人？」

　ケニーの口から出て来た言葉に、思わず首を傾げるレイ。

　そんなレイの様子に内心で歓声を上げつつも、表面上は笑みを浮かべたまま頷くケニー。

「あれ、知らなかった？　商人たちの中には自分でモンスターを倒して素材を集めて武器を作るって人も、少ないけどいるのよ。作った武器を自分で使ったり、売りに出したりね」

「なるほど」

「何があったのかは詳しく知らないけど、ギルムにとってはいいことよね。あ、そうそう。今日のお仕事が終わったら一緒にその商人の店に顔を出してみる？　レイ君にとっても色々と勉強になると思うんだけど。……痛っ！」

　レイを誘っていたケニーの背後から手が伸び、その猫耳を引っ張る。

　当然それを実行した人物は、ケニーの相方と言ってもいいレノラだった。

「全く、少し目を離すとすぐにこれなんだから。少しは自重しなさい。……いえ、この場合は自じ嘲ちようしなさいとでも言った方がいいのかしら」

　発音は同じだが、意味の異なる単語に、ケニーが頰を膨らませて抗議する。

「ちょっと、それ酷くない!?」

「お待たせしました。これが今回の買い取り金額となります」

　そんなケニーをスルーして買い取り料金を手渡してくるレノラ。

　いつもの光景に、レイは苦笑しつつも料金を受け取る。

　ちなみに、その日宿に戻って早速ハーピーの魔石をセトに吸収させたりデスサイズで斬ってみたのだが、スキルの吸収は起きなかったために魔石二個は無駄になったのだった。







　　　第二章







「……どうしてこうなった」

　アゾット商会の件が片付いてから二週間ほど。すでに晩秋も過ぎて冬へと向かい始め、外の気温もすでに肌寒くなってきた中で思わず溜息を吐くレイ。

　もっとも周囲の気温がいくら寒くなったとしても、ドラゴンローブには快適な気温を保つという効果があるため、雪が降って歩きにくくなるようなことにでもならなければ特に影響はない。

　現在レイがいるのはギルドの中だ。ここ二週間ほどは疲れを癒いやしたり必要な道具を購入したり、図書館で本を読むというような生活を送っており、そろそろ休暇を終えて本格的に冬が来る前に一仕事しておこうと判断してギルドへとやって来たのだが……

　丁度いい依頼を探していると突然一人の冒険者に声を掛けられ、名前を尋ねられた。

　それにレイだと名乗ると、いきなり深く頭を下げられるという意味不明の状況に陥る。

　人混みを嫌うレイなので、ギルドに訪れた現在の時間は午前十時前後だ。そのためにギルドの中にいた冒険者の数自体はそれほど多くはないが、それでもある程度の人数はいた。

　そんな中でいきなり深く頭を下げてきたのだ。非常に目立つのは当然だろう。

　目立つという事態はすでに今更なので特に気にしてはいないレイだが、それでも見み世せ物もののような扱いはごめん被ると、溜息を吐いてから口を開く。

「取りあえず頭を上げろ」

「じゃあ、話を聞いて貰えますか!?」

　いい返事を聞くまでは絶対に頭を上げないと言いたげなその言葉に、再度溜息を吐く。

「分かった。少しくらい話は聞く。酒場で席を取っておいてくれ。用事を済ませたら行くから」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　勢いよく頭を上げられた顔は、外見で言えばレイと同年代……いや、少し年上だろうか。このエルジィンという世界では独り立ちしているべき年齢の青年だ。

　金髪……と言うよりは黄色と表現すべき髪の色をしており、どこか生真面目そうな顔をしている。

　装備しているのは、動きやすさを考えてなのかレザーアーマーに金属の鎧よろいの部品を使って所々補強しているような鎧だった。腰には長剣。ただし普通と違うのはその長剣が異様に細いということか。当然その長剣が納められている鞘さやもまた同様に普通の長剣よりも細長い。

　エストック。見た目通りに普通の長剣に比べて華きや奢しやと言ってもいい細さの剣である。基本的に斬るのではなく突きに特化した剣であり、敵の攻撃を刀身で受け止めるという真似も出来ない。

　エストック最大の特徴である突きも、まともな金属鎧に当たってしまえばエストック自体が折れてしまうし、鎧に覆われていない部分や関節部分といった場所を狙わなければならない、玄人くろうと好みの武器と言える。少なくとも初心者が扱うような代物ではない。

（となると……ある程度は実力を持っている冒険者か？）

　内心で呟つぶやき、早速とばかりにギルド内部にある酒場へと向かって行った男の後ろ姿を見送る。

　確かにその足あし捌さばきはそれなりに実力がある者のそれだった。

「さて、また何か一騒動……とかじゃないといいんだがな」

　アゾット商会での権力闘争からまだそれほど経っていない。ようやくギルムでも武器屋関係の混乱が収まり、通常通りの喧けん噪そうが戻って来ているのだ。

　一般人にとってはそれほど意味のない混乱ではあったが、武器が必ひつ須すの冒険者にしてみればかなり面倒な混乱だった。それもあってレイは二週間ほど休暇と割り切って休んでいたのだが。

　来春になればベスティア帝国との戦争が間違いないとされているのだから、せめてこの冬は穏やかに過ごしたいものだ。能天気にそう考えつつ、レイはカウンターへと向かう。

「あはは。目立ってるねレイ君」

「ちょっと、ケニー！　あまりそういうことを言わないの。それで、えっと、レイさん。今日はどんな用件で？　依頼書は持っていないようですが」

　レイの手元を見ながら話すレノラに小さく頷く。

「いや、さっきの男のことで何か知っていたら教えて欲しくて」

　ギルドの中にレイの知り合いの冒険者がいればその辺の情報を教えて貰えたのかもしれない。

　だが現在は昼前であり、普通の冒険者はそれぞれに依頼を受けるなりなんなりしているため、ギルド内部にいる冒険者の数は少なく、その中にレイの知っている冒険者は誰もいなかった。

　これが、逆にレイを一方的に知っているだけの冒険者となると実はそれなりの数になるのだが。

「能力とかそういうのじゃなくて、一般的な評判の類でいいのなら教えても構いませんが」

　レノラの言葉に頷くレイ。

　そしてレノラが口を開こうとすると、押しのけるようにしてケニーが身体を割り込ませてくる。

「あ、じゃあ暇だから私が教えてあげるね」

「ちょっ、ケニー!?」

「人当たりは私の方がいいから、レノラよりも詳しい話は知ってるんだけどなー」

　猫の獣人であるケニーが、本当の猫のように喉のどを鳴らしながら上目遣いでレイへと視線を向ける。

　……なお、上目遣いというのはケニーが座っているからであって、本来の身長では実は若干ケニーの方が高かったりする。

　レノラの方へと視線を向けるレイだったが、レノラが肩を竦すくめているのを見て小さく頷く。

「分かった。じゃあ頼む」

「任せて。名前はハスタ君。ランクＤ冒険者でこの街の出身。今から一年くらい前にランクＤになったから、それなりにベテランって言ってもいいかな。さっきレイ君も見たように、思い込んだら一直線って感じの性格をしてるわね。実家は図書館の近くで食堂をやってるらしいわよ」

「食堂か。……ん？　ランクＤ冒険者ってのはともかく、パーティは？」

「ハスタ君はレイ君と同じくソロなのよ」

　ケニーのその言葉に、少し驚くレイ。

　もちろん自分以外にもソロの冒険者がいるのは知っていた。レイ自身の知り合いでは、魔力を見ることが出来る魔眼を持っているルーノがいる。

　だがそれでもソロの冒険者は圧倒的に少ないというのもまた事実なのだ。それこそ、余程自分の腕に自信があるか、あるいは性格的に問題があってパーティを組んでくれるメンバーがいないか。

　そして、レイ自身のように他人に話せないような秘密があるか。

「俺が言うのもなんだけど、ランクＤでソロってのは珍しいな。何か理由があるのか？」

「理由っていうか、そもそもハスタ君が冒険者を目指したのが家の手伝いをするためだったらしいから。今も言ったように実家が食堂をやっているのよ。そこで自分の倒したモンスターの肉を使えば、材料費はかなり安くなるでしょう？」

「……なるほど。パーティを組んで戦えば分け前が必要になってくるからな。もっとも、肉と魔石とかで分けることも出来そうだけど」

　レイの疑問に、ケニーは微かすかに眉まゆを顰ひそめる。それは一緒に話を聞いていたレノラも同様だった。

「確かに最初はレイ君が言うように魔石とモンスターの肉って具合でパーティを組んでたときもあったのよ。でも、分け前で揉もめてね。結局そのパーティは解散。当時はまだランクＥの冒険者だったけど、ハスタ君自身がそれなりに腕が立ったから、それからはソロで活動しているの」

　ケニーの言葉に、酒場の方へと去って行ったときの身体の動かし方を思い出して納得するレイ。

「大体分かった。取りあえず話を聞いてからどうするか決めるとするよ」

「うん。その……出来れば力になってあげてね？」

　少し心配そうに告げてくるケニーの言葉を背に、酒場で待っているハスタの下へと向かう。




「悪いな、待たせて」

「いえ、大丈夫です！　それよりも時間を取らせてしまって申し訳ありませんでした」

　テーブルに額をくっつけるのかと思うほどに頭を下げてくるハスタを横目に、レイは席に着く。

「あ、今日は僕の用事ですので、僕が支払わせて貰もらいます。……あまりお金を持ってないので、安いものでお願いしますが」

　照れたように笑みを浮かべつつ告げてくるハスタに頷うなずき、近づいて来たウェイトレスに温かいスープと串くし焼やき、パンのセットを注文する。少し早い昼食だ。……燃費の悪いレイにしてみれば、この程度の料理は昼食と言うよりも間食程度の量だが。

　安いセットだったのが嬉うれしかったのだろう。ハスタもまた同様の料理を注文していた。

　ウェイトレスが厨ちゆう房ぼうへと向かったのを見ながら、被かぶっていたドラゴンローブのフードを下ろし、改めてハスタの顔を見る。

「うわっ、本当に僕よりも若いんですね」

　童顔とも言えるレイの顔を見て思わず驚きの声を上げるハスタ。だがそんな反応に慣れきっているレイは、気にした様子もなく口を開く。

「まあな。で、単刀直入に聞くが俺に何の用だ？　出会っていきなり頭を下げてまで頼み込んでくるってことは、かなり困ってるんだろ？」

「はい。実は僕の実家は食堂をやってるんですよ。それで僕が倒したモンスターの肉を父さんや母さんに使って貰ってるんですが」

（ミスティリングの中に確保してあるモンスターの肉を格安で売ってくれ、とかいう流れか？）

　そう予想するレイ。体長二メートル以上の……そして最近はさらに大きくなっているセトがいるのだ。

　そのセトに対して腹一杯食べさせるために、レイのミスティリングの中には大量のモンスターの肉が収納されている。だからこそハスタの目的は自分の持っている肉だと思ったのだが……

「いいえ、違います」

　レイの顔を見て何を考えているのかを理解したハスタは、何か言われる前に自分から否定する。

「レイさんがグリフォンを従えていて、そのグリフォンのためにモンスターの肉を集めているというのは知っています。だからそれを目当てに来たと思われるのかもしれませんが、僕が求めているのはレイさんに力を貸して貰うことです」

「……力を貸す？」

「はい。実は秋から冬に掛けて、丁度今くらいの季節にあるモンスターが出没するんです。とは言っても、この近くじゃなくて半日くらい離れた場所にある草原に、ですけどね」

　ギルムから半日ほど離れた草原。そう聞かされてレイの脳裏を過よぎったのは、よく自分やセトがスキルの習得を行うときに使っている場所へと行く際に通り過ぎる草原だった。

「それは、もしかしてギルムから魔の森方面に向かう途中にある草原か？」

「あ、知ってましたか。そうです。そこに出て来るモンスターを倒すのに協力して欲しいと思って」

「……協力、ねぇ。依頼を出せばいいんじゃないのか？」

　視線を依頼ボードの方へと向けて尋ねるレイに、ハスタは苦笑を浮かべて小さく首を振る。

「冒険者を雇うとなると、相応にお金が掛かります。特に報酬とかは今の僕にはちょっと資金的に無理があって。……なので僕自身がそのモンスターを倒しに行こうと思ったんです。ただ、僕だけの力じゃちょっと厳しいので、実力があって、ランクが僕と同じで、ソロで活動しているレイさんに声を掛けさせて貰いました」

「なるほど。ちなみに、俺に協力を頼んでまで倒したいモンスターってのはどんな奴なんだ？」

「ガメリオンです」

「ガメリオン？」

　聞き覚えのないモンスター名に首を傾げるレイ。一応以前見たモンスター辞典の内容を思い出してみるが、その中にもガメリオンという名称のモンスターはいなかった。

「あれ？　知りませんか？　この街ではそれなりに有名なモンスターなんですが」

　さも知ってて当然と呟くハスタの言葉に、レイは苦笑を浮かべる。

「俺がこのギルムに来てからまだそれほど経ってないんでな。ギルムでは常識だったとしても、俺にとっては知らないことも多いんだよ。だからよければ教えてくれ」

　レイの言葉にそのことを思い出したのだろう。小さく頷いたハスタが口を開こうとして……

「お待たせしました」

　酒場のウェイトレスが注文した料理を運んでくる。

　それに軽く礼を言い、料金を払ってから注文した串焼きへと手を伸ばすハスタ。

「まずは食べましょう。温かい料理は温かいうちに食べるのが礼儀ですしね」

「確かに冷えた串焼きはあまり食いたくはないな」

　ハスタの言葉にレイも同意し、串焼きへと手を伸ばしながら尋ねる。

「それでガメリオンだったか。どんなモンスターなのか、改めて聞かせてくれ」

「あ、はい。さっきも言いましたが、ガメリオンというのは秋から冬になるこの季節に姿を現すモンスターです。外見は……そうですね、巨大な兎というのが一番近いでしょうか」

「……兎？」

　ランクＤに昇格して一年くらい経つ、すでにベテランと言ってもいいハスタが自分に協力を仰いでまで倒したいモンスターと聞き、ドラゴンとまではいかないまでもダンジョンで戦ったスプリガンレベルのモンスターを想像していたレイは、思わず聞き返す。

　本気か？　と言う意味を込めた問い掛けだったが、ハスタは真面目な顔で頷く。

「もちろん普通の兎ではありません。外見は兎に近いというだけで非常に凶暴なモンスターです。体長は三メートルほどで、身体を覆っている毛は刃物を使った攻撃に限定すれば防御力が非常に高いです。主な攻撃手段は刃やいばのように鋭い斬れ味を持っている耳に、標的に嚙かみついて毒を注入する牙きば。それと尻しつ尾ぽは一メートルほどの長さを持っているのが普通で、鞭むちのように振り回します。これらの攻撃を兎特有の高い瞬発力で行ってくる、ランクＣの非常に厄介なモンスターです」

「……兎？」

　再び先程と同じ言葉を口にするレイ。

　レイの中にある兎と言えば、このエルジィンに来る前に暮らしていた街の近くの山で時々見る動物だった。大きさは体長三十センチといったところで、三メートルという大きさの兎は想像の範囲外だ。

「ええ。兎です。ですがあくまでも先程言ったように兎に見えるのは外見だけで、その本性はモンスターでしかありません」

「……だろうな」

　たった今聞かされた説明を脳裏でイメージするが、それはとても兎と呼べるような姿ではない。

「それでどうでしょう？　手を貸して貰えますか？」

　ハスタからの問い掛けに、パンを嚙み千切り、スープで流し込んでから口を開く。

「その前に幾つか聞きたい。その結果次第で頼みを引き受けるかどうかを決めようと思う」

　その言葉に神妙に頷くハスタを見ながら、レイの問い掛けが始まる。

「まず第一に、もしお前の頼みを受けた場合の俺のメリットは？　報酬を支払う金がないからギルドに依頼を出せないと言ってたけど、そうなると俺にも支払えるような金はないんだろ？」

「レイさんは魔石のコレクターだと聞いています。僕が欲しいのは、あくまでも家の食堂で使うガメリオンの肉なので、魔石と素材は全てレイさんの物にして貰っても構いません」

　その言葉に、ふと脳裏で先程ケニーから聞いた内容を思い出す。

「確か以前にパーティを組んでいたとき、その条件で揉めたと聞いているが？」

「知ってましたか。確かにそうですが、今回のガメリオンに限っては問題ないんじゃないでしょうか？　僕が欲しいのは肉。レイさんが欲しいのは魔石で、素材は全て譲っても構いませんし」

「この質問はあまり関係ないけど、何で俺が魔石を集めていると知ってるんだ？」

　魔石を集めていると公言している訳でもないし、それを教えた面メン子ツもそう多くはない。それなのに何故目の前にいるハスタがそれを知っていたのか疑問に思って尋ねたのだが……

「え？　レイさん自分がどのくらいギルムにいる冒険者の間で有名なのか知らないんですか？」

　返ってきたのは、驚きの表情を浮かべながら告げられたそんな言葉だった。

「レイさんがギルドに持ってきている素材の量が、ソロの冒険者としては異常なんですよ。その割には一番高額で売れる魔石が素材の量に合ってないというのは、以前から有名でしたよ？」

「そうなのか？」

「はい。ソロであれだけ稼いでいる人も珍しいですから。で、そのお零こぼれに与あずかりたい人が素材を売っているときに魔石の数が足りないと気が付いて、それが知れ渡った感じです」

　聞いてみれば何でもない回答に、溜ため息いきを吐くレイ。

　冒険者が集まっているギルドではなく、どこかの店に直接売りに行けば良かったのかも……と内心で思ったが、値段交渉の面倒くささを考えるとすぐにその案は没になる。

　ハスタが言ったように、レイが売りに出している素材はパーティで活動している冒険者より多い。それを毎回海千山千の商人たちと交渉をするのなら、交渉の必要がない代わりに多少安くても一定の値段で、そして素早く買い取りの査定をしてくれるギルドに売る以外の結論はないのだった。

「で、話を戻すが。俺に協力を要請してきても断られるとは思わなかったのか？　俺が一人でそのモンスターを倒しに行くとか。そうすればわざわざ肉と素材みたいに分ける必要もないんだが」

「もちろんその可能性は考えました。けど、ある人からアドバイスを貰もらいまして。レイさんなら事情を話せば恐らく無下には出来ないだろうと」

　その言葉にピクリと頰を動かすレイ。

　自分と関わっている人物はこのギルムで考えるとそれほど多くはない。それなのにそんな風に言われるような覚えは殆ほとんどなかったからだ。

「誰だ、そんな傍はた迷めい惑わくなことを言ってるのは」

「その、うちの近くにある鍛か冶じ屋やのパミドールさんです」

　パミドール、鍛冶屋。その二つの単語を聞き、脳裏に山賊にしか見えない強こわ面もての顔を思い出す。

「あいつか」

「はい。パミドールさんが引っ越して来てからそれほど経っていないんですが、あの辺では色々と有名なんですよ。顔と中身のギャップが凄すごいって」

「だろうな。……しょうがない。パミドールの紹介なら断る訳にもいかないか。ガメリオンを仕留めるのは手伝わせて貰うよ。この時期だけ出没するモンスターの魔石というのも捨てがたいし」

「ありがとうございます！」

「それで、話が決まったのなら次は実際にいつ出向くかだが……」

「その、一応確認しておきたいんですが、レイさんはアイテムボックス持ちって本当なんですか？」

「ん？　ああ。そうだな。ほら」

　呟つぶやくや否や、ミスティリングから鞘さやに入ったままの短剣を一本取り出す。

　そしてハスタはそれを見ると喜色満面といった笑みを浮かべる。

「うわっ、本当にアイテムボックスだ。……実物を見るのは初めてですよ」

「現存数は少ないらしいからな。それでわざわざ確認したってことは何か理由があるのか？」

「その、ですね。ガメリオンが三メートルくらいの大きさだというのはさっき話した通りなんですが、出来ればその肉を運ぶとき、アイテムボックスを使わせて貰っても構わないでしょうか？」

　レイにとってはそれはいつものことだったので特に問題はなかったのだが、一般的な冒険者にしてみればアイテムボックスという非常に稀き少しよう度の高いマジックアイテムを使わせて貰うというのは、身の丈に合わないように感じられたのだろう。

「基本的に金がないと自分で言うお前が、俺に何を対価として差し出す？」

「確かに僕には自由になるお金は殆どありません。提供出来るのは僕という労働力くらいです」

「労働力？」

「はい。レイさんはモンスターは大量に倒してますけど、素材の剝はぎ取りや解体があまり得意じゃないんですよね？　僕は小さいときから家の食堂でモンスターの解体を手伝ってきたので、その手の作業には慣れています。なのでそういう意味では十分レイさんの力になれると思います」

　予想外のその提案に、思わず感心したように頷うなずくレイ。

　レイにしてみれば、モンスターの素材を剝ぎ取ったり魔石を取り出したりする解体は得意ではないので、ハスタの提案には惹ひかれるものがあった。

「その提案は魅力的だな。……けど、何でそこまでしてガメリオンとかいうモンスターの肉を求めるんだ？　確かにこの季節しか姿を現さないのなら稀少価値は高いんだろうが」

　その言葉に数秒ほど黙り込んだハスタだったが、やがて小さく話し始める。

「実はうちの食堂、今ちょっとした借金がありまして。なるべく早くそれを返したいんですよ」

「借金？」

「はい。あ、もちろん悪い商人から借りてるとかじゃないですよ。ただ純粋に食堂の施設を建て替えたときにした借金ですので。利息も特に暴利な訳でもないですし。でも借金がある状態というのがこう……すっきりしないんですよね」

　どこか照れ隠しのように、ハスタは冷え始めているスープを口に運ぶ。

「で、その借金の解決策がガメリオンか」

「はい。ランクＣモンスターだけあってその肉は相当美お味いしいですし」

「けど借金があるのなら、肉だけじゃなくて魔石や素材もあった方がいいんじゃないのか？」

「あははは。僕もそう言ったんですけど、父さんに『子供に借金を背負わせるほど俺たちは頼りないのか！』って怒鳴られちゃいまして。妥協点として高い値段の料理に使える高ランクモンスターの肉を取ってくるってことになったんです」

　ハスタの言葉に頷くレイだったが、料理に使うとしてもすぐに全ての料理が売れる訳ではないのだろうというのは予想出来る。高級な料理なだけに注文する者もそれほど多くないだろうと。

（三メートル程度のモンスターの肉なら、悪くなる前に全部捌さばける自信があるのかもしれないけど）

　頷くレイに対して、これまで元気よく答えていたハスタが何処か遠慮がちに声を掛けてくる。

「それで、ですね。実はちょっと前に父さんの友人から話を聞いたんですが、その人がやっている軽食の露店で、レイさんにアドバイスを貰ったら料理の味が良くなって売り上げが伸びたって言ってたんですよ。出来ればうちの食堂でも何かアドバイスをして貰えれば、と」

　そう言われてレイの脳裏を過ぎったのは、よくセトへサンドイッチを与えている露店の店主。

　セトを可愛がっており、その露店でサンドイッチを買うとサービスをしてくれるので、その礼にと簡単なホットサンドのレシピを教えたのだ。

　サンドイッチを焼くだけという、レシピとも言えないようなレシピなのだが、少なくともギルムにホットサンドという料理はなかったらしく、人気の商品となっていた。もっとも、パンで具材を挟んで切る前に焼くという一工程を加えただけなので、すぐにその調理法は広まってしまったが。

「サンドイッチを焼くなんて普通はなかなか考えつきませんよ。でも、焼くと美味しいんですよね。チーズとかハムとか。……具材によってはちょっと合わないのもありますが。その知識で、是非うちの食堂にも名物の一品をお願い出来ないかと思って」

「……俺は料理は素人しろうともいい所だぞ？　ホットサンドにしたって、あんなのはパンを焼くだけなんだから誰でも思いつきそうなものだし」

「それを実際に思いつく所が凄いんですよ。……お願い出来ませんか？」

　懇願するような視線を向けられて数秒悩むレイだったが、何かを思いついたように小さく頷く。

（このエルジィンには麵めん料理というのが存在していない。いや、もしかしたら他の国や街にはあるのかもしれないけど、このギルムにはない。となると丁度いい機会か？　うどん辺りなら小麦粉と塩と水があれば出来るし。

　ただ、問題は俺自身がうどんを作るための知識を殆ど持っていないってことか。前に家で作ったことがある程度でどうにか出来るか？　……いや、どのみち作るのは本職の料理人なんだ。俺に出来るのはヒント程度で、工夫は向こうに任せればいいだろ）

　内心でそう意見を固めてから、ハスタへと声を掛ける。

「そうだな。俺にも試して欲しい料理のアイディアがある。けど俺に出来るのはあくまでもアイディア程度だぞ。それを実現出来るかどうかは料理人の腕に掛かっている」

「ありがとうございます！」

　レイの言葉に、勢いよく頭を下げるハスタ。

「で、ガメリオンが出るのはここから半日ほどの距離だという話だけど……今から行くのか？」

　その言葉に、ハスタは酒場の窓から外へと視線を向けて首を振る。

「ガメリオンが出没する地域まで大体半日。今から行っても向こうに着けば夕方を過ぎます。その状態で標的を探すというのはちょっと厳しいでしょう。少なくとも僕には無理です」

「確かにな。セトに俺とお前の二人が乗れればいいんだろうけど、生憎あいにく俺一人で精一杯だし」

「セトって言うのは確かグリフォンの名前でしたよね。……うーん、そうなるとやっぱり明日の朝早くに街を出て、昼前後にガメリオンの出没地点に到着。その後ガメリオンを倒してギルムまで戻って来るというのが一番スムーズな流れなんですけど」

　そこまで呟き、レイとハスタの二人は揃そろって首を振る。

「無理だな」

「そうですね。そこまで都合良く物事が運ぶとはちょっと思えません。向こうに着いてすぐにガメリオンを見つけられるかどうかも分かりませんし。……というか、普通は無理ですよね」

「そうなると、最悪向こうで一泊程度は覚悟する必要があるかもしれないな。解体作業は倒したガメリオンを俺がアイテムボックスに入れてこの街に運んできてからやれば問題ないけど、そもそもお前の言う通りにガメリオンをどれだけ早く見つけられるか、だな」

「そうなります。けど、出来ればこの時期に街の外で野営はしたくありません。寒さについてもそうですし、この時期になると春や夏よりも強力なモンスターが姿を現すこともありますし」

「へぇ、そうなのか？」

　その件については知らなかったレイが思わず聞き返す。

　レイにしてみれば、まだ出会ったことのないモンスター＝まだ吸収していない未知の魔石だ。そういう意味では強いモンスターが姿を現すのは願ったり叶かなったりと言っても良かった。

「……いっそ、俺とセトだけでそこの草原まで飛んで行ってガメリオンとやらを仕留めてくるか？　それなら時間もそう掛からないし、そっちにしても楽でいいんじゃないか？」

　レイはガメリオンを倒し、ついでに他の未知のモンスターも倒して魔石を入手する。ハスタはギルムで待っているだけでいい。そう思って出したアイディアだったが、当の本人は小さく首を振る。

「すいません。父さんからの条件が僕自身も動いて、とのことでしたので完全にお任せする訳にもいかないんです。もしレイさんに全部お任せしてガメリオンの肉を手に入れたとしても、きっと父さんは使ってくれませんし」

「……頑固な父親を持つと苦労するな」

「あはは。でもそんな父さんだからこそ、僕も力になりたいって思うんです」

　照れた笑みを浮かべつつもはっきりと告げてくるハスタに、少し前に関わったアゾット商会のボルンターとガラハトを一瞬だけ思い出すレイ。

　すでにボルンターやポストゲーラ、コルド、ミナスの四人は王都へと護送が完了されていた。その護送が決まるまで、日付が変わる頃になると身も世もないような泣き声が聞こえていたという噂があったが、レイ自身はその噂を聞いても特に表情を動かすようなことはなかった。

「しょうがない。なら、明日の朝に正門前で待ち合わせってことでいいか？　それでガメリオンの出没地点まで移動して、なるべく早く狩る。で、そのまま急いでギルムに戻ってくると」

「そうですね。それしかないでしょう。……やっぱり朝に明るくなるのが遅いというのは痛いですよね。外が暗いとモンスターの動きもそれなりに活発ですし」

「その辺はしょうがないさ。むしろガメリオンはこの時期だからこそなんだろう？」

「ええ。実際、二年くらい前にこの時期のガメリオンの肉を食べる機会があったんですが、もの凄すごく美味しかったですしね。あの肉の味はランクＢモンスターにも匹敵する味でした」

　肉の味を思い出しているのだろう。ハスタは幸せそうな笑みを浮かべる。

　その笑みを見たレイは、軽い食事を済ませたばかりなのに空腹を感じたような気がした。

「とにかくだ。明日の朝、外が明るくなるくらいの時間に正門前に集合ってことでいいか？」

「……あ、は、はい！　僕はそれで問題ありません。よろしくお願いします！」

　頭を下げるハスタにレイも頷き、この日はそれぞれ翌日の準備をするためにその場で別れる。

　もっとも、レイの場合は右手に嵌はまっているミスティリングに冒険で使う道具等は大量に入っているので、特に何を買うでもなく、いつものようにセトと買い食いをしながら宿へと戻ったのだが。
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　明けて翌朝。レイはいつもより早めに目を覚まし、朝食を簡単に済ませてから、おやつや昼食用にたっぷりのサンドイッチを作って貰もらい、まだ薄暗い中をセトと共に正門へと向かって歩いていた。

「んー、やっぱりそろそろ寒くなってきてるんだな」

　自分以外にも数人の冒険者たちが正門へと向かう姿を眺めながら、思わず呟つぶやく。

　少し前までと違って鎧よろいの上からローブやコートを身に纏まとっている者も多く、中には何枚ものローブを重ね着している魔法使いらしき者もいた。

　そんな中、着ている者の快適な温度に保つドラゴンローブや、この程度の気温の変化では特に何も感じていないセトの一人と一匹は周囲から浮いている。

　目立つと言うだけならセトを知らない者は殆ほとんどいないのだが、十度を下回る気温の中を服にローブ一枚だけで他にコートも着ていないのでは、周囲の注目を集めるのは当然だった。

　誰が見ても何らかのマジックアイテムを使っているのは明らかだったが、なるべく触れない方がいい存在として知られるようになったレイは、何を聞かれるでもなくそのまま正門へと到着する。

　まだ暗いせいか正門は開いてはいないが、数人の冒険者たちが門の開くのを待っていた。

「あ、レイさん。おはようございます！」

　そしてレイを見つけるや否や、挨あい拶さつをしながら勢いよく頭を下げてくるハスタ。

「……朝から元気だな」

「グルゥ」

「へぇ、街で遠くからは何度か見てますが、こんなに近くで見るのは初めてです。えっと、よろしくねセト……でいいんだよね？」

　ハスタの言葉に喉のどの奥で小さく鳴くセト。

　それを見たハスタは、背負っていたリュックから何かを取り出してセトへと差し出す。

「えっと、うちの食堂の賄い料理を持ってきたんだけど。食べる？」

　その手の中にあったのはサンドイッチだった。ただしパンに挟まれているのはボリュームのある肉であり、肉のサンドイッチと言うよりはパン付きの肉と呼ぶのが正しいような代物だ。

　機嫌良く鳴いたセトは、差し出されたサンドイッチをクチバシで咥くわえて口の中へと運ぶ。

「あ、レイさんもどうぞ。一応朝食代わりに父さんからたっぷりと作って貰ってますから」

「そうか、なら遠慮なく貰おう」

　宿から出る前に朝食を食べてきたにもかかわらず、レイは肉入りのサンドイッチを口へと運ぶ。

　一見するととても上品とは言えない料理なのだが、パンに挟んであるのは焼いてある肉ではなく煮込んである肉であり、殆ど力を入れて嚙かまなくても口の中で解ほどけていく。

「……美う味まいな」

　思わず口から出る言葉。それを聞き、父親の料理を褒められたハスタは笑みを浮かべる。

「口に合って良かったです。……あ、そろそろ門が開くみたいですよ。早く行きましょう。今日は色々と急がないといけませんしね」

「そうだな。セト、行くぞ」

「グルゥ」

　サンドイッチの最後の一口を口の中へと放り込み、セトやハスタと共に正門前へと向かう。

「あれ、レイ君。久しぶりだね」

　そしてレイとセトの手続きをするのは、レイたちの専属と化しているランガだ。まだ朝日も昇りきっていないのにその顔には元気が溢あふれており、厳いかつい顎あご髭ひげもいつも通りに黒々と艶つやを放っている。

「今日はガメリオンとかいうモンスターを目当てに草原の方にちょっとね」

　ガメリオンという名称を聞いた途端、ランガの頰がピクリと動く。

　レイはギルドカードとセトの首に掛かっていた従じゆう魔まの首飾りを渡しながら、ランガへと尋ねる。

「何か厄介な出来事でもあったとか？」

「………知っての通り、ガメリオンというのは毎年この時期に姿を現すモンスターだ。それで、ランクＣモンスターとしては非常に美お味いしい肉が取れるために、毎年この時期になると冒険者たちが依頼やら、自分たちが食べたいからと倒しに行くんだが……」

「が？」

「今年は、どうもいつもと違うらしい。いや、もちろんすでに何組かの冒険者パーティはガメリオンを倒しているんだ。けど、そのパーティから妙な報告がされていてね」

　ランガに無言で続きを促すレイ。

「普通のガメリオンは体長が大体三メートル程度。けど、彼等の中には八メートルを超えるガメリオンを見たって言ってる人がいるんだ」

「……八メートルオーバー？　また、随分とでかいな。通常の三倍近い大きさじゃないか」

「ああ。恐らく希少種だと思うんだけど……とにかく、ガメリオンを倒しに行くのなら、気を付けておくに越したことはないと思う」

　ギルドカードを返して貰い、レイよりも少し早く手続きを終えて待っていたハスタと共に正門を出る。当然その後ろにはセトが二人の速度に合わせるように歩いていた。

　そのままギルムをぐるりと回るようにして、裏の方から魔の森のある方へと進んで行く。

「希少種の話、聞いたか？」

「はい。希少種ともなると一ランク上となるのが普通ですから、もし本当にガメリオンの希少種がいたらランクＢ相当になりますね。……正直、困りました」

　呟きながら思わず溜ため息いきを吐くハスタ。

　ランクＤのハスタにしてみれば、ランクＣモンスターであるガメリオンにソロで挑むというのもかなりのリスクを負っている。今回はレイとセトという戦力がいるからこそガメリオンを狙う覚悟を決めたというのに、それがランクＢ相当の希少種であるとなると戦力的に厳しい。

　そうハスタが思ってしまうのも無理はないだろう。だが……

「まぁ、ランクＢなら何とかなるだろ」

　ポツリと呟かれたレイの言葉に、思わず驚きよう愕がくの視線を向けるハスタ。

　ランクＢモンスターを……しかもソロで相手取ることが出来る者は、ギルムにもそれほど多くはない。それほどのモンスターをランクＤなのにどうにか出来ると言うのか？　そんな疑問を抱いたハスタだったが、すぐに自分たちの後ろをついてきているグリフォンへと視線を向けて納得する。

　確かにランクＡモンスターのグリフォンがいれば、どうにかなるだろう、と。

　レイが倒したオークキング、エレーナたちと協力してではあるが倒したスプリガンや、個体ではランクＣだが集団になるとランクＢ相当と言われているエメラルドウルフ。

　これらのモンスターをレイが倒してきているというのは殆ど広まっていない。オークキングの件は知る人ぞ知る扱いだったのだが、ハスタは知らなかったらしい。

「いざというときは、頼むな」

　ゆえに、ハスタは希少種が出たときに頼れるだろうセトへと声を掛けながら頭を撫なでるのだった。

　セト本人は何故急に頭を撫でられたのか分からず、不思議そうに喉を鳴らすだけだったが。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「ちっ、面倒極まりない！」

「ギギギィッ！」

　大きく、そして鋭く振るわれたデスサイズの刃やいばが、三匹のゴブリンの胴体を纏まとめて切断する。

　周囲に散らばるゴブリンの血と臓物。そしてそれらから上がっている湯気に不快そうに眉まゆを顰ひそめると、レイは近くで戦っているハスタへと視線を向ける。

　そこでは大振りに振るわれた錆さびた長剣を回避し、次の瞬間には突き出されたエストックの切っ先がゴブリンの額へと素早く突き刺さり、そしてまた次の瞬間には素早く引き抜かれていた。一連の動作はさすがに慣れた様子を感じさせる。

「へぇ、さすがランクＤ冒険者。戦闘力はなかなかだ」

　感心したように呟き、ハスタに加勢は不要だろうと判断してセトの方へと視線を向けるが……

「……だろうな」

　そこで繰り広げられていたのは、戦いというよりも一方的な蹂じゆう躙りんだった。

　ゴブリンが必死に振るう錆びた槍やりを、セトが前足を一振りするだけで呆あつ気けなく破壊する。投げ付けられた石は自由に空を舞うセトにとって回避するのは難しくはない。

　そして振るわれるセトの一撃は容易たやすくゴブリンの生命を奪い取っていく。

　無謀にもレイたちを襲ってきたゴブリンの集団が逃げ出すまで、五分と掛からなかった。

「まさか今更ゴブリンに襲われるとは思わなかったな」

「こっちの方でゴブリンが現れるという報告はギルドにされてなかったと思うんですけど」

　レイとハスタは溜息を吐きつつ、討伐証明部位の右耳を切り取り、心臓から魔石を取り出していく。

「肉は……俺はいらないな。そっちは？」

「僕もさすがに。ゴブリンの肉は不ま味ずいですしね。……これがせめて美味しいんだったら、まだそれなりに旨味もあるんですけど。冒険者にしてみれば、繁殖力が強いだけに厄介な相手ですし」

「一匹見掛けたら三十匹はいると言われても納得する繁殖力を持ってるしな」

　死体は、十匹程度のゴブリンなのだから他のモンスターが食べるなりして始末してくれるだろうと判断し、そのまま二人と一匹はガメリオンの出没する地点を目指して再び歩き始める。

「ガメリオンを狙うのは今年が初めてなのか？」

「これまでにも何度か経験があります。ただ、他のパーティに連れて行ってもらってですけど。そうすると僕が受け取れる肉の量がどうしても少なくなるので、今回はレイさんに頼んだんです」

「なるほど。そのときもゴブリンとかが現れたりしたのか？」

「うーん……僕は覚えがありませんが、こっちの魔の森方面は多種多様なモンスターが出没しますしね。それこそゴブリンがいてもおかしくないと思いますが」

「……だと、いいんだがな」

　レイの口から漏れた呟つぶやきに不安を覚えたのか、思わず視線を向けるハスタ。

　だがレイは何でもないと小さく首を振る。

（そう、魔の森由来のモンスターがいるなら、ゴブリン程度のモンスターが生き残るのは難しいはずだが……この広い草原だ。たまたま、運良く他のモンスターに見つからなかったんだろうな）

　内心で呟き、気を取り直すようにして話を続ける。

「この草原ではガメリオンの他にどんなモンスターが出るか聞いてもいいか？」

「そうですね、浮遊クラゲとかもこの時期になると現れますよ」

「……浮遊クラゲ？」

「あ、そうか。ギルムに来るまで山の中にいたのなら、クラゲと言っても分かりませんよね」

「いや、師匠の持ってる本で読んだことがある。透明の傘から触手が生えている生き物だろ？」

「そうですね。まぁ、ランクＤモンスターなのでそれほど強くはないんですけど。ただ、触手の先端に触れると痺しびれさせられるので、そこだけ注意して下さい。それと名前通りに空を飛んでいるので……レイさんの場合はセトがいるからその辺は問題ないと思いますが」

　呼んだ？　とレイたちの後ろで小首を傾げて喉のどを鳴らすセト。

「何でもない。お前がいてくれると頼もしいってだけだ」

　レイは笑みを浮かべ、擦こすりつけてくる頭を撫でる。

　二人と一匹で周囲を警戒しながら世間話をし、ポイズントードのような低ランクモンスターを倒しながら進むこと数時間。やがて周囲が濃い緑で、丈も長い草の生えている場所へと辿たどり着く。

　見るからに不思議な光景だった。すでに晩秋で冬も近いというのに、草が枯れるでもなく青々と茂り、まるでここだけ夏であるかのように錯覚しそうな光景だ。それでいながら周囲の気温は間違いなく晩秋のそれであり、十度を下回っているのがより強く違和感を与える。

「不思議でしょう？　この辺り一帯はどうやら魔の森から何らかの魔力的な干渉を受けているらしくて、一年を通して草が生い茂っているんですよ」

　まさかここで自分の故郷とも呼べる魔の森の名前を聞くとは思わず、驚きの表情を浮かべるレイ。

　魔の森からギルムまではセトの翼でも数時間、人間が徒歩で進んだ場合は数日程度の距離なのだから、魔の森の影響の大きさがどれほどのものかが窺うかがい知れる。

「ガメリオンがこの時期にここまで出て来るのはそれが原因だって話もありますし、ギルムの住人にとっては悪いことじゃないんですけどね」

「いや、いいのか？　得体の知れない現象をそのままにしておいて」

「特に何か不具合が出る訳じゃないんだし。いいんじゃないですか？」

　本当にいいのか？　そんな風に思っていると、不意にハスタが口を開く。

「あ、お久しぶりです」

「よお、ハスタじゃねえか。久しぶりだな。ここに来たってこと……あー、うん。分かった」

　ハスタの声に答えた方へと視線を向けると、そこでは五人の冒険者がレイを……いや、正確に言えばセトを見て動きを止めていた。

　その冒険者たちが引っ張っている荷車の中には、数匹ほどのモンスターの死し骸がいが入っている。

　長くしなやかな尻しつ尾ぽに、純白の毛皮、刃のように鋭い耳と牙きば。その全てがハスタから聞いていたガメリオンの特徴に一致していた。

「たった二人でガメリオンに挑もうなんて無む茶ちやを止めようと思ったんだが、噂のレイがいれば確かに二人で十分か。まぁ、グリフォンがいる時点でガメリオンには手も足も出ないだろうけどな」

　先頭の人物が呟き、その言葉に同意するかのように他のメンバーも頷うなずく。

「あははは。上う手まく交渉出来たので、何とかレイさんから力を貸して貰もらうことが出来ました」

「そうか。……レイのような腕利きの冒険者がいるなら心配はいらないと思うが、一応注意しておく。俺たちが倒したガメリオンもそうだが、何だか妙に好戦的だった。去年とはちょっと違う」

「あー。やっぱり。正門を出るときに希少種がいるかもって話は聞いたんですけど……あれ？　僕たちがここに来るときにもう帰るってことは、もしかして昨日は泊まりで？」

「なかなか見つからなくてな。幸い野営中にモンスターに襲われるようなこともなかったし」

　あはははは、と冒険者たちの笑い声が周囲へと響く。

　それでも魔の森に近いこの草原で一夜を明かすのだから、男たちが有能なのは明らかだろう。

「さて、じゃあ俺たちはそろそろギルムに戻るとするよ。血の臭いで他のモンスターが寄ってきたりしたら面倒だしな」

「分かりました。道中気を付けて下さいね」

「ああ。……っと、ちょっといいか？」

　チラリ、とレイへと視線を向けて呼び止め、男はハスタに聞こえないようにレイに呟く。

「その、だな。あんたに頼むのも筋違いかもしれないが、ハスタを良く見ててやってくれ。あいつは、確かに元気で冒険者にしては礼儀正しい。だが、家族思いが強すぎることがあってな。たまに暴走するんだよ。だから、その辺を気を付けて見ててやってくれると助かる」

「一応俺もあいつも同じランクＤ。それもあいつは俺よりもベテランの冒険者なんだけど？」

「はっ、馬鹿を言うなよ。今ギルムにいる冒険者であんたの実力を知らないようなのは、モグリの冒険者だけだろうぜ。あんたはそれだけの実績を積み上げてきているんだ。それこそ、まだランクＤに留とどまっているのがおかしいくらいにな。それに、グリフォンという奥の手も持っている」

　男の声には噓偽りの類たぐいはなく、真しん摯しにレイの実力を認めて話していた。

　真っ直ぐに自分へ向けられている目を見れば、その程度のことはレイにも分かった。

　ハスタがベテラン冒険者に可愛がられているのを知り、頷く。

「俺も、あれだけの料理の腕を持っている料理人を悲しませるような真似はしたくないしな」

「そうか、それなら助かる。じゃあ、よろしく頼んだ」

　男臭い笑みを浮かべ、自分より頭一つ分は小さいレイの肩を力強く叩たたいてくる。

「あれ？　どうしたんですか？」

　そんな男とレイの様子を見て尋ねてくるハスタだったが、男は何でもないと首を振る。

「ちょっとした世間話だよ。じゃあ俺たちは行くから、くれぐれも気を付けて狩りをしろよ！」

　その言葉を最後に、男たちは荷車を引っ張ってギルムの方へと去って行く。

「……さて、じゃあ僕たちも早速行きましょうか」

　去って行った五人の背中を見送り、ハスタが呟く。

　レイもまたハスタの言葉に頷き、セトと共に草原へと足を踏み入れる。

「レイさん、セトに上空からガメリオンがいる場所を探して貰えますか？　倒すにしても、まずは見つけないとどうにも出来ませんし」

「ふむ、そうだな。セト、頼めるか？」

　任せろと喉の奥で鳴くと、セトは数歩の助走のあと、翼を羽ばたかせて空中へと駆け上がる。

「うわぁ……凄すごいですね」

　初めて飛ぶセトの姿を地面から見つつ、感嘆の声を上げるハスタ。

　一介のランクＤ冒険者のハスタにしてみれば、空を飛ぶのはまず不可能なのだから無理もない。

　そしてそのまま五分ほど経つと、やがて空を飛んでいたセトが降りてくる。

　草原へと着地するや否や、喉を鳴らしながら左の方へと視線を向けて、先を歩いていく。

「どうやら見つけたようだな」

「この短時間で見つけるなんて……」

　驚きの表情を浮かべつつ、ハスタは賞賛の声を上げる。

　一行の先頭を歩いていくセトはそのまま草原を二十分ほど歩き、やがてその視線を草原の中に存在する小さな林へと向けたまま動きを止める。

「あそこで間違いないか？」

　レイの言葉に静かに喉を鳴らすセト。

　その鳴き声を聞き間違いないと判断したレイとハスタは、お互いに顔を見合わせると小さく頷いて足音を立てないように林との距離を縮めていく。ハスタはすでにエストックを抜き放ち、いつでも突きを放てるようにしており、レイもまたその手にはデスサイズを持っている。

　そして林の中へと進んだレイたちが見たものは……

「ガ、ガァ……」

　半死半生の状態で……否、殆ほとんど瀕ひん死しと言ってもいいゴブリンと、そのゴブリンの内臓を貪むさぼり喰くっている三メートルほどの白いモンスターの姿だった。

　刃のように鋭い耳、一メートル近い尾。背後からなので牙は確認出来ないが、まず間違いない。

　体長三メートルほどのそのモンスターの名前をレイが口に出そうとしたそのとき、それよりも前にレイの隣にいたハスタが呟つぶやく。

「ガメリオン」

　思わずだろう、標的でもあるモンスターの名前をハスタが呟く。ゴブリンの内臓を貪っていたガメリオンは、その声を聞くとゴブリンの内臓を貪る動きを止め、鋭い目付きで一瞬だけ後ろを見る。

　そこにいるのが二人の冒険者だと知ると、気にした様子もなく再びゴブリンの内臓を貪る。

　ただし一メートルほどの尾がゆらゆらと揺れて、牽けん制せいするかのように背後の様子を窺っていたが。

「ハスタ、奴はセトに気が付いていない。一度離れて、上空からセトに奇襲を仕掛けて貰うぞ」

　緊張した様子の背中へと声を掛けるレイだが、ハスタは持っていたエストックをしっかりと握り締め、小さく首を振ってその提案を否定する。

「いくらガメリオンの相手をするためにレイさんに助っ人とを頼んだからといって、全てをレイさんに任せる訳にはいきません。それに父さんからの条件もありますしね。最初は僕にやらせて下さい。そこでどうしようもなかったら手助けをお願いします」

「……それでいいんだな？」

　迷いなく頷くハスタに、レイはこの草原に入るときに会った冒険者の男の頼みを思い出す。

（確かに暴走気味と言えばそうなのかもしれないな。だが、条件が条件である以上はそれもしょうがないか。危なくなったらすぐにこっちも手を出せばいいんだし）

「分かった。だが俺と組んだ以上死んだりされたら困るから、危なかったらすぐに手を出すぞ」

「お願いします」

　ハスタがエストックを構えるのを見ながら、レイはお手並み拝見とばかりに距離を取る。

　もちろん何か危険があったらすぐに手を出せるよう、その手にはデスサイズが握られていた。

　また、セトはガメリオンが逃げ出さないように地面に伏せ、その気配を極力消していた。

「……行きますっ！」

　緊張しつつも息を整えて鋭く叫ぶと、ハスタは地面を蹴けってガメリオンとの距離を縮める。

　自分に迫ってきている相手に気が付いたガメリオンもまた、尾を鋭く振るうが……

　熟練者が操る鞭むちの如く空気を斬り裂く音を立てながら振るわれたその尾を、ハスタはガメリオンとの距離を縮めつつ腰を落として回避し、さらに距離を縮める。

　その様子は、レイに日本にいたときにＴＶで見たサッカーのスライディングを思い起こさせた。

　もちろん尾の一撃は人外の身体能力を持つレイにしてみればそれほど速い訳ではない。それこそデスサイズの刃やいばで斬り落とすなり、柄で防ぐなりといった手段が取れるだろう。

　そしていざとなれば紙一重で回避するような真似も不可能ではない。だがハスタの身体能力でそんな真似が出来るはずもなく、その結果が今のスライディングだった。

「ガアッ！」

　ガメリオンはどこか不機嫌そうな鳴き声を発しながら、数秒前まで内臓を貪っていたゴブリンの死し骸がいを咥くわえ、振り向きざまに投げ付ける。

　人間の子供程度の大きさしかないが、内臓を食われていてもその重量は二十キロを優に超える。

　これが普通の冒険者が持っているような一般的な武器の長剣、槍やり、あるいは斧おのといった物ならば、力ちから尽ずくでゴブリンの死体を薙なぎ払うことも出来ただろう。だがハスタが愛用しているのは突きに特化したエストックであり、当然ゴブリンの死骸を薙ぎ払うような真似は出来ない。

　つまりハスタには対応手段は回避しか無かった。

「やられてたまるか！」

　自らを鼓舞するかのように叫び、スライディング状態のままエストックを持っていない方の左手で咄とつ嗟さにナイフを抜き、地面へと突き刺して強引に自らの動きを止める。

　同時にゴブリンの死骸がハスタのすぐ目の前を通り過ぎ、レイから少し離れた場所にある木の幹へとぶつかって、周囲に血を含んだ液体を撒まき散らす。

「はあぁっ！」

　突然動きを止めた獲物に一瞬意表を突かれて動きを止めたガメリオンだったが、その一瞬があれば素早い突きを信条としているハスタにとっては十分だった。

　気合いの声と共に放たれたエストックは、ガメリオンの尾の付け根へ命中。身体自体は斬ざん撃げきに対して高い防御力を誇る毛皮に覆われているのだが、尻しつ尾ぽは毛皮に覆われていなかったため……

「ギャンッ！」

　尾の根本近くから切断され、ガメリオンの口から漏れた悲鳴が周囲へと響き渡る。

　いつでもフォロー出来るようにデスサイズを構えたままで、感心の溜ため息いきを吐くレイ。

「まだぁっ！」

　一メートルほどの尾が飛ぶのを見もせず、ここが最大のチャンスだと、これまで冒険者として活動してきた体験から本能的に理解したハスタは、再び鋭い突きを繰り出す。

　ガメリオンの毛皮が高い防刃性能を備えている以上、狙うのはその毛皮に覆われていない場所。そして一撃が致命傷になる場所。つまりは脳のすぐ近くにある目。

　目へとエストックを突き刺せば、そのまま脳も破壊出来る。それがハスタがガメリオンを一撃で倒せる唯一の機会だった。

　だがガメリオンも自分の弱点は理解しており、目を狙われたときの対応方法も当然知っていた。

　金属と金属がぶつかったような音が周囲に響き渡る。その音の出所は、ハスタの突き出したエストック。そして……ガメリオンの刃と化している鋭い耳の先端。

　ハスタにしてみれば、これまで幾度となく行ってきた戦闘の中でも上位に入るであろう素早さと鋭さを持った突き。だが、目の前にいる巨大な兎はそれを耳の刃で防いだのだ。その耳が刃物のような存在だと知っていたというのに、格上のモンスターを相手に余裕がなかった故のミス。

　そしてハスタのエストックを耳の刃で防いだガメリオンは、自分の鋭い牙きばを見せつけるようにして口を開いてハスタへと嚙かみつこうとし……

「まずっ!?」

　弾はじかれたエストックを引き戻し、せめて盾にしようとするが、すでに遅い。エストックを引き戻すよりも前にガメリオンの牙は自分の命を奪う。そう思った次の瞬間。

　斬っ！

「ガア……ア？」

　スレイプニルの靴を発動して空中へと駆け上がり、六メートルほどの高さから降下すると同時に魔力を通して振るわれたデスサイズの一撃で、ガメリオンの首はあっさりと切断された。

「……え？」

　本来なら自分の身体へと突き立てられるはずの牙を持った頭部が切断され、そのまま自分の横を通り過ぎていった光景をどこか現実味のない思いで見ていたハスタから、掠かすれた声が漏れる。

「無事か？」

　ガメリオンの首をギロチンの如く切断したデスサイズを肩へと担いで尋ねるレイ。

「あ、はい。うん。もちろん大丈夫ですけど……え？　あれ？」

　切断された首から勢いよく吹き出している血と、自分から少し離れた位置に転がっているガメリオンの首へと幾度も視線を向けるハスタ。

　レイはそんなハスタには構わず、吹き出している血を眺めて微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

「ある程度の血抜きがされるまで収納は出来ないか」

　何でもないことのようにそう呟くレイを、ハスタはただ無言で眺めるしか出来ない。

　噂を聞いてはいた。それでも、結局は自分と同じランクＤ冒険者なのだから、戦闘力自体は自分より上だとしてもそれほどの差はないだろうと。心のどこかで、レイに対する評価の中にはランクＡモンスターであるグリフォンによるものが含まれているからだと思っていた。

　だが、自分が苦戦していたガメリオンを苦もなく仕留めたその技量。たとえガメリオンが自分に意識を集中しており、囮おとりになっていたとしても、たった一度の攻撃でその首を斬り落としたのは事実だった。それも斬撃に対して強い防御力を持っているはずの毛皮諸もろ共ともに。

　このとき、ハスタは本当の意味でレイの底知れぬ実力をその身で感じ取ったと言えるだろう。

「で、この草原に来て早速目当てのモンスターを倒せたんだが……どうする？　このままもう帰るか？　それとももう数匹仕留めていくか？」

　そんなハスタの思いなど気にもしないかのように尋ねるレイ。

　その質問を聞き、ハスタはすぐに我に返る。

「あ、その。この時期だけしか姿を現さない期間限定のモンスターなので、ギルドから一つのパーティが仕留めるのは五匹以内にするように言われているんです。だからもう一匹か二匹を仕留めたらギルムに戻りましょう」

「魔の森に住んでるなら、命知らずな冒険者が魔の森に入っていったりはしないのか？」

「あははは。レイさんもまた、冗談が上う手まいですね。魔の森に好んで入り込むような命知らずはいませんよ。あそこには僕程度でも何とかなるモンスターもいますが、ランクＢやランクＡのモンスターがそこら中にいるって話ですし。それに中にはランクＳのモンスターもいるとか」

　ハスタの言葉に頷うなずき、魔の森にいるという竜を思う。ランクＳというのはそういうモンスターを言うのだろうと。少なくとも今の自分やセトでは荷が重いだろうモンスターだ。

「それにしてもレイさんって凄すごいですね。まさかガメリオンを一撃で仕留めるなんて。……正直強い強いと言われてはいても、実はセトのおかげもあるんじゃないかと思ってたんですが……そんな印象は今ので綺き麗れいさっぱりなくなりました」

「まぁ、俺の体格が冒険者向きじゃないってのは自分でも理解しているからな。おかげで何度も他の冒険者に絡まれた経験があるし」

「あははは。確かにレイさんは小柄で、一見すると華きや奢しやですし。そのフードを被かぶっていると背の小さい魔法使いにしか見えませんから」

　自分に対して持ち上げるでもなく言ってくるハスタに、笑みを浮かべるレイ。

「当然そいつらには相応の報いを受けて貰もらったけどな。……で、結局ガメリオンをもう二匹程度仕留めてから帰るってことでいいんだよな？」

「あ、はい。そうして貰えれば」

「そうか。ならまたセトに空から探して貰うのが早いか。っと、こっちの血抜きも大体終わったな」

　すでにガメリオンの巨大な身体に流れている血の大半が流れ出たのだろう。首からの出血は止まり、周囲には咽むせるような鉄てつ錆さびの臭いが広がっている。

　ここが林の中であり、すぐに風で臭いが散らされるのが唯一の救いだろうか。

　ガメリオンの死骸へと手を触れてミスティリングの中へと収納していく。もちろん、レイ自身が斬り飛ばした頭部やハスタが斬り飛ばした討伐証明部位の尻尾も忘れずにだ。

「じゃあ、セト。また空に……セト？」

　空から他のガメリオンを探して欲しいと頼もうとしたレイだったが、セトは現在いる林の中から草原の方へと視線を向け、喉のどの奥で何かを警戒するかのように唸うなる。

　次の瞬間、レイ自身が持つ鋭い聴覚がセトの警戒している相手に気が付く。その耳に聞こえて来るのは悲鳴だ。とにかく逃げろ逃げろと叫んでいる声が次第に近付いてくる。

「……レイさん？」

　だがそれが聞こえるのはあくまでもレイだからであり、同時にセトだからなのだ。通常の人間であるハスタは、レイとセトが何を見つけたのか全く分かっていなかった。

「準備をしろ。どうやら冒険者たちが追われているらしい。……どうする？　助けるか？　それとも、あくまでも俺たちの目的であるガメリオンを探すか？」

　魔の森の影響が出ていると言われているこの草原に来るからには、何が起きても自己責任だろう。そんな風に尋ねたレイだったが、心の中ではハスタがどう行動するのかを半ば予想出来ていた。

「いえ、同じ街に住む冒険者を見捨てる訳にもいきません。それに今日はレイさんやセトもいますし。……その、頼ってばかりで図ずう々ずうしいですが」

「お前ならそう言うと思ってたよ。それに、どんなモンスターに襲われているのかは分からないが、俺にとっては魔石を集める絶好の機会だしな。セトも問題ないだろう？」

　任せろとばかりに頷くセト。

　そんな一人と一匹の様子を見ていたハスタは、頭を下げて礼を言う。

「ありがとうございます！」

「気にするな。それよりも追われている冒険者たちがどうこうされる前に行くぞ」

「はい！」

「グルルルゥッ！」

　二人と一匹は林を飛びだし、草原へと戻る。

　そして草原へと戻ると、ハスタにも自分たちの方へと走ってくる数人の冒険者の姿を確認出来た。

　草原で遮しや蔽へい物が殆ほとんどないからこそ、その姿を確認出来たのだろう。レイたちのいる林へと逃げてきている四人の冒険者たち。そして冒険者たちを追ってくるガメリオン。

　ここまではあくまでもレイの予想通りの展開だった。ただ違うのは……

「希少種」

　ポツリと呟つぶやくハスタ。

　そう。冒険者たちを追っているガメリオンは、レイたちが倒したガメリオンに比べて三倍近い大きさを持っていたのだった。

　レイとハスタはそんな大きさのガメリオンに覚えがあった。街から出る手続きをしているとき、ランガからガメリオンの希少種の話を聞かされていたからだ。

　啞あ然ぜんとしているハスタへと視線を向けるレイ。

　通常のガメリオンですらランクＣモンスターであり、ランクＤ冒険者のハスタにとっては明らかに格上の相手なのだ。

　実際つい先程レイたちが仕留めたガメリオンも、ハスタは尻尾を切断は出来たものの与えたダメージはそれだけであり、レイの放った一撃が無ければ恐らくその生命を終えていただろう。

　だと言うのに、現在レイたちのいる林へと向かって来ているのは通常のモンスターよりも一つ上のランクとして扱われる希少種。つまりはランクＢモンスター相当で、オークキングやスプリガンと同等の強さを持つモンスターなのだ。明らかにハスタには荷が重い相手だった。

「ハスタ」

「……はい。分かってます。僕の腕ではちょっと太刀打ち出来ない相手ですね。林の中に下がっていた方がいいですか？」

「そうしてくれると助かる。それと追われている四人を落ち着かせて、説明しておいて欲しい」

「任せて下さい。戦闘ではお役に立ちませんがその辺は何とかしてみせます」

　自分も手伝うと主張すると思っていたレイは、多少驚きつつもハスタへと指示を出す。

　もちろんハスタにしても、レイやセトがいなければ自分が何とかしようとしただろう。だが、幸いここにはレイとセトのような規格外の存在がいた。

　ガメリオンをあっさりと片付けてしまうような一撃を放つレイがいる以上、ランクＢモンスター相当の相手に自分が手を出してもかえって邪魔になると理解出来ていた。己の分を知っていると言うのは、ハスタの美点の一つだろう。

　簡単に打ち合わせをしている間にも、冒険者たち四人とレイたちがいる林の距離は縮まっていく。

　だが八メートルの体長を持つ、しかも兎がベースと思われるガメリオンの希少種を相手にしての命がけの鬼ごっこは、冒険者たちにとって極めて不利だった。林との距離が縮まるよりも早く、冒険者と希少種との距離が縮まっていく。

　すでに冒険者たちの顔には死がすぐそこまで迫っている絶望が浮かび上がっていたが、それでも唯一の希望に縋すがりながら必死にレイたちのいる林の方へと走ってくる。

　希少種の体長を考えると、確かに林の中に逃げ込むというのは賢い選択だったろう。あれほどの巨体であれば木々の間をすり抜けるような真似はまず無理だったのだから。木を薙なぎ倒しながら追ってくる可能性もあるが、そうなれば当然希少種の速度は鈍る。

（予想外だったのはガメリオンの足の速さ、か。魔法を使おうにも追われている奴等との距離が近すぎて巻き込んでしまう。となると、俺が間に入って距離を空けさせるのがベストか）

　内心で呟き、黙ったまま地を蹴けるレイ。その後ろ姿を見送ったセトは、翼を羽ばたかせて舞い上がっていく。レイの援護のために希少種へ上空からの奇襲攻撃を仕掛けるつもりなのだ。

「来るなーーっ！　逃げろ、逃げろぉっ！」

　ガメリオンに追われている冒険者たちの中でも、先頭に立っている戦士風の男が大声で叫ぶ。

　だがレイはそんな声には耳を貸さず、逆に自分に近付いてくる冒険者たちへと叫び返す。

「ここは俺が引き受ける。お前たちは林の中に行け！　俺の仲間が待ってる！」

　レイの体格を見て魔法使いだと判断したのか、反射的に何かを言い返そうとしてくる先頭の男。しかしそのときにはすでにレイと冒険者たちはすれ違うように入れ替わり、レイの視線には希少種の姿がしっかりと捉とらえられていた。

「っ、死ぬなよ！」

　結局それだけを言い残し、そのまま林へと向かって走っていく冒険者たち。

　その後ろ姿を見送るでもなく、レイは五メートル程度の距離まで迫ってきていた希少種目掛けて大きくデスサイズを振るう。

「飛ひ斬ざん！」

　足を止めるために放たれたデスサイズのスキルである飛斬。その名の通りに斬撃が飛び……

「ガアアアッ！」

　その斬撃の威力に何かを感じたのだろう。希少種は吠ほえながら高く跳躍する。

　さすがに元が兎だと思われるモンスターと言うべきか、その跳躍力は飛斬によって飛ばされた斬撃をいとも容易たやすく跳び越える。それもその場での跳躍であって、マジックアイテムを持っているレイとの距離を縮めるような真似をしないところに希少種の知能の高さが窺うかがえた。

　空気を削るような音が聞こえたと思った瞬間、殆ど反射的にデスサイズを振るうレイ。

　同時に、金属音が周囲へと響き渡る。

「ギャンッ！」

　続いて響いたのは希少種の悲鳴。

　一瞬視線を地面に向け、三メートルほどのロープ状の物が落ちているのを見て微かに眉まゆを顰ひそめる。

（だよな。体長が三倍近いんだから、尻しつ尾ぽも他のガメリオンより長くてもおかしくはないか。最初の一撃であの鞭むちのような尻尾を心配する必要がなくなっただけマシか）

「ガ……ガアアアァァァッ！」

　己の尾がいともあっさり切断されたのがよほど癪しやくに障ったのだろう。先程レイが仕留めたガメリオンよりも圧倒的に巨大で、迫力のある牙きばを見せつけるように吠える希少種。

　だが当然レイがそんな怒りに満ちた声で怖おじ気づいたり、恐怖で縮こまる訳もない。いつものようにデスサイズを構えながら魔力を込めて呪文を唱え始める。

『炎よ、我が意に従い敵を焼け』

　そして呪文と共にデスサイズの先端に三十センチほどの炎が集まり……

『火球！』

　魔法が完成すると同時に、デスサイズを振って作り出された火球を放つ。

　その速度は低ランクモンスターなら回避出来ないだろう速さを持っていた。だが、今レイの目の前にいるのはランクＣモンスターであるガメリオンの希少種であり、ランクＢ相当のモンスターなのだ。それも兎をベースとしたモンスターのためか、瞬発力や速度自体がかなり高い。

　短く鳴き、横へと跳んで火球を回避する希少種。そのまま魔法を放った隙を突き、レイへ自らの尾を切断した報いを受けさせようと後ろ足に力を込めていたのだが……

　轟ごうっ！

　反射的に音の発生源である背後へ視線を向けた希少種が見たのは、二メートルほどの業火を発生させて地面を燃やし尽くしている圧倒的な迫力の光景だった。
















　一年中枯れることのない、魔の森の魔力の影響を受けている草といえども、レイが放った炎の前には為す術すべもなく灰と化す。

（よし。これでこの希少種は背後から魔法を撃たれる心配がある以上、俺を無視出来ないはずだ。林の方はしばらく安全だろう）

　背後から聞こえてくる足音で、先程の冒険者たちが林の中へと入っていくのを感じながら再びこれ見よがしにデスサイズへと魔力を込める。

「ガ……ガ、ガアアァァアアァッ！」

　自分が目の前にいるレイに気け圧おされているのが分かるのだろう。希少種は先程の怒りに満ちた声とは違い、まるで自らを鼓舞するかのように吠えた。

「マジックシールド！」

　その声に応こたえるかのように、再びデスサイズを構えながら間合いを詰めていくレイ。ただしスキルであるマジックシールドを使用して、光で出来た盾を展開してだが。

「ガアアアアッ！」

　見る間に自分へと近付いてくるレイに危機感を覚えたのだろう。このままでは自分はやられると。そう判断した希少種は、希少種故の巨大な牙を露あらわにしつつ自分に近付いてくるレイを威嚇する。

　体長八メートルを超えるガメリオンだ。その口は牙と同様に巨大であり、それこそレイ程度なら一飲みで胃の中へと収められるだろう。それが無理でも、牙を突き立てれば毒を注入出来る。

　ガメリオン特有の瞬発能力を使い、デスサイズの間合いに入る直前に牙を突き立てんと前へ跳ぶ。

「甘い……んだよっ！」

　だが、本来であればレイへと突き立てられるはずだった牙は、光の盾により防がれる。

　同時に、魔力の込められたデスサイズが振るわれた。

「っ!?　……ギャンッ！」

　自分へと迫る死の刃やいばを認識した希少種は、反射的に右耳の刃でその攻撃を受け止めようとする。

　その鋭い刃は、振るわれたのが普通の長剣や槍やりのような武器であれば防ぐことが出来ただろう。もしかしたら逆にその武器を切り裂くような真似も出来たかもしれない。

　だが、今回振るわれた武器はマジックアイテム。それもレイ自身の強大な魔力によって創り出されたものだった。ゆえに希少種の右耳の刃は殆ど何の抵抗すら出来ず、綺き麗れいに斬り飛ばされる。そしてレイは振り抜いたデスサイズをそのまま手首を返し、刃を希少種の方へと向け。

「パワースラッシュ！」

　再度のスキルを使用するのだった。

「ガギャアアアアアッ！」

　刃の斬れ味は落ちるが、その分純粋な一撃の威力は増すパワースラッシュ。

　それを食らった希少種は、本来であれば刃に対して強い抵抗力を持っているはずの毛皮を血に染め、悲鳴を上げつつ五メートル近く吹き飛ばされ、大地を転がるようにしてさらに数メートルほど地面を削って、ようやくその動きを止めた。

「……噓、だろ？」

　林の中からその光景を見ていた冒険者たちのリーダー格の男が思わず呟つぶやく。

　その男は、先程レイと短いながらも言葉を交わした戦士風の男だった。

　だが、声を出せただけでも立派だろう。他の仲間たちは息をするのも忘れたかのように、絶句していたのだから。

　体長八メートルを超える希少種を吹き飛ばしたのだ。一見して華きや奢しやな子供にしか見えない相手が。

　ハスタも今の光景は予想外だったのか、食い入るようにレイへと視線を向けている。

　その視線の先で地面へと倒れ込んでいた希少種がふらつきながらも起き上がったのを見たが、その身体に先程まで冒険者たちへと死の絶望を与えていたときのような迫力はすでにない。

　半死半生と表現するのが正しいだろう。

　そんな五人の視線を感じつつも、レイ自身はまだ油断せずに希少種へと視線を向けている。

　ここまで一方的な展開になっているのは、最初の一撃で遠距離攻撃の手段である尾を切断出来たからだ。それがなければ、もう少し苦戦をしていたのは間違いない。

　油断なく起き上がった希少種へと視線を向けながらも、一瞬だけ視線を上空へと向ける。

　そこには、いつでも襲いかかれるように準備を整えたセトが空を舞っていた。

（下手に時間を掛けて逃がしたら元も子もないしな。ここで決めるか）

　希少種の注意を自分へと振り向けるかのように、わざと大きくデスサイズを振るう。

　本来であれば飛斬を使うべき間合いを空けての、見せつけるような一撃。そして希少種は飛斬を実際にその目で見ていたからこそ、その可能性を捨てきれず、すでに殆ほとんど力の残っていない身体を限界まで使って上空へと跳躍する。

「グルルルルゥッ！」

　そして、上に跳躍させることこそがレイの狙いだった。

　上空で身動きする方法を持たない希少種は、雄お叫たけびを上げながら急速に自分へと近付いてくるセトの姿を視界に入れ……次の瞬間、鷲わし爪づめの一撃がガメリオンの頭部へと振り下ろされる。

　身体の大きさだけで言えば、ガメリオンはセトの四倍以上の大きさがある。だがランクＡモンスターであるグリフォンの膂りよ力りよくに、セト自身が装備している剛ごう力りきの腕輪。上空からの急降下攻撃という、希少種の思いも寄らぬ場所からの奇襲。これらが合わさった結果、凄すさまじい威力を発揮し……

　ゴキャアッ！

　体格の差をものともせず、振るわれた一撃は希少種の頭部を粉砕する音を周囲へと響き渡らせた。

「はぁっ！」

　そして念のためとばかりに巨大な音を立てて地面へと落下した希少種との距離を詰め、魔力を通したデスサイズを鋭く振るい……

　斬っ！

　首から上、頭部を綺麗に斬り飛ばすのだった。




「……ふぅ」

　首から上を斬り飛ばした影響で、林の中で最初に倒したガメリオンのときと同様に再び切断面から血が大きく吹き出す。

　その血ち飛沫しぶきを嫌い、ガメリオンの希少種の死し骸がいから距離を取るレイ。

　その隣には、先程希少種の頭部へと致死の一撃を加えたセトが優美に降り立っていた。

「良くやってくれたな。タイミングもこれ以上ないくらいに的確だったぞ」

　セトへと感謝の言葉を告げながら、その喉のどを撫なでる。

　グリフォンであり、上半身は鷲だというのに、まるで猫が喉を撫でられてご機嫌であるかの如くゴロゴロと喉を鳴らすセト。

　大きさを考えなければ、まるで主人に甘える子猫のようにしか見えない甘えっぷりだった。

「おーいっ！」

　そんなセトをレイが感謝を込めて撫でていると、遠くから声が掛けられる。

　そちらの方へと視線を向けると、先程林の中に避難した四人の冒険者たちとハスタが興奮しながらレイの方へと走ってきていた。

「おいおいおいおい、凄すごいな。いや。お前さんが街で噂のレイだって話はさっきそこのハスタから聞いたけど、本当に噂以上の実力者じゃないか」

「そうそう。まさかあの希少種をたった一人、いえ、そのグリフォンも入れれば一人と一匹で倒せるなんて思ってもみませんでした」

　先程すれ違ったときに話した戦士風の男に続いて声を掛けて来たのは、弓術士の男。

「本当に。まさか噂の希少種と遭遇するなんて思ってもみなかったわよ」

　続いて、レザーアーマーと槍を装備した明るそうな女戦士が。

「いや、全く。ここで僕の人生は終わるかとばかり」

　最後に、レイと同様にローブを着て杖つえを持っているハスタと同年代の男がそれぞれ感謝の言葉をレイとセトへと投げかける。

　そんな中、レイは杖を持っている魔法使いと思おぼしき相手へと視線を向ける。

（これまでの魔法使いの何人かは俺を見ると色々と驚いていたようだけど、こいつは違う。となると、魔力を感じ取る能力が俺同様に低いのか）

　内心で呟きつつ、何でもないと首を振る。

「礼ならそこにいるハスタに言ってくれ。お前たちを助けると判断したのはそいつだから」

「そんなっ！　確かに僕がお願いしましたけど、実際にこの希少種を倒したのはレイさんじゃないですか！　僕なんか普通のガメリオン相手にも防戦一方だったし……」

　あたふたとするハスタに、冒険者たちのリーダー格の男が笑い声を上げながらその肩を叩たたく。

「わははは。そもそもガメリオン相手に一人でどうにか出来る奴の方が少ないんだ。そこのレイは数少ない例外だ例外」

　豪快に笑いながらも一息つくと、真面目な顔になってレイの方へと向き直る。

　その様子を見て、残り三人の仲間たちも男の近くに集まってきた。

「今回は助けてくれて礼を言う。俺はランクＣパーティ『風かぜの刃やいば』を率いるソクルスだ。そっちの弓術士はウルイプカ、槍使いはジュレ、魔法使いはコーテシー」

　ソクルスの言葉に、紹介されたパーティメンバーが頭を下げる。

『風の刃』の者たちにしてみれば、まさに九死に一生を得たと言っても過言ではなかった。レイという存在がいなければ、自分たちが希少種の胃袋に収まっていたというのはまず間違いないと理解していたからだ。

「気にするな。……とはいえ、この希少種は俺が仕留めた以上俺たちが貰もらってもいいか？」

「え？　ああ、それはもちろんだが。金とかの礼はいらないのか？」

　意表を突かれたように思わず尋ねるソクルス。

　その様子に、改めてそう尋ねればさらに要求されるだろうにと思いつつ、レイは小さく首を振る。

「構わない。金にはそれほど困っていないし」

　レイの言葉に金に困っているハスタが若干羨うらやましそうな視線を向けてくるが、そんな視線を向けている自分に気が付いたのか、すぐに顔を逸そらす。

「けど、さすがに命を助けられたっていうのに何もなしって訳にはいかないだろ。……出来れば俺たちが仕留めたガメリオンを一匹くらい譲りたいんだが……」

　ソクルスが苦笑を浮かべつつ肩を竦すくめる。

　希少種に追いかけられていたのだ。『風の刃』が仕留めたガメリオンの乗っている荷車を運んでくる余裕はなく、今頃は他のモンスターの昼食になっているだろうと、溜ため息いきを吐きながらぼやく。

「ほら、命があっただけマシだって考えましょ。仕留めたガメリオンはともかく、荷車は多分無事……だといいなぁ。だってあの荷車、借り物なんだよ？　もし壊されてたら弁償しなきゃ……」

　ソクルスを慰めるように声を掛ける槍使いのジュレだったが、すぐにギルムに戻ってからのことを考えると次第に沈んだ口調になっていく。

　それはウルイプカとコーテシーも同様で、雰囲気が暗くなる前にとレイが再び口を開く。

「あー、そうだな。どうしても俺に礼をしたいって言うんなら、ギルムで今度会ったときにでも飯を奢おごってくれればそれでいいさ」

「……そんなんでいいのか？」

「ああ。と言うか、荷車の弁償とかの可能性を考えるとよけいな出費は控えるべきだろ」

「まぁ、確かにそうだけど」

　そうは言いつつも、『風の刃』一行はレイやセトがどれだけ食べるのかと言うのを知らなかったために、あっさりとその提案を受け入れる。

「それにしてもお前の噂はギルドで聞いてたけど……改めて凄いな。それで本当にランクＤってのは信じられないくらいだ」

「いや、僕はそれよりもあの魔法が凄いと思ったかな。一撃であれほどの威力を叩き出すとか、僕にはちょっと無理だよ」

　ソクルスの言葉を聞いていたコーテシーが、レイの放った魔法に素直に賞賛の声を上げる。

「って、だからのんびりしている場合じゃないってば！　とにかく荷車！　無事だといいんだけどなぁ。……ほら、行くよ！」

　叫びつつ、ジュレが左手に槍やりを、そして右手でソクルスの耳を引っ張って、自分たちが逃げてきた方へと早足で向かう。

　当然耳を引き千切られたくないソクルスはジュレのあとを強制的に追いかけることになる。

「痛っ、おいこらジュレ！　痛いって。耳、耳！　千切れる！」

「うるさいわね！　これでガメリオンの死骸が他のモンスターに食べられてて、荷車まで壊されてたら今回の仕事は完全に赤字よ、赤字！　ただでさえこれから冬で依頼の達成が難しくなっていくのに、ここで赤字なんか出したら冬を越せないわよ！　それこそ去年みたいに雪の中で討伐依頼なんて真っ平ごめんだわ。なんとしても冬を越せるだけの蓄えを貯めて、懐を暖かくして冬を越すのよ！」

「分かった。分かったから！　初対面の奴らの前で俺たちの恥を曝さらすなよ！」

「待って、待って。僕の魔法なしでこの草原を進むとか無む茶ちやしないで！」

　そんな二人のあとをコーテシーが追っていき、最後に残ったウルイプカが小さく頭を下げてくる。

「すいませんが、あの二人をそのままにしておく訳にもいかないので私たちはこの辺で失礼します。……今回は本当に助けてくれてありがとうございました。……ソクルスの奢りの際には是非好きなだけ食べて下さいね」

　ニコリとした笑みを浮かべながらそれだけ言って、三人のあとを追いかけていく。

（ソクルスって奴はともかく、今のウルイプカとかいう奴は俺やセトの食事量がどれくらいなのか知ってたっぽいな。それを自分たちのリーダーに教えないんだから、妙に腹黒い）

　苦笑し、去って行った『風の刃』の後ろ姿を見送っていたハスタへと声を掛ける。

「希少種なんて予想外の大物も倒すことが出来たし、ギルムに戻ってもいいんじゃないか？」

「あ、はい。そうですね。あの希少種の大きさを考えれば、通常のガメリオンよりもかなり多い肉が取れそうですし」

　ハスタにとって、希少種に遭遇するというのは最悪以外のなにものでもなかったのだが、レイのおかげで巨体を誇る希少種を倒すことが出来たのだ。結果だけを見れば幸運だったと言えるだろう。

（ギルドでレイさんに声を掛けて、本当に良かった）

　過去の自分を褒め称たたえているハスタの横で、レイは斬り飛ばした尻しつ尾ぽと首をミスティリングの中へと収納していく。

　そして残るのはその巨体ゆえに未いまだ首から血を吹き出している胴体のみとなった。

「どうする？　ここで血抜きをしていくか？　それともギルムに戻ってから血抜きをするか？」

　そんな質問に、ハスタは心苦しそうにしつつも口を開く。

「安全面を考えれば、街で血抜きをした方がいいんですが……食堂の近くにあるモンスターの解体をする場所はこれほどの大物だと入れるのがやっとなので、血抜きをするとなると色々と手間になります。なので、申し訳ありませんがここで血抜きをお願いしてもいいですか？」

（俺はセトやデスサイズがまだ吸収していない魔石を入手出来る可能性があるからいいけど）

　そう考えつつ、ハスタへと向かって真面目な表情で問いかける。

「ハスタがそう言うなら構わないけど、血の臭いでモンスターがやってくる可能性もあるぞ？」

「はい。ガメリオンのようなランクＣモンスターが出て来れば僕一人ではどうにも出来ませんが、ゴブリンとかなら全く問題ありません」

　ハスタの言葉により、結局この場で希少種の胴体をセトと共に強引に上下逆にして血抜きが完了するまでしばらく待つことになる。

「それにしても、まさか街から出るときに聞いた希少種と遭遇することになるとは思わなかった」

「そうですね。でもこの希少種を父さんに見せたら腰を抜かすかもしれませんよ」

「おいおい、お前の目的は実家の食堂に安く肉を提供することなんだろ。それで肝心の食堂が休みになったら、お前の目的でもある借金を返すのが遅くなるぞ」

「あー、確かに。でも父さんなら一日や二日休んでも、気合いで何とかしそうな気が……」

　そんな冗談染みたような言葉を交わしつつ、それでも現在レイたちがいるのはモンスターの跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする地である以上は油断せず、お互いにどうでもいいような話を続ける。

　もちろん、これはお互いがお互いをある程度信頼しているからこそ出来ることだ。そうでもなければ、きちんと周囲を警戒するようにどちらかが口に出しただろう。

　ハスタはレイが希少種を倒すところをその目で見ているし、レイはハスタがランクＤになってから一年は経ち、それなりにベテランであるのを知っている。そして何よりも二人にとっては、セトがレイの近くで地面に寝転がったまま周囲を警戒しているのが、最も安心出来る要素だった。

「ちなみに、ガメリオンの肉は美う味まいって言ってたけど、どんな料理に合うんだ？」

「色々と調理法はありますけど、僕が好きなのは塩を振って焼いた奴です。皮をパリッと焼いて、肉は少し硬いけどその分嚙かみ応ごたえがあって。囓かじると口の中にたっぷりの肉汁が広がって……」

　幸せそうな表情を浮かべてガメリオンの味を説明するハスタに、レイがゴクリと唾つばを飲み込む。

「ただ、うちの食堂で一番人気なのはガメリオンのシチューですね。たっぷりと栄養を蓄えているこの時期だからでしょうけど、肉の脂がスープに溶け込んで野菜と一緒に食べると……何杯もおかわりする人がいますよ」

「どっちも美味そうだな」

「あははは。元々肉自体がランクＣモンスターとしては平均以上に美お味いしいのに加えて、この時期だけの期間限定というのもあるんでしょうね。あ、そうだ。ギルムに戻ったら父さんに頼んで今回取ったガメリオンの料理をレイさん用に出して貰いますよ」

「……いいのか？　今回ガメリオンを倒しに来たのは、借金を返すためだったはずだけど」

　珍しくレイの口から出た心配そうな言葉に、ハスタは満面の笑みを浮かべながら頷うなずく。

「はい。レイさんが希少種を倒してくれたので、父さんがガメリオンの料理を出すにしても肉が余ってしまうかもしれませんし。元々ガメリオン一匹程度の予定でしたから」

「そうか。お前がそう言うなら、その言葉に甘えさせて貰もらうよ。……あぁ、そうだな。なら俺が言ってた料理にガメリオンを使うのもいいかもな」

「それは……是非お願いします！」

　料理の話を聞き、大きく頭を下げるハスタ。

　結局、このあとはガメリオンの血の臭いに惹ひかれてゴブリンやポイズントードが数匹ほど襲ってきたが、ハスタがさっさと片付けてしまうのだった。
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　ケレベル公爵領の中でも、最も繁栄している都市であるアネシス。

　この地を治めるケレベル公爵の本拠地としても有名なこの都市にある屋敷の一室に、鈴の音の如き、誰が聞いても思わず聞き惚ほれてしまうような声が響く。

「なるほど、これが竜言語魔法が書かれている魔法書か。読み解くのは少し難しそうだな」

　エレーナは、手元にある本を捲めくりつつ憂ゆう鬱うつそうに呟く。

　その様子は、とてもではないがケレベル公爵令嬢という立場に相応ふさわしいものではなかった。

　その手にある魔法書は、エレーナが口にしたように間違いなく竜言語魔法について書かれた物なのだろう。しかし、そこに書かれている文字は非常に難解な言い回しが多数使われており、一種の暗号として書かれている箇所も多々ある。

「父上の伝つ手てを使って、ようやく手に入れた書物なのだが……実際に竜言語魔法がどのような魔法であるのかが判明するにはもう暫しばらく掛かる、か」

　呟くも、エレーナに竜言語魔法を諦あきらめるという選択肢は最初からない。

　幾多もの犠牲を払い、ようやく継けい承しようの祭さい壇だんで行われる儀式を済ませて手に入れた力だ。

　エンシェントドラゴンの魔石から得たその力は、ケレベル公爵領や、ミレアーナ王国……そして何より、自分のためであり、愛いとしい相手でもあるレイのためにも十分に使いこなす必要があった。

　いくら強い力を得たとしても、その力を使いこなせずにただ振り回されているだけでは、未熟としか言いようがなく、自分で自分が許せなくなるだろう。

　だからこそ、エレーナは前々から考えていた通り父親であるリベルテ・ケレベルに頼み込み、入手が非常に難しいと言われていた竜言語魔法の魔法書を入手して貰った。

　エンシェントドラゴンの力を得たから、竜言語魔法を習得する。

　単純ではあるが、それだけに決して間違ってはいない選択肢だとエレーナ自身は思っている。

　もちろんそれ以外にも継承の儀式で得た力を使いこなす訓練はしている。

　特にエンシェントドラゴンの力を身体に慣らすために、いつもよりも多くの時間を訓練へと当てている。……もっとも、今は大分マシになったが、訓練を始めた当初はいまいち力の加減が分からずに周囲を驚かせるどころか、自分でも驚く結果になることがあったのだが。

　たとえば、槍やりを振るえば槍がエレーナの力に耐えきれずに折れたり、鎧よろいを着せた標的に長剣を振るったら、鎧を斬り裂き、その下の鎧を着せていた木を斬り裂き、それでも止まらずに地面へと刀身そのものが深く突き刺さったりといった風にだ。

　ダンジョンから脱出するときはある程度使いこなせていたのに何故？　そう思ったエレーナだったが、結局は時間を掛けて慣らしていくのがいいだろうと判断し、大人しくケレベル公爵騎士団の騎士たちと共に訓練を重ねていた。

「とにかく、竜言語魔法だな。私が新たに得た力を使いこなすためにも、まずは……そうだな」

　呟つぶやき、難解な言い回しや暗号といったものを解読しながら魔法書を読み進む。

　その中でもエレーナの目を引いたのは、竜言語魔法の中でも難易度としてはそれほど難しくないだろう魔法の一つである、使い魔を作るというものだった。

　モンスターの魔石に竜の魔力を注ぎ込み、己の使い魔を生み出すという魔法。

　もしもレイがそれを聞けば、魔獣術との類似性に気が付くだろう。

　事実、魔獣術を開発したゼパイル一門の魔術師たちは、竜言語魔法の使い魔を生み出すというこの魔法を参考にしたのだから、決して間違ってはいないのだが。

　もっとも、あくまでも参考にしただけであり、魔石を核として使うという竜言語魔法の使い魔を生み出す方法とは全く違う魔術構成となっていたのだが。

　それを知らないエレーナは、魔法書へと目を通しながら使い魔について調べていく。

「魔なる石の強さの並びは星と月に並び……？　これはどう解読するべきか。アーラがいれば……」

　一瞬脳裏を自らの部下であり、親友でもある女の姿が過よぎったが、すぐに首を横に振る。

　アーラは肉体派であり、とてもではないが暗号の解読に向いてはいない。

「ヴェルはこの手の作業が得意だったのだがな。キュステは頭が固くてとても向いてはいないが」

　次に脳裏を過ぎったのは、既にこの場には存在しない二人。

　片方は自分の命を狙い、片方は自分を守るために命を失った者たち。

　前者はもうミレアーナ王国にはおらず、後者にいたってはこの世界のどこにもいない。

「いかん。今はそのようなことではなく、きちんと竜言語魔法について調べなくては」

　頭の中にある余計な考えを追い払うように首を横に振る。

　その際、エレーナの黄金の髪も揺れてどこか幻想的な光景をみせていたのだが、エレーナにしてみれば、このようなことはいつものことだという認識だった。

　レイと共にいたときには、何度か自分の髪に見み惚とれているのに気が付いていたのだが。

　改めて魔法書へと意識を集中しようとしたとき……不意にノックの音が聞こえてくる。

「エレーナ様、少々よろしいでしょうか？　フィルマ様がエレーナ様にお会いしたいと」

　エレーナの許可を得て中に入ってきたメイドが告げたのは、予想外の人物の名前だった。

　このケレベル公爵領における武力の象徴の双翼の一つ、ケレベル公爵騎士団。

　双翼と名が付いている通り、もう一つの武力の象徴は姫ひめ将しよう軍ぐんエレーナと、その護衛騎士団だ。

　エレーナとフィルマ。立場で考えれば同格だが、ケレベル公爵にとってはフィルマの方が信頼すべき相手であるというのは、エレーナとしても理解していた。

　もっとも、これがケレベル公爵を中心とした貴族派全体で考えれば、姫将軍は貴族派の象徴という意味もあるので、関係は逆転するのだが。

「フィルマが？　構わない、通せ」

「恐れながら、ここはエレーナ様の私室です。フィルマ様であっても……いえ、フィルマ様だからこそ、会うのであれば応接室に通した方がいいかと。嫁入り前のエレーナ様としては」

　メイドの言葉に、エレーナは苦笑を浮かべる。

　確かに自分はまだ嫁入り前の身体だが、フィルマは妻も子もいる男だ。本人も貴族としては珍しく妻を一いち途ずに愛しており、女遊びもしない。それなのに大おお袈げ裟さではないか……と。

　だが……エレーナのそんな思いは、メイドが次に口にした言葉ですぐに撤回することとなる。

「エレーナ様はまだ結婚前の大事なお身体です。もし変な噂が立てば、それは将来エレーナ様が愛しく想う人が現れたときに、いらぬ騒ぎを巻き起こすかもしれません」

　エレーナは、公爵家令嬢であると同時に姫将軍の異名を持っているように軍人でもある。

　そうである以上、これまで戦場では男と共に夜を過ごしたことは多くある。

　……もっとも、そこに艶つやっぽい要素は一ひと欠片かけらもなかったのだが。

　男の方では、エレーナの美び貌ぼうに目が眩くらみ寝込みを襲ってくるような者もいたが、その全てが目もく論ろ見みを達成することなくエレーナの護衛騎士団に止められている。

　もっとも運が悪かったのは、エレーナ自身の手で撃退された者だろう。

　この先、二度と女を抱けない身体にされてしまったのだから。

（まあ、ここが戦場ではない以上、メイドの言葉を聞いておいた方がいいか）

　ここに呼ぶとなれば、色々と片付けをする必要も出てくる。

　その面倒臭さを考えれば、確かに応接室で会う方がいいだろう。

　そう考えたエレーナは、メイドに了承の言葉を返すのだった。




「済まぬな、待たせたか？」

　エレーナが公爵令嬢として恥ずかしくない服装に着替えて応接室へと姿を現すと、そこではフィルマが紅茶を飲みながら焼き菓子を口へと運んでいた。

　三十代後半ほどの男は、見るからに謹厳実直といった印象を与える厳いかめしい顔つきなのだが、部下想いなところもあるというのをエレーナは知っている。

「いえ、お手間を取らせてしまい申し訳ありません。ですが、この件はお嬢様の耳に入れた方が喜ぶとケレベル公爵が仰おつしやってましたので」

「……父上が？　ほう、どのようなことなのか興味深いな。是非聞かせてくれ」

　フィルマの正面のソファへと腰を下ろしたエレーナがそう告げると、何も言わずともメイドが紅茶を淹いれてエレーナへと出す。

　その紅茶を口に含み、微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

　不ま味ずくはない。だが、それでもアーラが淹れてくれた紅茶に比べれば、明らかに劣っていた。

　メイドは、そんなエレーナの様子を見逃さず、もっと習練しなければ……と内心で誓う。

「実は、ギルムに用事がありまして、少し前にそちらに足を伸ばしたのですよ。そのときに面白い話を仕入れてきましたので」

　ギルム、という言葉を聞き、エレーナの脳裏に一人の男の顔が過ぎる。

　年齢は自分よりも年下で、顔立ちは整っており、どちらかといえば女顔に近い人物。

　身長も自分より低いのだが、それでも強さという面においては明らかに自分よりも上。

　接した時間はそんなにはないのだが、それでも心を奪われるのに十分過ぎる相手。

　そんなエレーナの内心を見透かしたかのように、フィルマは口を開く。

「お嬢様がケレベル公爵に報告した、レイという人物のことです。どうやら、ギルムで起こった騒動に巻き込まれたようでして……」

「ふふっ、なるほど。確かに騒動に愛されているだろうレイだからな」

「おや、心配はしないのですかな？」

　少し驚きの表情を作って尋ねるフィルマに、エレーナは艶やかな笑みを浮かべる。

　それこそ、妻も子もいるフィルマであろうと一瞬見惚れてしまいそうになる笑みを。

「レイのことだ。たとえ誰を敵に回そうとも決して退ひかぬし、そのまま押し勝つだろうな」

「……随分と信頼しているのですね」

　エレーナの口から出た言葉は、レイへの絶対の信頼に溢あふれていた。

　どんな相手と敵対しようとも、レイであれば何の問題もなく切り抜けるだろうと。

　恋する乙女の思い込み。普通であればそう取る者も多いだろうが、フィルマは目の前に座っている大輪の薔ば薇らの如き雰囲気を放つ人物が、どれだけ有能なのかを知っている。

　そして何より、自分自身の手でレイと戦ってその力を確かめたのだから、そんなエレーナの立場に否とは言えない。

　もちろん、レイと戦ったというのはケレベル公爵しか知らない話であり、それをエレーナに言うつもりはない。もし言えば、今のエレーナであれば静かに激怒するだろうという危険もある。

「ふふ、そうだな。確かにレイという人物は不思議な男でな。特に何があったという訳ではないが、それでも普通に話しているだけでいつの間にか心を許してしまうような魅力を持っている」

「……何と言いました？　こちらで集めた情報によると、かなり好戦的だという話がありますが」

　フィルマの口から出た言葉に、それも確かだとエレーナは頷うなずく。

「好戦的というか、売られた喧けん嘩かは買うといったところか。実際、キュステとはかなりやり合っていたからな。アーラとも最初に会ったときにはお互いに武器を使っての殺し合いになりかけたし」

　初めてギルムで会ったときのことを思い出しているのだろう。エレーナは口元に、話している物騒な内容とは裏腹に、穏やかな笑みを浮かべる。

　エレーナにとって、レイと初めて会ったときのことは、今になってもすぐに思い出せた。

　目と目が合った。たったそれだけだというのに、自分の中にあった何かが明らかに変わったのだ。

　その何かというのが何なのか。当時はそれが分からなかったが、今であればすぐに分かる。

　あれが……あれこそが、女としての自分なのだと。

　当時を思い出して溜ため息いきを吐くエレーナは、傍はたから見れば完全に恋する乙女以外のなにものでもない。

　アネシスに戻ってきて以降、時々こうして恋する乙女になるので、メイドたちにしても自らが仕えるケレベル公爵家の令嬢が女としての幸せにようやく目覚めた！　と噂をしていた。

　それが先程フィルマが来たときに応接室で会った方がいいと言った理由であり、メイドたちにとっては大輪の薔薇と呼んでもおかしくなく、ミレアーナ王国でも……いや、近隣諸国でも最高峰の美貌を持つエレーナが恋した相手がどのような人物なのかというのは興味がつきなかった。

　無骨者ではあっても、妻子を持つフィルマがそんなエレーナの様子に気が付かないはずもない。

　フィルマにとって、目の前に人物は小さいときから見てきた相手だ。

　その恋が報われるといいのだが……と考えながら、口を開く。

「レイという人物は、グリフォンを従じゆう魔まとしているとか」

「ああ、セトだな。うん、セトは非常に人懐っこく、とてもランクＡモンスターとは思えない」

　凜りんとした美貌と、恋する乙女特有の匂い立つ色香を持つエレーナが、次に浮かべた表情は可愛いものを見たときに男女関係なく浮かべる、優しげな笑顔。

　今までは凜とした表情を浮かべることが多かったエレーナの柔らかい表情に、年齢相応の優しさを感じ取ったフィルマは少し驚きつつも言葉を続ける。

「そのグリフォンは、ランクＡモンスターだけあって非常に貴重です。……稀き少しようと言ってもいいでしょう。そして、稀少な存在であれば当然その素材は高額になります」

　フィルマの口から出た不穏さを感じさせる言葉に、エレーナがピクリと反応する。

「お嬢様が知ってるかどうかは分かりませんが、ギルムにはアゾット商会という大きな商会があります。ギルムの武器流通を一手に握っていると言ってもいい、大きな商会が。そしてアゾット商会の会頭であるボルンターという人物は、自らの欲望に忠実でした」

「……哀れとしか言いようがないわね」

　エレーナの口から出て来た言葉に、フィルマは意表を突かれる。

　てっきり、怒りを口にするものだとばかり思っていたからだ。

　正面に座っていたエレーナは、フィルマの訝いぶかしげな表情に気が付いたのか笑みを浮かべる。

「私が怒らないのが、そんなに意外か？」

「正直に言わせて貰もらえれば。てっきり、今にでもギルムに向かうのではないかと思ったのですが」

「フィルマ、お前は私を何だと……まあ、それはいい。それに、今ギルムに行ってもそのボルンターという者はいないのだろう？　レイは敵対した相手には容赦しないからな」

　容赦しない。その言葉は、フィルマがレイと敵対した状態で感じたことや、ギルムで集めた情報からも間違いのない事実と言えた。ボルンターがアゾット商会の会頭の座から追われたというのも、それを表しているのだろう。

「そうですね。結果的にレイという人物と敵対したアゾット商会は大損害……と言っても足りないようなほどの被害を受けたようです」

「ふふっ、だろうな。あのレイのやることだ。きっと生なま温ぬるい報復活動ではなかったのだろうよ」

　喋しやべりながら、エレーナはレイとセトが共に遊んでいる光景を思い出す。

　レイはセトをこれでもかと猫可愛がりし、セトの方もそんなレイに対して心の底から甘えているような、そんな光景。

　お互いがお互いを大事な相手と見定めているその関係は、レイを愛いとしく思っているエレーナでも入っていけないような関係だった。

　もっともそこにあるのは男女間の愛情ではなく、あくまでも自らの相棒やペット、主人といった風なものだったので、エレーナも嫉しつ妬とを覚えるようなことはなかったが。

　フィルマは自分が集めた情報をエレーナへと教え、エレーナもまたその情報に一喜一憂しながら、自分が戻ったあとのギルムの様子を聞き、楽しむのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「レイ君、無事で何よりだ」

　ときには走り、ときには歩きと、かなりの強行軍で何とか日が暮れる前にギルムに戻ってきたレイたち二人と一匹を迎えたのは、強こわ面もての髭ひげに満面の笑みを浮かべたランガだった。

　警備隊の隊長であるランガが、思わずといった様子でレイを抱きしめてくる。

　男に抱きしめられて喜ぶような趣味はないレイだったが、ランガの浮かべている笑みを見ると無下にも出来ず、諦あきらめ溜ため息いきを吐きながらその行為を受け止める。

「隊長、隊長。その辺で。レイが困ってますよ」

「っと、ああ。ごめんよ」

　部下の声で我に返り、レイを解放するランガ。

「いや、それはいいんだけど……どうしたんだ、急に？」

「どうしたって……『風の刃』のメンバーから君たちがガメリオンの希少種と戦ったって聞いてね。一応無事だったとは言ってたけど、実際にこの目で確認するまでは心配だったんだよ」

　ランガの口から出た説明に納得するレイ。その隣ではハスタもまた頷いている。

「あいつらは無事辿たどり着いたのか？」

「一人も欠けることなくね。借りてた荷車が壊れてしまったってショックを受けてたけど」

　ハスタの口から数秒ほど前のレイと同じく納得の呟つぶやきが漏れるが、そこに宿っているのはレイのものとは違い、どこか同情が籠こもった呟きだった。

　金に余裕のないハスタにしてみれば、『風の刃』が言っていた冬に依頼を達成するために街の外に出ると言うのが他ひ人と事ごとではないのだろう。

「まぁ、こうして二人の無事な姿も確認出来たし……」

　自分を忘れるな、と喉のどを鳴らしながらレイとハスタの間から顔を出すセト。

　その様子を見て笑みを浮かべつつ、ランガは干し肉を差し出す。

「もちろんセトのことを忘れたりなんかはしないさ。セトも無事でなによりだったね」

「グルルルゥ」

　どこか得意気に鳴き、ランガの差し出してきた干し肉をクチバシで咥くわえる。

　そんなセトの頭を撫なでながら、改めてランガはレイたちに向き直る。

「さて、街に入る手続きをしようか。……それにしても無事で良かった」

　改めてしみじみと呟くランガ。ランガにしてみれば自分たちの領主であるダスカーがレイの持つ戦闘力を高く評価しているのを知っているため、その思いはなおさらだっただろう。

　まさか自分たちの上司が取り込みたいと思っている相手が、街で人気の食材でもあるガメリオンの希少種と戦って死んでいたりしたら……そう思うと、ランガが安あん堵どの息を吐くのも無理はなかった。

　その後はギルドカードを見せ、従魔の首飾りを受け取り手続きを終了して街の中へと入って行く。

「あ、ランガさん。数日中に家うちの食堂でガメリオン料理が出ると思うので、良かったら食べに来て下さいね。色々と心配を掛けたお詫わびに少しサービスするように父さんに言っておきますから」

　ハスタがちゃっかりと、実家の食堂の宣伝をしてからだが。




「あー……この景色を見ると帰ってきたって感じがするな」

　街中を歩いている人々を見て、思わず呟くレイ。

　辺境にあるギルムだからこその活気と言うべきか、かなりの人数が街中を忙しく歩いている。

　中には寒さから早く家に戻って暖かくしたいと考えている者たちもいるのだろうが。

　辺境にあるギルムだけに、ここには色々と稀き少しような素材や魔石が集まる。もちろんそれを他の都市やら街、あるいは村といった場所に売っているのだが、逆に買い付けに来る商人たちもそれなりにいるので、常に街中にはある程度以上の人数がいる。

　そして秋も終わりに近付いているこの時期だけに、本格的に冬が来る前にと考えた商人たちの姿も多く、ギルムにはいつも以上にたくさんの者たちが訪れていた。

　久しぶりにギルムに来る商人や初めて来る商人、その護衛の冒険者たちがセトを見て驚きよう愕がくの表情を浮かべて固まったり、思わず後あと退ずさったり。そんな光景にはすでに慣れた様子でレイとハスタ、そしてセトの二人と一匹は大通りを進んで図書館のある方へと向かっていく。

「あ、ここです」

　ハスタがそう言い、図書館の少し手前で脇道へと入る。裏路地と言ってもいいような少し狭い道を進んで約五分。やがて満まん腹ぷく亭ていと書かれた看板の掛かっている食堂が目に入る。

「へぇ……綺き麗れいなものだな」

　裏路地にあるとは思えない、それこそメインストリートにあっても不思議ではない程度には綺麗で、それなりに大きな食堂だ。

「あははは。何しろ建て替えたばかりですから。……そのおかげで借金が出来たんですけどね」

「それを返すのに一役買うため、ガメリオンの肉を欲したんだろう？」

「ええ、そうなんですけど……でもガメリオンの肉を使った料理を売り切ったとしても、それで借金を全部返せる訳じゃないですけどね」

「で、どうする？　見た所結構繁盛しているようだけど。今から行ってガメリオンの肉を取ってきました、と言ってもお前の親父さんは困るだろ」

「……でしょうね。しょうがないので、取りあえず客の足が一段落するまで待ちましょう」

　ハスタが呟き、どこかで時間を潰つぶそうと提案しようとしたそのとき。

　食堂の入り口から不意に顔を出した、十歳に届かないような少女がハスタの顔を見て最初に驚きの表情を浮かべ、次に満面の笑みを浮かべて食堂の中へと叫ぶ。

「あー、お兄ちゃんだ。お母さん、お父さん。お兄ちゃんが帰ってきたよー！」

「あら、本当？　なら何で入ってこないのかしら？」

「わかんなーい！　でもお友達を……あ、セトちゃんだ。セトちゃんがいるー！」

　レイの方を見て小首を傾げていた子供は、セトを見るなり歓声を上げてセトへと抱き付いていく。

「セトちゃん、ふかふかであったかいー！」

　その滑らかな毛触りにうっとりしたような顔でぎゅうっと抱き付く少女。

　そんな少女の様子に、どこか困ったように喉の奥で鳴くセト。

「お前の妹か？」

「あ、うん。妹のアルカ。ほらアルカ、セトが困ってるから離れなよ」

「やだ！　だって今日はセトちゃんと遊べなかったんだもん！」

　セトにしがみついたまま、首を振るアルカ。首を振る度に三つ編みにした髪も激しく揺れる。

「ハスタ、アルカ、どうしたの？　……あら、お客さん？」

　アルカの様子が気になったのだろう。四十代ほどの、人の良さそうな笑みを浮かべた中年の女が食堂の入り口から顔を出す。

「あ、母さん。昨日ガメリオンを狩るって言ってたでしょ？　それを手伝って貰ったレイさん」

「まあ……ハスタがご迷惑をお掛けしませんでしたか？」

　どこかのんびりとした口調で尋ねられ、一瞬対応に迷ったレイだったがすぐに小さく頷く。

「問題なかったよ。一年くらいランクＤ冒険者をやって来ただけのことはあったから」

「そんな。僕なんかレイさんみたいに一人でガメリオンに勝つことも出来ないし……」

　思わず、といった様子で口を挟んできたハスタだったが、レイは首を振る。

「ガメリオンはランクＣモンスターだ。ハスタがソロでどうにか出来ると思うのは傲ごう慢まんだぞ」

「確かにそう言われればそうなんですが。レイさんの戦闘を見てしまうとどうしても……」

　レイと希少種の戦闘の様子が脳裏を過よぎり、溜息を吐くハスタ。

「取りあえず、夕食はまだなんでしょう？　なら二人共食べて行きなさいな」

「え？　でもまだ客がこんなに一杯いるのに……」

「大丈夫よ。私たちのことを思って危険な戦いを潜り抜けて来た息子よりも大事なお客さんなんていないわ。ほら、レイさんとか言ったかしら。貴方あなたも」

「えっと、本当にお邪魔しても？」

　食堂へ視線を向けて尋ねるレイ。

　確かにその食堂はハスタの言う通りかなり混雑している。並んでいるような客まではいないが、それでも色々と忙しいだろうことは容易に想像出来たからだ。

「この子がお世話になった人をそのまま帰すなんてことは出来ませんよ。それに……」

　一いつ旦たん言葉を止めるハスタの母親の視線の先には、セトへと抱き付いているアルカの姿がある。

「アルカもその子から離れたくないみたいだし、出来ればそうして貰えると助かるわ。……あぁ、そうそう。挨あい拶さつが遅れたけど、私はハスタの母親のエネドラよ。よろしくね」

　ニコリと温かい笑みを浮かべつつ、頭を下げてくるエネドラ。

　その柔らかい態度に若干戸惑いつつも、レイはハスタ、エネドラの二人に案内されるように食堂の中へと連れ込まれる。

「セト、その子供は頼んだぞ」

　最後に何とかそう告げるのがやっとであり、その言葉を聞いていたセトもすでにアルカの態度にも慣れたのか穏やかに喉を鳴らす。

「……外から見る以上に繁盛しているな」

　食堂の中に通されたレイが思わず呟く。

　席の八割方は埋まっており、そこかしこでエールやワインと共にシチュー、干し肉、炒いため物、サラダ、煮物といった料理が行き交っている。当然その食事を食べている客も賑にぎやかに話をしており、その喧けん噪そうはうるさいほどだ。

「さ、レイさん、ハスタも。座ってちょうだい。すぐにお料理を持ってくるから」

「母さん、僕はファングボアの煮込みをお願い」

「はいはい。ハスタの好物は取ってあるから大丈夫よ。えっと、レイさん。お酒は？」

「あー……じゃあ、軽いのを一杯だけ」

　レイの言葉に笑みを浮かべて頷うなずくと、エネドラは厨ちゆう房ぼうへと向かう。

「随分と大らかな母親だな」

「ええ、まぁ。大らかと言うか、多少天然なところが困りものですけどね」

　そうは言いつつも、顔に浮かんでいる笑みはそんな母親の性格を好んでいることを示していた。

　いい親子関係なんだろう。そう思いつつ、これからの予定について尋ねる。

「で、これからどうするんだ？　俺の知ってる料理をお前の父親に教えればいいんだよな？」

「そうしてくれると助かります。レイさんの知ってる料理に使う肉ってどのくらいなんですか？」

「そんなに多くないな。メインじゃなくて、あくまでも具材の一つだし」

「へぇ。楽しみですね。ここはお酒も出しますが、あくまでも食堂なので、もう二時間もしないうちに閉店します。そのときにお願い出来ますか？」

「俺は構わない」

　そう言いつつも、自分の教える料理のことを思いだし……ふと思い至る。

（うどんを教えるのはいいが、醬しよう油ゆや味み噌そがない以上、汁をどうする……？　ここが海に近いなら魚醬とかがあったかもしれないが、近くに海はない。となると、シチューやスープにうどんを入れて食べるのか？

　カレーうどんがあるんだし、ありと言えばありだろうが。……駄目だ、俺が提供出来るのはあくまでもうどんであって、それをどうやって食べるかは本職に任せるしかないな。まさかこんな異世界で醬油やら味噌やらがある訳もないし、作り方だって知らないし）

　内心で微妙に焦りつつも、結局料理は本職に任せようと丸投げをすることにするレイ。

「はい、お待たせ。ファングボアの煮込みと焼きたてのパン。野菜スープにチーズとハムのサラダよ。それとエールを一杯ずつ」

　エネドラの声と共に座っているテーブルの上へと次々に料理が並べられていく。

「うわっ、美う味まそう。ありがと、母さん」

「確かに美味そうだ。遠慮なく食べさせて貰もらうよ」

「ええ。うちの人ご自慢の料理だから、どうぞ」

　笑みを浮かべてそう言い、かと思えば次の瞬間には他の客に呼ばれて去って行くエネドラ。

　一応数人の従業員はいるのだが、客の数が多いのでエネドラもまた忙しいのだろう。レイは当然の如くそう判断し、ハスタと二人で夕食を口に運ぶ。

「これは……美味いな」

　ファングボアの煮込みを一切れ口へと運ぶと、じっくりと煮込まれた脂身の部分がまるで溶けるように口の中で消え、あとに残るのは肉の部分のみで、その肉の部分もまたレイの舌を楽しませる。

　そして次にパンに囓かじりつき、サラダを口の中へと放り込んで、口の中に残っているこってりとした部分をさっぱりとさせる。

（確かにこれほどの料理ならここまで繁盛するのも分かる。ただ、惜しむらくは……）

　チラリ、とフォークの先端に刺さっているファングボアの煮込みへと視線を向け、夢中で食べているハスタには分からないように溜ため息いきを吐く。

（いわゆる、洋風の煮込みだってことか。醬油がない以上は豚の角煮ならぬ、ファングボアの角煮は無理だろうしな。確か材料は醬油、砂糖、みりん、生しよう姜がだったか？）

　以前にＴＶか何かで見た料理番組をそれとなく思い出しつつ、再び溜息を吐く。

（砂糖、生姜は市場で売ってるのを確認している。けど、みりんや醬油は絶望的だろうな。かと言って作り方を知ってる訳でもなし。醬油は大豆を使うんだったか？）

　そんな風に思いつつも、十分に美味い料理をゆっくりと味わいながら食べるのだった。




「すまない、待たせてしまったようだな」

　ハスタの父親であり、同時にこの食堂満腹亭の料理人でもある中年の男が頭を下げる。

「今回はハスタが色々と手間を掛けさせたらしいが、礼を言わせてくれ。俺はディショットだ」

　差し出された手を握りながら、レイは目の前に立つ男を素早く観察する。

　年齢的にはまだ四十代前半だが、毎日食堂の調理場で料理を作っているためだろう。腕の筋肉が非常に発達しており、ランクＨ程度の冒険者よりはよほど戦闘に向いていそうだった。握っている手にも料理ダコがあり、根っからの料理人であることを窺うかがわせる。

　一日の内で最も忙しい時間帯を過ぎたからか、その顔には寡黙ながらもどこか穏やかな表情が浮かんでいる。レイがその男を見て感じたのは、『料理人と言うよりは職人』という印象だった。

　現在の時刻は夜の七時も半ばを回ったところ。酒場であればまだ夜はこれからといった時間だが、この満腹亭は食堂であるため、すでに客の姿はない。

　ディショット自身もエネドラや他の従業員と共に洗い物を済ませ、今日の仕事は終わりという状態だった。なお、ハスタの妹であるアルカはエネドラに連れられて、自分の部屋で眠っている。

　自分とエネドラに対する言葉遣いは気にしなくていいと言われ、レイはそれに頷き口を開く。

「レイだ。さて、早速だが本題に入ろうか。ハスタから頼まれたガメリオンの肉については十分以上に確保出来た。通常サイズが一匹に、希少種が一匹。特に希少種は八メートル以上の大きさなのを考えると、まず肉の量で困ることはないと思うが……」

「……八メートル以上、か」

　言葉を濁したレイの言いたいことが分かったのだろう。ディショットは微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

「ハスタが取ってきてくれるモンスターを解体する小屋があるが、そこでもギリギリだな」

「あ、でも血抜きはもう終わってるから、本当に解体するだけでなんとかなるよ」

　ハスタのその言葉に、ディショットはどこか安あん堵どした様子を浮かべる。

　その隣では、エネドラが笑みを浮かべながらお茶を飲んでいた。

「まぁ、解体は今日どうにか出来るってものじゃないしな。明日以降でいいだろう。……残念ながら俺は解体がそれほど得意じゃないから、そっちはハスタに任せることになるだろうけど」

「大丈夫です、任せて下さい。小さいときからやってますから、モンスターの解体は得意です」

「俺も手伝うから、解体は何とかなるだろう」

　ディショットも頷くが……レイがそこに口を挟む。

「その件についてだが、俺は料理のアイディアを出してくれるようにハスタから頼まれてる。出来ればディショットにはそっちに集中して欲しい」

「……料理のアイディア？」

　訝いぶかしげにレイへと視線を向けるディショット。だが、それも当然だろう。レイの外見は十五歳程度にしか見えない。立派な大人であるディショットにしてみれば、レイはあくまでも子供なのだ。そんな子供に料理のことが分かるのか？　言葉には出さなくても、表情がそう語っている。

「俺はずっと魔法を師匠から習っていたからな。そこで色々な本を読んでる。その中にはすでに失われただろうレシピの数々もあったんだ」

「父さん、串くし焼やき屋のゼノさんがレイさんにアドバイスを貰って売り上げが増えたって」

　ハスタに言われ、知人の顔を思い出したのだろう。ディショットは小さく頷く。

「確かそんなことを言ってたな。そうか、お前さんが……」

　頷き、実際に目の前の少年からアドバイスを貰った友人が売り上げを伸ばしているのなら、と話を聞く態勢に入る。

　その様子を見ながら、コップに入ったお茶を飲んで考えを纏まとめつつレイは口を開く。

「俺が教えるのは『うどん』という料理だ。……いや、料理というか、そういう食材だな」

「うどん？　聞いた覚えがないな。具体的にはどんな食材だ？」

　料理人である自分の聞き覚えのない食材。そのことに好奇心を刺激されたディショットの質問に、レイは視線を厨房の方へと向ける。

「そうだな。まずここでパンを出しているとなると、当然小麦粉はあるよな？」

「あ？　ああ。それはもちろん。料理にも使うし当然だろう」

「ならその小麦粉を持ってきてくれ」

　レイの言葉に頷き、厨房へと向かうディショットの背を眺めながらレイは内心で考える。

（確か小麦粉には強力粉とか中力粉とか何種類かあったと思うけど……パンを作るのとうどんを作るのは同じ小麦粉だったか？　試してみて駄目だったら本職に丸投げするしかないな）

　そんな風に考えていると、紙袋に入った小麦粉を手にディショットが食堂へと戻ってくる。

「ほら、これがうちで使っている小麦粉だ。とは言っても、パンはパン屋から仕入れているだけだから、そっちの希望する品質かどうかは分からないが」

「パンを作っていない？」

「……何か不ま味ずいんですか？」

　レイの呟つぶやきにハスタが思わず尋ねてくるが、レイは小さく首を振る。

「いや、俺が読んだ本によるとパンを作る小麦粉を使って作るとあったからな。小麦粉は小麦粉なんだし、多分問題はないだろう」

「……だといいんだが」

「さっきも言ったように、俺が知っているのはあくまでも知識だ。実際にその食材を作ったことがある訳じゃないから、俺が教えられるのはあくまでも本で知ったその食材の作り方でしかない。あと、その食材をどうやって食べていたとかな。それを前提として話を聞いて欲しい」

「それはつまり、細かい調整の類たぐいは俺がやるしかないってことか？」

「そうだな。料理人としての腕を期待している。さて、作り方だが、材料は非常にシンプルだ。小麦粉、塩、水。これだけだ」

「……え？　それだけなの？」

　シンプル過ぎるその材料に、ディショットの隣で話を聞いていたエネドラが思わず呟く。

　言葉には出していないが、それはハスタやディショットも同様だ。

「ああ。作り方は水に塩を溶かしてから小麦粉に混ぜて練る。それから……」

　そう言い、覚えている限りのうどんの作り方を説明するレイ。

　最初は使う材料の少なさにどこか半信半疑のディショットだったが、聞いているうちにいけると判断したのか、頷うなずきつつもブツブツと何かを呟いている。

「……で、細長く切ってお湯で茹ゆでる。このときに注意が必要なのは茹で時間だな。生地をどのくらいの太さで切ったかにもよるが……」

　説明しつつ周囲を見回し、自分の手、正確には爪へと視線を向ける。

「爪の三分の一くらいの太さが目安で、十分程度だったと思う。茹で具合は、悪いけど自分で丁度いいと思う硬さを研究してみてくれ」

「作り方の説明に小麦粉や水、塩の分量がなかったんだが、具体的にはどの程度の量なんだ？」

「あー……小麦粉がその紙袋の半分程度で、塩が軽く一ひと摑つかみ程度。水はコップ一杯程度といったところか。悪いが、その辺も実際に料理しながら調整していってくれ」

「なるほど」

「で、茹で上がったうどんは冷水でざっと洗ってぬめりを取って、温かくして食べるならお湯で一いつ旦たん温めて、冷たい状態で食べるならそのままだが……」

　食堂の外へと視線を向けるレイ。

　季節はすでに冬に近くなっており、この時期に冷たいうどんを食べるような物好きはそれほどいないだろうと判断する。

（まぁ、醬しよう油ゆとかがない以上は出し汁とかも出来ないしな）

「温かくして食べるとなると、具体的には？」

「そうだな。たとえば今日食べさせて貰もらった野菜スープ。あれに入れて食べるとかだな。トッピングとして少し濃いめに味付けした肉を載せるといいと思う。……それこそ、今日俺たちが取ってきたガメリオンの肉とかな。他にも濃いめのシチューとかに絡めて食べるのもありかもしれない」

　カレーうどんを思い出しながら告げ、この世界にカレーがないのを心底残念に思うレイだった。

「どう、貴方あなた。出来そう？」

「……正直、分からん。分からんが……聞く限りではパンのように保存性はないものの、料理としての可能性は高いと思う。試してみる価値はあるだろうな」

　エネドラへとそう返すディショットだが、その顔には抑えきれない好奇心や興奮が浮かんでいる。

　やはり料理人として、未知の料理や食材という物には惹ひかれるのだろう。

　そしてレイはそんなディショットの好奇心をさらに煽あおるように口を開く。

「他にも焼きうどんという調理法があるな」

「焼きうどん？」

「少し硬めに茹でたうどんのぬめりを冷水で取るところまでは同じだが、そこから野菜や肉と一緒に炒いためる。味付けは俺の読んだ本だと醬油という調味料を使っていたんだが、知ってるか？」

　僅わずかな期待を込めた問い。

　ゼパイル一門にレイと同様現代日本から来たタクム・スズノセがいた以上、もしかしたら醬油があるかもしれない。そんな思いで口にした問いだったのだが、あっさりと首を横に振られる。

「いや、そんな調味料は見たことも聞いたこともないな。少なくともこのギルムにはないと思う。可能性があるとすれば……そうだな、王都辺りにはもしかしたらあるかもしれないな」

「そうか。残念だがしょうがないか。となると、焼きうどんの味付けだが……」

　そこまで呟き、ふと思いつく。

（塩焼きそばがあるんだから、塩焼きうどんがあってもいいんじゃないか？　まぁ、塩焼きそばの塩ダレは塩以外にも色々と調味料が入ってるんだろうが）

「塩、だな」

「塩でいいのか？」

「ああ。ただし、普通の塩じゃないぞ。塩に色々と他の調味料も混ぜた塩ダレだな。……これも本で知った知識だが、焼きうどんに近い料理に焼きそばというのがある。その焼きそばの種類には塩焼きそばというのがあるらしい」

「塩、か。……分かった。検討してみよう。じゃあ早速今からうどんを……」

　そう言い、立ち上がろうとしたディショットの服をエネドラが摑つかんで止める。

「貴方、根の詰めすぎは良くないわ。それに今からうどんを作り始めたら出来るのは真夜中になるわよ？　それなら、明日の日中にでも作って皆みんなで味見をしたらいいんじゃないかしら。……レイさんも味見には協力して貰えますか？」

「俺も？　けど、ガメリオンの解体があるんだけど」

「そうだったわね。うーん、でも、お肉の解体はハスタ一人でも出来るんでしょう？」

「いや、やれと言われれば出来るけど。さすがにあの量を僕一人でってのは」

「でもうどんはレイさんがいないと、そもそも成功かどうかも分からないのよ？」

「……はぁ、しょうがないなぁ。じゃあレイさん、明日はまず父さんの方をお願いします。それが終わったら、僕の方を手伝いに来て貰えますか？」

　母親にそこまで言われては、親思いのハスタとしては引き下がらざるをえなかったのだろう。溜ため息いきと共にレイへと告げてくる。

　そんなハスタを見ながら、頷くレイ。レイにしてみればこの世界で食べたことのない麵めん料理に、期間限定のモンスターであるガメリオンの解体。どちらを選んでも自分には得しかないのでどっちでも構わない、というのが正直な気持ちだった。

「分かった。なら明日は何時くらいに来ればいい？」

　レイの問い掛けに、ディショットが少し考えてから口を開く。

「朝のピークが終わって、昼までの時間だから……午前の九時過ぎくらいがいいだろう。昼の仕込みは、今から俺が仕上げておくから問題ないだろうし」

「試食の件もあるから、朝食は軽くにしていた方がいいわよ」

「そうだな、そうさせて貰うよ」

　レイはエネドラの言葉に頷き、そろそろ宿に戻るべく席を立つ。

「さて、じゃあ明日に備えて今日はそろそろ宿に戻るか。……ハスタ、殆ほとんど丸一日動き通しだったんだし疲れただろ？」

　早朝にギルムを出て、ガメリオンの現れる草原まで移動し、一人でガメリオンと戦って危ないところまで追い込まれ、その後は自分が戦いはしなかったがガメリオンの希少種と遭遇。

　レイが倒した希少種の血抜きをしている間他のモンスターから守り、そのあとは急いでギルムまで戻って来たのだ。

　いくら冒険者が体力に自信があっても、これではさすがに疲れる。

「あははは。確かにそうかもしれませんね。けど不思議と疲れを感じてないんですよ」

「それは身体が緊張しているからだ。自分でも分かっているだろうに」

　レイよりも年上で、さらには長く冒険者をやっているのだ。自分の体調くらいは把握しているのか、どこか気まずそうな笑みを浮かべるハスタ。

　その様子を見ながら、レイは三人に軽く挨あい拶さつをして満腹亭をあとにするのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「おはようございます」

　ガメリオンを仕留めてギルムへと戻ってきた翌日。前日の約束通りに午前九時過ぎくらいに満腹亭へと顔を出すや否や、エネドラに笑顔と共に声を掛けられる。

「ああ、おはよう」

　挨拶をしながら食堂の中を見回すが、朝のピークは過ぎているためか客の姿は殆どない。

　恐らく夜通し働いていたのだろう数人の冒険者が、少し気け怠だるそうに朝食を摂とっているだけだった。

「ハスタは？」

「あの子は少し離れた場所にあるモンスターを解体するための小屋で準備を……あら？」

「レイさん、おはようございます！」

　嬉うれしそうな笑みを浮かべ、元気一杯に挨拶をしながら食堂の中へと入ってくるハスタ。

「おはよう」

　エネドラにしたのと同じように挨拶を返しながら、厨ちゆう房ぼうの方へと視線を向ける。

「で、親父さんの姿が見えないようだが？」

　レイのその言葉に、顔を向け合って思わず苦笑を浮かべるハスタとエネドラ。

「あの人ったら、よほどうどんとかいう食材が気になったんでしょうね。朝に起きたら、すぐにうどん作りに挑戦して……」

　パァンッ、パァンッ！

　何かを叩たたき付けるような音が厨房の方から響いてくる。

「ご覧の有様よ。全く」

「……生地を叩き付ける音、か？」

「ええ。レイさんが言っていたこしを強くするってのを試しているんだって」

「いや、生地を叩き付けるような真似を教えた覚えはないんだが」

　少なくともレイ自身が昨日説明したうどんの作り方の中には、生地を叩き付けるというような工程はなかった。こしを出すためには袋に入れて裸足はだしで踏むと説明したのだが……

「まぁ、あの人なりに色々と試しているんでしょう」

「そうだね。僕たちの朝食に出て来たのがうどんの出来損ないだったし」

　苦笑を浮かべて朝食を思い出すハスタ。

　ハスタたち一家の今日の朝食は、うどんを作るときに上う手まく纏まとまらないものを茹でてスープで煮込んだもの。すいとんに近いものだった。

「それでも味はそんなに悪くなかったでしょう？」

「父さんのスープだもん、そりゃあ不ま味ずい訳ないよ。アルカも嬉しそうに食べてたし」

　母と子の会話を聞いていたレイは、ふと気が付く。昨日はセトを見た途端に突撃したハスタの妹のアルカの姿が見えないと。

「そのアルカは？」

　予想外の質問だったのだろう。エネドラは一瞬ポカンとしつつも視線をハスタへと向ける。

「ハスタ、アルカはどうしたの？　確か一緒に解体小屋に行ったはずでしょう？」

「アルカは表でセトを見つけて……」

　どこか気まずそうに呟つぶやくハスタだったが、レイにはそれだけで表で何が起きているのか分かってしまった。恐らく昨日同様にセトへ抱き付いているのだろうと。

　セトはギルムでもアイドルの如く好かれており、その好んでいる者たちのかなりの割合を子供たちが占めているのだ。そんな状態である以上、自分の家にセトが来れば喜ぶのも無理はない。

「……さて、じゃあ取りあえずガメリオンを出してくるか。解体は昨日話した通りにハスタに任せていいんだよな？」

「あ、はい。レイさんにはうどんの方を見て貰わないといけませんしね」

「分かったわ。じゃあいってらっしゃい。うどんの方はあの人と一緒に進めておくから」

　エネドラにそう言われ、レイとハスタは満腹亭から送り出される。

　そして表に出た二人が見たのは、当然と言うべきか、やはりと言うべきか。その首筋に抱き付いてシルクの如き毛並みを楽しんでいるアルカの姿だった。

「あー……セト。取りあえず俺とハスタはガメリオンの解体に行くけど、お前はどうする？」

　レイの言葉に、迷うように喉のどを鳴らしながら自分に抱き付いているアルカへと視線を向けるセト。

　その視線を向けられたアルカは、離れて堪たまるかと、さらに力強くセトの首へとしがみつく。

　これがもしセトでなければ、下手をしたら窒息していたかもしれないほどに力を入れて、だ。

　この様子では自分からはまず離れないと理解し、小さく鳴いてアルカへと顔を擦こすりつける。

「あ、やった。ほら、お兄ちゃん、セトちゃん私と一緒にいるって！　いいよね！」

「そうだな。じゃあレイさんにもお礼を言うんだ」

「うん。ありがと、レイさん！」

　セトの首に抱き付いたまま器用に頭を下げるアルカに、小さく笑みを浮かべて頷うなずく。

「気にするな。セトがお前と一緒にいたいと思ったからだ。セトが嫌だと言うのなら無理強いは出来ないがな」

「……すいません」

　苦笑を浮かべつつも小さく頭を下げるハスタに小さく首を振り、先を促す。

「それで、解体小屋ってのはどこにあるんだ？　そんなに遠くないんだろう？」

「あ、はい。そうですよ。ここから歩いて数分くらいです」

「数分？」

　その言葉に周囲を見回すが、あるのは裏通りの小規模な店だったり住居だったりする程度だ。

「ここからは見えないですよ。こっちです」

　ハスタがそう言い、満腹邸の裏の方へとレイを案内するように先導する。

（なるほど。モンスターとはいっても、解体するような場所を堂々と表に出せる訳がないか）

　納得しながら、そのまま歩くこと数分。満腹亭の裏側から少し離れた場所にその建物はあった。

　ハスタ自身は解体小屋と言っていたものの、その大きさはとても小屋と呼ぶべきものではない。どちらかと言えばちょっとした倉庫と表現するのが正しい。

　もちろんと言うべきか、当然と言うべきか、その建物自体は立派な建物ではない。どちらかと言えば貧相と言ってもいいだろう。廃材等を利用して作られたのが目に見えて分かる外見をしている。

「あははは。これでも父さんがかなり無理をして建ててくれたんですよ。その、満腹亭の方を建て替えたときに余った材料とか、しょうがなく壊すことになった場所の材料とかを利用して。……でも、そのために借金の額が増えてしまったんですよね」

　その説明に、ハスタがガメリオンの肉を強く求めた理由に納得出来たのか、頷くレイ。

　もちろんハスタ自身が家族思いだと言うのもあるだろう。だが、自分の仕事に使える場所を親の借金で建てて貰もらったことに、ある種の負い目も感じているのだろうと。その負い目を払ふつ拭しよくするために少しでも早く借金を返したいのだと。

「……さて、じゃあ解体を始めましょうか。入り口はこっちですから付いて来て下さい」

　ハスタの案内に従い、解体小屋の中に入って行く。正面にある巨大な扉は解体するモンスターを運び入れるときに使うものなのだろう。ただ、今回はガメリオンがレイのミスティリングの中に入っているので使う必要がないのだが。

「これが解体小屋か」

　解体小屋の中を見回して呟くレイ。

　木の床といった洒落しやれた物はなく、土を踏み固めたものがそのまま床になっており、端の辺りにかなり大きめの台が存在している。そして台の上には巨大な、人の腕ほどの長さがある包丁を始めとして、長さの違う十本ほどの刃物が並んでいた。

　そして台の近くには恐らく切り分けた肉を運ぶときに使うのだろう荷車が置かれている。

「何か、レイさんみたいな凄すごい人にそうやって見られると、ちょっと照れますね」

「そうか？　俺としてはこういう作業場があるというのは羨うらやましいけどな」

　そのときにレイの脳裏を過よぎったのは、これまで溜ため込んでいたモンスターの死し骸がいから素材や肉を剝はぎ取った際に『悠ゆう久きゆうの力ちから』と共に行った街の近くにある林だった。

　外で解体作業をする場合は、当然血の臭いに寄ってくるモンスターを警戒しないといけないし、モンスターが活発になる夜を迎える前に街に戻らないといけないという時間的な制約がある。

　それを考えれば、こうして街中にモンスターの解体を出来る場所が確保されているというのはありがたい限りだろう。

（金もあるんだし、ギルムでどこか使われていない土地を買い取って、ここみたいな場所を作るというのはあり、か？　いや、そもそも大量のモンスターを倒す機会がそうそうあるはずがないしな。これが魔石で習得したスキルを試せる場所があるのならいいんだが、まさかそこまで広大な土地がある訳じゃないし。となると、ここを借りるのがベストか）

　内心で考え、ハスタへと向かって口を開く。

「ハスタ、確か今回の件を手伝った礼として十回ほど俺が仕留めたモンスターの剝ぎ取りを手伝ってくれるって話だったよな？」

「はい？　どうしたんですか、急に？　確かにそういう約束でしたけど」

「その件だが、剝ぎ取りの手伝いはいらないから、時々ここを俺に貸してくれないか？」

「え？　ここを？」

「ああ。街中で剝ぎ取りが出来る場所というのは貴重だしな。どうだ？」

　そんなレイの提案に、数秒ほど悩むハスタ。

　ハスタも実際にレイの戦闘力を見る前なら素材の剝ぎ取りはそれほど手間だとは思っていなかったのだが、実際にレイの実力を見てしまった今は、それがランクＤ冒険者としてはどれほどに規格外なのかを理解してしまっている。

　レイが大量の素材をギルドへと持ち込んでいるという話にしても、依頼や戦闘を何回かこなし、それがある程度溜まってから持ち込んでいるのでは？　と考えていたのだが、昨日の戦闘力を見る限りではもしかして一度の依頼でそれだけの量を倒しているのでは？　と思い至ったのだ。

　実際、レイにはミスティリングがあるので、ハスタのように思っている冒険者は多い。

「その、食堂で出す料理の肉をここで解体しているときがあるので、それ以外のときなら……」

　そんなハスタからの答えに、レイは躊躇ためらうことなく頷く。

　レイが使うのはそれほどの頻度ではない。素材の剝ぎ取りを仕切れないほど大量にモンスターを倒したときに使わせて貰おうと思っているのだから。

「さて、話は決まったな。じゃあ早速ガメリオンを出すか。……通常のガメリオンと希少種のどっちを最初に出す？　それとも二匹一緒の方がいいか？」

「二匹同時だと場所の問題もあるので、普通の方をお願いします。希少種の方はあと回しで」

　ハスタに頷き、血の跡が付いている場所へ移動して、ミスティリングからガメリオンを取り出す。

　レイが斬り飛ばした頭部、ハスタが斬り飛ばした尻しつ尾ぽ、そして一番大きな胴体だ。

「じゃあ早速解体に入らせて貰いますね。レイさんは食堂に行って父さんのうどんの方をお願いします。上手く行けば一気にうちの食堂が繁盛しそうな起死回生の料理ですしね」

「そこまで大おお袈げ裟さなものじゃないけど、それならそうさせて貰うか。じゃあこっちは頼んだぞ」

「はい！　このガメリオンを処理出来たら一度食堂の方に戻りますので」




　ガメリオンの解体をハスタへと任せて満腹亭へと戻って来たレイ。

　入り口の近くでアルカにうどんの試作品で失敗したスープの入った皿を出され、そのスープからクチバシを使って器用にすいとんを食べながら嬉うれしそうに喉を鳴らすセトと、嬉しそうにセトの毛に櫛くしを通して毛繕いをしているアルカの様子に笑みを浮かべつつ満腹亭の中へと入る。

　午前十時過ぎともなると昼まではまだまだ時間があるため、先程レイがいたときに店の中にいた客の姿も消えて今は一人の客も存在していない。

　いるのは、テーブルを拭ふいているエネドラだけだった。

「あ、戻って来たのね」

「ああ、ガメリオンについてはハスタに任せてきたから大丈夫だろう」

「それは良かったわ。じゃあ、早速だけど厨ちゆう房ぼうの方に行って貰える？　あの人がうどんを準備しているから。何か少し前にちょっとは進展したみたいよ？」

「へぇ、さすがに早いな。この短時間でそこまで進めるか」

　呟きつつ、ふとテーブルの上を拭いているエネドラの姿を見かけて首を傾げる。

　レイたちが昨日街に帰ってきて食堂にやってきたときはエネドラの他にも数名ウェイトレスがいたのだが、今はエネドラのみだ。それを疑問に思い、尋ねる。

「昨日は他にも人がいなかったか？」

「え？　ええ。あの人たちは昼から来て貰ってるのよ。朝は忙しくても私一人でどうにか出来る程度のお客さんしか来ないから」

　その言葉にまるでバイトだなと感じつつも、忙しそうに食堂の掃除をしているエネドラの邪魔をしないように厨房へと向かう。

「ふぅ、こんなものか。……ん？　ああ、来てくれたか」

　そうして厨房へと入ったレイの目に飛びこんできたのは、小麦粉を丸めた生地を体重を掛けて捏こねているディショットの姿だった。

「生地にこしを出すためには踏むって教えなかったか？　さっき来たときも生地を叩たたき付けたりしていたようだけど、手で捏ねてわざわざ体力的に消耗しなくてもいいと思うが」

「確かに足で踏めばいいとは聞いたが……何しろ、足で踏むとなると汚いだろ？　そんな製法で作ってると知られたら、誰も食べてくれないからな」

　ディショットの言葉を聞き、思わず納得するレイ。

　このギルムには……否、エルジィンにはビニールなんて物は存在しない。そうなるとすぐに思いつくのは紙袋に入れて踏むことだが、紙袋では素材の強度的にすぐに破けてしまうだろう。

　そうすると確かに衛生的に疑問を持たざるを得ないし、それを知った客が注文するとは思えない。

（他に思いつくとすれば、足にうどん踏み専用の毛皮を括くくり付けるなり、履くなりする方法だが……それでも踏むという行為自体が駄目なんだろうな）

「どうも上手く纏まとまらなくてな。麵めん、とか言ったか？　あの状態にするのが難しい」

「その辺は経験で補ってくれとしか言えない。材料はともかく、その配分は覚えていないし」

「だろうな。水分が少なければ生地が纏まらず、水分が多ければベチャリとする。この辺は実際に試してみないとどうしようもない。……だが、この生地はそれなりに自信がある。見てくれ」

　そう言って、ディショットがこれまで纏めていた生地を調理台の上へと載せる。

　その生地はある種の艶つやのようなものを放っており、レイ自身の記憶にあるようなうどんの生地と比べてみてもそれほどの差はないように思えた。

「あとはこれで伸ばすだけだな」

　満足そうに呟つぶやき、取り出したのは麵めん棒ぼうのようなものだった。

　その麵棒へと視線を向け、どこか違和感を覚えるレイ。じっとその麵棒を眺めていると、その麵棒の先端に穂先が付いているのに気が付く。

　ディショットの持っている麵棒。それは紛れもなく短たん槍そう以外の何物でもなかったのだ。

「何で短槍なんだよ」

　予想外の展開に思わず溜ため息いきを吐きながら尋ねるが、当の本人は何でもないかのように説明する。

「うどんを作るのに必要な道具を探して、パミドールに麵棒の形状を教えたら渡された」

「またパミドールか」

　ハスタを焚たきつけたときや、今回の件。色々と縁のある山賊顔の鍛か冶じ師を思い出しながらも、諦あきらめ顔で続きの作業を促す。

「三十分くらい生地を寝かせたから、次の工程に入ろうと思うが」

（三十分ほど寝かせてから、さらに捏ねてたのか？）

　内心で疑問を覚えつつも、特に問題はないだろうと判断する。

「ああ、俺に構わずやってくれ。何か口出しするようなことがあったらそうさせて貰うけど、俺が出来るのはあくまでもその程度だ。本職の料理人には到底及ばないし」

「そうしてくれるとこちらとしても助かるな」

　自分の仕事に誇りをもっているからこそ、レイのような素人しろうとに口出しされることを嫌う。

　それが傲ごう慢まんと映るときもあるのだが、レイには信念のある職人という印象で受け止められていた。

　もっとも、レイにとっては自分が前の世界で食べていた麵類を食べたいという理由で料理を教えている以上、ディショットが言うように素人の自分はあくまでもアイディアや助言を行うに留とどめるのがベストだろうという認識を持っている。

　そうである以上、ある程度傲慢な態度に見えたとしても特に何も言わなかっただろうが。

「なら始めよう」

　まるで儀式か何かが始まるかのように宣言し、拳こぶしより多少大きいくらいのうどん生地の塊に短槍の柄の部分を転がして広げていく。

　この短槍もパミドールから渡されたときにきちんと洗ってあるし、こうして使う前にも改めて洗浄済みなので、衛生面の心配はない。

　麵棒代わりの短槍が生地を伸ばしていくのを眺め、ある程度まで広がったところでレイは口を開く。

「その辺でいいと思う。あとは爪先の三分の一程度の太さに切るんだが……」

「分かった。爪先の三分の一だな」

「ああ。……ちょっと待て。生地に小麦粉をまぶしてから折り畳んだ方が切りやすいぞ」

「ん？　ああ、分かった。打ち粉か」

　どうやらパンを作るときに使う打ち粉は知っていたらしく、レイの言葉に納得したように頷うなずくと、軽く小麦粉をまぶして生地を折り畳んでいく。

　そうして準備が整うと、包丁で大きさを揃えながらうどんを切っていき……さすが本職の料理人と言うべきか、一分と掛からずに生地は全て麵状に切り揃えられた。

「……なるほど、これがうどんか。朝に作ったのとは随分と違うな」

　ディショットはうどんの出来映えに満足そうに頷くと、早速お湯を沸騰させて茹ゆで始める。

　その後、十分ほど茹でて水洗いをしてから再び軽くお湯に通して温めたあと、昼用に用意してあった肉と野菜がたっぷりと入ったスープを掛けて、エルジィン世界で初めてのうどんが完成する。

「……食ってくれ」

　レイへとスープ皿に盛られたうどんを差し出すディショット。

　この世界には当然箸はしなんて物はないため、フォークが添えられている。

「俺が最初に食べてもいいのか？　お前が最初に味見をしてみるのがいいんじゃないか？」

「いや、この料理のアイディアをくれたレイこそが最初に食べる資格があると思う」

　決して退ひかないという視線を向けられ、レイはそれならばと小さく頷く。

　スープの中で泳いでいるうどんへとフォークの先端を軽く絡め、そのまま口へと運ぶ。

　ズルッ、ズルルルルッ。

　麵を啜すする音が周囲に響くが、貴族ならともかく、街中にある……それも裏通りにあるような食堂の店主がその程度で文句を言うはずもない。

　そのまま無言でうどんを食い終わり、スープも全て飲み干す。

　それを黙って見ていたディショットは、やがて痺しびれを切らしたかのように尋ねる。

「どうだ？」

「茹で時間はもう少し短くした方がいいと思うけど、その辺は好みの問題だな。うどん自体は十分に美う味まい。それとスープは何種類か作った方がいいと思う。こってりした味付けや、あっさりとした味付けのスープといった具合に。スープが変わるだけでうどんの印象も変わってくるし」

「なるほど、その辺は参考にさせて貰もらおう」

　レイの言葉に頷き、自分の分もうどんとスープを盛りつけて食べ始める。

　フォークで器用にうどんを巻き、一口ごとに何やら考え、頷きつつ食べているディショット。

　やがて自分の作ったうどんの味にはそれなりに満足したのだろう。小さく笑みを浮かべつつ、別の器にうどんとスープを盛りつけていく。

「少し待っててくれ。エネドラとアルカにも味を聞いてきたい」

「ああ、分かっ……ん？　いや、もう一杯作った方がいいな。自慢の息子のお出ましだ。ガメリオンの肉を持ってきたんだろう」

　レイがそう言うや否や、食堂入り口の方からハスタの声が聞こえてくる。

「父さん、母さん、ガメリオンの肉を持ってきたから運ぶのをちょっと手伝って！」

「……ガメリオンの肉か」

　ディショットの視線が向いているのは、自分が持っているうどんの器。レイが言った、ガメリオンの肉をトッピングとして使うという話を思い出しているのだろう。

　そんな風に考えている間にも、一抱えほどもある肉を持ってハスタが姿を現す。

「あ、レイさん。うどんの方はどうですか？」

「まぁ、一応は完成と言ってもいいと思う。完成とは言っても形になったってだけだけどな。これからどんな料理に仕上げていくのかは、本職の料理人の腕次第だ」

「え？　本当？　父さん凄すごいね。もううどんを完成させるなんて」

「ほら、これだ。食って味を聞かせてくれ」

　ガメリオンの肉を調理台の上に置き、差し出された器を受け取ってフォークに絡めレイと同じように音を立てながら啜り込む。

「……あ、美味い。うん、美味いよこれ！　これ絶対に流は行やると思う。麵って言うんだっけ？　食べやすいし、時間がないときとかは素早く食べられるよ」

　よほど舌に合ったのか、小さい椀わんの中身はすぐになくなる。そして……

「あーっ、お兄ちゃんずるい！　アルカも食べる！」

　ハスタよりは小さいが、それでもそれなりの大きさの肉を運んできたアルカが叫ぶ。

「あらあら、それなら私も食べてみたいわ」

「……ほら。感想を聞かせてくれ」

　二杯分のうどんを作り、それぞれに差し出すディショット。

　アルカはそれを嬉うれしそうに、エネドラは穏やかな笑みを浮かべて椀を受け取り、早速食べ始める。

「俺たちは肉を持ってくるか。ここにいてもしょうがないし」

「あ、はい。そうですね。そうしてくれると助かります。魔石とか素材は解体小屋の方に置いてあるので、あとで確認して下さい」

　その言葉に頷き、レイとハスタは二人でガメリオンの肉を次々と調理場まで運んでいく。

　それを見た周囲の通行人たちが、ガメリオンの肉を食べられる季節になってきたのを実感して、早速満腹亭で少し早めの昼食を食べようと客足が増えていく。

　うどんの味見をしていたディショットはそれに気が付き、ガメリオンの肉を時間の掛かる煮物ではなく、素早く出来る炒いため物として調理を始める。

　そんな様子を見ながら、全ての肉を運び終わったレイとハスタは満腹亭をあとにする。




　解体小屋へと戻って来たレイたちを迎えたのは、濃い血の臭いだった。

　その臭いに微かすかに眉まゆを顰ひそめつつも、ハスタに案内されるままに作業台の方へと移動する。

「これがガメリオンの素材と魔石です」

　作業台の上に載っていたのは、素材としてギルドが買い取ってくれる毛皮、毒を注入するための牙きば、刃やいばと化している左右の耳、討伐証明部位でありながら素材としても買い取って貰える尻しつ尾ぽ。

　そしてレイが何よりも欲していた魔石だった。

「……確かに受け取った」

　ハスタに頷き、レイは次々にミスティリングの中へと入れていく。

　それをハスタは羨うらやましそうに眺めていた。

　そもそも冒険者になった理由が実家の食堂にモンスターの肉を提供するためであるハスタにとって、モンスターの死体を腐らせることなく大量に収納出来るアイテムボックスは喉のどから手が出るほどに欲しい物だ。だがその値段を考えると、どう足あ搔がいても手が出る物ではない。

　それだけによけいに物欲し気な視線を向けることになる。

「……スタ、ハスタ！」

「え？　あ、はい。なんでしょう？」

　レイに声を掛けられたハスタは、ようやく我に返る。

　その様子に何を思っているのか大体予想しつつも、レイは視線を解体小屋の地面へと向ける。

「希少種の解体もやってしまってもいいのか？　あの巨体だけにかなり肉の量があるから、使い切る前に腐ったりしそうだけど」

「あ、大丈夫です。この時期にガメリオンの肉を出すとなると、旬の物なので瞬く間に売り切れると思いますよ。だから気にしないで解体しちゃいましょう」

「そうか？　まぁ、お前がそう言うんならいいけど……」

　呟つぶやき、ミスティリングからガメリオンの希少種を取り出す。

　こうして、その後はレイとハスタの二人でガメリオンの希少種を解体していく。

　なお、今回のお礼にと約束していた魔石や素材の他にガメリオンの肉を一塊貰えたのは、レイにとってもセトにとっても幸運だったのだろう。
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　うどん。その料理は満腹亭を元祖とし、ミレアーナ王国中に……やがては周辺諸国へ、さらにはエルジィン中へと広がって行くことになり、うどんの他にもパスタやラーメン、蕎そ麦ばのような様々な麵めん料理が作られることになる。

　そしてディショットは後世、『麵料理の礎』と呼ばれるようになるのだが、それはまた別の話。







　　　第三章







　ミレアーナ王国の端。中央よりも辺境方面にあるその街は、今確実に滅亡へと向かっていた。

　街の住人の四割が熱病によって倒れて寝込んでおり、残りの住人は必死に看病をしている。

　しかし、それは気休めにしかならずに病はジワジワとだが確実に広がっていた。

　そう、現在この街で流行している病は本来この地域で発症するはずのない病だった。本来であれば一年中暑く、湿った空気のあるような地域でしか発症しない病。

　それが何故か現在この街に広まっており、発症した者が多く現れている。

　この病についての知識がある者もそれなりにいたが、この地域で発症するはずがないという思い込みから、病名が明らかになったのはつい十時間ほど前だった。そして病の特効薬となる薬を薬剤師や錬金術師へ依頼しようとして……薬を作るための素材が足りないことが判明した。

　本来であれば薬剤師や錬金術師が責められるべき事態ではある。だが誰もこの街でその病、通称『魔熱病』が発生するとは思ってもおらず、それを責めることは出来なかった。

「……それで、足りない材料は何だ？」

　バールの領主代理でもあるディアーロゴが、苦々しげに目の前にいる初老の男へと尋ねる。

　初老の男の名はセイス。バールの冒険者ギルドのギルドマスターであり、同時に魔法使いとしても高い実力を持っている、ディアーロゴの親友であり相棒と言ってもいい。

「アウラーニ草と呼ばれる、魔力の濃い地域にだけ生えている草を乾燥させた粉末。それが魔熱病を抑える薬を作るための主要な材料だ」

「アウラーニ草。魔力の濃い地域だけに生えている草、か。それは具体的にはどの辺になる？」

「そうだな。ここから一番近くだと、恐らく魔の森が近くにあるギルムだろう」

「ギルムか。……確かギルドマスター同士が連絡を取るための手段がギルドにはあったな？」

「うむ。儂わしもそう思っておったが……良いのか？　この街の領主は貴族派の人物だ。それが中立派の中心人物でもあるラルクス辺境伯が治める街にあるギルドへと勝手に援助を頼んだとなると、お主にも咎とがめがいくかもしれんぞ？」

　ギルドマスターがそう呟いた瞬間、ディアーロゴは力を込めて執務机へと拳こぶしを叩たたき付ける。

「そんな上同士のやり取りなんか知ったことか！　今、現実に病で苦しんでいる者たちを救える手段がありながら救わずに見殺しにして、何が領主代理か！　責任は全てこの俺が取る！」

「……分かった。すぐにギルムのギルドマスターに連絡を取ろう。だが……」

　そこまで口に出し、言葉を止めるギルドマスター。

　目の前にいる親友が何を言いたいのかはディアーロゴにも分かっていた。このバールからミレアーナ王国の辺境でもあるギルムまでの距離は絶望的なまでに遠いのだ。

　商隊が順調に移動して半月。旅慣れた冒険者が馬を潰つぶす勢いで走って十日。

　この街の現状を知らせるのはギルドにあるマジックアイテムを使えばすぐにでも可能だが、それからアウラーニ草の粉末を集め、この街に到着するまでどれだけ掛かるのかを考えれば……

「生き残るのは、良くて四割といったところか」

　ポツリ、とディアーロゴが苦々しげに呟くその表情には、無念さが溢あふれていた。

「仕方あるまい。今は一刻を争う事態だ。儂は早速ギルムへと連絡を取ろう。……まさかこんな形で彼女に借りを作ることになるとはな」

「はっ、その程度の借り、この事態を収めることが出来たら俺がいくらでも代わってやるよ」

　沈ちん鬱うつな空気を吹き飛ばすように、笑みを浮かべながらディアーロゴが言う。

「そうだな、とにかくこの事態を何とかしないことにはどうにもならんか。では失礼するぞ」

「ああ。俺はこれ以上病気を広げないように、領主代理の権限を使って街を封鎖する。この病気を他の街まで広める訳にはいかないからな。食料は備蓄してある分で何とかなるだろう」

　その言葉にセイスは頷うなずき、とても五十代には見えない軽やかな身のこなしで執務室を出て行く。

　そんな親友の背を見送り、ディアーロゴは再びその拳で執務机を殴りつけるのだった。
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「さて。この魔石をどうするか……だな」

　レイが定宿としている夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭てい。そのベッドに寝転がりながらミスティリングから取り出した二つの魔石へと視線を向ける。

　その二つは、前日にハスタの解体小屋でガメリオンを解体して入手した魔石だ。直径五センチほどの魔石は通常種のガメリオンであり、その二倍ほどの直径十センチの方は希少種の物。

　通常種と希少種の大きさが三倍ほどもあるというのに、何故か魔石は二倍程度。そのことに疑問を覚えつつも、その魔石をどう使うかでレイは悩んでいた。

　魔石を使う理由としては、当然魔獣術でセトやデスサイズにスキルを習得させるというものがある。これが通常種のガメリオン二匹分の魔石なら、セトとデスサイズに一つずつ使えばいいのだから迷うことは一切なかっただろう。だが、今レイの前にある魔石のうち片方は希少種の物なのだ。

「ゴブリンのときも、通常のゴブリンの魔石ではスキルを習得出来なかったが希少種の場合はファイアブレスを習得出来た。つまり通常種と希少種の魔石は違うモンスターとして考えた方がいい訳だ。そうなると……無難に考えれば、希少種の魔石はセトにやるのがいいか？」

　ベッドの上で寝返りを打ちつつ、どうするべきか迷っていたレイ。だが、ピタリとその動きを止めて上半身を起こし、視線を扉の方へと向ける。

　その視線は、数秒前まで魔石をどうするべきか迷っていたときと比べると鋭さを増していた。

　そう、何者かが階段を駆け上がってくる音が聞こえてきたのだ。

（……誰だ？　派手に足音を立てているとなると襲撃とは思えない。昼過ぎである以上は宿に残っている客は少ないはず）

　窓の外へと視線を向けると、宿の中にいるために明確な外の気温は分からないが、それでも寒さを感じさせるような風音が窓を揺らす音が聞こえる。

　幸い夕暮れの小麦亭は高級な宿であるために暖房用のマジックアイテムが存在している。そのため部屋の中にいる限りはそれほど寒くはないが、外は一層寒いのだろうというのは想像出来た。

　雪がいつ降ってもおかしくないようなこの季節だが、まだ何とか秋と言ってもいいこの時期だけに、冒険者たちは冬を越すための最後の追い込みに入っている。

　この時期に仕事をして金を稼がなければ、雪の中でモンスターの討伐やら何やらをしなければいけなくなるため、皆必死で働いているのだ。

　そんな中、十年近く遊んで暮らせるだけの金を貯め込んでいるレイは、前日のガメリオンとその希少種の解体で入手した魔石を見てどうするか考えていたのだが……

「まぁ、どのみち俺に用事があるのは間違いないだろうし」

　溜ため息いきと共に呟つぶやき、スレイプニルの靴を履いてドラゴンローブを身に纏まとう。

　この室内では振り回すと被害が出そうなデスサイズはミスティリングから出さず、腰にはミスリルナイフを装備して準備は完了。誰が襲い掛かってきてもすぐに迎撃が可能な態勢を整え……

　ガンガンガン！

　ノックと呼ぶには些いささか強すぎる音に軽く眉まゆを顰ひそめつつ、口を開く。

「誰だ？」

「私です、レノラです！」

「……レノラ？」

　どこか拍子抜けしたように呟いて部屋の扉を開けると、そこにいたのは確かにレイにとっては顔かお馴な染じみのギルドの受付嬢だった。

　よほど急いで走ってきたのだろう。その荒い呼吸に合わせてポニーテールが揺れている。

　取りあえず、とレイは部屋の中にある水差しからコップに水を注いでレノラへと手渡す。

「あ、ありがとう、ございます」

「で、どうしたんだ？　もしかしてガメリオンの素材の買い取りをしたいとか？」

　レノラが自分の部屋まで走ってくるには弱いが、それ以外に思いつかずに尋ねるレイ。

　だがレノラは、コップの水を一息に飲み干すと慌てて首を振る。

「違います。ギルドマスターからレイさんに出頭要請です」

「……ギルドマスター？」

　そう呟くも、レイ自身それなりにギルドには通っているが、ギルドマスターと顔を合わせたことはなかった。その顔も知らないギルドマスターが、何故自分を呼んでいるのかという思いが表情に出たのだろう。飲み終わったコップをテーブルの上に置きながらレノラが口を開く。

「緊急事態らしく、至急レイさんをギルドまで連れて来いと。本当に心当たりないんですか？」

「ああ。それこそ最近は特に大きな騒ぎは……もしかしてガメリオンの希少種がどうこうって話じゃないよな？　それなら呼び出される理由も分からないでもないんだけど」

　脳裏を過よぎったのは、八メートルを超える巨体を持つガメリオン。もしあのガメリオンを殺したことに何らかの意味があったのだとしたら。

「分からないけど、とにかく早く！　あ、セトちゃんも一緒にって言ってましたよ」

「……セトも？」

（となると、ガメリオンの件じゃないな。そもそもいくら希少種だとしても、しょせんはランクＢモンスター相当だし。だが、そうなると俺を呼び出す理由がますます分からなくなるな）

　理由の分からない呼び出しほど怖い物はない。そう思いつつも、ギルドマスター直々の呼び出しともなれば無視する訳にもいかず、小さく溜息を吐いて座っていたベッドから立ち上がる。

「分かった。セトもだな。すぐに準備するよ」

「私はレイさんに連絡を終えたらすぐにギルドに戻って来るように言われているのでもう戻りますが、出来るだけ急いで下さいね！」

　よほど急いでいるのだろう。それだけ言うと、レイの返事を聞かずに部屋を出て行く。

　その後ろ姿を見送り、ギルドで何が待っているのか微妙に嫌な予感を覚えつつレイもまたセトの下へと向かう。

「……本当に何が起こったんだ？」

「グルゥ？」




　レノラに言われた通り、セトと共にギルドへとやって来たレイ。だが、そのギルドは外から見ても普通ではない雰囲気を放っていた。

　具体的に言えば、ギルドへ人の出入りが大量に起こっているのだ。本来であれば殆ほとんどの冒険者たちが依頼を行っているはずのこの時間にもかかわらず、だ。

　ギルドの様子に首を傾げるレイの横で、セトもまた喉のどの奥で鳴きつつ首を傾げる。

「まぁ、いい。取りあえず俺はギルドに行くから、セトはいつものように外で待っててくれ」

　レイの言葉に喉を鳴らして頷くセト。グリフォンとしての能力やその毛並みでこの程度の寒さは全く気にならないらしく、特に文句もなくいつもの場所へと寝転がる。

「セトを連れてくるように念を押してきたってことは、何らかのトラブルが起こったんだろう。恐らくお前の出番があるはずだから、そのときはよろしく頼むな」

　そう言いながらセトの頭を撫なで、頭を擦こすりつけてくるセトに笑みを浮かべ、ギルドへと向かう。

　そしてギルドの中に入ったレイが見たのは……

「アウラーニ草の粉末はどの程度集まった!?」

「ギルムにいる道具屋や錬金術師、薬剤師の場所を回ってあるだけ買ってきた！」

「待て。この街に何かあったときのためにも、多少の備えはしておかないといけない。送るのは七、八割ほどにしておくべきだ」

「でも、向こうの街では……」

「大丈夫だ。向こうの住人の数を考えると、この街にある在庫の七割で住人には十分行き渡る」

「俺たちはアウラーニ草の採取をしてくるから、後詰めであとから何パーティか送ってくれ」

「分かりました。こちらでも至急手の空いている冒険者に緊急依頼としてお願いしますので」

　ギルドの職員や冒険者たちが、何かに憑つかれているかのような騒ぎになっていた。

「……本当に、何が起こったんだ？」

　その様子に啞あ然ぜんとしながら呟くレイ。

　これまででギルドの中が一番騒ぎになっていたのはオークの集落が発見されたときのことだったが、今の状況はそれを遥はるかに超える騒がしさに満ちている。

「あ、レイさん。こっちですこっち！」

　カウンターで忙しく作業をしていたレノラが、レイの姿を見つけて大声で叫ぶ。

　その声を聞いた数人の冒険者やギルド職員がレイへと視線を向けるが、すぐにそれどころではないと自分の仕事へと戻っていく。

「こっちに来て下さい。すぐにギルドマスターの執務室にお連れしますので」

　カウンターの内部にレイを引っ張り込むレノラ。

　カウンターにはいつもならレイとレノラが話していると口を出してくるケニーの姿もあったのだが、ケニーもレイへと構っている余裕がないらしく、小さく手を振るだけで自分の仕事へと戻る。

「……何があったんだ？」

　カウンター内部へと入れられ、そのまま奥の方へとレノラに連れて行かれながら尋ねるが、その問いにレノラは小さく首を振る。

「その件についてはギルドマスターにお願いします。ただ、尋常ならざる事態が起こったと」

　そう返しつつ、カウンターの奥にある階段を上っていく。そしてその先にあったのは一つの扉。

（通常使う会議室とは分けられているのか。いや、ギルドマスターの部屋ならそれも当然か）

　内心で呟きながら、レノラが扉をノックする様子を眺める。

「ギルドマスター、レノラです。レイさんをお連れしました」

「ええ、待ってたわ。入ってちょうだい」

　中から聞こえてきた声に、思わずピクリと反応するレイ。

　その声は、ギルドマスターという言葉からは想像も出来ないほどに涼やかな女の声だった。

　そう、まるで鈴の音のように。

「失礼します」

　レイが自分の中でその違和感をすり合わせている間に、レノラが扉を開けてレイの入室を促す。

　そして中へと入ったレイを迎えたのは、褐色の肌をした女。それもただの女ではない証拠に、その両耳は通常の人間と比べて細長く尖とがっている。

「ダークエルフ」

　レイの呟きが、一階の騒々しさが噓のように静まり返っているギルドマスターの執務室へと小さく響き渡った。

「ふふっ、急に呼び出してご免なさい。ちょっと貴方あなたの力を借りたい事態が起きてしまったのよ」

　艶えん然ぜんと微笑む目の前の相手に、レイは思わず息を吞のむ。

　褐色の肌に尖った耳。そして銀色の髪が背中へと掛かっている。その身を包んでいるのは、まるでパーティのときに着るようなイブニングドレス。

　執務机で何らかの書類を見ていたために自然とレイよりも低い位置にその身体はあり、大きく盛り上がっている胸によって作られた深い谷間がこれでもかとばかりに自己主張をしている。

　その滑らかな褐色の肌といかにも柔らかそうな双丘は、まるで蜜みつを出して虫を惹ひき付けるかのように男の視線を吸い寄せるのだろう。ダークエルフであるだけに正確な年齢はレイにも分からないが、人間としての外見年齢を考えると二十代半ばで、女として円熟した色気を発していた。

「っ!?」

　その魅惑の谷間へと視線を向けそうになったレイは、一瞬だけ脳裏にエレーナの目の笑っていない笑みが浮かび、すぐに首を振って蠱こ惑わく的な谷間から視線を逸そらす。

　ダークエルフの女もレイから感じられる強大な魔力に一瞬だけ驚きの表情を浮かべるが、すぐにその驚きを消し去り笑みを浮かべて口を開く。

「初めましてね。貴方の評判は色々と聞いているわ。私はギルドマスターをしているマリーナ・アリアンサよ。貴方が気が付いたようにダークエルフでもあるわ。よろしくね」

　改めて名乗られ、ようやくギルドマスターであるマリーナの顔へと目を向けるレイ。

　その顔は美しく整っており、切れ長の目からはエルフ族特有だろう深い英知をレイに感じさせた。

　ダークエルフ。元々はエルフと祖を同じくする亜人種族だが、より戦闘に特化していった種族でもある。その結果精霊からの祝福が失われ、本来は白い肌と黄金の髪を持つはずのエルフと比べて、褐色の肌と銀の髪へ変化したとされている。

　とは言っても、別にエルフとダークエルフの仲が険悪というようなことはない。数えるのも馬鹿らしいほどの大昔。それこそゼパイルが生きていた時代と比べても遥か昔には種族的に敵対していたのだが、今となってはすでに遺恨の類たぐいもなく普通に付き合っている。

　いや、人間とエルフの関係と比べると、寿命が近い分だけより親しいと言えるだろう。

　そんな、人間と比べると遥かに長い寿命と類たぐい希まれなる魔力や戦闘力を持つダークエルフのマリーナに微笑まれ、レイは頷うなずき口を開く。
















「レイです。ランクＤ冒険者としてギルドに登録しています。……それで、俺に用件とは？」

　ギルドマスターという、一つの組織の長おさに対してはいつもの口調で話すのではなく、慣れない言葉遣いで話すレイ。

　そんなレイの言葉を聞いた瞬間、マリーナの口元からこれまで薄うつすらと浮かべられていた笑みが消え、レノラの方へと視線が向けられる。

「レノラ、ここはもういいわ。下も色々と忙しくなっているでしょうし、そっちの方をお願い」

「分かりました。では、失礼します」

　マリーナの言葉に、レノラは小さく頭を下げて部屋を出て行く。

　それを見送り、扉が閉められるとマリーナがレイへと深緑の瞳ひとみを向けながら口を開く。

「ギルドは他のギルドとマジックアイテムで連絡を取り合っている。これは知ってるかしら？」

「はい。この街に来たときにギルドカード関連でその辺の説明を聞いた覚えがあります」

「それなら話は早いわ。実は、とある街のギルドから救援要請が来たのよ。それも緊急にと」

「……その街はこのギルムから近いとかですか？」

　このときレイの頭にあったのは、その街がモンスターの集団──以前戦ったようなオークの集落のような──に襲撃されたのかもしれないということだった。それなら辺境でモンスターとの戦いが日常であるがゆえに、精鋭揃ぞろいのギルムの冒険者を派遣するのは分からないでもないからだ。

　だがレイのその問いに、マリーナは小さく首を振る。

「いえ、遠いわ。旅慣れた冒険者が馬で限界まで急いでも片道十日程度は掛かるくらいに」

「……そんな遠くにある街がわざわざここに救援を？」

「ええ。それも、そのギルドのある街は貴族派の貴族が領主をしている場所よ。本来なら中立派の中心人物のラルクス辺境伯が治めているギルドに救援要請はまず送ってこないはずなんだけど」

　マリーナのその言葉に、ピクリと頰を動かすレイ。

　以前聞いた説明によると、ギルドは基本的に権力の類とは無縁だとなっていたからだ。

「ギルドは国から独立している組織だと聞いていますが」

　そんな質問をされるのは分かっていたのだろう。マリーナは戸惑うことなく言葉を返す。

「確かにそうよ。ギルドとギルドの間なら何の問題もない……とまでは言わないけど、そこまで大おお袈げ裟さなことにはならないでしょう。けど今回はちょっと事情が違うわ。領主代理の意向を受けての救援要請ですもの」

「……いいんですか、それ？　あくまでも領主の代理であって領主本人ではないのでは？」

「それほどに切羽詰まってるのよ。もちろんこの件についてはラルクス辺境伯に連絡を取って、至急応こたえるようにとの指示も貰もらっているわ」

「そこまで切羽詰まっているんですか。何が起きているのか、と聞いてもいいですか？」

「もちろんよ。というか、聞いて貰わないとどうしようもないわ。今回の件にはどうしても貴方の協力が必要なのだから。それと、無理をして丁寧に喋しやべる必要はないわ。他のギルドマスターはどうか知らないけど、私はそういうのを気にしない質たちだから、いつも通りに喋ってちょうだい」

「……助かる。では、そうさせて貰おう」

　やはり無理をした言葉遣いだったのだろう。レイは安あん堵どしたように頷く。

　そんなレイを見ながらマリーナが取り出したのは、高さ五センチほどの小瓶だった。中には何か粉のようなものが入っている。

「アウラーニ草と呼ばれる一種の薬草の粉末よ。とある疫病の薬として使われる材料で、魔力の強い土地にしか生えないという特徴を持っているわ」

「……疫病？」

「そう、疫病。本来なら一年を通して長なが袖そでの服を着なくてもいいような、暖かくて湿気の多い地域でしか発生しないはずの病、魔熱病。それが何故か冬も近いこの時期にバールという街で爆発的に広まったらしいわ」

「魔熱病？」

　その言葉を聞き、以前に図書館で読んだ本の内容を思い出すレイ。

　いわゆる熱病の一つであり、一定以下の魔力しかない者が発症する疫病。逆に言えばある程度の魔力があれば発症の心配はない。

　ただしその一定のボーダーラインは周囲の環境によって変わるため、どこかの一地域で流行したときには無事であっても、他の地域で流行したときには感染する可能性がある。

　基本的には熱帯の地域でのみ見られる病。

　感染後は患者の魔力が時間と共に徐々に減っていき、魔力がなくなったときに死亡する、致死率が非常に高い病。この症状は恐らく本来であれば発症してからすぐ死ぬのを、魔力を使って抵抗していると思われる。

　特効薬としてアウラーニ草と呼ばれる薬草の粉末を使った薬があり、それを使えば一晩程度で快復する。

　潜伏期間は一週間程度で、その期間を過ぎても発症しない場合はその者の魔力により魔熱病の元となる存在は消滅する。

「確かにこの時期にこの辺一帯で魔熱病が流行するというのは、普通ならありえないな」

「ええ。だからこそバールにはアウラーニ草の粉末は常備されていなかったのよ」

「だが、それが何らかの理由で魔熱病が流行した訳だ」

「そう。そしてアウラーニ草は魔力の高い土地にしか生えず、バールから一番近くにあるアウラーニ草の群生地がこのギルム」

「魔の森、か」

　マリーナの言葉を聞いてレイの脳裏を過よぎったのは、ガメリオンの肉を求めて向かった草原。

　冬になっても枯れないあの草原も、ハスタの話によれば魔の森の影響を受けているからだ。

「正解。そういう訳で、幸いこの街にはアウラーニ草の粉末はある程度の量があったの。基本的には魔熱病の薬として使われるけど、錬金術の素材として使えないこともない、ということでね」

　マリーナが持っている小瓶へと視線を向け、小さく頷く。自分がギルドマスターでもあるマリーナに呼び出された理由が分かったからだ。

「なるほど、それでセトを一緒に連れてこいと言ってた訳だ。……ようは、俺がそのアウラーニ草の粉末をバールまで運べばいいんだな？」

「そうなるわね。幸い貴方にはアイテムボックスがあるから、どれだけ荷物を持っても全く苦にならない。グリフォンを従じゆう魔まとしているから、移動速度もこの街にいる誰よりも速いでしょうし」

「これは指名依頼になると思っても？　その場合、報酬は期待してもいいのか？」

　そんなレイの言葉を、マリーナはまるで予想していたかのように視線を執務室の壁へと向ける。

　その視線の先にあるのは、壁に飾られている一本の槍やり。

　柄の部分も、そして刃やいばの部分も濃い緑。深緑とでも表現すべき色に染められている槍だ。

「……ただの槍じゃ、ない？」

　魔力を感じる能力のないレイだが、その槍には惹き付けられるものがあった。だが不思議なのは、それほどの一品であるというのにマリーナの視線が向けられるまで気が付けなかったことだ。

　そんなレイの様子に、マリーナは薄く笑みを浮かべて頷く。

「正解。あの槍はマジックアイテムよ。それもかなり強力な。レイ、貴方あなたが普通に戦うときはマジックアイテムの大鎌を使うと聞いてるけど、遠距離では槍を投げて使うんでしょう？　そんな貴方にはこれ以上ないほどに相性がいい槍だと思うわよ？」

「具体的には？」

　レイの言葉にマリーナは笑みを浮かべつつ椅子から腰を上げ、壁まで移動して槍を手に取る。

　なお、マリーナの着ているイブニングドレスは背中も大胆に露出しており、褐色の肌の艶なまめかしい曲線をこれでもかとばかりにレイへと見せつけていた。

　若干目のやり場に困っているレイだったが、それには構わず槍を握るマリーナ。

　まるで何か軽い物でも持ち上げるかのように槍を手に取り、軽く振るう。

　空気を斬り裂く音が周囲へ響き、その音が槍がそれなりの重量を持っている事実を証明していた。

（通常の槍なら大体五キロ程度だが……さすが戦闘に特化したダークエルフという訳か。その重さの槍をあの細腕で難なく振り回せるとはな）

　内心で感心しつつ、マリーナの行動を眺める。

「いい？　良く見ててね」

　呟つぶやき、両手で槍を持ち魔力を流しながら素早く突き出す。

　突きの速度は速くはなかったが、それはレイへと槍の効果を見せようとしたためだったのだろう。

　槍の穂先を見て、驚きで目を見開くレイ。

　空中を貫いた槍の穂先から、鋭い棘とげの生えた茨いばらが幾本も伸びていたのだ。数秒ほど空中をウネウネと動き回ると、まるで今まで見ていたのが幻だったかのようにその姿を消す。

　驚きの表情を浮かべるレイに、マリーナは小さく笑みを浮かべながら槍の説明をする。

「このマジックアイテムの名前は茨の槍。見ての通り魔力を通すと穂先から茨が伸びて敵を拘束する能力を持っているの。今回は分かりやすく見せたけど、通常は穂先が何かに刺さったあとに発動して、敵を茨で拘束するわ。

　注意して欲しいのが、あくまでも出来るのは拘束だってこと。たとえば穂先を敵の体内に刺したまま茨を生み出しても、敵の体内を攻撃するとかは出来ないわ。……ただ、拘束しているときに棘で皮膚を傷つけるというのは出来るけど」

「その茨を発生させるのは実際に槍を握っていないと出来ないのか？　たとえば、俺が使ってるように槍を投げて、敵に刺さったあとに茨を生み出すといった感じに」

「もちろん出来るわよ。そうでなければ貴方の報酬に相応ふさわしくはないでしょう？　それと槍に込められた魔力の量で茨が現れている時間が変化するから、その辺は実際に使って慣れるしかないわね」

　マリーナの答えに、笑みを浮かべるレイ。

　槍を投げて刺さった相手をその場に茨で拘束するというのは、レイにとってはかなり嬉うれしいマジックアイテムだったからだ。

（これだけの効果を持つマジックアイテムなら、十分以上の報酬だな。ある程度以上の魔力があれば魔熱病は発症しないらしいからその辺も安全だろうし。いや、一応聞いておいた方がいいか）

　茨の槍へと視線を向けてから、改めてマリーナへと視線を向けるレイ。

「バールで流は行やってる魔熱病だけど、街の住民は全員感染しているのか？」

「いえ、感染しているのは魔力の低い人だけよ。具体的には街の住民の四割ほど。……ただし、これは今のところはという言葉が付くけどね」

（街の住民の四割。魔力の低い者たちだけが感染しているというのは本に書いてあった情報と変わらずか。そうなると俺が感染する確率はかなり低い。その後一週間ほど向こうにいて、魔熱病の元、まぁ病原菌なんだろうけど、それが死滅するのを待ってから戻って来ればいいか）

　内心で呟き、再びマジックアイテムの方へと視線を向けてから小さく頷うなずく。

「分かった。この依頼、受けさせて貰おう」

　レイが依頼を受ける、と言ったそのとき。明らかにマリーナの身体から力が抜けた。

　たとえギルドマスターといえども、疫病の流行している場所へ向かわせるというのは強制出来ることではない。もしこの依頼をレイが引き受けなかった場合は、最悪片道十日を掛けてバールまでアウラーニ草の粉末を運ぶしかなかったのだ。

（もっとも、この子がマジックアイテムに強い興味を持ってると聞いたから、秘蔵の茨の槍を持ち出したんだけどね。その辺の情報は間違っていなかったらしくて何よりだったわ）

　内心で安堵の息を吐きながら、それを隠すように口元に笑みを浮かべる。

　マリーナは自分の容よう貌ぼうが整っているのは十分に理解している。そして自分の外見をギルドのために使うのに躊ちゆう躇ちよもしなかった。

（とは言っても私のところに入って来ている情報だと、この子は貴族派の姫ひめ将しよう軍ぐんとそれなりに親しいらしいから、私の誘惑には乗ってこない可能性も高いけど）

　そう思いつつも、パーティドレスから露出している自分の肌を見て動揺しているのは感じ取れただけに、色仕掛けで迫っても良かったかもしれないと数秒ほど本気で考えていた。

　だがすぐに首を振って、意識を魔熱病のことへと切り替える。

「じゃあ時間も惜しいから、ギルドの子たちがギルムを駆け回って集めているアウラーニ草の粉末が集まったらすぐに飛んで貰もらうことになるけど、構わない？」

「こっちはいつでも出発出来る。必要な道具はアイテムボックスに詰め込んであるし」

「……冬も近いこの時期に空を飛んで貰うのを考えると、防寒用のマジックアイテムか何かは用意した方がいいかしら？」

　マリーナの質問に小さく首を振るレイ。

「その辺はすでに対策済みだから問題ない」

「……なるほど。そのローブ、隠いん蔽ぺいの効果もあるけど他にも色々とありそうね」

　レイの言葉に、そのローブをじっと見つめて納得したように頷くマリーナ。

　その言葉に、レイはピクリと反応する。

「分かるのか？」

「ええ。随分と強力なマジックアイテムのようね。……ドラゴンの素材、かしら？　それもかなり強い魔力を持っているドラゴン。少なくとも数百年は生きている、エンシェントドラゴンに足を踏み入れてそうなレベルの」

「さすがダークエルフ。これまでこのマジックアイテムを見抜いた者は殆ほとんどいなかったんだが」

「一つ聞いてもいいかしら。そのローブにアイテムボックス、左腕に嵌はまっている腕輪や、靴もマジックアイテムね？　それほどのマジックアイテムを、弟子だとしてもそう簡単に渡すかしら？」

　マリーナは、目の前にいる人物の経歴──魔法使いの弟子であり、その修行が終わったあとにギルムの近くに放り出された──を思い出しながら尋ねる。

　こうして改めて見てみると、持っているマジックアイテムの質や量が桁けた外はずれなのだ。この他にも巨大な鎌のマジックアイテムも持っていると聞いている。

　正直、レイの装備品を売り払えば小国程度は丸々買える金額になるだろう。

　それほどのマジックアイテムを弟子の旅立ちだからとポンと与えるかと聞かれれば、マリーナは否と答える。そんな思いを込めた問いだったが、レイは苦笑を浮かべながら肩を竦すくめる。

「俺の師匠は随分と世間知らずだったから。俺が習っていたのは魔術であって、魔法なんて言葉はこのギルムに来てから初めて知ったくらいだし」

「……それは、また……随分と……」

　魔術。今ではそんな言葉を知っている者もそれほど多くはない。ダークエルフとして人より多くの時間を生きてきたマリーナにしても、久しく聞いていない単語だ。

「確かにそれほどに世間に興味がないのなら、マジックアイテムの価値についても同様のことが言えるかもしれないわね。……あら」

　人よりも細長いマリーナの耳が微かすかに動く。同様に、レイも誰かが階段を駆け上がってくる足音を聞き取っていた。

　そして十秒も経たないうちに執務室の扉がノックされ、声を掛けられる。

「ギルドマスター、アウラーニ草の粉末を始めとした救援物資の準備が整いました」

「ご苦労様、レノラ。すぐに彼を向かわせるから貴女あなたは先に下に行っててちょうだい。……レイ、聞いての通り準備は整ったそうよ」

　そう言いつつ、執務机の引き出しから一枚の地図を取り出す。

「ミレアーナ王国の、この辺り一帯の地図よ。ここがギルム」

　マリーナが指差したのは地図の一番端にある街。この先は辺境であり、まだ開拓されていないためにギルムが一番端になっているのだろう。

「そしてこの道なりに進んで幾つかの街を通り過ぎて……」

　すうっとギルムから延びている街道を細い指でなぞっていく。そして三つほどの街や村を通過し、やがてその指先は一つの街の位置で止まる。

　地図に書かれているその街の名前は、バール。

「ここが目的地のバールね。地図はこのまま渡すけど、あくまでも貸すだけであるというのを忘れないでちょうだい。この依頼が完了したあとには必ず私に返却すること。もし紛失した場合は相応に重い処分を科さなければならなくなるから、くれぐれも扱いには注意してね」

　この世界では、地図というのは国にとって最重要機密の一つと言ってもいい。地図があればどこにどんな街があり、野営に使えそうな草原や水の補給が可能な川、奇襲攻撃を仕掛けるのに最適な地形を知ることが出来るためだ。

　本来ならランクＤ冒険者でしかないレイに地図を見せたことが知られただけでも、マリーナの責任問題に発展するだろう。それがましてや地図を一時的にとはいえ預けるともなれば、その罪の重さは良くて死刑といったところだろうか。

「……いいのか？」

「貴方がどんな性格をしているのかは色々と噂で聞いてるし、報告も受けているわ。それに長年ギルドマスターとしてやってきた勘も信じていいと言ってるし。……何より、この件はラルクス辺境伯も承知しているのよ。もっともあくまでも黙認ですけどね」

　もし地図がないためにバールに辿たどり着くのが遅れ、それが原因で現在魔熱病に感染している病人が死んで街が壊滅でもしてしまったら、それはミレアーナ王国にとって少なくないダメージになる。

　たとえ違う派閥であったとしても、それを見過ごせば巡り巡ってダスカーの治めるギルムにも影響を与えるだろう。そう判断したための処置だった。

「分かった。この地図はギルムに戻ってきたら間違いなく返す」

「ええ、そうしてちょうだい。……報酬については悪いけど成功報酬という形にさせて貰うわ」

「了解した。これほどの報酬を提示されたんだ。この依頼は是非とも成功させてみせる」

「お願いね。……あぁ、それとこれを」

　地図に続いて出したのは一通の手紙だった。しっかりと封ふう蠟ろうがされており、差出人のところにはギルム支部ギルドマスター、マリーナ・アリアンサと書かれてあり、宛あて先さきはバール支部ギルドマスター、セイスと書かれている。

「紹介状……というのはちょっと違うわね。今回の件は普通の依頼よりも緊急度が高いから、この街のギルドマスターである私が間違いなくレイに依頼をしたということが書かれているわ。……その、ちょっとレイの外見は若々しいから」

　それだけでレイはマリーナが何を言いたいのか理解する。一つの街の存亡が掛かっていると言ってもいいようなこの依頼、普通なら十五歳程度にしか見えないレイに依頼するような真似はしないとバールで疑われるのを避けるためなのだろう。

　レイとしても自分の童顔や華きや奢しやな体格は自覚していたため、文句も言わずにその手紙を受け取る。

（ディアーロゴはシーフ出身だけあって魔力の感知が出来ないしね。セイスがいればレイの魔力を感じ取って、その辺の子供じゃないのは見抜くだろうけど）

　かつてのパーティメンバーの顔を脳裏に思い浮かべながら内心で呟つぶやくマリーナ。

　そんなマリーナの前で、レイは地図と手紙をミスティリングの中へと収納して小さく頭を下げる。

「色々と気遣ってくれてすまない。今回の依頼は必ず達成してみせる」

「この依頼が来たときにアイテムボックスを持ち、グリフォンを従魔として従えているレイがギルムにいてくれたことは天運と言ってもいいでしょうね。……さ、一階にアウラーニ草の粉末やその他の物資があるから急いで。直接街中から飛び立ってもいいとの許可は特別に貰ってるわ」

　マリーナの言葉にレイは決意を込めて頷き、執務室を出て行く。




「あ、レイさん。これをお願いします！」

　マリーナの部屋から出て来たレイをカウンターで見つけたレノラは、視線をギルドの中央、本来であれば依頼ボードの置かれている場所へと向ける。

　そこには素早く薬を作れるように一人用の分量ずつに小分けにしたアウラーニ草の粉末が五センチ程度の小瓶に詰められ、その小瓶が木箱にギッシリと隙間なく詰め込まれていた。

　普通に馬車で運ぶのであれば、振動で割れる危険性を考えてこのような真似はしなかったであろう。それが可能になったのは、やはりレイの持つミスティリングだった。

　これがあれば輸送中に瓶が割れるようなことは考えられないだけに、バールに到着したあとすぐに薬を作れるようにとの、ギルド職員や冒険者たちの心遣いだった。

　救援物資の中には肝心のアウラーニ草の粉末の他にも、体力回復用のポーションや、魔力回復用のポーションといったものも含まれている。

「レイ君！」

　用意された救援物資へと一歩踏み出したレイの背中へと掛けられる声。

　その声に振り向くと、そこには目の端に微かに涙を溜ためているケニーの姿があった。

　いつもは元気に立っている猫の耳も今日は垂れており、それがケニーの気持ちを表している。

　そのまま猫の獣人族特有の素早い動きでレイへと近づき、ドラゴンローブの裾すそを摑つかむ。

「どうしてもレイ君が行かなきゃ駄目なの？　疫病よ？　レイ君も感染するかもしれないのよ？」

　そっとドラゴンローブを摑んでいるケニーの手を離しながら、落ち着かせるように口を開く。

「大丈夫だ。魔熱病は一定以上の魔力を持つ者には感染しない。だから俺に感染の心配はない」

　もしレイほどの魔力を持つ者に感染するようなレベルの魔熱病だとしたら、それはバール全てが感染しているだろう。そう思いつつ、ケニーの手を安心させるように握りしめるレイ。

「でも、それで本当に大丈夫なんて誰にも言えないんだよ!?」

「ケニーッ！　貴方あなたもギルドの一員でしょ！　なら弁わきまえなさい！」

　そんなケニーへと厳しい声を掛けるレノラ。

　レノラも、自分より年下のレイを魔熱病が流行している街へと行かせるのは本心では反対している。だが、それでも……

「レイさんしか頼れる人がいないの。普通に馬車でバールまで向かったら、どんなに急いでも半月は掛かるって、分かるでしょ!?　バールで魔熱病に感染している人たちを見捨てるつもり!?」

　叱しつ責せきするようなレノラの言葉に、ビクリと震えるケニー。そして数秒ほどで自分の手を握りしめているレイへと視線を向ける。

「……うん、ごめん。そうだよね。私が我が儘まま言ってるだけだった。レイ君、身体に気を付けてね。絶対ギルムに帰ってきてよ？」

「ああ。この指名依頼を無事達成すれば、かなり凄すごいマジックアイテムを報酬として貰もらえるからな。何が何でも無事に戻って来るさ」

「もう、レイ君ったらこんなときも変わらないんだから」

　そう話すケニーの目はまだ微かに潤んでいたが、それでも口元には笑みが浮かんでいた。

「さ、レイさん。物資の方を」

　ケニーの背を撫なでながら告げるレノラに促され、レイはカウンターから外へと出て床に積まれている木箱を始めとした救援物資へと手を伸ばす。

　レイがミスティリングを使うのを初めて見た冒険者たちや、ギルドの職員たちが感嘆の声を漏らしているのを横目で見ながら、次々に物資を収納していく。魔熱病の薬に関する物資を全て収納したところで、ドンッと巨大な鍋なべがレイの目の前へと置かれる。

「……ディショット？」

「ハスタに聞いてな。魔熱病の流行している街に薬を届けに行くんだろう？　魔熱病がどんな病気かは知らないが、それでも熱病である以上は身体がだるくなって食事を作るのも面倒になるはずだ。どれだけの足しになるかは分からないが、これを持っていってくれ」

　その言葉と共に開けられた鍋では、野菜やガメリオンの肉がたっぷりと入ったスープの中を、うどんが泳いでいた。

（煮込みうどんみたいなもの、か？）

　うどんという食材を見たことのない周囲の者たちが騒いでいるのを横目にレイは頷うなずき、救援物資同様にミスティリングの中へと鍋ごと収納する。

　実はこの鍋、ディショットがつい先程息子のハスタからレイが魔熱病の流行している街へと薬を届けに行くと聞き、少しでも恩人の役に立てればと思って今日の夕食用に仕込んでいた鍋をそのまま持ってきたのだ。

　レイの視線の先では、大人が入っても十分に隠れそうなほどの巨大な鍋を持ってきたのだろう、息も絶え絶えなハスタの姿があった。

　自分へと向けられている視線に気が付き、ハスタは笑みを浮かべて小さく頭を下げる。

　そのまま全ての物資をミスティリングの中へと収納したレイは、外へと向かう。

　そのあとを見送るべく、ギルドの中にいた冒険者や、レノラ、ケニー、ハスタ、ディショットが共に外へと出る。

「セト！」

　レイの声を聞いたセトは小さく鳴いてのそりと起き上がり、レイの方へと近付いてくる。

「セト、ちょっと遠出をすることになったんだ。お前の翼が頼りだ。一緒に来てくれるか？」

「グルルルゥッ！」

　当然とばかりに鳴き、頭を擦こすりつけてくるセトに笑みを浮かべつつ頭を搔かいてやるレイ。

「……じゃあ、行くか。今回は特別にここからそのまま飛び立ってもいいらしいからな」

　セトが小さく屈かがみ、レイはその背へと跨またがると、従魔の首飾りを外してハスタへと放り投げる。

「ハスタ、従魔の首飾りは門にいる警備兵に渡しておいてくれ」

　あくまで軽く言い、その声と共にセトが地面の上で数歩の助走のあとに翼を羽ばたかせ、空へと駆け上がっていく。そして見送りに出て来た者たちはそんな一人と一匹の後ろ姿が見えなくなるまでじっと見つめていた。レイとセトが無事にギルムに戻って来られるよう祈りながら。
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　ギルムにある冒険者ギルド。その中のギルドマスターの執務室で、マリーナは机の上に置かれていた一抱えほどもある水晶へと魔力を込める。

　そのまま約一分。やがて水晶の表面に見知った顔が映し出された。

　それは、五十代ほどの初老の男。長い顎あご髭ひげを生やしており、その目からは深い知性が感じられる。

　数十年ほど前にマリーナと共にパーティを組んでいた魔法使い、セイスだ。

　現在はかつてのパーティリーダーであるディアーロゴが領主代理を務めるバールで、マリーナと同様にギルドマスターを務めている人物である。

『マリーナか。この時間に連絡してくるということは、アウラーニ草の粉末についてか？』

　いつも決まって冷静な表情を崩さなかった、かつての仲間が浮かべる沈痛な表情。それだけでマリーナにはバールがどれほどの危機に襲われているのか容易に想像がつく。だが、ここで自分も深刻な表情を浮かべても何も変わらないと、笑みを浮かべて小さく頷く。

「ええ、アウラーニ草の粉末をたっぷりと持ったうちの子がつい先程街を出たわ」

『……そうか。到着まで早くて十日。魔熱病の患者が何とか頑張ってくれるといいのだが』

「あら、違うわよ？」

　旅慣れた冒険者が馬を潰つぶす覚悟で移動して十日。それ以上に旅程を短縮するのはまず不可能だと知っているセイスだけに、マリーナの言葉には意表を突かれたように目を丸くする。

『どういうことだ？』

「確かに大地を行けばギルムからバールまではどんなに急いでも十日は掛かるでしょう。それは知ってるわ。……でも、地を駆けるのではなく空を飛んで行ったとしたら？」

『……待て。待て待て待て。マリーナ、君はいつも無む茶ちや苦く茶ちやなことを平気で行うような人だったが、今度は何をした？　儂わしの知ってる限りでは、ギルムに竜騎士はいなかったはず。それとも最近ラルクス辺境伯が竜騎士を雇うか何かしたのかね？』

　慌てたように水晶へと顔を寄せるセイス。その目には一筋の希望が宿っている。

　もし本当に竜騎士がいるのなら、街の全員分に行き渡るだけのアウラーニ草の粉末は無理でも、危険な者たちは何とかなるのではないか、と。

　だがマリーナの口から出たのは、長年冒険者として、あるいは魔法使いとして生きてきたセイスにとっても、俄にわかには信じられない内容だった。

「違うわ。うちのギルドに数ヶ月前に登録した子がいるんだけど、その子が飛行可能なモンスターを従魔にしているのよ」

　マリーナの言葉に驚きの表情を浮かべるセイス。だが、次の瞬間には小さく首を振る。

『いや、だが飛行可能な従魔を連れている冒険者がいるとしても、それではアウラーニ草の粉末はそれほど運べないだろう？　もちろん少しでもあれば助かるのは事実だが。少なくとも末期の患者に薬を与えて快復出来るのだし』

「ふふっ、まだまだ甘いわね。その子にはきちんとギルムにある殆ほとんどのアウラーニ草の粉末を持たせてあるわ。他にも必要そうな物資は手当たり次第ね」

『……何？』

「その子はアイテムボックス持ちだったりするのよ」

『何だと!?』

　これまでの中で最大級の驚きに、セイスは思わず叫ぶ。だが、そのセイスをさらに驚かせる言葉がマリーナの口から語られる。

「ちなみに、その子の従魔。何だと思う？」

『……アイテムボックス持ちとなると、よほどベテランの高ランク冒険者だろう。そうなると、それこそハーピーや飛竜といったところか？』

「は・ず・れ。正解はグリフォンでした」

『なっ!?』

　その言葉に息を吞のんだセイスは、混乱している頭を静めるように深呼吸をしてから再び口を開く。

『馬鹿な、グリフォンを従えている冒険者なぞ聞いたことがないぞ？　そのような者がいれば噂にはなっていてもいいはずだ』

「ふふっ、しょうがないわよ。その子はずっと人と関わり合いのない場所で魔法使いの師匠に育てられてきたらしいし。……それも、その師匠は自称魔術師らしいわよ？　実際その子がギルムに来たのもほんの数ヶ月くらい前の話だし。

　それがあれよあれよという間にランクを駆け上がって、今では冒険者登録をしてからランクＤまでの最速記録保持者よ」

『……なんともはやまぁ。いや、アイテムボックス持ちがいてくれたというのはありがたい。色々と聞きたいこともあるが、今はとにかく魔熱病をどうにかするのが最優先だからな。なるべく早く到着するように願っているよ』

「ええ。……ディアーロゴにも、元気でねって言っておいてね」

『ああ』

「それと、この貸しはきちんと返して貰うからそのつもりで、とも」

『……ああ』

「じゃあ、魔力がそろそろ切れるからこの辺で失礼するわ。……死なないでよ？　貴方あなたたちに死なれたら、私の顔見知りがまた少なくなっちゃうんだから」

　そう告げると同時に、水晶に映し出されていたセイスの顔が消え去る。

　すでに何も映し出されていない水晶を無言でそっと撫でるマリーナ。

　この水晶は確かに遠く離れた人物と自由に会話が出来るという、冒険者ギルドに伝わる貴重なマジックアイテムではあるのだが、その分消費する魔力も多い。種族的に人より魔力の多いダークエルフであるマリーナでも、十分かそこらの通信で魔力の殆どを消耗してしまうくらいには。

「魔熱病に掛かるかどうかは個人の持ってる魔力による。ならディアーロゴやセイスはまず問題はないはず。……それが本当に普通の魔熱病であるのなら、だけど」

　呟つぶやき、先程までセイスに向けていたのとは違う物憂げな表情を浮かべ、水晶を軽く指で弾はじく。
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「ちぃっ！　急いでるときに限ってモンスターに襲われるとはなっ！」

　セトの上で、鋭く吐き捨てながらデスサイズを大きく振るうレイ。

　魔力を流されたその刃やいばは、三十センチはあろうかという巨大な蜂を胴体から真っ二つに斬り裂く。

　魔石や素材諸もろ共ともに地上へと落ちていくのだが、急いでいる身である以上はそれ等を回収することも出来ず、再び自分へと襲ってきた巨大な蜂へとデスサイズを振るう。

　ソード・ビー。その名の通り、本来であれば針がある部分が長剣のようになっている虫のモンスター。ランクＥモンスターであり、強さ自体はそれほど大したものではない。だが一度狙った獲物を執念深く追いかけてくる習性があるため、冒険者たちからは嫌われているモンスター。

　そんなソード・ビーが現在空を駆けているセトとレイの周囲を二十匹近くも飛び回り、隙を窺うかがっては攻撃を仕掛けて来るのだ。

「セトッ！」

「グルルルルゥッ！」

　レイの言葉に何を求められているのかを本能的に理解したセトは、大きく息を吸いそのクチバシからファイアブレスを吐き出す。

　轟ごうっ！

「シャーーーッ！」

　一瞬にして炎に包まれ、羽を燃やされたソード・ビーは、燃えながら地面へと落下していく。

　そして炎を吐いたまま首を横に動かすセト。すると当然ファイアブレスもまた同様に動き、数匹のソード・ビーを最初の一匹同様に炎へと包む。

「風の手！」

　反対方向を見ているセトへと襲い掛かろうとして急接近してきた一匹のソード・ビーへとデスサイズのスキルである風の手を発動。その柄から伸びた透明の触手がソード・ビーの特徴的な剣が生えている腹部を摑つかみ取る。

「はぁっ！」

　巨大な蜂とはいっても、しょせんは三十センチ程度。そのくらいの重量しかないのでは、風の手で摑み取ったまま振り回すレイの膂りよ力りよくに抗あらがうことは不可能だった。

「シャーーッ！」

　顎の振動により聞こえる悲鳴のような声を耳に入れつつ、それに構わず風の手を振り回すレイ。

　振るわれた触手によりソード・ビーは己の腹部から生えている剣先で仲間の羽を切断し、次の瞬間には仲間の胴体へとその剣先を埋めていく。

「砕けろっ！」

　その言葉と共に再び触手に摑まれたまま大きく振るわれたソード・ビーは、仲間の頭部に己の頭部をぶつけて二匹共頭部が砕け散り、死し骸がいを地面へとばら撒まく。

『炎よ、我が意に従い敵を焼け』

　続けて呪文を唱え、デスサイズの柄の先端に三十センチほどの火球が生成される。

　呪文が短く、威力もそれなり。なおかつ攻撃範囲もそれなりに広いこの魔法は、レイにとって手軽に使える非常に便利な魔法だった。

『火球！』

　その言葉と共に放たれた火球は、レイとセトの隙を突き真下から攻撃しようとしていた数匹のソード・ビーを炎へと包み込み、断末魔の声すらも上げさせずに一瞬で燃やし尽くす。

　残り十匹。すでに最初に襲ってきたときに比べると五分の一近くまで数を減らしているものの、ソード・ビーたちは一向にレイとセトを諦あきらめる気配はない。

　だが、その十匹は諦めはしないが、襲ってくるようなこともせずに様子見へと態勢を変える。

「……ちっ、ここで時間を食ってる暇はないってのに」

　呟き、地面の方へと視線を向けるレイ。

　幸い街道には人や馬、あるいは馬車の姿は一切見えない。

「やるなら今がチャンスか。幸い向こうはそうそう仕掛けてこないからな。セト、『王の威圧』だ」

　レイの言葉に分かったとばかりに小さく鳴き、大きく息を吸い込む。

「グルルルルルルルゥッ！」

　周囲一帯へと響き渡る雄お叫たけび。それはまさに王の持つ圧倒的な威圧を放っていた。

　本来であればソード・ビーに襲撃を受けたときに真っ先に使うべきだった王の威圧なのだが、このスキルは放つのに数秒程度の溜ためが必要だ。

　ソード・ビーが現れてすぐに襲い掛かってきたためにその数秒が用意出来ず、結局はここまで空中を移動しながらの戦いを繰り広げることになってしまっていたのだ。

　だが、ソード・ビーが一いつ旦たん距離を取ったことにより数秒の余裕が出来、王の威圧は発動した。そして発動さえしてしまえばランクＥ程度のモンスターがそれに抗うような真似は出来なかった。

「飛ひ斬ざん、飛斬、飛斬！」

　空中で動きの止まったところへと連続して叩たたき込まれる飛ぶ斬撃。一塊になってレイとセトの様子を窺っていたのが災いし、その斬撃は残っていたソード・ビーの全てを斬り裂き、砕き、破壊して、地上へと身体の残ざん骸がいをばらまいていく。

「……ふぅ。ん？」

　一段落したレイが見たのは、地上にいる数人の人影。そしてその先に見えるそれなりに大きい街。

　その様子に閃ひらめくものがあったレイは、セトにそのまま飛んで貰もらいながらミスティリングからマリーナから預かった地図を取り出す。

　地図には、ギルムから一番近くにあるその街の名前はアブエロと表記されていた。

「あの街がアブエロでいいのか？　まぁ、分からないなら聞けばいいか。セト、あそこにいる人影から少し離れた場所に降りてくれ」

　レイの言葉に喉のどを鳴らし、セトは翼を羽ばたかせながら地上へと降下して行く。

　そんなセトを見上げていた人影は、降りてくるのがグリフォンだと理解したのだろう。一瞬逃げようとするが、すぐにその背に乗っているレイに気が付き動きを止める。

（なるほど、冒険者か）

　その人物たちが鎧よろいや厚手の服、剣や弓といったものを装備しているのを見ながら内心で呟き、地上数メートルほどの位置でセトの背から飛び降り、街道へと着地する。

　そのまま黙って冒険者のパーティらしき集団へと近付き、意外にその年齢が若いことに気が付く。

　もっとも若いとは言ってもハスタと同年代。十代後半でレイよりも年上なのは間違いないのだが。

「……止まれ！」

　近づいて来たレイへと向け、先頭にいる戦士らしき男が腰の剣へと手を伸ばしながら叫ぶ。

　蛇系のモンスターの鱗うろこを使ったらしき、真っ青なスケイルメイルが酷ひどく印象的な男だった。

　このまま近づいて戦闘になっても困るので、レイはその場で立ち止まって口を開く。

「安心しろ、俺はギルムの冒険者だ」

　ギルム。その一言でレイの前にいた冒険者たちはざわめく。

　それだけ辺境にあるギルムは色々な意味で有名なのだ。

　目の前にいるグリフォンを従えた自称冒険者にしても、辺境であるギルムの出身であると考えれば理解出来ないでもないと思うほどには。

　ギルムの冒険者であるとレイが言ったことで一瞬気を抜いた先頭の男だったが、それでも言葉だけで完全に信じることは出来ないのか、どこか疑っているように口を開く。

　その状態でも剣の柄つかへと手を掛けたままなのはさすがに冒険者と言うべきなのだろう。

「悪いが、ギルドカードを見せて貰えるか？　もし本当にギルムの冒険者なら問題ないだろう？」

　頷うなずき、ローブの内側から取り出すようにしてミスティリングからギルドカードを取り出し、男の方へと向かって放り投げる。

　いつもならミスティリングを隠すような真似はしないのだが、ここでアイテムボックス持ちと知られて騒がれ、時間を取られるのは面倒だと判断したためだ。

　街道の上へと落ちたギルドカードを確認した男たちは、ようやく警戒を解く。

　そうなれば、目の前の男に対する好奇心が湧き上がってくるのは当然のことだった。

「なぁ、これ本当にグリフォンか？」

「何でギルムの冒険者がこんな所に？」

「うわ、ちょっと。この子私たちよりも年下じゃない」

　まだセトが怖いのか、セトとは目を合わせないようにしながらも言葉を途切れさせることなく質問してくるその様子に、やがて先程までレイと話をしていた男が大きく声を上げる。

「質問攻めにするな！　……えっと、こいつらも悪気はないんだよ。それよりも聞きたいんだが、あんたが倒したソード・ビーはどうする？　幾つか素材を剝はぎ取ることが出来るんだが」

　そう言いつつ、男の目は周辺の地面へと散らばっているソード・ビーの死体へと向けられている。

　その視線に男が何を期待しているのかを知ったレイは、数秒考えて口を開く。

「ちょっと聞きたいんだけど、あそこにある街の名前はアブエロでいいのか？」

「ん？　ああ。それで間違いない」

　何を聞かれるのかと一瞬身構えた男だったが、まさか街の名前を聞かれるとは思ってもみなかったのだろう。小さく頷いて答える。

「そうか、そうなると旅路は順調だな」

　呟つぶやき、近くに落ちていたソード・ビーの上半身をいつもの解体用のナイフではなく、腰に装備してあったミスリルナイフで切り裂き、心臓から魔石を取り出す。そしてもう一度同じ動作をして二つの魔石を手に入れると、再び冒険者の男たちへと視線を向ける。

「俺の取り分はこの魔石二つだけでいい。質問に答えて貰った礼だ。残りのモンスターの素材と討伐証明部位は好きにしてくれ」

「……いいのか？」

「ああ、色々と急ぎなんでな。セト、行くぞ」

　男に頷き、セトの背へと跨またがったレイは、男たちを置き去りにして飛んで行く。

「一体何だったんだ？」

「……あ」

　そんな中、弓術士の女が去って行ったレイたちを見てふと何かを思い出したように口を開く。

「どうした？」

「いや、ギルムでグリフォンがマスコットみたいな感じになってるって、前に行商人から聞いたのを思いだして」

『……』

　無言で点のように小さくなっているグリフォンの姿を見上げる一行。

　その心の中は『さすが辺境』と皆同じことを考えていたのだった。




　セトが翼をはためかせ、空を切り裂くかのような速度で飛んでいる。

　その背の上でレイは先程手に入れたソード・ビーの魔石二個をミスティリングの中へと収納し、同時に再び地図を取り出す。

　視線の先にあるのは通り過ぎたばかりのアブエロ。ギルムからアブエロを通り過ぎ、そのまま街道を辿たどって行くと次にあるのはサブルスタとなっている。

　その先は街道が二つに分かれており、左の街道を進むと王都方面へ。右の街道を進むとケニスと書かれた村を通り過ぎ、目的地であるバールへと辿り着く。

「……さすがにセトだな。地面を行くより何倍も速い」

　本来であればギルムからアブエロまでは数時間程度で到着出来る距離ではないのだ。だが、セトの翼はその絶望的なまでの距離を覆す。

　呟かれたレイの言葉に、当然だと得意気に喉を鳴らして答えるセト。

　自分が空を飛ぶことで大好きなレイが喜んでくれるのは、これ以上ないほどに嬉うれしかったからだ。

　そんなセトの様子に笑みを浮かべつつ首筋を撫なでて、これから行くであろう街を思う。

　本来、こんな場所で発生するはずのない魔熱病。ありえないことが起きたのなら、それはつまり何らかの異変、異常が起きたということ。

「まさかこれもベスティア帝国が裏で糸を引いている……なんてことはないだろうな」

　そう呟きつつも、その可能性は少ないだろうとレイは判断する。

　確かにベスティア帝国の錬金術は、ミレアーナ王国に比べてもかなり高いレベルにあるのだろうが、もし病気を使った、いわゆる生物兵器として使うのなら、もっと殺傷力が強いものや感染力の強いものを選択するだろうと。

「……まぁ、とにかく今はバールまで少しでも早く到着するのが先決、か。あぁ、セト。ほら」

　地図をミスティリングに収納するのと同時に取り出した干し肉を手に取り、セトの口へと運ぶ。

　後ろを向きながらも、その影響で飛ぶ方向がずれたりしないのはさすがにグリフォンと言うべきか。そんな下らないことを考えつつも、セトが干し肉を食べ終わったのを見ながら、自分用に焼きたての串くし焼やきを取り出して口へと運ぶ。

「これが春や夏だったら草原が緑の絨じゆう毯たんに見えるんだろうけど、さすがにこの季節だとな」

　空高くをかなりの速度で飛行しているために、急速に冷えていく串焼きを急いで口の中に収め、周囲の様子を確認するレイ。

　すでに冬に入り掛けのこの季節、眼下に広がるのは草が枯れて一面の荒野となっている茶色の地面に、街道として整備された一筋の線のみだった。

　高空を飛んでいるので向かい風が強く気温も低いのだが、ドラゴンローブのおかげで快適に過ごすことが出来ている。セトにいたっては自前の毛皮のおかげで全く問題なく羽ばたいていた。

　そのまま食い終わった串焼きの串を地上へと捨て、セトの背の上で再び周囲の様子を確認しつつソード・ビーのときのような敵襲を警戒するのだった。

　そのまま進むこと約二時間。レイは順調に進みすぎた旅路ゆえに若干の困惑を感じていた。

　秋ということもあり、日が暮れるのは非常に早い。一時間ほど前にサブルスタの上を通り過ぎたときにはすでに夕焼けが広がっていただけに、太陽が完全に沈んでしまうのも当然早い。

　そうなると自然に光源は月のみとなり、その月にしても雲により隠れているのだ。こうなるといくらレイの夜目が利くとは言っても限度があり、そうなってしまうと頼れるのはセトのグリフォンとしての夜目のみだった。

「セト、分かれ道の場所まで行ったら教えてくれ。今日はその近くで夜明かしをしよう」

　急がなくてもいいの？　と高速で空を飛びつつ後ろを見ながら首を傾げてくるセトだったが、レイはその首筋を軽く撫でてやる。

「ああ。このままだとセトはともかく俺の方がな。この状態のまま下手に夜空を飛んだりしたら、それこそ目的地であるバールに到着する前に、どこか明後日あさつての方向に向かってしまいそうだ」

　一晩の時間があれば、恐らくバールで魔熱病により死んでしまう者も出るかもしれない。そう思いつつも、変に道に迷って目的地であるバールまでさらに時間が掛かるのを考えると、やはりどこかで夜が明けるのを待った方がいいだろうとレイは判断する。

（幸い、地図によるとここはすでに辺境じゃない。そうなれば夜を越すのにモンスターの心配をする必要もそれほどないだろうしな）

　もちろん完かん璧ぺきに安全な訳ではない。だが、それでも辺境であるギルム周辺と、辺境以外の場所ではモンスターの出現率が段違いなのだ。

　それに……と自分が跨がっているセトへと視線を向けるレイ。

　セトがいれば、辺境で野営をしても問題がない。辺境でないこの地域なら絶対的にとまでは言わないが、それでもよほどのことがない限りは安全に夜を越せるだろうと。

　雲に遮られながらも薄うつすらとした月明かりの中、レイとセトは空を飛んで行く。そして三十分ほど飛んだだろうか。見て分かるほどにその速度を落とすセト。

「グルルゥ」

　鳴きながら地上へと視線を向け、それに釣られるようにしてレイもまた視線を地上に向ける。

　やがて地上へと降りていき、その視界に入ってきたのは二ふた股またに分かれている街道だった。そう、野営をすると先程レイが言っていた場所だ。

「さすがにセトの翼を使うとここまであっという間だな。これなら明日にはバールに到着するだろ」

　喉のどを撫でながら褒められ、嬉しそうに鳴くセト。

　その様子を笑みを浮かべながら眺めていたレイだったが、やがて周囲へと視線を向ける。

　高速で空を飛びながら地上を確認出来るほどの暗視能力は備えていないが、それでもこの状況でなら十分に周囲の様子を確認出来る力は持っていた。

　その視線は、街道の脇にあるちょっとした林になっている場所を発見する。

「……そうだな、あそこでいいだろ。セト、ちょっと遅かったが夕食にしようか。セトも今日は長時間空を飛んで腹が減ってるだろ」

　嬉しそうに喉を鳴らして頭をレイへと擦こすりつけるセト。

　その頭を撫でながら、一人と一匹は木の側まで移動する。

「うん、特に問題ないな。幸い枯れ木もかなりの量がそれなりに周囲に落ちてるし……湿ってもいないから焚たき火をするのにも問題はなし、と」

　地面へと落ちている枯れ木を拾い集め、炎の魔法を使って火を点つける。

　その後はミスティリングから取り出したエメラルドウルフの肉を、雑貨を扱っている店で購入した串へと刺して焚き火の側へと突き立てていく。

　レイでも一口では食べきれないほどの大きさの肉の串焼きに、ミスティリングから出した塩を振り、ディショットからうどんの礼にと譲って貰もらった秘伝のタレを塗って焼き上げる。

　周囲へと漂う食欲を搔かき立てるような香りを我慢しながら、肉と同様にミスティリングの中から焼きたてのパンや、スープの入った鍋なべを取り出す。

　そして肉が焼けてきたのを皿へと取り分け、八割ほどをセトの方へ。残りの二割とスープ、パンを自分用にして、それでも普通なら三人分はあろうかという料理を平らげていく。

　食後のデザートとして、柿のような果物を取り出してセトと共に皮ごと嚙かぶりつく。

（……来ないな）

　食事をしているときから林の中に感じていた気配。その気配の持ち主たちがどんな素性の者なのかは、自分たちを囲むようにしていることから容易に想像が付いた。だが、何故か食事をしていてあからさまに隙を見せていたにもかかわらず、一向に襲い掛かって来る気配がない。

　無言で嬉しそうに柿モドキを頰張っているセトへと目を向けるレイ。

　自分のような、一見すると華きや奢しやな子供にしか見えない旅人に対して襲い掛かってこない理由。それはどう考えてもグリフォンであるセト以外にありえなかったからだ。

（盗賊たちを放っておいて寝るのも気分が良くないしな。……しょうがない、出て来て貰うか）

　地面に落ちている石を数個拾い上げ……そのまま林の方へと向かって素早く投とう擲てきする。

「ぎゃっ」

「っ!?」

「痛っ！」

「がっ！」

　空気を切り裂くような速度で次々と飛んでいった数センチの石は、狙いが大雑把だったために殆ほとんどが外れたが、それでも数個は隠れていた盗賊たちに命中したらしく、夜の林に悲鳴が響く。

　やがて自分たちが隠れているのは見破られていると判断したのだろう。茂みや枝を搔き分けるようにして十人近くの男女が姿を現す。

　殆どが強こわ面もてで中年の男たちだが、中には数人ほど若い男や女の姿もあり、出て来た者たちの半数近くは身体や顔を押さえている。中には額を切ったのか、血が流れている者すらも存在していた。

「……ちっ、こっちのことはお見通しって訳か。クソガキが」

　顔に切り傷のある五十代ほどの中年の男が忌々しそうに唾つばを地面に吐き捨て、一歩踏み出す。

　それを見ていた周囲の者たちも、奇襲を仕掛けようとして逆に先制攻撃を食らった苛いら立だちを殺気へと変えてレイを睨にらみつける。

　それでも一気に襲い掛かってこないのは、やはりレイの隣で黙ったまま自分たちを睥へい睨げいしているセトの存在があるからだろう。

「クソガキだろうが何だろうが、あいにくお前たちにやるような物や金は一切ない。このまま大人しく消えたら見逃してやるが、どうする？」

　盗賊たちの頭目と思おぼしき男の顔を見ながら、それでも何でもないかのように振る舞うレイ。

　レイはパミドールという、目の前にいる男よりもよほど迫力のある顔をしている鍛か冶じ師を知っている。その迫力に比べれば、目の前の男は明らかに威圧感が不足していた。

「この人数を見てもビビらねえとか。……何者だ、お前？」

　巨大なバトルアックスを手に尋ねる男。

　そんな男に対し、レイは全く緊張した様子も見せずに口を開く。

　この時点で、頭目の男はレイが見た目通りの相手ではないことには気が付いていた。

　襲撃対象を間違えると文字通りに自分たちの首が飛ぶのだ。そのため、盗賊たちの頭目は人の実力を見抜く目だけは他の者たちよりも鋭く、それが幸いした形だ。

「何者だと言われてもな。ランクＤの冒険者としか言いようがないが」

　ランクＤ冒険者。その言葉を聞いたとき、頭目は反射的に首を振る。

「おいおい。俺たちはこの辺一帯で活動しているんだぞ？　この近くにあるサブルスタにいる要注意の冒険者を知らない訳がないだろう。お前みたいなグリフォンを従えているような奴がいたら、真っ先に耳に入ってくるさ。……改めて聞くが。クソガキ、お前は何者だ？」

　頭目の発する重圧が増す。

　この時点で普通のランクＤ冒険者であれば反射的に武器を振り下ろすなり、逃げ出すなりと何らかの行動を起こしているだろうレベルの重圧だ。……そう。普通であれば、だが。

「言っただろう？　ただのランクＤ冒険者だって」

（もっとも、『ただの』と言うのは無理があるかもしれないけどな）

　自分がこのエルジィンにやって来た経緯を考えつつ、まだ騙だます気かとばかりに視線を強くして口を開き掛けた頭目を遮るようにして言葉を割り込ませる。

「俺は確かに冒険者だが、サブルスタじゃなくてギルムの冒険者だ」

　基本的にモンスターがそれほど多くないサブルスタと違い、辺境にあるギルムの周辺にはモンスターが大量に存在している。その対処をしている冒険者の質も高いのは当然だろう。

　頭目を守るように周囲に存在していた者たちも、目の前にいるのがギルムの冒険者だと知り驚きの表情を浮かべる。

「……何でギルムの冒険者がこんな場所にいる？」

「わざわざそれを教える必要はないだろう？　……俺がどこの誰かは言った。それでもまだ襲ってくるつもりなら、相応の覚悟は決めて掛かって来い。これでも色々と忙しい身なんでな。やるならさっさと片付けさせて貰うぞ」

　何でもないかのように言いながらレイの放つ視線の鋭さや殺気に、頭目は目の前に立つ子供の言っていることは誇張ではないと本能的に感じ取る。

「ちっ、しょうがねぇ。退ひくぞ、お前等！」

「兄貴、けど！」

「うるせぇっ！　こいつ相手にまともに戦ってみろ。全滅だ全滅。俺は死にたくないから退く。お前たちがどうしてもこいつを襲いたいってんなら、死ぬ覚悟が出来ている奴だけ好きにしろ」

「……分かりました」

　こうして、殆ど物音を立てずに盗賊たちはレイの前から去って行く。

　その去り際の見事さに内心頷うなずきながら、明日以降のためにセトへと寄りかかって身体を休める。

　サブルスタ周辺一帯を縄張りとする広域盗賊団『草そう原げんの狼おおかみ』の頭目であるエッグとレイの出会いはこうして終了する。

　この二人はいずれまた再会することになるが、それはまだ少し先の話。
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　レイがバールへと向かった翌日、ギルムのギルド内部は一過性の忙しさが過ぎた後のような、どこか気怠げな空気が漂っていた。

　もし今のギルド内部を見た者がいれば、祭りのあとといった印象を持つだろう。

　祭りと伝染病ともなれば、その性質は正反対と言ってもいいのだが、実際にあそこまで必死になって動いた者たちにしてみれば、似たようなものだった。

　もっとも、そこまで楽観的に思えるのは魔熱病の発生したのがギルムから遠く離れたバールだったからというのがあるのも事実だろう。セトですら一日で辿たどり着くのが無理なほどに離れている場所にあるのだから、半ば他ひ人と事ごとのような思いでいたとしてもしょうがない。ただし……

「レイ君、大丈夫かしら。魔熱病に感染してないといいんだけど」

　ギルドの受付で、ケニーが心配そうに呟つぶやいた。

　今朝から何度も聞かされているその言葉に、レノラは溜ため息いきを吐いて口を開く。

「あのね、レイさんが発たってからまだ一日よ？　そもそも、バールにもまだ着いてないわよ。それに魔熱病は一定以上の魔力があれば感染しないんでしょう？　ならレイさんは心配いらないわよ」

「そんなの分からないじゃない。一定以上ってのが、具体的にはどのくらいなのかは、その時々で違うんでしょ？　なら、もしかしたらレイ君の魔力でも感染するかもしれないでしょ？」

「はいはい、それよりも仕事をしなさい。レイさんのことを心配するのもいいけど、まず私たちはギルドの職員なんだから。そっちの方を優先するのは当然でしょ？」

　少し前までケニーの代わりに整理していた書類を手に、レノラが呆あきれを含めて言葉を返す。

「分かったわよ。ただ、こうして見る限りだと冒険者の人は殆ど疲れ切っているけど」

　レノラから書類を受け取り、周囲を見回しながら呟くケニー。

　実際、今日の朝はいつもに比べるとそれほど忙しくはなかった。

　昨日出された緊急の依頼で、多くの冒険者が自分に出来る限りに最大限頑張った証拠だろう。

　そのおかげで冒険者の多くが翌日にも疲れを残しており、本来であれば最も忙しくなる朝もその疲れを癒いやすために寝ているのだろう。依頼を受けに来る冒険者の数は少なかった。

　それでも依頼を受けに来た者が一定数以上はいたのだが。

　そのような冒険者たち……冬を越すのに十分な蓄えが出来ていない冒険者といった者たちが。

「それでも、私たちがだらけていていいってことはないでしょ。大体、レイさんが戻ってきたときに、ケニーは仕事もろくにしないで遊んでましたって言われてもいいの？」

「良くないわよ！　出来る女って私の印象が台無しじゃない！」

「ケニーが出来る女？　それって誰が思ってるのかしら。出来そうにない女だったら分かるけど」

　レノラの口から出た言葉にピクリとケニーの頰が動き、次の瞬間にはレノラへとジト目を向ける。

「面白いことを言うわね。私が出来そうにない女だったら、レノラの場合は女未満の女かしら」

「ちょっと！　女未満の女って、何よそれ！」

　眉まゆを吊つり上げて怒鳴ってくるレノラに、ケニーはその豊満な胸の谷間を見せつけながら口を開く。

「あら、言わなきゃ分からない？　どことは言わないけど、まな板のような胸とか」

「言ってるわよ、言ってるじゃない！　ま、ま、まな板ですって!?　私の胸はきちんとあるわよ！」

「そうかしら？　少なくとも、私にはまな板にしか見えないんだけど？」

「それは、あんたの目が節穴だからでしょ！　全く、頭に向かう栄養が全部胸に向かってる女はこれだから……大体、何だって猫の獣人なのに、そんなに無意味に胸が大きいのよ。無駄よ無駄」

　周囲から向けられる生暖かい視線に気が付いた様子もなく叫ぶレノラ。ケニーは心外そうな表情を浮かべ、これ見よがしに胸を強調する態度を取る。

　そんなケニーの態度が、余計にレノラにとっては腹立たしいのだろう。親の仇かたきでも見るような鋭い視線でケニーの胸の谷間を睨み付け、口を開く。

「大体、もう冬になるのに何だってそんなに派手な露出をした服を着てるのよ」

「あら、だってしょうがないじゃない。私の胸には女の魅力や男の夢がこれでもかってくらいに詰まってるんだから。誰かさんに比べると信じられないくらいたっぷりとね」

　レノラをからかうように告げるケニーには、少し前までの暗い雰囲気はすでにない。

　いつものケニーらしくないケニーから、いつものケニーに戻ったのは嬉うれしいと思うレノラだが、それでも自分のコンプレックスを徹底的に攻めてくるケニーは許せるものではない。

「何よ、その無駄な胸に詰まってる脂肪があるから寒くないだけでしょ。全く、ギルドの受付嬢たる者、もう少し知性を重視しないといけないのに」

　ふん、と鼻を鳴らして告げるレノラだったが、それに返ってきたのは笑みの籠こもった言葉。

「知性もそうだけど、疲れて帰ってきた冒険者を優しく出迎えてあげるんだから、女らしさも重要でしょ？　ようやくギルドに戻ってきて、そこで出迎えたのがレノ……いえ、誰とは言わないけど、女らしさに欠ける人だったら……ああ、可哀相」

「言ってる！　きちんと私の名前言ってるわよ！　全く、毎回同じことばかり言うんだから。たまには知性を発揮して、もう少し違うことでも言ったらどう？」

　ツンとした澄まし顔で告げるレノラだったが、冒険者の中にでもレノラに対して好意を抱いている者は、ケニーほどではないにしてもかなりの数になる。

　男が全てケニーのように派手な美び貌ぼうを持っている女を好む訳ではなく、清せい楚そな相手を好む人も多いのは当然であり、それ以外にも年配の冒険者の中にはレノラを娘のように思っている者もいる。

「レノラとケニーはやっぱりああでなくっちゃな。昨日からケニーが落ち込んでたから、ギルドの中も少し雰囲気が暗かったし。これで少しは明るくなるといいんだけど」

「そうね。ケニーちゃんはギルドの中でもかなり目立つから。彼女が明るいとギルドの中も明るくなるし、暗いとどこかどんよりとした雰囲気になるものね」

　カウンターの中で、ギルド職員がそれぞれ笑みを浮かべながら言葉を交わす。

　いつものやり取りではあるが、そのいつものやり取りがようやく戻ってきたことが嬉しいのだ。

　ワーワー、キャーキャーと騒いでやり合っている二人は、間違いなくギルドの中でも目立つ。

　そんなやり取りを見て、ギルド職員だけではなくギルドにいる数少ない冒険者もそれぞれにどこか安あん堵どしたような雰囲気を醸し出す。

　もちろんギルドの受付嬢というのはレノラやケニーだけではなく、他にも数人いる。

　夜に交代する人や、休日のことも考えれば、その人数は更に増えるだろう。

　そんな者たちの中でも、やはりレノラやケニーは特別なのだ。

「これで、セトちゃんが無事に帰ってきてくれれば最高なんだけどね」

「あのな、レイはどうでもいいのかよ。全く、これだから女は……」

「ちょっとあんた。今セトちゃんを馬鹿にした？　何なら、受けて立つわよ？　ギルムにいるセトちゃん愛好家にもあんたの情報を回してもいいんだからね」

「うわぁっ、何だよそれ。冗談だって、冗談。もちろん俺だってセトは可愛いと思うけど……何だってこんなにセトが流は行やってるんだろうな。少し理解に苦しむぜ」

　酒場で冒険者たちがそれぞれに言葉を交わす。

「あの可愛さで、高ランクモンスターだって意外性がいいんじゃない。普通なら、とてもじゃないけどセトちゃんみたいな高ランクモンスターには接することが出来ないでしょ？」

　エールの入ったコップを口に運びながら告げる女の冒険者の言葉に、話を聞いていた男は頷く。

「その辺は分かるさ。けど、高ランクモンスターが全てセトみたいだと思っててギルムの外で高ランクモンスターに遭遇してみろよ。間違いなく死ぬぜ？」

　串くし焼やきに囓かじりつきながら告げる男に、女は頷きを返す。

「そりゃあ分かってるわよ？　けど、セトちゃんを見たら構いたくなるのが人情ってもんでしょ」

「……高ランクモンスター云うん々ぬんってのはどこにいったんだよ」

　呆れて呟く男だが、セトがギルムのマスコット的な存在になっているのは覆しようのない事実だ。

　何も知らないでギルムにやって来た商人や冒険者が、セトを見て驚くというのはギルムでもお馴な染じみの光景となっている。……もっとも、冒険者の場合は混乱してセトに攻撃しようとする者もいるのだが、そのような者たちはすぐにギルムの住人に事情を知らされる。

　そのようなことが日常茶飯事となり……結果として、セトを強引にでも自分の物にしようとしたアゾット商会の件が起きたのも事実なのだが。

　なお、現在アゾット商会は会頭が替わりはしたものの、セトに対して手を出したということでセトの愛好家でもある某ランクＣパーティのリーダーが不買運動をしており、それに他のセト愛好家も同調し、売り上げでかなりの苦戦を強いられることになっているのだが……それはまた別の話。

　ギルドに併設している酒場で飲んでいる冒険者たちは、昨日の疲れを癒やすべくゆっくりとした時間を過ごすのだった。……結果的に翌日まで酔いを残す者も多く出るのだが。







　　　第四章







「見えたっ！　バールだ！」

　セトの背の上で、視線の先に見えてきた地上の街を前にしてレイが思わず叫ぶ。

　結局昨夜ゆうべはあれから盗賊団が再度襲ってくるようなこともなく、レイはセトの毛並みに包まれてぐっすりと眠ることが出来た。

　早朝に目を覚まし、周囲が多少薄暗いままでも太陽が昇り始めていたために明るくなっている。

　レイとセトはそんな中で軽く朝食を食べ終えたあとは急いで飛び立ち、バールに対する最後の中継地点である村の上空を通り過ぎ、まだ午前の早い内に目的のバールへと辿たどり着いた。

　レイが喜んでいたので上機嫌だったセトだが、その視界の先、目的地であるバールの正門と思おぼしき場所に数十人の兵士らしき人物たちがいるのを視界に入れて、どうするの？　と鳴く。

　その鳴き声で街が封鎖されているのに気が付いたレイだったが、アウラーニ草の粉末を持ってきた以上は届けなければならないと判断する。

「セト、正門を封鎖している相手から少し離れた場所に降りてくれ。奴等の前に直接お前が降りたりしたら戦闘になりそうだからな」

　レイの言葉に喉のどを鳴らし、翼を羽ばたかせて地上へと高度を落としていく。

　地上の兵士たちもセトに気が付いたのだろう。ざわめきながらも槍やりや剣を構えて警戒する。

　グリフォンのような高ランクモンスターを目にしつつ、それでも士気を落とさない様子に笑みを浮かべ、地上数メートルの位置から地面へと飛び降りたレイは大声で叫ぶ。

「俺はレイ！　ギルムの冒険者だ！　この街で流行している魔熱病の薬の材料となるアウラーニ草の粉末を持ってきた！　至急バールのギルドへ連絡を入れてくれ！」

　周囲へ響き渡るレイの声。

　その言葉を聞いた兵士たちは一瞬歓喜の表情を浮かべるものの、レイの見た目が十五歳程度で貧弱な身体付きに見えたため、そしてアウラーニ草の粉末を持ってきたと言っている割には手ぶらであることに気が付き、仲間同士で困惑の視線を交わす。

　やがて兵士たちの中から一人の男が進み出てレイの方へと近寄ってくる。

　二十代ほどの若さだが不思議な落ち着きを放っているその男は、レイから五メートルほどの位置で立ち止まって口を開く。

「俺はサザナス。兵士の纏まとめ役みたいなものをしている。それで聞きたいんだが、アウラーニ草の粉末はどこにあるんだ？　見たところ手ぶらのようだが。いや、少しでもあればそれは助かるんだけどな。けどギルムから来たってことは、相応の量を持ってきているんじゃないのか？」

　サザナスのその言葉に、レイはミスティリングから木箱を取り出す。

　何もない空間からいきなり現れたその木箱に、反射的に腰の剣へと手を伸ばすサザナス。だが、すぐにその木箱は自分たちに危害を加えるような物ではないと知り、改めて木箱へと視線を向ける。

　その木箱の中には高さ五センチほどの小瓶が大量に収められていた。

　そしてその小瓶の中には何か粉のような物が入っており……

　そこまで見た瞬間サザナスは息を吞のみ、目の前にある物が何なのかを理解する。

「こ、これは……もしかして……」

「そうだ。魔熱病の薬として使われるアウラーニ草の粉末だ」

　レイの言葉に、サザナスだけではなく他の兵士たちもざわめく。

　ざわめきの理由は、もちろん大量にあるアウラーニ草の粉末を見てのものだが、何よりアイテムボックスの存在だろう。

「アイテムボックス……なるほど。確かにこれを見る限りでは本物のようだな」

「……本物？」

　サザナスの口から漏れた言葉を耳にし、思わず尋ね返すレイ。

　そんなレイに対して、サザナスは小さく頭を下げてくる。

「すまない。ちょっと試させて貰もらった。実はギルドマスターから君が……と言うよりも、ギルムのギルドから派遣された冒険者が来ることは聞いていたんだよ。けど知っての通り現在のバールは、本来流行するはずのない魔熱病が爆発的に広がっている。

　どこから聞きつけたのか、それに興味を持った研究者たちが街に入れるようにと来ていてな。そんな者たちを街の中に入れるのは危険が大きいと、ディアーロゴ様は却下してたんだが……」

「何でだ？　研究者なら魔熱病が流行した原因を特定出来るかもしれないだろ？」

「そうだな、本当にそれが目的なら構わないんだけどな」

　その言葉を聞き、何か複雑な事情があると悟ったのだろう。それ以上は言及せずに話を変える。

「それで、俺は中に入ってもいいのか？」

「あ、ああ。……そっちのグリフォンは人を襲ったりはしないんだよな？」

　レイの後ろでじっと黙ったまま控えているセトへと視線を向け、恐る恐る尋ねるサザナス。

　何？　と首を傾げるセトだが、会ったばかりだとグリフォンに脅威を覚えるのは当然であり、一歩後あと退ずさる。

　そんなサザナスに、レイはギルムに初めて入ったときの出来事を思い出してセトの首筋を撫なでる。

「問題はない。下手なちょっかいを出してこなければ、こんな風に大人しいぞ」

　撫でられる気持ち良さに、機嫌良く喉を鳴らすセト。

　その様子を信じられないものを見るような目で眺めつつ、ギルムで使われているのと同様の従じゆう魔まの首飾りを渡してくる。

　それを受け取り、レイもまたギルドカードを手渡して街に入る手続きは完了した。

「門を開けろ！」

　サザナスの言葉に従って兵士たちが門を開け、封鎖されていたバールが開放される。

（空から入ればこんな面倒なことをしなくても良かったんだけどな。……いや、その場合は俺が侵入者扱いになるか）

「では隊長。俺は一足先にギルドの方に行ってきます」

「ああ。セイス様もこのことを知ればきっと喜ぶだろう。……頼んだ」

　サザナスの言葉に兵士が頷うなずき、レイに先駆けて街の中へと入っていく。

「ギルドはこの大通りを真っ直ぐに進めば見えてくる。……魔熱病の影響で街の中も人の数が少なくなっているから、出来るだけ急いでギルドに向かってくれ。……最後になったが、この街に来てくれて感謝している」

　そう言い、深く頭を下げるサザナス。その部下たちも、上司同様に深く頭を下げていた。

　家族や友人、あるいは恋人が魔熱病に倒れている者も多いのだろう。頭を下げている兵士たちの数人からは、涙がこぼれ落ちている。

　それが悲しみではなく、助かる希望が出て来た希望の涙であるのは誰が見ても明らかだった。

「俺に出来るのは、あくまでも薬の材料の調達だけだ。これ以降は、この街の薬剤師や錬金術師に任せるしかない」

「それでもだ。薬の材料がなければそもそも薬は出来ない。……助かった」

　サザナスが感謝の言葉を述べ、再びバールの門は閉じられていく。

　封鎖されているこの街が開放されるのは魔熱病の患者がいなくなったときか、それとも魔熱病の患者全員が死亡したときか。サザナスはその理由が前者であることを祈りつつ、門が完全に閉じられるのを最後まで眺めていた。




「……確かに人の数が目に見えて少ないな」

　大通りからバールの街並みを見渡し、呟つぶやくレイ。

　ゴーストタウンの如く人の姿が消えている訳ではないが、それでもギルムに比べると酷ひどく少ない。

　魔熱病が流行しているということもあるのだが、そもそも街の住人自体がギルムより少ないのだ。

　ギルムは辺境ではあっても、その辺境であるがゆえに取れるモンスターの素材があり、商人や冒険者、鍛か冶じ師の類たぐいが自然と集まる。それに比べるとここは田舎にある街でしかないのだから、人の数に差があるのは無理もない。

　その数少ない住人たちは、この街では見覚えのないレイとセトの姿を見ると一様に驚き、次の瞬間には丁寧に頭を下げる。

　その様子に内心で首を傾げるレイだが、実は街で爆発的に流行している魔熱病の薬の材料を届けに、グリフォンに乗ってギルムから冒険者が向かっているという情報は街中へと知らされていた。

　これも、少しでもパニックを避けるためにディアーロゴが行ったことである。そのため、街の住人たちは自分たちの見知らぬ……そしてグリフォンを従魔としているレイの姿を見ても、驚くよりこれで助かるという喜びが勝っていたのだ。

　本来であればレイに直接感謝の言葉を述べたかったのだが、それもまた少しでも早く薬を作るためにディアーロゴによって禁止されており、遠くから頭を下げることしか出来なかった。

　そんな事情を全く知らないレイは、住人の様子を不思議に思いつつもサザナスに教えられた通りに道を進むと、巨大な建物が見えてくる。冒険者ギルドと書かれている看板を見て、小さく頷く。

「セト」

　それだけでレイが何を言いたいのか分かったのだろう。セトはギルムでレイがギルドに行っているときと同様に従魔や馬車用のスペースへと移動して寝転がる。

　ギルムでならセトが寝転がると子供を始めとした可愛いもの好きな者たちが寄ってくるのだが、バールではそんなことはない。

　セトの知名度がないというのもあるが、それよりも最大の問題はやはり魔熱病だった。子供だけに魔力の小さい者が多く、街に住んでいる大半の子供が魔熱病に感染してしまっているのだから。

　そんなセトの頭を軽く撫で、そのままギルドの扉を開けて中へと入っていく。

「……なるほど」

　そうしてまず呟いたのはその言葉だった。

　本来であればギルド職員が忙しく働いており、酒場では幾人かの冒険者たちが食事をとっている時間帯にもかかわらず、ギルドの中には殆ほとんど人影はない。

　辛うじてカウンターにケニーよりも若干年上の受付嬢が一人おり、その奥に数人のギルド職員がいる程度だ。冒険者の姿に至っては一人もいない。

　街が閉鎖されており、食料の殆どが配給制に近くなっていれば酒場で酒を飲んだりも出来ないのだから、しょうがないのだろうが。

　それでも受付嬢がギルドに入って来たレイへと向かって笑みを浮かべて頭を下げたのは、さすがにギルド職員と言うべきだろう。

「レイだ。ギルムからアウラーニ草の粉末、その他諸もろ々もろの救援物資を持ってきた」

　ビクリ。レイのその言葉を聞いた瞬間に動きを止める受付嬢。それは同時に、カウンター内部にいた他のギルド職員も同様だった。

「ね、念のためにギルドカードを提示して貰えますか？」

　震える声でそう言ってくる受付嬢に頷き、ミスティリングからギルドカードを取り出す。

『おおっ！』

　目の前でアイテムボックスを使われ、聞いていた話が本当だったと歓声を上げるギルド職員たち。

　その様子に、魔熱病のことを考えれば無理もないと、レイはギルドカードを受付嬢へと手渡す。

「た、確かにギルムのギルド所属のランクＤ冒険者のレイさんです。確認しました」

　震える手で戻されるギルドカードを再びミスティリングへと収納し、改めて口を開くレイ。

「それで、持ってきた救援物資はどこに置けば？　量が多いから、広い場所がいいと思うけど」

「ちょっ、ちょっと待ってて下さい。今すぐにギルドマスターを呼んできますので！」

　受付嬢が叫ぶと、カウンター内部の職員が急いで奥の方へと向かうが、レイはその背を呼び止める。

「待ってくれ。これをギルドマスターに渡して欲しい。ギルムのギルドマスターから、バールのギルドマスターへと宛てた手紙だ」

　ミスティリングから取り出した手紙を手渡すレイ。

　それを受け取ったギルド職員は、小さく頭を下げてカウンターの奥へと走っていく。

（ギルムのギルドと同じ構造なら、あの向こうにギルドマスターの執務室があるんだろうな）

　その背を見送りつつそう考え、受付嬢へと視線を向ける。

　さすがに受付嬢と言うべきか、その容姿は平均以上に整っている。ギルムと違うのは受付嬢が一人だけしかいないということだった。

　これが魔熱病のためなのか、それともギルムのように辺境にある街だからではないのか。その違いはレイには分からなかったが、それでもレイが情報を集めるべき相手がいるのは事実だった。

「魔熱病、だったな。ギルムで聞いた話だと住人の四割が感染しているそうだけど、今はどのくらい広がっているんだ？」

　その質問が来るのは分かっていたのだろう。小さく首を振ってから口を開く。

「バールにいる人たちのうち、発症者は六割ほどまで増えています」

「……そんなにか？」

「はい、残念ながら。この街にアウラーニ草の粉末を届けてくれたのなら知ってると思いますが、魔熱病はある一定以上の魔力がなければ発症しますので……」

　溜ため息いきを吐く受付嬢だったが、そこに言葉を挟んでくる者がいた。

「つまり今回の魔熱病はその一定ラインがかなり高かった訳だ」

　その言葉と共にカウンターの奥から現れたのは初老の男だ。

　このタイミングで姿を現す以上その男が誰なのかはレイにも容易に予想出来る。そしてその予想が正しかったことは、受付嬢の言葉が証明するのだった。

「ギルドマスター……」

　その人物は見るからに魔法使いと思おぼしきマントを纏まとっており、手には長い杖つえが握られている。

　そして魔法使いとしての経験を感じさせる雰囲気を放っていた。

　レイの見たところでは恐らく五十代ほどであり、長い顎あご髭ひげが胸の辺りまで伸びている。その顔には皺しわが刻まれているが、それがまた男の魔法使い然とした雰囲気を醸し出している。

　魔法使いらしい魔法使い。それがレイがバールのギルドマスター、セイスへと抱いた印象だった。

　そしてセイスもまた、レイの姿を見て内心は驚きよう愕がくに染まっている。

（この魔力は……この者、本当に人間か？）

　目の前にいる、一見すると普通の少年。……否、背も小さく、ローブに包まれているその身体も戦士たちと比べると華きや奢しやでしかない。纏っているローブにしても、一見するとその辺に良くある駆け出しの魔法使いが使うようなものにしか見えない。だが……

（ここまで己を偽るとはな）

　確かに一見すると駆け出しの魔法使いにしか思えないその姿も、ある一定以上の実力を持つ者……たとえばこのバールのギルドマスターであるセイスには全く違って見える。

（あのローブは隠いん蔽ぺいの効果があるローブ。つまり、その効果を隠蔽しなくてはならないほどの物。そして足にあるのは高速で移動することが出来、空を蹴けることが可能なスレイプニルの靴。左腕の腕輪も何らかのマジックアイテムで間違いないはず。そして右手の腕輪がアイテムボックスか）

　数秒ほど眺めただけでも目の前に立っている少年が並の人物ではないというのは理解出来る。

　何より少年自身から感じられる魔力が途方もない大きさなのだ。そう、まるでかつて初めて海を見たときを思い出させるかの如く。

「……ギルドマスター？」

　その少年、レイへと視線を向けて固まってしまったセイスへ、受付嬢が不思議そうに声を掛ける。

「あぁ、いや。すまない。レイ、だな？　儂わしはこのバールのギルドマスター、セイスだ。マリーナから話は聞いている。良く来てくれた」

「話を、ですか？」

　差し出された手を握り返しながら尋ねるレイに、セイスは小さく頷うなずいて答える。

「ギルドマスター同士は個別に連絡を取れるようになっていてな。それを使ってお主がギルムから出発したときに聞かせて貰もらったのだ」

　街を封鎖していたサザナスが何故自分の情報を持っていたのかを理解したレイは、頷きを返す。

「さて、色々とギルムの話も聞きたいところだが、残念ながら今はそれどころではない。早速持ってきたアウラーニ草の粉末を出して貰ってもいいかな？」

「問題ありません。場所はどこに？」

「依頼ボードの前に頼む。そこなら薬剤師や錬金術師がすぐに薬の作成に入れるだろう」

　セイスの言葉に頷き、早速依頼ボードの前まで移動してミスティリングからアウラーニ草の粉末が入った小瓶の詰まっている木箱を次々に出していく。他にも魔力回復用を含めた各種ポーション、魔熱病の薬に使うその他の材料といった救援物資の数々も同様に取り出す。

「おお、アウラーニ草の粉末を個別にしてあるのはありがたい。この魔熱病の特効薬は、薬を作るときに込める魔力の関係で一度に大量には作れないのだ。そのため、数人分ずつを纏めて作るのだが……いや、さすがマリーナだな」

　感心して頷くセイス。

　その説明を聞き、何故アウラーニ草の粉末が一人分ずつ分けられているのかを納得しながら、レイが最後に取り出したのはディショットから渡された巨大な鍋なべだった。

「……これは？」

　その鍋から漂ってくる食欲をそそる匂いに、ギルドの中にいた職員たちの視線が集まる。その中でも一番レイの近くにいたセイスが興味深そうに尋ねる。

「最近ギルムで新しく作られるようになった料理です。ここのメンバーはこれから色々と忙しくなるだろうから、これでも食べて体力を付けて貰えればと」

　同時に取り出したスープ皿に、肉や野菜の入っているスープとたっぷりのうどんを盛りつけてフォークと共にセイスへと手渡す。

「この、細長いのは何かね？」

「うどん、と呼ばれている食材で、ギルムでもつい最近開発されたばかりのものです」

　最近というよりは数日前と表現するのが正しいのだが、セイスにそんなことが分かるはずもない。

　今まで生きてきた中で見たこともない食材を、興味深そうにフォークで巻き取って口へと運ぶ。

「……美う味まいな、これは」

「口に合ったようでなによりです。本格的な物を食べたくなったらギルムに行ったときにでも探してみて下さい。……ほら、お前たちも。あるのはこの鍋一杯分だけだぞ」

　レイのその言葉に、ギルドマスターでもあるセイスが美味いと断言したことも併せて、我も我もとギルドの職員たちが集まってくる。

　そんな皆へとスープ皿に盛りつけてはフォークと共に渡していく。
















　数日ではあっても、街が封鎖されて食料も配給制になっていたのだ。当然、いつまで封鎖しなければならないのか分からない以上は腹一杯食べられるだけの量を配給出来るはずもない。

　よって、決して飢餓状態と言われるほどに酷くはないが、それでも心理的な問題から物を食べられる機会を逃すような真似は出来なかった。

　それはギルド職員だけではなく、レイが持ってきた材料を取りに来た薬剤師や錬金術師たちも同様だった。それぞれが一杯から二杯ほどの量を食べて腹が膨れると、薬を作るべくアウラーニ草の粉末やその他必要な物資を持って自分の工房へと戻っていく。

「さて。レイ、と言ったな。ちょっと来てくれるか？」

　見る見るうちに巨大な鍋が空になっていくのを見ていたセイスが、ギルド職員たちが酒場のスペースを使って洗った食器を再びミスティリングへと収納しているレイへと声を掛ける。

「まだ何か用事が？　俺が頼まれた依頼はこれで終わったと思っていたんですけど」

「確かにお主が頼まれた依頼はここに物資を運んでくれたことで無事完了している。だが、それとは別に頼みがあってな」

「……頼み？」

　その言葉で何となく何を言われるのかを理解するレイ。

（俺の魔力があれば、魔熱病が発症する心配はまずない。そうなると恐らく今回の件の調査とかか。……まぁ、どのみち魔熱病の病原菌が俺の中から消える一週間は街から出ることは出来ないんだ。ならその間に何もやることがなくて暇を持て余しているよりはいいか）

「うむ。……まぁ、お主の顔を見る限りでは大体予想出来ているようだが。付いてきて欲しい」

　レイの様子を見てその察しの良さに驚きながらも、セイスはカウンターの内部へと入っていく。レイもまた、小さく溜息を吐くとそのあとを追う。

「さて、この部屋に来て貰った理由は大体察しているとは思うが」

　ギルムのギルドにあったギルドマスター用の執務室同様に、カウンターの奥にある階段を上った先にあったその部屋で、セイスが応接用のソファへと腰を下ろしながら口を開く。

「魔熱病が流行した原因を探って欲しいといったところですか」

「うむ。察しが早くて助かる」

「ですが知っての通り俺はギルムの冒険者で、この街にも一時間ほど前に来たばかりです。そんな俺がこの街に魔熱病が広がった原因を探ったとしても、見つけ出すのは難しいと思いますが？」

「もちろんこちらとしてもきちんと手を貸そう。このあとで街の領主代理に会って貰うが、その際に助手のような者を付けられると思う」

　そのまま二人共が沈黙して、お互いに相手の出方を待つ。

　だが人生経験ではレイはセイスの足下にも及ばず、結局先に口を開いたのはレイだった。

「これは依頼と考えてもいいんでしょうか？」

「うむ。当然依頼と考えてくれても構わない」

「この街の危機を救うかもしれない依頼です。相応の物を貰えると思っても構いませんか？」

　冒険者としては当然口にしたその質問に、バールのギルドマスターであるセイスも頷く。

「当然だろう。冒険者とは報酬を貰って仕事を引き受けるものだ。……とは言っても、見ての通り現在この街は非常事態だ。魔熱病の件が片付いたとしても、金はいくらあっても足りない状態になるだろう。それを踏まえると、金以外の物でとなるのだが……構わんかな？」

　レイの様子を見ながら窺うかがうように尋ねたセイスだったが、レイは数秒の迷いもなく頷く。

「俺としても金を持っててもそれほど使わないので、個人的にはそうして貰えると助かります」

　武器や防具の消耗を気にしなくてもいいレイは、他の冒険者と比べると圧倒的に金銭的な面では有利だ。他の冒険者たちは壊れた武器や防具の買い換え、修理、調整等に、依頼で稼いだ報酬の半分以上が消えることも珍しくはない。下手をすれば稼いだ報酬以上の金額が必要なときもある。

　それを全く気にしなくてもいいレイは、金を使うといっても、宿泊代金やセトと共に買い食いをする食費、冒険に必要な知識を求めての本や、たまに気紛れで買う便利そうな道具くらいだ。

　最近は実戦で使えるマジックアイテムにも興味を示しているが、それらを買うことは滅めつ多たにない。

　その割には大きな仕事や指名依頼を成功させており、倒したモンスターの素材や討伐証明部位、そして魔獣術の吸収に使われない魔石をギルドへと売り渡すことで金銭的には随分と余裕がある。

「そうなると出せる報酬は、儂の秘蔵のマジックアイテムになってしまうが……どうかな？」

「……具体的にはどんなマジックアイテムを？」

「うむ、ちょっと待っててくれ」

　そう言うと棚の中を探し始めるセイスだったが、やがて一つの短剣を取り出して持ってくる。

　短剣の刃やいばを納めている鞘さやには、小粒だが複数の青い宝石が埋め込まれている。一目見ただけで値打ち物だと理解出来る代物だった。ただしその価値はあくまでも美術品としての価値であり、レイの求めるような実戦で使えるマジックアイテムの類たぐいではないように思えた。

　そのがっかりしたような顔を見たのだろう。セイスはニンマリとした笑みを浮かべつつその短剣をテーブルの上へと置く。

「どうやら期待外れといった顔付きだが？」

「個人的にマジックアイテムを集めるのが趣味だと言ってもいいですが、それはあくまでも実戦で使えるマジックアイテム限定です。美術品としてのマジックアイテムは興味がないので」

　そんなレイの言葉を聞きながら、セイスは笑みを浮かべる。

「確かにこの短剣は実戦では使えない者も多いだろう。だが、冒険者として暮らしていく上ではこの上なく役立つ物のはずだ」

「……役立つ？」

「うむ。まぁ、物は試しだ。その魔力に……おっと、ちょっと待ってくれ」

　短剣を手渡すと、テーブルの上に置いてあったコップをレイの前に置く。

「……このコップをどうしろと？」

　戸惑ったように呟つぶやくレイだったが、セイスはそれに構わずに短剣へと視線を向ける。

「鞘から抜いて、剣先をコップに向けて短剣に魔力を通してみるといい」

　促されるままに短剣を引き抜くレイ。

　その短剣は白く美しい刃をしていた。薄うつすらと青みがかった刃が美しく輝いている。

　そのままセイスに言われるままに短剣の剣先をコップに向け、魔力を通す。

　すると次の瞬間……

　チョロ、チョロロロロロ。

　最初は少しずつ。そしてやがて徐々に勢いを増して剣先から水が流れ出したのだ。

「これは……」

「流水の短剣。文字通り魔力を通すと水を生み出す効果を持つマジックアイテムだ。……だが、どうやらお主にはあまり水の適性がないらしい」

「水の適性がない？」

　それはレイ自身も理解していた。自分の魔法は炎特化と言ってもいいのだから。

　それでも適性がないと言われるとそれなりに面白くなく、微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

　そんなレイの様子を見ていたセイスが思わず笑みを洩もらす。

「はっはっは。お主ほどに強大な魔力の持ち主でも悩みはあると見える。ちょっといいかな？」

「え？　ええ」

　差し出してきた手へと流水の短剣を手渡すレイ。

　それを受け取ったセイスは、テーブルの上にあった別のコップを少し離れた床へと置き……

「水の適性があると、こんな芸当も出来る。……はぁっ！」

　魔力を込めて流水の短剣を振るうセイス。すると次の瞬間には短剣の剣先から水が飛び出て、まるで鞭むちの如く振り下ろされ……次の瞬間にはコップを砕く。

「これは……確かに凄すごい……」

　流水の鞭とも言える存在を目にし、思わず呟くレイ。

「どうかね？　もっともお主には武器としては使えないだろうが、いずれパーティを組むときもあるだろうからそのときに仲間に渡してもいいだろう。あるいはお主が使ってみたように何らかの依頼で野営やら休憩をしなければならないとき、水に困るということはこれからなくなるはずだ。

　あぁ、言っておくがこの流水の短剣で作られた水は、発動させた者の魔力によって味が変わる。お主ほどの魔力の持ち主なら、水としてもかなり上質で山の湧き水の如く美お味いしい水が出せるだろう。……どうかな？　依頼の報酬としては十分だと思うが」

　その言葉に頷うなずき、依頼を受けると口にしようとしたそのとき、突然執務室の扉が開けられると、呆あきれたような声が周囲へと響いた。

「おい、こんな非常時に何をやってやがる」

　そちらへと視線を向けたレイが見たのは、セイスと同様の五十代ほどの男だ。初老と言える年齢だが、それでも引き締まった身体をしているのは、日々の鍛錬を欠かしていないからだろう。

（誰だ？）

　内心で呟きつつドラゴンローブの内側にあるミスリルナイフへとそっと手を伸ばそうとするレイだったが、すぐにここがギルドマスターの執務室であることを思い出して手を止める。

　目の前にいる相手が誰であろうとも、セイスの知り合いであることに変わりはないのだろうと。

　その判断が正しかったことは、次の瞬間に証明される。

「ディアーロゴ、遅かったな」

「馬鹿を言うな。アウラーニ草の粉末が手に入った以上、こちらとしても色々と指示を出さなきゃいけないんだぞ。それを何とか済ませて来てみれば……」

　そこまで呟き、大きく溜ため息いきを吐くディアーロゴ。

　それも無理はない。バールで流行している魔熱病をようやくどうにかする目め処どが立ち、これからのことを相談しにギルドまでやって来れば、長年の親友は何故か床に置いたコップをマジックアイテムで破壊しているのだから。

「別に何の意味もなくこんなことをしてる訳じゃない。彼にちょっとした依頼をしようと思ってな。その報酬としてこの流水の短剣を提示して、性能を見せていただけだ」

　そこまで聞き、ディアーロゴはようやくレイに気が付いたかのように視線を向ける。

　その視線に頭を下げてから、レイは目の前にいるのが誰なのかをセイスへと視線で尋ねる。

「こいつはこの街の領主代理でもあるディアーロゴだ。儂わしやギルムのギルドマスターのマリーナとは以前パーティを組んでいた仲でもある。ディアーロゴ、この少年はレイ。ギルムからアウラーニ草の粉末を届けてくれた冒険者だ」

「おおっ！　坊主がアウラーニ草の粉末を届けてくれたのか！　助かった。いや、本当に助かった。これで魔熱病で倒れている住民も救われる。全員がというのは無理だろうが、それでも当初こちらが見積もっていたよりは多くの者が死ななくてすむはずだ。いや、本当に良く来てくれた」

　何度となく乱暴にレイの肩を叩たたきながら、ディアーロゴは感謝の言葉を述べる。

「ギルムのランクＤ冒険者のレイです。俺の持ってきた救援物資で、この街に広がっている魔熱病を根絶出来るといいんですが」

「ああ、もちろんだとも。この街にいる冒険者は坊主のようなギルムの者たちに比べるといくらか腕は劣るが、錬金術師や薬剤師の実力は拮きつ抗こうしてるからな」

　自慢そうに頷くが、これは真実だった。

　ギルムの冒険者たちは常日頃から辺境のモンスターと戦っており、自然とその腕は磨かれている。

　正確には一定以上の実力がない冒険者はモンスターとの戦いで死んでしまうため、ギルムで冒険者として生きていくことは出来ない。

　その数少ない例外が街中の依頼専門であり、戦闘とは全く関係のないランクＨの冒険者や、腕の立つ冒険者と行動を共にするという幸運に恵まれた者だろう。

　それに比べると、錬金術師や薬剤師は基本的にはどこの街でもそれほど極端な差はない。ギルムにいる者たちに比べれば素材の入手のしやすさから考えて多少の腕の違いはあるだろうが、それも冒険者のレベルほどではない。……魔導都市オゾスのような例外を除いてだが。

「それでだな。この街で魔熱病が流は行やった原因を彼に突き止めて貰もらいたいと思って依頼をな」

「……しかし、この坊主はそもそもこの街に詳しくはないだろう？　あ、いやもちろんあの女が自信を持って送り出す人材だ。別に坊主のことを馬鹿にしてる訳じゃないぞ」

　自分の言葉がレイを軽んじていると思ったのか、慌てた様子でディアーロゴがそうフォローする。

　そんな領主代理へとレイは小さく首を振り、気にしていないと態度で示してから口を開く。

「俺がこの街に詳しくないのは事実ですし、それにまだランクＤ冒険者なのも事実ですから」

「だが、あのギルムでランクＤまで最速で駆け上がった記録を持っているだろう？」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながら告げてくるセイスへ、レイは苦笑を浮かべながら頷く。

「それはそうですが……」

「それにだ。ディアーロゴには魔力を感じ取る力がないから分からないかもしれないが、この子は莫ばく大だいな魔力をその身に宿している。魔熱病が魔力の量によって発病するかどうかが決まる以上、これほど安全なことはないはずだ」

　セイスの言葉に、驚きよう愕がくの表情を浮かべながらレイへと視線を向けるディアーロゴ。

　ディアーロゴも歴戦の冒険者の一人だ。相手の力量を見抜く目は持っているし、その目で見た限りでは目の前にいる少年が尋常ならざる強さを持っているのは察することが出来た。

　それでもディアーロゴはシーフ出身であり、魔力を感じ取る能力は一切なかったので、レイが持っている莫大な魔力は感じ取れずに多少違和感を覚える程度だった。

　そう、レイ自身が強力なマジックアイテムを見たときに違和感を覚えるのと同じように。

「ついでに言えば、マリーナからの手紙にも何かあったらレイに頼めばいいと書いてあったし」

「……マリーナめ。いつまで俺たちの保護者のつもりなのやら」

　すでに五十代であるディアーロゴやセイスだが、ダークエルフであるマリーナはこの二人よりも長い時を生きている。よって、まだ冒険者に成り立てだったときにはこの場にいない数人のパーティメンバーも含めて、マリーナが保護者的な役割を担っていたのだ。

　もっとも、リーダーは何故かシーフであるディアーロゴだったのだが。

「とにかくだ。魔熱病の発生原因をレイに調べて貰うというのは異論ないな？　それとお主も言ったように、彼はこの街に詳しくない。それを補佐する人員を頼む」

「ふむ、そうだな。……坊主。いや、レイ。街に入ってくるときに、門を封鎖していた兵士たちがいたと思うが、その中にサザナスという人物がいる。面識はあるか？」

　ディアーロゴに尋ねられ、レイの脳裏にバールに入るときに会話した人物の姿が過よぎる。

「はい。兵士たちを率いているという立場だったので、軽くですが会話をしました」

「よし。ならお前にはサザナスを補佐として付けよう。ただ、今日はレイが持ってきた救援物資の件で色々と忙しいから……明日あしただな。明日の朝に迎えに行かせる。いや、待て。この街に来てすぐにここに来たってことは、まだ宿も決まってないのか？」

「そうですね。魔熱病が発症するかどうかの確認で一週間程度はバールから出られませんから、適当に宿でも探そうと思ってます。ディアーロゴさんもギルドに来たときに見たと思いますけど、俺にはグリフォンの相棒がいますので。……従魔が大丈夫な宿屋があれば紹介して欲しいのですが」

「あぁ、あのグリフォン。立派なグリフォンだったな。ギルドに入る前にあのグリフォンを見たときは、冒険者時代の悪夢を思い出したぜ」

　過去を懐かしむような目をしながら、しみじみと呟つぶやくディアーロゴ。

「ほう、それほどのグリフォンか？」

「ああ。俺たちが必死こいて逃げだしたあのグリフォンよりも、よほど格が上に見えたな」

　セイスの脳裏には、若いときに辺境の奥地で偶然遭遇したグリフォンの姿が過ぎっていた。

　自分たちは一流の冒険者だと驕おごり高ぶっていた時期に、マリーナが止めるのも聞かずに攻撃を仕掛けるも逆に一いつ蹴しゆうされたのだ。そして這ほう々ほうの体で逃げだした、若さ故の暴走とも言える苦い思い出。

「あのグリフォンよりも上か。……どれ、なら宿屋の紹介がてら、儂もそのグリフォンとやらを見物させて貰うか。構わんかな？」

「問題ありません。セトという名前ですが、妙なちょっかいを出さなければ人懐っこいので」

「……人懐っこい？」

　ランクＡモンスターを表すには不適切としか思えない言葉に、セイスとディアーロゴの二人は啞あ然ぜんとした視線をレイへと向ける。

　その視線には言葉に出さなくても、正気であるかどうかを疑うような色が宿っていた。

　そんな視線に気が付くも、レイはこれが普通の対応だろうと苦笑を浮かべつつ頷く。

　自分がどれだけギルムの影響を受けているのかを容易に思い知らされる。

（まぁ、辺境だからこそかもしれないけどな）

　いつモンスターに襲われるかもしれない辺境では、自分たちに敵対せず、少しでも戦力となるのなら、それが何であろうと貪どん欲よくに取り込んでいく。そんな気概が街全体に漂っているのだ。そして、そのように強したたかでなければ今頃ギルムはモンスターの襲撃により廃はい墟きよになっていただろう。

「と、とにかく。人懐っこいというのはともかく早速従魔を連れて泊まれる宿に案内しよう。今回の魔熱病でその宿も病人の受け入れをしておったが、まだ何部屋かは空いていたはずだ」

「そうしてやってくれ。俺はこのまま館やかたに戻ってこれからの指示を出さなきゃならん。魔熱病の原因究明については明日の朝に宿の方にサザナスをやるから、細かい話はそっちから聞いてくれ」

「はい。魔熱病は原因が分からないと、ギルムでも流行する可能性があります。それを考えると、是非とも原因を見つけて何とか対処しておきたいと思います」

　レイの言葉に頷うなずき、ディアーロゴは早速館で各部署へと命令や薬の配布方法を指示するために急いで出て行く。レイとセイスはそのあとを追うようにゆっくりと執務室を出て行った。




「ほう、さすがだな」

　それがギルドの一階に下りてきたセイスの口から出た言葉だった。

　視線の先では、殆ほとんどの救援物資の数々が姿を消している。そしてレイが持ってきたうどんの入っていた巨大な鍋なべは、きちんと洗われて依頼ボードの前へと置かれている。

「あ、ギルドマスター。レイさんも。お料理の方、とっても美お味いしかったです」

　二人の姿を見つけた受付嬢が、笑みを浮かべながら頭を下げてくる。

「喜んで貰えて何より。……それよりも随分と人が少なくなっているけど？」

　ギルドに入って来たときも職員の姿は少なかったが、今はほんの数人しか残っていない。

　それを疑問に思って尋ねたレイだが、受付嬢は頷き口を開く。

「早速出来た薬を配っていますから。少しでも人の数は多いに越したことはありませんしね」

（確かに病人がどこか一ヶ所に集まっている訳ではない以上、個別に薬を配る必要があるしな。症状が軽いならともかく、魔力の少ない者は立ち上がることも出来なくなってるんだろうし）

　レイが内心で頷いていると、受付嬢の視線はセイスへと向けられる。

「それでギルドマスターたちはどうしたんですか？」

「何、レイにはしばらくバールに滞在して、魔熱病がこの地で流行した原因を調べて貰おうと思ってな。そのために宿屋に案内しようかと思ったのだ」

「ギルドマスターがわざわざですか!?　その、もしよければ私が案内しますが」

「いや、今のギルドはどこもかしこも人手不足なのは間違いない。君もギルドにいる唯一の受付嬢だろう。それなら今はまだそれほど忙しくない儂わしが案内するのがいい」

「……そうですよね、確かに他の子たちが復帰するまでは私がここで頑張らないと」

　自分自身を元気づけるように両手を握りしめる受付嬢。

　この街のギルドには当然他の受付嬢もいたのだが、現在その殆どが魔熱病に倒れ、あるいはその看病のためにギルドに出てこられない状況になっていた。

「何、彼が持ってきたアウラーニ草の粉末で作られた薬があれば、そう遠くないうちに皆みんな復帰するだろう。それを信じて今は頑張ってくれ」

「はい！　いってらっしゃいませ」

　受付嬢の声を背に、レイとセイスはギルドを出る。




「ほう、あれが……確かにディアーロゴが言っていたように、儂等が以前見たグリフォンより圧倒的に格上な印象を受けるな」

　ギルドから出て、セトを目にするとセイスが呟く。

「グルゥ？」

　そしてそんな呟きやレイの気配を感じ取ったのか、セトは寝転がって瞑つぶっていた目を開けると小さく鳴いて近付いていく。

　一瞬だけ後あと退ずさりそうになるが、それでも何とかその場に踏み留とどまるセイス。

　そんな様子を見ながら、レイはいつものように擦こすりつけてきたセトの頭を撫なでる。

「何と……ここまで懐いているとは。レイ、もし良ければ儂も撫でてみても構わんか？」

「はい。普通に撫でるだけなら特に問題はないかと」

　レイの言葉に小さく深呼吸し、そっとセトの背へと手を伸ばすセイス。

　一瞬だけセイスへと視線を向けるが、害はないと判断したのか、セトは撫でてくるレイの手へと意識を集中する。

「おお、おお……これが獣と鳥の王とも呼ばれるグリフォンか」

　滑らかな手触りに感動したように呟くセイス。

　この後、五分ほど経ちようやく我に返ってレイとセトを宿屋へと案内するのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「それで、バールの件はどうにかなったってことでいいのか？」

　ギルムにある領主の館。その執務室で、この辺境一帯を治めるラルクス辺境伯のダスカー・ラルクスが尋ねる。

　それに答えるのは、ソファに座って周囲に過剰なほどの色気を放っているダークエルフで、ギルドマスターの、マリーナ・アリアンサ。

「ええ、セイス……バールのギルドマスターから連絡が入ったわ。すでに薬も作り始めているから、これ以上感染が広がる心配はないらしいわ」

　領主に対して不作法とも呼べる口の利き方だったが、ダスカーがそれを咎とがめる様子はない。

　ダークエルフは人間の十数倍……下手をすれば数十倍の時を生きる。

　そうなれば、当然人とのかかわりも大きいものとなり……具体的には、ダスカーの小さい頃のことを知られている訳だ。それも、かなり恥ずかしい出来事までも。

　たとえば、マリーナがギルムのギルドマスターに就任することになり、先代のラルクス辺境伯……ダスカーの父親に挨拶に来たとき、初めてマリーナの姿を見た十歳くらいのダスカーがその美しさに見み惚とれ、いきなり結婚を申し込んだときのような記憶。

　ダスカー本人としては記憶の彼方かなたに封じ込めたい記憶だが、目の前にいる妖よう艶えんな美女はそれをしっかりと覚えており、時々からかってくるのだから、ダスカーにとっては堪たまったものではない。

　だからこそ、ダスカーにしてみればマリーナは扱いにくい相手ということになる。

「ふう、それは助かったな。それにしても、何で魔熱病がバールで流行したんだ？」

「それは今のところ不明よ。セイスもレイに依頼してその辺を調べてみるって言ってたから、それで分かればいいんだけど……正直、難しいでしょうね」

　物憂げな様子で、マリーナは目の前のテーブルの上に置かれている紅茶のカップへと手を伸ばす。

「レイでも駄目なのか？　あいつは今までいくつも難しい依頼をこなしてきたんだが」

「そう、ね。当然私もそれは知ってるわ。書類の方でだけど、確認したし。けど、レイが今までこなしてきた依頼は殆ほとんどが討伐でしょ？　ダンジョンの護衛というのもあったけど……全く不明の何かの原因を突き止めるというような依頼はやったことがなかったはずよ」

　マリーナの言葉に、ダスカーは少し考えて頷く。

　その際にマリーナの着ているパーティドレスから見える豊かな双丘の谷間が視界に入るが、ダスカーも今では女性関係でも十分に経験を積んでいる。

　昔のように、マリーナの濃厚な女の色気に意識を奪われることはないのだ。

　褐色の魅惑の谷間に目を奪われそうになるものの、自分にそう言い聞かせる。

　そんなダスカーの気持ちは、当然マリーナにとっては手に取るように理解出来た。

　口元に小さく笑みを浮かべ、紅茶を飲んでから話を元に戻す。

「この件では色々と便宜を図って貰ったけど、本当に良かったの？　もちろん私としては嬉うれしいのだけど、バールを治めているのは貴族派の貴族よ？　今はディアーロゴが代理で治めてるけど」

　貴族派と中立派。ミレアーナ王国の三大派閥の二つであり、当然その仲は良好とは言えない。

　いや、むしろ敵対関係にあると言ってもいいだろう。

　特に貴族派の中には特権意識だけを肥大化させた貴族も多く、そのような者たちと中立派の貴族は時々騒ぎを起こしており、それは中立派の中心人物のダスカーが治めるギルムも例外ではない。

　これまでにも貴族派の特権意識が原因で騒動が何度か……どころではない回数起きており、そのたびにダスカーは頭を悩ませることになっていたのだから。

「そうだな、確かに向こうから文句を言ってくるかもしれない。けど、俺たちは別に何か向こうの不利益になるような真似をした訳じゃないだろう？」

「まさか本当にそんな意見が向こうに通じるとは思ってないわよね？　貴族派にしてみれば、自分たちに話を通さずに現場の連絡だけでこうした行動を起こされただけで面メン子ツを潰つぶされたと感じるわ」

　溜ため息いきを吐きながら告げるマリーナの脳裏には、以前自分が関わったことのある何人もの貴族派に所属する貴族と揉もめたときのことが浮かんでいる。

　マリーナは人目を惹ひくような美び貌ぼうをしており、非常に男好きのする身体をしている。

　それでいながら、何故かパーティドレスを好んで着るという趣味を持つ。

　マリーナの持っているパーティドレスの殆どは、背中が大きく開いていたり、胸元が大きく開いていたりと、思わず触れたくなるような褐色の肌を見せつけるようなものが多い。

　整った美貌と過剰とも言える色香を持ち、弓術士としても精霊魔法の使い手としても一流。

　そしてダークエルフという種族の関係上、人間に比べれば長い時間を若いままに過ごす。

　そんなマリーナだけに、貴族の男たちにとっては是が非でも──能力的な意味でも、女としても──囲いたい相手であるのは間違いない。

　その結果、下は十代、上になると七十代近い貴族から、幾度となく言い寄られたことがあった。

　もっとも、結果として言い寄ってきた全ての貴族は袖そでにされたのだが。

　それで大人しく引き下がるのであれば良かったのだが、貴族としての特権意識を肥大化させた相手がそう簡単に引き下がることはなく……その結果、大きな騒動が何度も起こっていた。

　ここ十数年は、マリーナへと無理に手を出した結果、受ける損害の大きさが広まってきたので、そのような騒動も起きなくなってきてはいるが、それでもマリーナには貴族派の貴族というのは嫌悪感……とまではいかないが、少なくとも好意を抱く相手ではない。

「そっちについては大丈夫だ。幸い、少し前に貴族派の中心人物でもあるケレベル公爵との繫つながりが出来たからな。その辺の貴族が何を言ってこようとも、どうということはないさ」

　ダスカーの口から出た言葉に、マリーナの脳裏を少し前に出された指名依頼が過よぎる。

「ああ、姫ひめ将しよう軍ぐんの……なるほど、そっちで繫がりを持ってたの。ダスカーもそれなりに強したたかになってきたようで何よりだわ。以前はとても領主の柄じゃないって言ってたのに」

　それとなく出て来たマリーナの言葉に、ダスカーの眉まゆが顰ひそめられる。

　つくづく、自分はこの目の前にいる人物には口では勝てないと。

（全く、こんなのが俺の初恋の相手とか……封じておきたい記憶にもほどがある。しかも、それを知った上でああいう真似をするんだからな。普通なら誘っていると思われてもおかしくないぞ？　いやまあ、マリーナの場合は意図してああいう行為をしてるんじゃないのは分かるけどな）

　先程胸の谷間を見せつけたかのように、今は組んでいた足を組み替える。

　その際にも、マリーナの滑らかな褐色の肌をした、肉付きのいい太ふと股ももが視界に入った。

　太股の大部分を見せるようにしながらも、決して下着は見せないというその行為は、マリーナ自身が意図してやっているのではなく、自然に振る舞っての結果なのだということを今のダスカーは知っている。……出来ればそれでも少しは遠慮して欲しいとは思うのだが。

「こう見えて、俺だってもうそれなりに長い期間領主としてやってるんだ。その手の腹芸は苦手でも、自然と身につくさ。もっとも、好んでやりたいとは思わないし、王都にいる連中とやり合えるほどかと言われれば、首を横に振らざるをえないんだけどな」

　元々が武闘派のダスカーだけに、腹芸よりも強引に力を使って相手と交渉をする方が得意だった。

「そう？　私から見れば、十分立派に領主をやっているように思えるけど。まあ、アゾット商会の件は色々と問題があったけどね」

　テーブルの上に載っている紅茶のカップを手に取り、ゆっくりと味わうように告げる。

　そんな仕草すらからも女の艶つやというものが滲にじみ出ており、マリーナという人物を何も知らない者であれば、間違いなく声を掛けるだろう。……その結果どんな事態になるのかも知らずに。

「ああ、前々から問題になるとは思っていた。けど、まさかあそこまで強引な手段に出るとは思わなかった。しかも、ベスティア帝国の錬金術師と手を組んでいたとはな」

　人をおちょくったような性格の錬金術師の姿が脳裏を過ぎり、ダスカーの口調に険が混じる。

　まさか、自分の治めているギルムにベスティア帝国の手の者が入り込んでいるとは思わなかった。

　ギルムがあるのはミレアーナ王国の中でも辺境であり、王都や国境付近の街とは比べものにならないほどに重要度の低い場所だ。

　もっとも、辺境であるがゆえに稀き少しようなモンスターの素材や魔石を入手出来るという意味では重要な位置ではあるのだが、それでもベスティア帝国の中でも貴重な錬金術師を送り込んでくるというのは、完全に予想外だった。

「もう少し、防ぼう諜ちようをしっかりした方がいいかもしれないわね。でも、貴方あなたの部下で手が回る？　もし無理なようなら、こちらで手を回しても構わないけど」

　マリーナの言葉に、ダスカーは眉を顰めて考える。

　ギルムという地の領主をしている以上、当然部下の中にはその手の陰働きとでも言うべき仕事をこなすものもいるし、その技量も信頼している。

　それでも、情報にあった魔獣兵という存在を考えると、部下だけに任せておけない……より正確には、危険度が高くて部下には任せたくないという思いがあった。だが……

「いや、ギルムの件はこっちで何とかする。冒険者を信用していない訳じゃないが、それでもすぐ冒険者に頼ったりすれば、貴族派や国王派に侮られるからな。現に商人の方に手が回っていないか……特にアゾット商会と取引のあった商会を中心に調べさせているしな」

「そう？　必要以上にその辺を気にする必要はないと思うんだけど。まあ、いいわ。けど、ギルムを大事に思っているのは、領主の貴方だけではないの。それは覚えておいてね」

「分かっている。……正直、ギルムがここまで発展してきたのは、マリーナの手腕が影響しているというのは理解しているからな。あんたがいなければ、この辺境でここまでギルドが上う手まく回るということはなかったはずだ。つまり、今のギルムがあるのは……」

　あんたのおかげだ。そう言いたげに視線を向けてくるダスカーに、マリーナは笑みを返す。

「そう言ってくれると、私もギルドマスターの立場として嬉しいわ。……それで、今の話とも少し関係あるんだけど、ベスティア帝国との戦争は？」

「ああ、来年の春には起きるだろうな。それは間違いない。向こうから仕掛けてくるのか、こっちから仕掛けるのかは分からないが……今までにも色々とこっちに手を出してきているのを考えると、恐らくベスティア帝国側からの宣戦布告になると思う」

「そう。……だとすれば、こっちの方でも色々と対策をしないといけないわね。戦争に人材を持っていかれるにしても、ギルムを空っぽにする訳にもいかないでしょう？」

　戦争になれば、当然傭よう兵へいだけではなく冒険者にも依頼という形で戦力が集められる。

　何か理由があるのならともかく、そうではない者の多くがその依頼を受けるというのは、ギルドマスターとしてやって来た経験上、マリーナには容易に想像出来た。

　戦争を嫌い依頼を引き受けないという者もいるが、基本的に戦争の際の報酬は高額に設定される。

　どれだけの戦力を戦場に連れて行くことが出来るかというのは、貴族の格にも繫がる。

　特にダスカーは中立派の中心人物という地位にいるため、少しでも多くの兵力を必要としていた。

「今回、補給部隊の方はあまり心配しなくても良さそうだし、戦力的にはかなり楽だろ」

　呟つぶやくダスカーが何のことを言っているのか理解したのだろう。マリーナは妖よう艶えんな雰囲気を発したまま、それでいて鋭い視線をダスカーへと向ける。

「アイテムボックスね。……レイを戦争に巻き込むつもり？　あの子はまだギルムに来てから一年も経っていない。いえ、この冬を越してようやく一年よ。だとすれば、下手に戦争に巻き込むような真似をすれば、もしかしたら出て行くかもしれないわよ？」

　マリーナの言葉に、ダスカーは首を横に振ってその意見を否定する。

「ないな。確かにあいつは面倒事を嫌うが、それでもこのギルムに対して愛着は持っている」

「愛着があるからって、戦争に協力するかどうかは別問題でしょ？　言っておくけど、無む理り矢や理りにでも引き込もうと言うのであれば、私も相応の手段に出ざるをえないわよ？」

　そう告げるマリーナの身体から、周囲に冷気が発散される。

　特に魔法を使った訳でもないマリーナだったが、精霊がマリーナの感情に反応したのだろう。

　超がつくほどの一流の精霊魔法の使い手であるマリーナだからこその現象。

　それを見たダスカーは、マリーナを刺激しないように慌てて口を開く。

「分かってる、分かってる！　無理に戦争に引き込むような真似はしない！　指名依頼は出させて貰もらうが、それにしてもレイの意思を最大限に尊重する！　それでいいだろ!?」

　ダスカーの言葉に本気を感じ取ったのだろう。マリーナから出る冷気は見る間に収まる。

　だが、その冷気のおかげでマリーナの紅茶は完全に冷え、表面には薄うつすらと氷すら張られていた。

「そう。それならいいわ。私にも、ギルドマスターとして将来有望な冒険者を守る義務があるの。……もし、これでレイに対して強引に依頼を引き受けさせようとしたら……そうね、ダスカーが子供の頃に私に送った愛の綴つづられた手紙をギルドにでも張りだそうかしら」

　マリーナの口から出た一言に、ダスカーの表情が固まる。

　それも当然だろう。今のダスカーはこのギルムの領主としてそれなり以上の権威を持っている。

　そんな人物がマリーナという相手に初めて出会い、プロポーズし、愛に満ちた様々な言葉を書いて送った手紙を公開されようものなら、間違いなく致命傷となる。

　そこまでいかなくても、これ以降はギルムの領主という仕事を続けることが出来るかどうか。

　もちろんそれを理由に領主の座を降ろされるということではなく、ダスカー自身が恥ずかしくてまともに表に出られなくなるという意味でだが。

「ま、まだ持ってたのか!?　あ、あんな手紙をいつまで持ってるんだ！　捨ててくれ！」

　ダスカーの口から出た叫びに、マリーナは心外そうな表情を浮かべ、涙を流す。……振りをする。

「酷ひどいわ。私への愛をあれだけ情熱的に表現したのに……そんな素す敵てきな思い出を捨てろだなんて」

「どう考えても、あんたの嫌がらせ以外のなにものでもないだろうが！　全く、過去に戻ることが出来るなら、絶対に自分に対して忠告するぞ。こんな悪女に引っ掛かるなって」

「あら酷い。こんなに誠実にギルドの運営をしている私に対して悪女だなんて。悲し過ぎて、ダスカーから貰ったプレゼントのネックレスを皆みんなに見せびらかしたくなるくらい」

　泣き真似をしていたというのを隠しもせずに告げるマリーナに、ダスカーは溜ため息いきを吐く。

「本当に……何で俺はこんな相手に……」

　執務机の上でこの上なく深刻そうな表情で顔を覆うダスカー。

　いくらやり手の貴族として有名な人物でも、自分の子供の頃の恥ずかしい過去を知っている相手にはどうやっても太刀打ち出来ないというのを心の底から思い知る。

　それを盾に私利私欲に塗まみれた要求をしてくるのであれば、ダスカーも自分の恥がどうであろうと容赦するつもりは一切ない。

　だがマリーナが要求してくるのは、その全てがギルムを思っての内容なのだ。

　そうである以上、ダスカーとしても聞き入れない訳にはいかず……こうして、腐れ縁が続く。

「でも、嫌いじゃないんでしょう？　私とこういうやり取りをするのも」

「嫌いに決まってるだろうが。全く、俺にとってはお前という存在は色々な意味で厄介な相手だ」

　天を仰ぎ、天井しか目に入らないのに気が付き、少しでも現実逃避するべく窓の外を見る。

　冬に移り変わりつつある季節だが、幸い今日は雲一つない青空が広がっていた。

「……冬、か。この冬も、ゆっくり過ごすという訳にはいかないんだろうな」

「でしょうね。これまでの経験から考えると、間違いなく手を出してくるでしょうね」

　数秒前のふざけたやり取りが噓だったかのように、執務室の中には深刻な空気が広がっていた。
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「……ん……」

　ベッドで布団に包まれて眠っていたレイが、もぞもぞと呻うめきながら上半身を起こす。……が、次の瞬間には再び掛け布団の中へと戻っていく。

　そのまま数分。ようやく意識がはっきりしてきたのか、レイは再び布団から身を起こす。

「あー……ああ、ああ、そうだったな」

　周囲を見回し、見覚えのない部屋の様子に自分が何処にいるのかを把握する。

　ギルムで定宿にしている夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭ていに比べるといくらか落ちるレベルの宿。当然暖房用のマジックアイテムのような高級品がある訳でもなく、部屋の中は冷え冷えとした空気に包まれていた。

　ギルドマスターのセイスに案内された宿だったが、そもそも辺境で大商人やら貴族やらが来るようなギルムと、辺境にある程度近くはあるが結局は単なる田舎でしかないバール。それらを考えると、最高級の宿とは言っても施設の充実度や快適性は当然前者には遠く及ばない。

　レイがセイスから聞いた話によると料理はなかなかに有名らしいのだが、現在バールは封鎖されていて食料も配給制である以上は凝った料理を作ることも出来ず、さらにとある理由から食事に期待することは出来なかった。

「まぁ、その封鎖ももう少しで解除されるんだろうけど」

　魔熱病の特効薬は基本的に一晩程度で効果を発揮する。つまり昨日レイがやって来てから作られた薬で、どのくらいの人数かは分からないが、決して少なくない人数が魔熱病から快復しているはずだ。

「……確かサザナスが来るとか言ってたな。その前に朝食だけでも済ませておくか」

　前日の夜に食堂で出された、保存が利くように焼き固められた黒パンや野菜や肉が殆ど入っていないスープを思いだして溜ため息いきを吐き、着替えや身だしなみを整える。

　元々夕暮れの小麦亭で出される食事では足りずに、買い食いをしてその食欲を満たしていたレイとセトだ。当然配給される程度の食事で足りるはずもなく、かといって皆が同様に貧しい食事をしている中でミスティリングの中に入っている各種料理を自分たちだけで食べる訳にもいかず。

（人目のない場所で食わないとな。それに、俺はともかくセトの分は何とか確保しないと）

　内心で呟つぶやくも、サザナスと一緒に魔熱病の原因を探らないといけない以上はそれも難しいだろうと溜息を吐き、一階へと下りて行く。

　なお、起きてベッドから出たときには非常に寒がってはいたのだが、それもドラゴンローブを着込んだ瞬間には脳裏の彼方かなたへと消え去っていた。

「おはようございます」

　顔色の悪い二十代ほどの青年が一階へと下りてきたレイに頭を下げて挨あい拶さつをする。

　この青年、本来はこの宿を経営している人物ではなく冒険者だったりする。だが宿を経営している両親が魔熱病で倒れたために、現在は代理として宿を任されていた。

　顔色が悪いのは看病の疲れからだろう。そう判断しながら、レイは食堂の席へと腰を下ろす。

「どうぞ。……とは言っても、この程度の料理しか出せませんが」

　出されたのは水で薄められた一杯のワインに、昨日も食べた固く焼き固められた黒パン、干し肉と豆のスープだ。

　本来ならスープにパンを浸して柔らかくしてから食べるのだろうが、レイはそのままパンへと嚙かぶりついて強きよう靱じんな顎あごの力で強引に食い千切る。

　啞あ然ぜんとした顔をしている青年の顔を見つつ、パンを飲み込んでから気になっていたことを尋ねる。

「両親の様子はどうだ？　薬は行き渡ったんだろ？」

「ええ。これもレイさんがこの宿に泊まってくれたおかげです」

　そう。レイがこの宿に泊まるということで、セイスはギルドマスターとしての権限を使って昨日のうちに魔熱病の特効薬を渡していたのだ。本来であれば依え怙こ贔ひ屓いきともとれる行動だが、レイはバールの救世主と言ってもいいような存在だ。

　そんな人物を泊める宿である以上、きちんとしたサービスを受けて貰もらいたいという理由だった。また、この件が片付けば今までの反動のように街へと来る者たちがいるだろうから、そのために宿を使えるようにしておきたいという狙いもある。

　もっとも、今はまだこの宿の本来の持ち主はベッドで寝込んだままだ。特効薬の効果ですでに魔熱病の症状は快復したのだが、それでもこれまでの魔熱病による消耗でもう少し体力を回復させた方がいいと医者が判断したためだった。

「俺としては出来るだけ早くこの件が片付いて欲しいからな。美う味まい料理も食いたいし」

「ははは。父さんと母さんにあとで伝えておきますよ。ただ、美味しい料理を作るには、配給制が終わってくれないと材料の調達が難しいでしょうが」

「そうか。まあ、そうだろうな。呼び止めて悪かった。他の病人にも食事を持って行ってくれ」

「はい。では失礼します」

　宿の一人息子が去って行くのを見送ったレイは、目の前にある食事を口の中へと詰め込んでいく。

　そもそも料理人を務めている青年の父親も魔熱病で倒れているために素人しろうと料理としか言えない味なので、殆ど義務的に食事を片付ける。

　そして全ての食事を胃の中に収めた頃、丁度タイミング良く食堂へと姿を現した人物がいた。

　レイが昨日バールに入るときに顔を合わせたサザナスだ。昨日の約束通りにディアーロゴが寄こしたのだろうと判断して、軽く手を挙げる。

「よお。ディアーロゴさんから話は聞いてるぜ。クソったれな病気の原因を探るんだってな」

「……ここは食堂だぞ？　汚い言葉は慎めよ」

　溜息を吐きつつ、最後に残っていたワインを口へと運び食事は終わる。

「はっ、何言ってるんだよ。そもそも食堂にいるのはお前だけだろ。気にする必要はないって」

　そう告げてくる口調は、昨日レイが会ったときに比べるとかなり砕けた物言いになっていた。

「そういえば正門は封鎖してるはずだけど、門の外にいる兵士の食事とかはどうなってるんだ？」

「それについては問題ない。食事の時間になると街の中からパンとかチーズとかを袋に入れて投げて貰ってるからな。街を封鎖して、食料を配給制にしているのに食料をきちんとこっちにも回していたんだから、やっぱりディアーロゴさんは凄すごいよな」

「領主代理を任されるくらいだ。優秀じゃなきゃ無理なんだろうよ」

「くくっ、違いない。まあ、ここの領主は色々と問題行動を起こして、半ば強制的に上の人からディアーロゴさんに任せるように圧力があったらしいけどな。……それはともかくだ。魔熱病の原因を探すといっても、具体的にどうやって探す？」

　サザナスはレイの正面にある椅子へと座りながら尋ねる。

　これまでに起こったことがない事態だけに、とてもではないが原因の予想が出来ないのだ。

　だからこそ探すにしても、何らかの指針が必要だと指摘するサザナスの言葉は正しかった。

「正直な話、戦闘力には自信があるが、頭を使うのはそれほど得意な訳じゃないんだよな。あー、そうだな。まずこの街が他の街と違う特殊な立地の可能性は……いや、ないか」

「ああ。周囲にあるのは普通に草原や畑で、他の街と特にこれといった違いなんかないさ。立地云うん々ぬんを言うなら、バールよりもレイが来たギルムがそれっぽいんじゃないのか？」

　辺境に存在しており、ランクＡ、ランクＳのモンスターが存在している広大な魔の森も近くにある。特異な地形という意味では、バールよりも圧倒的に上だろう。

「となると、地形的な問題じゃないと？」

「その可能性を全部捨てられる訳じゃないだろうが、あくまでも可能性として考えると小さい」

　サザナスの意見に頷うなずくレイ。セトに乗ってこの街に来たときに、周囲の様子を眺めている。だからこそ、レイも立地的な意味でバールに特殊性がないのは理解出来ていた。

　そして魔の森のような場所が近くにあるとしたら、魔力を感じ取る能力を持たないレイはともかく、セトが感じ取っていただろう。

「そうなると、魔熱病自体が寒くて乾燥した地域でも活動出来るように適応したとか？」

「わざわざこんな離れた場所でか？　これがもし南の方から徐々に広がってきたのならその可能性もあるが、今回はバールで突然流行したんだぞ？」

「……なら、誰かが意図的に広めたってのはどうだ？」

「わざわざこんな田舎で魔熱病を流行させて誰に得がある？　……いや、待て。もしかして」

　レイへと反射的に返事をするサザナスだったが、次の瞬間何かを思いついたかのように首を捻ひねる。

「何か心当たりがあるのか？」

「あくまでも可能性の一つだが、さっきも言ったように本来のこのバールの領主は色々と問題を起こした経歴のある持ち主だ。そんな性格だから、当然周囲の他の派閥の貴族たちはもちろん、貴族派の中にも仲の悪い奴はいる。もしその関係で恨まれていたとしたら……」

　この世界の貴族を数人見てきたレイにとっては、酷ひどく納得出来る話だった。ラルクス辺境伯のダスカーやエレーナのような貴族らしい貴族もいれば、貴族としてのプライドに凝り固まったキュステや、嬉き々きとして祖国を裏切るヴェルのような貴族もいるのだ。

　サザナスの言葉に思わず頷き掛けるも、思いとどまって小さく首を振る。

「いや、恨まれているのは分かるけど、かと言って病気を意図的に流行させるような真似は出来ないだろ。それにもしその手段があったとしても、そもそも肝心の魔熱病自体が高温多湿な場所でしか流行しないって条件をどうする？」

「……確かに考えすぎか。そもそもそんな手段があったら、同じ国の貴族じゃなくてベスティア帝国の首都辺りにでも使えば莫ばく大だいなダメージを与えられるだろうし」

「ああ、確か……に……」

　ベスティア帝国。サザナスの口から出たその単語に、思わず言葉を止めるレイ。

（錬金術が発展しているとなると、当然相応に技術力も高いはずだ。この世界の病気が俺の知ってるように病原菌を介したものだとすると、もしかして錬金術で何とか出来るんじゃないか？）

　内心で呟き、可能性を検討するが……やがて小さく首を振ってその意見を却下する。

（それが出来るなら、わざわざ田舎のバールでやる必要はない。サザナスが言ったように、王都とかのでかい都市で使えばいいだけなんだし。実際に使えるかどうかの実験か？　それにしたって使えるのは一度きりだ。バールの情報が広がれば、どこだって特効薬の準備はしておくだろうし）

「レイ？」

「いや、何でもない。確かにベスティア帝国が仕掛けるとしたらこの街に仕掛ける可能性は低いか。そうなると、他に何かあるか？」

「うーん、そうだな……ぱっと思いつくのは今言ったくらいだな」

「……となると、ちょっと考え方を変えるか」

　何を言ってるんだという視線をレイへと向けるサザナスだが、それに構わずにレイは口を開く。

「たとえばだ。この街だけの特徴とかは何かあるか？」

「は？　いや、だから特に特徴らしい特徴とかはないってさっき言っただろ？」

「聞き方が悪かったな。そうだな、たとえばこの街の名物は何だ？」

「おい、俺たちが今話しているのは魔熱病の原因を探すことであって、土産とかを用意している暇なんかないぞ」

「違う。その名物が魔熱病を流行させる原因になったんじゃないかと思ったんだ」

　レイの言葉に、意表を突かれたような顔をするサザナス。

　その可能性は考えていなかったのか小さく頷くが、やがて首を捻る。

「もしその可能性が高いとしてもだ。なら何でこれまで魔熱病が流行しなかったんだ？　この街が出来てからもう二百年以上は経っているはずだ」

「魔熱病が流行する要因が揃そろうまでこれまでの時間が掛かったのか、突然変異的な何かか。……可能性としてはそれほど高くはないだろうけど、それでも手掛かりがない以上は出来るところからやっていくしかないだろ。で、この街の名物は？」

「そうだな……他の街にない、この街だけの特産品となると蒸留酒とかか」

　蒸留酒という言葉を聞いてレイの脳裏を過よぎったのは、日本にいたときにＴＶで見た知識や父親が飲んでいたウィスキーだった。

（ブランデーやウォッカとかも蒸留酒だったか。確か、木の樽たるに入れて保存して作るとかなんとか……待て。そうなると木の樽は何処に保管しているんだ？　個人が作ってるなら家の中で十分間に合うだろうが、特産品として考えればそんなに大量のスペースは用意出来ないはず）

「サザナス、蒸留酒はどこに保管している？　確か木の樽に入れてるんだよな？」

「あ？　ああ。木の樽に入れて専用の保管所に……おい、まさか」

「可能性がある以上は行ってみた方がいい。もし何もないなら、原因の候補を一つ消せる訳だし」

「……そうだな。なら早速行くとするか」

　少し考えてサザナスは頷き、レイと共にテーブルから立ち上がり食堂から出て行く。




　蒸留酒の保管をしている場所の様子を見るために宿を出て来たレイとサザナス、そしてセトは街の中をサザナスの案内で進んでいた。

　魔熱病の特効薬を使われても、宿屋の主人たちのように体力が回復していない者が大多数のため、殆ほとんどの者はまだ寝込んでいる。それでも、魔熱病を発症してから日が浅い者たちはすっかり元気になっており、街の中にいる人の数は昨日レイが見たときよりも明らかに多くなっていた。

　それらの者たちは、一様にレイたちを……正確にはセトを見て驚きの表情を浮かべるが、殆どの者がすぐに笑みを浮かべて頭を下げる。

　薬を配った者たちによって、誰がアウラーニ草の粉末を運んできてくれたか知っているためだ。

　それは、グリフォンというこの街で絶対に見ることが出来ないモンスターを見ても住民が恐慌を来さないようにと、ディアーロゴが指示したことでもあった。

「……で、この街に蒸留酒の保管所はどのくらいあるんだ？」

　頭を擦こすりつけて甘えてくるセトの頭を撫なでながら、前を案内しているサザナスへと尋ねるレイ。

　そんなレイの問いに、サザナスは軽く肩を竦すくめて街を覆っている壁へと視線を向ける。

「一番大きいのは街の南にある。その他に東と西にも一つずつあるな。大きいのはその三つで、そこに何もないとしたら、残る可能性は個人で保管している場所だろうな」

「何だってまたそんな風に面倒臭い真似を？　何処か一つに纏まとめておけばいいじゃないか」

「さて、その辺の事情までは知らないよ。酒を熟成させるにしても色々と条件があって、それに従っていると聞いた覚えはあるが。実際その三つの場所の酒はどれもそれぞれに味が違うからな」

　エルジィンに来るまでは田舎の高校生でしかなかったレイにとって、酒の知識はＴＶか何かの特集で見たようなものしかない。それゆえにサザナスにそう説明されれば、そうなのかと頷くことしか出来なかった。

　そのまま世間話をしながら四十分ほど歩き、やがて南の保管所へと到着する。

　街の特産品を保管している場所だけあり、街の警備兵たちがしっかりとその門の前に立っていたが、そんな二人の警備兵はサザナスを見て驚きの声を上げる。

「サザナスさん!?　どうしたんですか、こんな場所に」

「おいおい、こんな場所ってのはないだろ。バールの特産品を保管している場所なんだから」

「……ちょっと寄こせとか言っても駄目ですよ？　きちんとどのくらいの量が保管されているのかは調べられてるんですから」

「ばっ、お前、俺は魔熱病がバールで流行した原因を探すために来ただけだ！」

「魔熱病の原因ですか？　こんな場所に？」

　片方の警備兵が疑わしいような視線をサザナスへと向けている。

　その視線が、サザナスが普段どう思われているのかを如実に表していた。

　だが、サザナスの相手をしていなかった方の警備兵が相棒の肩を軽く叩たたく。

「サザナスさんの後ろにいる一人と一匹。アウラーニ草の粉末を届けてくれた人じゃないか？」

「……あぁ、確かに。サザナスさん、どうやらサザナスさんの言っていることの正当性が認められました。どうぞお入り下さい」

　手の平を返すかのようにあっさりとそう告げる警備兵に対し、額に血管を浮かび上がらせながらも強こわ張ばった笑顔を向けるサザナス。

「お前たちが俺をどう思っているのか、よーく分かった。次の合同訓練でその思い込みをきちんと正してやる必要があるようだな」

「そんな、ずるいですよサザナスさん。そもそもサザナスさんがこれまで色々と面倒ごとを起こしてるからじゃないですか」

「はぁ？　いつ俺がそんな真似をしたよ」

「たとえば先月の上旬、街にやって来た冒険者と乱闘騒ぎを起こしましたよね？」

「それは、あの冒険者が街の人に絡んでいるのを止めたからだろ!?」

「先月の下旬には、街の鍛か冶じ師と酔っ払って飲めや歌えやの大宴会を開きましたよね？」

「そ、それはあれだ。鍛冶師の娘の結婚が決まってだな」

「だからと言って、職務中の警備兵の隊長が騒ぐとかありえないでしょう」

　その後も細かい出来事を引き出されては責められるサザナス。

　その様子を哀れに思い、レイは苦笑を浮かべながら口を挟む。

「悪いけど、こいつのことは俺がしっかりと見張ってるから中に入れてくれないか？　魔熱病の調査を進めたいってのは本当なんでな」

「しょうがないですね。いいですか、サザナスさん。くれぐれも誘惑に負けて、中の酒を飲んだりはしないように」

「……了解」

　警備兵の言葉攻めでグロッキーだったサザナスが軽く手を振って溜ため息いきを吐きながら、開けられた保管所の中へと入っていく。

　その後へ続こうとしたレイに、先程までサザナスがこれまで起こした騒動を口に出していた方の警備兵が小さく頭を下げてくる。

「サザナスさんのお守りをお願いします。ああ見えて色々と抱え込む人ですから」

「……その割には色々と言ってたけど？」

「そのくらいは当然ですよ。騒ぎを巻き起こすというのも事実なんですし」

　苦笑を浮かべた警備兵に、レイも小さく笑みを浮かべて頷うなずき、蒸留酒の保管所へと入っていく。

　その途端に木の樽の匂いと、蒸留酒の熟成した匂いがレイの鼻へと入ってきた。

「グルゥ……」

　セトもそれは同様だったのだろう。酒好きであるのなら香かぐわしいとか芳ほう醇じゆんなと表現出来るのだろうが、それほどアルコールを好んでいないレイやセトにとってはあまり嬉うれしくない匂いだった。

　その匂いを我慢しつつ周囲を見回す。

　大きさとしては街の中にある家が五軒ほど入る広さがあり、二階へと続く階段も存在している。

「さて、レイ。じゃあ早速お互いに分かれて何か異変がないか探すとするか」

「……一応言っておくけど、本当に酒にちょっかいを出したりするなよ？　もしそんな真似をしたらギルドマスターや領主代理に報告しないといけないんだからな」

「お前もあいつらの虚言に騙だまされるなよ。いくら何でも、俺だってこの件がお遊び気分で調べられるものじゃないってのは分かってるよ」

「だといいんだけどな。お前の所業を粗方教えられているし」

「ぐっ、……まあ、いい。ほらとっとと行くぞ。二階は一階よりも狭く出来ているから、俺が二階を調べる。お前とセトは一階を頼む」

　呼んだ？　と円つぶらな瞳ひとみをサザナスへと向けてくるセトに、一瞬手を伸ばし掛けるものの、すぐに階段へと向かうサザナス。

　そんな後ろ姿を見て、レイはセトと共に早速一階の調査を開始する。

「……セト、何かおかしい魔力を感じるか？」

　レイの言葉に首を振るセト。

（となると、魔力は関係ないのか？　魔熱病というくらいだから、魔力とかが関係していてもおかしくはないと思うんだが）

「しょうがない。地道に見て回るか」

　熟成用に樽へ入れられた酒が積み重ねられている場所の陰や、これから酒を入れるのだろう、まだ空の樽、あるいは補修作業用の場所へと出向いて回るが、特に異常を発見するようなことはなかった。

「うーん、手掛かりの一つもなしか。いや、まだここだけを見た限りじゃ分からないよな。他の二つも回ってみないと」

　溜息を吐いていると、二階へと続く階段からサザナスの下りてくる足音が聞こえて来る。

「こっちは手掛かりなしだ。そっちは……いや、その様子だと聞くまでもなさそうだな」

「ああ。特に妙な場所はないと思う。少なくとも俺の目では見つけられなかった」

　自分のことも忘れるな、とばかりに頭を擦りつけてくるセトを撫でるレイ。

「そうだな。グリフォンのセトの感覚を使っても怪しい場所とかは見つけることが出来なかったとなると、ここには何もないと考えてもいいだろう」

「じゃあどうする？　他の保管所に行くか？」

「取りあえず何もないなら何もないで構わないんだからそうしよう。残るのは西と東だったはずだけど、どっちが近い？」

「どっちもそう距離は変わらないが、敢あえて近い方を挙げるとするなら西だな」

「なら西の方に行くか。セト、外に出るぞ」

　木の樽から微かすかに漏れてくるアルコールの匂いが気になるのだろう。それから逃れられると嬉しそうに喉のどの奥で鳴くセトだったが、またこれから他の保管所へと向かうのだから、この匂いから逃げられるのは一時的なものでしかなかったりする。

「あ、サザナスさん。盗み飲みなんかしなかったでしょうね？」

　保管所から表へと出た途端に警備兵からそう言われ、地味にへこむサザナス。

　その様子を見ながら、レイは苦笑を浮かべつつ心配はないと頷く。

「安心しろ。セトは鼻が利くからな。もし酒を飲んでいれば一発で分かるさ」

「グルゥ」

　どうだ！　とばかりに胸を張るセト。

　そんな様子にランクＡモンスターの威厳は殆どなく、どちらかと言えば大きめのペットのようにも見えたのかもしれない。……体長二メートルを超えるペットだが。

「あ、あはははは。確かにこんな強力な見張りがいれば、盗み飲みとかは出来ないですよね」

「お前等、俺を一体なんだと。……まぁ、いい。ほら、西の保管所に行くぞ」

「ああ。……手間を掛けたな」

「いえいえ。魔熱病は幸い終息の気配がありますけど、その原因が分からないとこちらとしても完全に安心は出来ませんしね。では、魔熱病の調査の件お願いします」

　頭を下げてくる二人の警備兵に見送られ、レイたちは西の保管所へと向かって歩き出す。




「結構慕われてるじゃないか」

「そうか？　何か微妙に舐なめられてるように見えるんだけどな。それでもこの街に愛着を持っているんだからいいけどよ」

　そんな風に会話をしながら、バールのことをサザナスに聞きつつ歩き続けると、先程の保管所と同様の建物が見えてくる。

「あれか」

「ああ。西の保管所。……もし何か異変があるんだとしたら、ここで見つかって欲しいんだが」

　呟つぶやき、保管所の方へと向かうと、やがて南の保管所のときと同じように二人の警備兵が姿を現す。

「サザナスさん？　どうしたんです？」

「魔熱病の調査でな。……ほら、聞いてないか？　こいつがレイだ」

　サザナスが自分の後ろにいるレイとセトの方へと顔を向けると、警備兵の一人が顔に笑みを浮かべて近付いてくる。

「君がレイ君か！　いや、薬の材料を届けてくれたそうだね。助かったよ。うちの父親も魔熱病に感染していてね。もし君の持ってきた材料がなければ助からなかっただろうと医者に言われたんだ」

　手を握りしめつつ振り回す警備兵に、レイは多少圧倒されながらも頷く。

「あ、ああ。助かって良かった。……で、サザナスも言ってたけど、俺たちは魔熱病が急に流行した原因を探してるんだ。この保管所の中にその何かがあるかもしれないから、覗のぞかせて貰もらいたい」

「ええ、もちろん。ただ……」

　サザナスへと視線を向ける警備兵。少し離れた場所では、もう一人の警備兵もまた同様にジト目に近い視線をサザナスへと送っている。

（こいつは、一体今までどれだけ悪さをしてきたんだ）

　レイはそんな様子に溜息を吐き、宥なだめるようにして警備兵の肩へと手を置く。

「勝手に飲まないようにきちんと見張っておくから」

「お願いします」

「全く、お前等は……少しは俺を信用してだな……」

「はいはい。それはサザナスさんの日頃の行いがですね」

　と、南の保管所と同じようなやり取りをしてから中へと入る。




「うーん、周囲の様子を見る限りだと特に何もないが……セト？」

　二階へと上がって行ったサザナスを見送り、一階を見て回るレイ。そのまま隣を歩いているセトへ尋ねるが、魔力の類たぐいを感じるようなことはないらしく、その首を振っている。

「となると……残りは東か。やっぱり保管所に何かあるってのは俺の思い過ごしだったのか？　けど、他に当てがある訳じゃないしな」

　それでも念のためにと一階部分を隅々まで見て回るが、やはり何の異常もなかった。

　その頃になるとサザナスも二階から下りてきて首を横に振る。

「あと残るのは東の保管所だけ、か」

「なぁ、もしかして完かん璧ぺきに無駄足なんじゃないか？」

「そうは言うけど、何か他に手掛かりになりそうなものがあるか？」

「いや、それはないが……」

　お互いに愚痴とも言えない愚痴を言いつつ保管所を出て、最後に残った東の保管所へと向かう。

　結果の出ない調査ほどやる気を削るものはない。そんな状態ではあったが、それでも他に当てがないという消極的な理由により東の保管所へと辿たどり着いたのだが……

「グルルゥ」

　その保管所を視界に入れた途端、セトが警戒の唸うなり声を上げる。

「どうやら、万が一の確率が当たったらしいな」

　レイもまた、保管所を視界に入れながら得体の知れない何かを感じ取り、そう呟く。

「……レイ」

「ああ。どうやら大当たりっぽいな」

　サザナスの言葉にレイも頷き、表情を引き締めて目の前に見えている保管所へと向かっていく。

「サザナスさん？　それにそっちの人は……？」

　入り口近くにいる警備兵二人が緊張した雰囲気を漂わせながら近付いて来る二人と一匹に怪け訝げんそうな顔を向けるが、サザナスはそれを無視するようにして警備兵へと声を掛ける。

「いいか、ちょっと建物の中を調べる必要があるから、お前たちはここから少し離れていろ」

「はい？　それは別に構いませんが、何を調べているんですか？」

「魔熱病に……いや、待て。お前等ここにいるってことは、魔熱病に感染しなかったのか？」

　魔熱病に関係あるかどうかは分からないが、明らかに何らかの異常があるだろう東の保管所を守っている警備兵だ。二人の上司でもあるサザナスが心配してそう尋ねるのは当然だっただろう。

　だが、警備兵は二人共何の躊躇ためらいもなく頷うなずく。

「はい、幸い魔力量がそれなりにあったみたいですので」

「俺も同じくです」

「……そうか。不幸中の幸いってことだろうな。とにかく、ここから少し離れていろ。俺たちが出て来るまでは、決してあの保管所の中には入るなよ」

　普段であればこれまでの保管所を守っていた警備兵たちのように反応したのだろうが、幸い警備兵二人はサザナスという人物を良く知っていた。それだけに、今の切羽詰まった様子は尋常な状態ではないと理解したのだろう。ただ黙って頷き、目の前にある保管所から距離を取る。

　それを確認してから、サザナスは腰にぶら下げた剣の柄つかへと手を置いていつでも抜けるように、レイはミスリルナイフとデスサイズのどちらを使うかで一瞬迷うも、最終的には使い慣れたデスサイズをミスティリングから取り出す。

　レイの隣ではセトがいつでも回避なり攻撃なりの行動に移せるように体勢を整えていた。

　準備が整ったと判断したのだろう。サザナスが保管所の扉へと手を伸ばす。

　ギギッと金具が擦こすれるような音を響かせながら開く保管所の扉。

　扉が開くと、レイとサザナスは中から漂ってきた違和感に眉まゆを顰ひそめる。

「これは……」

「魔熱病の原因かどうかは分からないが、何かあるのは間違いないらしい。……心当たりは？」

「ある訳ないだろう。そもそもここは普通に蒸留酒を保管してあるだけの場所だぞ」

　サザナスの言葉を聞いていたセトは、一階の奥の方へと視線を向けながら喉を鳴らす。

　魔力を感知する能力のないレイとサザナスだが、それでもセトが視線を向けた奥から漂ってくる濃密な魔力の感触は違和感として察知することが出来た。

「……さて、何があるのやらだな。俺、セト、サザナスの順番で行くぞ」

「俺が先頭じゃなくてもいいのか？」

「ああ。俺の武器はこの長物だからな。前に誰かがいるとかえって使いにくい」

　レイの言葉にデスサイズへと視線を向け、納得したように頷くサザナス。

「確かにその武器だと周囲に人がいると使いにくいのは分かるが……大丈夫か？　酒の入ってる樽たるを破壊されると、苦情が来るんだが」

「それについては、俺じゃなくてこの原因の方に言ってくれ。……さて、行くか」

　緊張を解ほぐそうというのだろう。どこか軽い調子で言ってくるサザナスにレイもまた軽く返して、一階の奥へと進んで行く。




　そのまま約十分。周囲を警戒しながら進み、時間を掛けつつも保管所一階の最奥にまで辿り着く。

　そこでレイたちが見た物は、地面に埋まるようにして存在している白い円形の物質だった。

　その物質を見た瞬間、レイの中ではゼパイルから残された数少ない知識が思い浮かび、それが何かを理解した瞬間、レイの口から驚きよう愕がくの声が漏れる。

「馬鹿なっ、何であれがここにある!?」

「レイ、知ってるのか？」

　サザナスの確認するような問いに我に返り、レイは頷く。

　そう、レイはその物体が何なのかを知っていた。いや、ゼパイルの知識の他にも直接見た訳ではないが、同じような存在を感じ取ったことがあると表現するのが正しいのだろう。

「ダンジョンの核コア……だ」

「……何？」

　レイの口から吐き出された掠かすれた声に、サザナスが改めて問い返す。その声にレイも表情を厳しく引き締め、改めて目の前の物質が何であるのかを告げる。

「ダンジョンの核だ。間違いない」

「おいおいおいおい、ちょっと待てよ。何だってダンジョンの核がこんな所にあるんだよ」

「それを俺に聞かれても困る。まあ、大体予想は出来るが」

　そもそもダンジョンの核というのは、周囲の魔力が半ば物質化して作られる物だ。つまり今レイたちの目の前にあるのは、何らかの理由でこの辺の魔力が半ば物質化して作られたと考えるのが自然だろう。

「そもそも、何でレイにこれがダンジョンの核だと断言出来るんだ？　もしかしたら何か全く別の物の可能性もあるんじゃないか？」

　見間違いであって欲しい。そんな一筋の願いを込めて尋ねられた問いは、レイが首を左右に振ることで無情にも否定される。

「ギルムの近くにダンジョンがあるって話は？」

「それはもちろん知ってるが……おい、まさか」

「サザナスの想像通りだ。俺は以前ちょっとした依頼でダンジョンの最下層まで行ってな。そのときにダンジョンの核を実際にこの目で見た。こっちの方が大きさ的にはかなり小さいが、まず間違いないと思ってもいい」

　ゼパイルの知識云うん々ぬんとは話せないため、そう誤ご魔ま化かしつつサザナスへと答えながらも、レイは決して目の前の存在から目を離さない。

「で、どうするんだ？」

「もしこれがダンジョンの核で間違いないとして、勝手に処分は出来ないんじゃないか？　偶然ではあっても街の中にダンジョンが出来るかもしれないんだ。迷宮都市になるかもしれない可能性を見過ごして勝手にこの核を破壊してもいいのかどうか」
















「まあ、確かに。ちなみに魔熱病の原因はこのダンジョンの核で間違いないと思うか？」

「俺としてはそう思う。大体、これほどあからさまに怪しいものはそうそうないぞ」

　サザナスとしても、目の前にあるダンジョンの核が今回の魔熱病の原因というのには納得出来るのだろう。小さく溜ため息いきを吐いてから保管所の入り口の方へと戻っていく。

「サザナス？」

「すまないが、俺はディアーロゴさんかセイスさんにこの件を報告してくる。確かにダンジョンの核が原因ともなれば、こっちで勝手に判断は出来ないしな」

「分かった。なるべく急いでくれ。幸いまだこのダンジョンの核はきちんとした物にはなっていないが、時間が経てばそれだけ成長してモンスターをこの周辺に呼び寄せたりしてくるからな」

「出来るだけ急いで話をしてくるから、レイもここでこの傍はた迷めい惑わくなお宝の様子を見ててくれ」

　それだけ言って、急いで保管所を出て行くサザナス。

　そのすぐあとに警備兵たちがどうかしたのかと尋ねるような声が保管所の中にまで聞こえてきていたが、それに対してはろくに答えずに急いで走っていったらしい。

「……まさかこんな場所でダンジョンの核を見ることになるとは思わなかったな」

　レイの言葉に同感だと喉のどを鳴らし、セトは警戒するようにダンジョンの核へと視線を向ける。

　レイにしても、セトにしても、エレーナたちと共に潜ったダンジョンの最下層でその核を守っているランクＳモンスターの銀ぎん獅じ子しを確認している。正確には自分自身の目では確認しておらずヴェルの言葉で聞いただけだが、それでも部屋越しに感じた圧迫感は並大抵のものではなかった。

　あの、人を食ったようなヴェルでさえ顔色を蒼そう白はくに変えたほどのモンスターだ。もしそんなレベルのモンスターが今ここに現れたとしたら。そう思うと、レイにとってはサザナスが言っていたようなお宝ではなく、単なる厄介の種にしか思えない。

　そのとき、ダンジョンの核の内部がドクッ、と鳴動したのだが、その現象を外から確認することは出来なかった。
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「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　レイとセトがダンジョンの核を監視している頃、サザナスは全速力で街中を走っていた。

　目立った特徴と言えば蒸留酒くらいしかないこの街に、何の因果かダンジョンの核が姿を現したのだ。どのような理由でダンジョンの核のような危険物が生み出されたのかは知らないが、サザナスにとっては疫病神以外の何ものでもない。

　だが、ダンジョンの核を見つけてしまった以上は独断で破壊する訳にもいかない。

　あるいは、この街の実質上のトップに立っているのがディアーロゴやセイスでなければバールを迷宮都市にするような手段を取ったかもしれない。

　しかし不幸中の幸いと言うべきか、本来のこの街の領主である貴族はこの場にはいなかった。もしいたとしたら妙な横よこ槍やりを入れられた可能性が高く、そういう意味では魔熱病に対して若干……ほんの少しではあるが、感謝したいような気持ちがない訳でもなかった。

「サ、サザナスさん!?」

　息も絶え絶えになったサザナスが領主の館やかたに辿たどり着くと、門番が血相を変えて近寄ってくる。

　今のサザナスはそれほどに尋常な様子ではなかった。

「ディ、ディアーロゴさんは、はぁ、はぁ……いるな？」

「え？　あ、はい。今は丁度セイス様や有力者の方々とこれからの件について相談をしていますが」

「そう、か。分かった。今すぐに俺が用事があると言ってきてくれ。大至急だ！」

　近寄ってきた兵士の肩を握にぎり潰つぶさんばかりに強く力を込めながら叫ぶサザナスに、門番も尋常ではない事態だと悟ったのだろう。同僚にサザナスを預けると急いで領主の館の中へと向かう。

「サザナスさん、取りあえずこれでも飲んで息を整えて下さい」

「あ、ああ。悪いな」

　水筒に入っていた人肌程度まで温ぬるくなったお茶を一息に飲み、ようやく一息つくサザナス。

「一体何があったんですか？　あのサザナスさんが、こんなに息を切らせて走ってくるなんて」

「悪いが言えない。ただ、ちょっとばかり面倒な事態が起きていてな。それを早めにディアーロゴさんに伝えたくて走ってきたんだ。それにしても、セイスさんもここに来てるって？　運が向いてきたのかもしれないな」

　当初、サザナスはギルドと領主の館のどちらに行くのかを非常に迷ったのだ。ダンジョンの知識は魔法使いであるセイスの方が豊富だろう。

　だが街の警備兵としては直属の上司でもあるディアーロゴに情報を伝えるのが先だと判断し、東の保管所からの距離を考えて多少なりとも近い領主の館へとやって来た。

　もしこれがギルドに向かっていれば、セイスの姿もなく完全に無駄足だったに違いない。

　そんなサザナスの下へと、先程の報告に向かった門番の兵士が走りながら近付いてくる。

「ディアーロゴ様からサザナスさんを通すようにと。セイス様と共に直接報告を聞きたいと」

「分かった。すぐに行く。場所は執務室でいいんだな？」

　その言葉に門番の兵士は頷うなずき、サザナスを案内するために領主の館の中を進み……

「失礼します。サザナスさんをお連れしました」

「入ってくれ」

　執務室の中からの言葉にサザナスが執務室に入ると、中には予想通りにこの部屋の主であるディアーロゴ、そしてギルドマスターのセイス、他にも街の有力者の姿が幾つかあった。

「レイと行動していたお前がここに来たとなると、もしかして魔熱病の原因が摑つかめたのか!?」

　勢い込んで尋ねてきたディアーロゴの言葉に、数秒ほど考えてサザナスは口を開く。

「その件に関係するらしい、重大な発見をしました。出来ればこの件はディアーロゴさんとセイスさんの二人のみに知らせたいんですが」

　言外に、サザナスは二人以外の者は出ていけと告げる。

　現在執務室にいるのは、それなりの地位や権力を持つ者たちだ。当然その発言に不愉快そうに眉まゆを顰ひそめるのだが、サザナスの性格を知っているディアーロゴは数秒迷い、やがて決断する。

「分かった。話も長引いていたところだし、少し休憩にしよう。……セイス、お前は俺と一緒に」

　ディアーロゴの言葉で会議は一いつ旦たん休憩となり、ディアーロゴはセイスとサザナスを連れて隣室へと移動する。

「……さて、ここまでするからにはよほどの件があったんだろうな？」

　言外によほどのことでなければ許さないと言わんばかりのディアーロゴだったが、サザナスはそれに構わずに口を開く。

　下手をしたらバール全てに対して影響を与えるかもしれないその一言を。

「東の蒸留酒の保管所。そこにダンジョンの核が存在することを確認しました」

「……何？」

　今目の前にいる男が言った内容を理解出来ない。いや、むしろ理解したくない。そんな思いで改めてサザナスに問い返したディアーロゴだったが、返ってくる言葉は無情だった。

「街の東にある蒸留酒の保管所。そこにダンジョンの核が……正確には、まだ核と言えるほどの大きさはないですが、少なくともいずれ近い将来ダンジョンの核になるだろう存在を確認しました。状況から見て、魔熱病の原因はまず間違いなくあの核かと」

　再びサザナスの口から出たその言葉に、ディアーロゴはただ啞あ然ぜんとするしかない。

　そんな中、部屋に入ってからずっと黙っていたセイスが口を開く。

「サザナス、君はダンジョンに潜ったことは？」

「ありません」

「なら、何をもって東の保管所にあるのをダンジョンの核と判断したのかね？」

「レイです。あいつはギルムの近くにあるダンジョンに潜って最下層まで到達したことがあると言ってました。恐らくそのときに見たんだと思います」

「……なるほど。あの魔力やグリフォンを従えているのを考えると、ありえない話ではないか」

「はい。魔力については分かりませんが、グリフォンを従えているほどの男です。その言葉は信じられると思ってこうして急いで報告に来ました。……どうしますか？」

　その問いに、我に返ったディアーロゴが慌てたように口を開く。

「どうする？　どうするだと!?　そんなことは決まっているだろう！　魔熱病を周辺に流行させるような原因だぞ？　すぐに破壊するに決まってる！」

「俺もそうは思ったんですが、レイがダンジョンの核が街の中にあるのなら迷宮都市としてバールを発展させられる可能性もあるから、迂う闊かつに判断出来ないと」

「馬鹿なことを言うな。今回は魔熱病というそれなりに有名な病気だったから何とか対処が出来たが、再びそのダンジョンの核が周辺に病気を広げた場合、対処出来るとは限らないんだぞ？　そんな危険な真似をして、バールの住民を危険に晒さらしてまでここを迷宮都市にしようとは到底思わん」

「だが、ダンジョンの核が存在したというのは隠し通せるものではないぞ？　特に儂わしのように魔力を感知出来る者が東の保管所へと向かえばすぐに察知出来るだろう。そうなると、お主の上司である貴族の耳にこの話が入るのもそう遠くないはずだ。

　もしそうなれば、自分たちの利益になるダンジョンの核を勝手に処分したとして責を負わされることになるかもしれん。ただでさえここの領主はそれなり以上の腕を持つ魔法使いなのだから、誤魔化すような真似はまず無理だ」

「構わん。俺がこの街の領主代理の任を預かったのは、あくまでもこの街を守りたいからだ。貴族如きの利権やら何やらのためじゃない」

　ディアーロゴの口から出た言葉に、意表を突かれて啞然とした表情を浮かべるセイス。その隣では、こちらも同様にサザナスが驚きのあまりに動きを止めている。

「どうした？　サザナス。俺の命令を聞いてなかったのか？　そんなダンジョンの核なんかすぐにでも破壊しろとレイに伝えろ。急げよ、もしそれが本当にダンジョンの核なんだとしたら、魔熱病の騒動が収まったとしても次に何が起きるか分かったもんじゃないぞ」

「……はっ、わ、分かりました。すぐにレイにその旨を伝えて……」

　来ます、と本来なら続くはずだったのだろう。だが、その言葉は次の瞬間部屋に飛び込んできた誰かによって遮られることになる。

　そう。執務室ではなく、その隣にあるこの部屋にだ。それも、領主代理であるディアーロゴにギルドマスターのセイス、そしてサザナスが籠こもっているこの部屋に。

「何事だ!?」

　そう叫びつつ、腰の長剣の柄つかに手を伸ばしながら二人を庇かばうように前に出るサザナス。その動きは警備隊の隊長をしているだけあって素早いものだった。もし飛び込んできたのが刺客の類たぐいであったとしても、恐らく対処出来たであろうことは間違いないだろう。

　だが、部屋へと飛び込んできたのは領主の館の前にいた門番をしている兵の一人だった。

「た、た、た、大変です！　街の東側から紫色の霧が！　それもどんどん広がっています！」

　部屋に飛び込んできたのが刺客ではなかったのは幸福だったかもしれない。だが、その口からもたらされた報告は間違いなく不幸なものだった。

「街の東だとっ!?」

　門番の言葉に叫び声を上げるディアーロゴ。当然だろう。その方向から現れた謎の現象ともなると、ほぼ間違いなく先程聞いたダンジョンの核が関係しているはずだと確信出来たのだから。

「ちぃっ、出遅れたか。それで、具体的にはどんな被害が出ている？」

　剣の柄から手を離したサザナスが尋ねるが、部屋に飛び込んできた門番は首を小さく振る。

「いえ、残念ながらまだその辺は分かっていません。ですが何人かに様子を見に行かせましたので、すぐに判明するかと」

「……そうか。ディアーロゴさん。俺は今から何とかしてレイと連絡を取ってみたいと思います。紫の霧ともなれば、原因は先程の件と関係しているのは間違いありません。そして、そのすぐ近くにはレイがいるはずです。上う手まく行けば被害は最小限ですむかと」

　サザナスの言葉を聞き、ディアーロゴはすぐに頷きを返す。

　そんな無謀な真似をさせたくなかったが、街を守るためにはそれしかないと判断したのだ。

「頼む。レイと連絡が取れたら少しでも早く核の破壊をしてくれと伝えてくれ。……本来なら警備隊を率いるお前にはこっちに残って欲しかったんだが、戦闘力や魔力量を考えると派遣出来る人員で一番生き残る可能性が高いのはお前だからな」

「問題ないですよ。……ただ、今回の件が無事に片付いたらディアーロゴさんの取っておきを飲ませて貰もらいますからね」

「はっ、そうだな。この件が片付いたら俺の取っておきで勝利の祝杯だ」

「それを聞いたら、何が何でも無事に戻って来なきゃいけないって気になりました。……では！」

　笑みを浮かべて約束を取り付けると、サザナスは素早く部屋から出て行く。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　時は戻り、サザナスが去ったあとの東の保管所。

　現在そこではレイとセトがダンジョンの核へと視線を向けながら、少しの異常も見逃さんとばかりに警戒をしていた。

　だからこそセトは気が付いたのだろう。目の前にあるダンジョンの核が微かすかにだが魔力を発し始めていることに。

「グルゥッ！」

　魔力を感知する能力のないレイも、セトのその警戒を促すような声を聞いて表情を引き締める。

　具体的に何が起きたのかは分からないが、何か不ま味ずいことが起きているのは本能的に察知出来た。

　そして次の瞬間、それはレイの目にも見える明らかな異常となって姿を現す。

「紫の……霧？」

　そう、目の前にあるダンジョンの核が呼吸でもするかのように脈動を始め、同時にその核から紫色の霧が吹き出されたのだ。

　あからさまな異常と判断したレイは、ダンジョンの核を破壊せんとしてデスサイズを振り上げる。

　だが、次の瞬間には何か危険なものを感じ、反射的に一瞬前までいた場所から跳び退すさった。

「グルルルゥッ！」

　雄お叫たけびと共に振るわれるセトの前足による一撃が、レイへと襲い掛かった『何か』を吹き飛ばす。

　それは、不透明のスライムに近い存在と言ってもいいだろう。だが違うのは、そのスライム自体が紫の霧をその身から生み出している点だ。そしてダンジョンの核は、そのスライムを次々と生み出しては周囲へと放っている。

「まさか、これは……この周辺をダンジョン化するつもりか!?」

　ダンジョンに存在しているスライムは、モンスターや冒険者の区別なく死し骸がいを掃除する。それも溶かして吸収するという方法でだ。つまりダンジョンにとってスライムとは絶対に必要不可欠な存在であるとも言える。

　そしてダンジョンの核がダンジョンを作り出す能力を持っている以上は、スライムを作り出すというのも決して不可能ではない。

「くそっ、サザナスを待っていられるような時間はない。どのみちこのままだとバールの住人に大量の被害が出る。……なら！」

　これが普通の状態で起きた出来事なら、それほど被害は大きくならなかったかもしれない。

　だが、今のバールには魔熱病により寝込んでいる者が大勢いるのだ。まだ薬を与えられていない者も多く、レイが泊まった宿屋の経営者たちのように、薬で魔熱病が治ったとしても体力の消耗で起き出せない者もかなり多い。

　薬の材料は大量にあるが、それを作り出す薬剤師や錬金術師たちは数が限られている。そうなると、作り出された薬が基本的には症状の重い者へと優先されるのは当然だろう。

「ちぃっ、切りがない！　セト、ダンジョンの核までの道を頼む！」

　生み出されるスライムを、デスサイズで斬り払いながらセトへと叫ぶレイ。

　斬られたスライムはすぐに消滅していくのだが、その際にも周辺に紫の霧を生み出していく。

（くそっ、俺にはこの霧は効果がないが、魔熱病のことを考えるとこれも恐らく何らかの病気に関係する可能性が高い。何とかダンジョンの核を……）

「グルルゥッ！」

　レイの言葉に即座にスキルを使用するセト。鳴き声を上げた次の瞬間には、三十センチほどの水球二つがセトの前に姿を現していた。

「やれっ！」

　レイの指示に従い、放たれる水球。高速で放たれた二つの水球は、スライムに接触した瞬間に弾はじけて、周囲にいるスライム諸もろ共ともに砕け散る。同時にその隙間を縫うようにしてもう一発の水球が飛び、ダンジョンの核から生まれたばかりのスライムを纏まとめて消滅させる。

「よし。はああぁぁっ！」

　ダンジョンの核へと続く道筋からスライムの姿が消えた隙を逃さず、地を蹴けるレイ。

　スレイプニルの靴により上げられた速度と、レイ自身の爆発的な足力を使い間合いを縮める。

「砕けろっ！」

　魔力を乗せたデスサイズの一撃は、一瞬の抵抗すらないままダンジョンの核を真っ二つに切断する……はずだった。

　ギィンッ、という金属音が周囲に響かなければ。

「なっ!?」

　目の前の、ダンジョンの核から伸びた金属のような何かがデスサイズを……それも魔力を通したデスサイズの一撃を防ぐのを見たレイは反射的に叫び、危険を感じると背後へと跳躍する。

　次の瞬間には、一瞬前までレイの頭部があった場所を金属のような光沢を発する何かが貫く。

「ダンジョンの核がモンスターを生み出すんじゃなく、自分で自分を守った!?　どうなってる!?」

　目の前の光景に何が起きているのかをきちんと把握している訳ではないレイだったが、それでもダンジョンの核から生えた金属で出来た触手のようなものが自分へと向かってくるのを確認すると、先程よりも鋭くデスサイズを振るってその金属の鞭むちを斬り裂く。

　斬ざんっ、という手触りがデスサイズを通して伝わってくるが、ダンジョンの核からは数本、十数本、数十本といった金属の触手──根元は細く、長くなるにつれて鞭と同様の太さになっている──が伸ばされ、レイへと向かって襲い掛かってくる。

　最初は驚いたレイだったが、一いつ旦たん距離を取れば冷静にもなる。

　デスサイズの一撃を防ぐだけの硬さのある金属の鞭だが、それでも全く刃が立たないという訳ではないのは、地面に転がっている金属の鞭の残骸が証明していた。

　そちらに視線を向け、これなら何とかなる……そう思ったレイだったが、切断されて地面へと落ちていた金属の鞭の破片が、まるで氷が溶けるようにスライム状になり、紫の霧を生み出す。

「あの金属の鞭も、スライムの一種だってのか!?　くそっ、そうなると迂う闊かつに攻撃も出来ないか」

　金属の鞭を切断すれば、その分スライムが増える。だとすれば、出来るだけ金属の鞭を切断しないようにして、ダンジョンの核を破壊しなければならない。

「厄介だな。……けど、やるしかない。しかもあの紫の霧の効果が不明な以上、出来るだけ早く」

　一定の距離まで離れればダンジョンの核も攻撃はしてこないのだろう。数十本も生えている金属の鞭を振るって威嚇はしているようだが、それでも自分から攻撃をしてくることはない。

「つまり、あの距離は自分にとって安全と認識している訳か。なら、炎の魔法で？　……駄目か」

　一瞬自分が得意としている炎の魔法で攻撃をすればいいのでは？　と思ったレイだったが、ここは蒸留酒の保管所だ。酒についての知識のないレイだったが、それでも蒸留酒はアルコール度数が高いというのは知っている。それこそ、火を点つければ引火するというくらいには。

　もっとも、世の中にはアルコール度数の低い蒸留酒もあるのだが、日本にいたときは高校生だったレイにその辺の知識はないし、この保管所にある蒸留酒はアルコール度数の高い物が多かった。

「最悪、バールが滅びるよりはこの保管所を犠牲にした方がいいだろうけど、最後の手段だな」

　呟つぶやき、数十本の金属の鞭を振り回して威嚇しているダンジョンの核を見ながら、考える。

「これしかない、か。……セト、これから俺があのダンジョンの核に突っ込むから、援護を頼む」

　レイの言葉に、援護は自分に任せてと喉のどを鳴らすセト。

「さすが俺の相棒。頼んだぜ。……マジックシールド！」

　一度だけではあるがあらゆる攻撃を防ぐ光の盾を作り出したレイは、床を蹴って前へと進む。

　一定距離以内へと入り込んだレイへと向かい、金属の鞭が殺到する。

　そこに飛んでくるのは、セトの放った水球やウィンドアロー。

　威力は高くないが、レイに向かって振るわれた金属の鞭の動きを阻害するのは難しくはない。

　水球に命中したことで、一瞬ではあっても動きが止まった金属の鞭の攻撃を回避し、ウィンドアローによって微かに軌道を逸そらされた金属の鞭を、ギリギリの場所で回避する。

　外に比べれば身動き出来る範囲の少ない保管所だけに、普段の身体能力に頼った動きで攻撃を回避するのは難しく、ダンジョンの核からの攻撃を見極めることが必要だった。

　そうしてレイが自らの間合いに入り、デスサイズを振り上げた瞬間、レイのすぐ側にあるダンジョンの核から再び一本の、先端が鋭く尖とがった、鞭と呼ぶより槍やりと表現すべきものが生み出される。

「そう来ると、思ったよ！」

　真っ正面から自分の顔面目掛けて放たれたその槍に対し、レイが行ったのは展開していたマジックシールドを正面に持ってくることだけ。

　放たれた槍は、マジックシールドへと命中し……マジックシールドは霞かすみとなって消える。

　そうして槍がマジックシールドで動きを止められた一瞬という時間があれば、レイがデスサイズを振り下ろすのには十分だった。

　そして次の瞬間ダンジョンの核は煙にように消え失うせ……




【デスサイズは『地形操作　Ｌｖ．一』を習得した】




　同時にすでに聞き慣れたと言ってもいいそのアナウンスがレイの脳裏へと流れる。

「……何？」

（魔獣術はモンスターの魔石を吸収することで成長していく。それが何故ダンジョンの核で？　いや、あからさまにモンスター化していたようだし、その影響だったりする……のか？）

　その場で数秒考え込んだレイだったが、すぐにスキルの検証や何故ダンジョンの核でスキルを入手出来たのかを考えているような暇はないことに気が付く。

　確かにスライムを吐き出していたダンジョンの核は破壊され、これ以上増えることはないだろう。

　だが問題は、これまでに出現したスライムと、そのスライムが呼吸でもするかのように吐き出し、レイやセトの攻撃で消滅するときに断末魔の代わりに残していく紫の霧の存在だ。レイやセトには特に悪影響がないようだが、見るからに危険そうな霧をそのままにしておく訳にもいかない。

　考えている間にもスライムの残骸とも言える紫の霧は保管所内へと充満し、すでに微かにではあるが建物の隙間から表へと漏れ出している。

　何をするにしても、この街のことを良く知っている人物に協力を仰ぐのが一番だと判断し、レイとセトは保管所の扉へと走る。

　だが保管所から表へと出たレイたちが目にしたのは、この保管所を守っているはずの警備兵二人が地面へと倒れている場面だった。

「ちっ、あの霧はやっぱり猛毒か!?」

　吐き捨てながら倒れている二人へと駆け寄るレイだったが、近くにいる方の警備兵が必死の形相で自分へと視線を向けているのに気が付く。

「これは、毒じゃない。……麻ま痺ひか!?」

　その声が聞こえたのだろう。殆ほとんど動かない身体でありながらも、警備兵はどうにか頷うなずく。

（くそっ、この紫の霧は麻痺効果を持つのか。俺やセトに効果がなかった理由は？　魔熱病の件を考えるとやはり魔力量か？　いや、とにかく今は悩むよりも行動だ）

　自分たちが出て来た保管所へと視線を向けると、開け放たれた扉はもちろん、建物のあらゆる場所から紫の煙が溢あふれ出ていた。

「セト！」

「グルゥッ！」

　セトはレイの叫びに何を言いたいのか理解し、背中をレイの方へと向ける。

　それを確認するや、レイは地面に倒れていた警備兵をセトの背中へと乗せ、さらにもう一人の警備兵も同様にセトの背へと乗せる。

　基本的に一人しか乗せて空を飛べないセトだが、幸い今回の場合は空を飛ぶ必要もない。地を走るのなら、その背に二人程度乗せようともそれほどの影響はなかった。

「行くぞ。とにかくサザナスと合流を！」

「グルルルゥッ！」

　その声に鋭く鳴き、保管所をあとにする一人と一匹。

　バールの住民にとって幸いだったのは、ダンジョンの核が出現したのが周囲に民家の類たぐいが殆どない保管所であったことだろう。それゆえに紫の霧による被害は、街の真ん中で出現した場合に比べて格段に少なくなっていた。だが……

「逃げろぉっ！　あの霧に触れると麻痺して動けなくなるぞ！」

　民家の類が殆どないというのは、逆に言えば少しはあるということなのだ。それゆえにレイは大声で周囲へと叫びながら、ギルドや領主の館やかたがある街の中央へと向かって走る。

　紫の霧は何らかの意思のようなものでもあるのか、保管所を覆うようにして姿を現すと普通の霧とは違い、ゆっくり、非常にゆっくりと動き出す。

　そのためにレイの声を聞いた周辺の住民たちも異変を察知し、何とか大多数の者が紫の霧から逃げ延びることに成功していた。

「何なんだよあの霧は！　紫の霧!?　あんなもの、この辺じゃ見たことも聞いたこともないぞ！」

「父さん、父さんが魔熱病でまだ家に！」

「リグルス、どこにいるの、リグルス!?」

　半狂乱になって喚わめく男、自分が霧から逃げるのに必死で家族を連れ出せなかった女、子供の姿が見えないために必死になって捜す母親。

　そんな住人の様子を見ながら小さく唇を嚙かみ締め、再び叫ぶ。

「街の中央に向かえ！　このままここにいればあの霧で動けなくなるぞ！」

　叫び、周辺の者たちが移動を始めるのを見ながら、レイ自身も中央へと向かう。

　そんな中、数人ほどの住人は魔熱病に続く現象に心が折れたのかその場に佇たたずみ、ただ呆ぼう然ぜんと自分たちの方へと近付いてくる霧を見ているだけだった。




「レイッ！」

　街の中央付近へと到着し、ようやく一息吐いていると突然声を掛けられる。その声の持ち主が誰なのかは考えるまでもない、今日は朝からずっとその声の持ち主と行動していたのだから。

「サザナス！」

「一体、何がどうなっている!?　あの紫の霧は一体何だ!?」

　サザナスも混乱しているのか、ドラゴンローブの胸ぐらを摑つかみ、強引に引き寄せて怒鳴る。

　幸い霧の速度は非常に遅く、まだ東の保管所からそれほど街を侵食してはいない。そのために街の東側一帯に住んでいた者たちの殆どはこの中央地区へと集まっていた。そんな中、サザナスがレイの姿をすぐに見つけることが出来たのは、やはりセトが目立っていたためだろう。

「落ち着け。警備隊の隊長であるお前がその様子じゃ、街の住人たちも不安に思う。……説明はする。だがまずはディアーロゴさんやギルドマスターに対する報告が先だ。案内してくれ」

　レイの言葉に無言で頷き、周辺に存在していた警備兵へと素早く指示を出してセトの背に乗っていた警備兵を下ろし、領主の館へと案内するサザナス。

　セトはレイに頼まれて近くの建物の屋根の上から、霧の動きを見張っていた。

　警備兵たちは領主の館を開放し、年寄りや女子供、病人といった者たちを中へと収容している。そんな様子を横目に、レイはディアーロゴの執務室へと通される。

　執務室の中には、ディアーロゴとセイスの他にも数人の老人や中年の男女の姿がある。

　それらの者の内数名が部屋へと入ってきたレイに向かって、何をやらかしたとでも言いたそうな表情で口を開こうとした瞬間、他の者たちを牽けん制せいするかのようにセイスが口を開く。

「おお、来たか。何が起こっているのか説明してくれんか」

「はい。魔熱病の原因は、俺とサザナスが見つけたダンジョンの核で間違いないと思います」

　ダンジョンの核。その話はサザナスがレイと連絡を取りに行っているときにこの場にいる全員がディアーロゴから聞かされていた。だがそれでも、実際にその目で確認してきたレイの口からその言葉が出ると、文句を言い掛けた口の動きが止まって話の続きを促す。

「それで、外で騒いでいる紫の霧とやらは、ダンジョンの核の仕業だと思ってもいいのか？」

　セイスの言葉に頷くレイ。そのまま周囲にいる者たちはもちろん、サザナスからの視線も向けられ、説明を続ける。

「ダンジョンの核ほどの物が出て来たとあっては、俺の一存でどうこうする訳にもいかないので、ディアーロゴさんやギルドマスターに指示を貰もらうべくサザナスに向かって貰ったのですが……」

「うむ。サザナスからその話を聞いているときにこの騒ぎが起きた訳だな」

「はい。サザナスが報告に走ったあと、俺はダンジョンの核に異変が起きないかどうかを見張っていました。幸い魔熱病については一段落していたので特に何事もないかとは思ってたんですが……」

「その何かがあった訳か」

「はい。ダンジョンの核が脈動を始めたかと思うと、突然その核から不定形のスライムが無数に放たれました」

「……スライム？」

　執務室の中にいた、中年の男が意表を突かれたかのように呟つぶやく。

　それはそうだろう。街の全滅すらも心配しなければいけないような出来事が起こっているのに、その原因がスライムだと言った。男にとっては最も早はや冗談にしか思えない言葉だった。それは他の者たちにしても同様だったが、ディアーロゴとセイス、サザナスは違っていた。

　セイスはレイがどれほどの魔力を持っているのかを知っているし、ディアーロゴはマリーナが派遣した冒険者ということや、自分の親友であるセイスがその実力に太鼓判を押していることで。そして何よりもかつての冒険者として、レイの実力を感じ取っていた。

　サザナスも同様にレイの実力がどれほどのものなのかを見抜く程度の実力は持っていた。

「ただのスライムではなかったのだな？」

　スライム如きに、と口を開こうとした中年の男に被かぶせるようにしてセイスが口を開く。

　そんなセイスに小さく目礼し、説明を続けるレイ。

「はい。身体から紫の霧を吹き出していました。このままでは危険と判断して攻撃しましたが、致命的なダメージを受けると、身体全体を紫の霧へと姿を変えて消滅していきました」

「紫の霧。それが今、東の方に存在している霧の大本か。その霧の効果は分かるかね？」

　セイスの問いに、レイの脳裏に浮かんだのは東の保管所を守っていた警備兵二人の様子だった。

　詳しくその症状を調べた訳ではないが、それでも身体が麻痺をしていて動けないというのははっきりとしていた。そして、レイやセトがその紫の霧を吸っても普通に行動出来ていたことも。

「現在分かっているのは、あの霧を吸い込むなり触れるなりすると麻痺するということです。東の保管所前にいた警備兵二人はそんな感じでした。ただ、それはあくまでもすぐ分かっただけの効果なので、もしかすると他にもまだ何らかの効果がある可能性はあります。それと……」

「それと？」

「俺とセトはあの霧の中でも普通に動けました。特に俺は霧を発生させるスライムをかなり大量に倒しています。なのに、身体に麻痺のような感じは一切ありません。……恐らく、これもまた魔熱病と同じく、ある程度の魔力を持っていれば自動的に無効化出来るんじゃないかと」

　一定以上の魔力を持っていれば霧の効果を無効に出来る。その言葉を聞いた執務室にいた者たちは、何とかこの件を収められそうだと知って安あん堵どの息を吐く。

　だが、そこに待ったを掛ける者がいた。共にこの部屋でレイの話を聞いていたサザナスだ。

「レイ、ちょっと待ってくれ。繰り返すが、東の保管所の前にいた兵士が麻痺したんだな？　それは俺たちが保管所に入るときに話した兵士で間違いないんだよな？」

「ん？　ああ。それで間違いない」

　レイが頷くのを見ると、微かすかに眉まゆを顰ひそめて小さく溜ため息いきを吐いて口を開く。

「となると……ディアーロゴさん、セイスさん。これはちょっと危険かもしれません」

「……なるほど」

　サザナスの言葉に、何を言いたいのかを理解したのだろう。セイスは苦い表情を浮かべていた。

　その隣では、これもまた同様にディアーロゴが顔を顰しかめている。

「どうしたのだ？　あの霧の中でも活動出来るのなら、どうにか対処も可能ではないのか？」

　執務室の中にいた街の有力者の疑問に、サザナスは再び小さく首を振ってから口を開く。

「東の保管所……というか、今日活動していた警備兵は、全員が今回流行した魔熱病に掛からない程度の魔力は持っていた者たちです。つまり、あの霧を無効化するには魔熱病に感染しないよりもさらに多くの魔力を持っている者が必要になるかと」

「その、具体的にどの程度というのは分かるのかね？」

「残念ながら。そこにいるレイは、セイスさんが言うには強大な魔力を持っているらしいですし、実際にその身で霧を無効化してきたのですから、まず問題ないと思いますが」

「それでは、そこにいるレイという人物にダンジョンの核を破壊して貰うという、この街の命運を託さなければいけないというのか!?」

　まだ少年と呼んでも差し支えのないレイに、それも他の街の冒険者に命運を託さなければならないのか。そんな憤りで自分の膝ひざへと拳こぶしを叩たたき付けた中年の男だったが、そこへレイが口を挟む。

「サザナス。言い忘れていたが、ダンジョンの核はすでに破壊している。霧を生み出すスライムを大量に吐き出し続けていたし、ダンジョンの核からも金属の鞭むちのようなものを生やして攻撃してきたからな。緊急措置ということで理解してくれ」

　レイの言葉に周囲が沈黙する。

　もちろん絶望による沈黙といったものではない。単純に啞あ然ぜんとさせられたゆえの沈黙だ。

　これからどうやって麻ま痺ひをもたらす紫の霧の原因であるダンジョンの核を破壊するか頭を悩ませなければいけないと思っていたのに、肝心の原因を破壊しましたと言われたのだから。

「……もしかして迷宮都市にする方針で話が進んでいたりしたのか？」

　周囲の沈黙に微妙に嫌な予感を覚えつつも尋ねるレイだったが、その心配は無用だった。

　部屋の主であるディアーロゴは興奮した顔でレイへと近づき、力を込めて肩を何度も叩いてくる。

　その威力は、もしレイが着ているのがドラゴンローブではなく普通のローブであったら、ダメージを受けていたのは間違いないだろうほどのものだった。

「よくやってくれた。ダンジョンの核は惜しいが、街に被害を出してまで欲しいかと言われると、そうでもないからな。俺が任されているのはあくまでもこの街の住人の安全を守ることだし。いや、本当に良くやってくれた。セイス！」

　レイを褒めちぎり、次にセイスへと呼びかける。

　その視線は数秒前までの喜びに満ちたものではなく、この街を治める領主代理としての顔になっていた。この辺の切り替えの速さがディアーロゴが優秀である所以ゆえんなのだろう。

　阿あ吽うんの呼吸と言うべきか、ディアーロゴに視線を向けられたセイスは即座に頷うなずく。

「うむ。あの霧を発生させていたスライム。そのスライムを生み出していたダンジョンの核がないと言うのなら、話は難しくはない。これ以上あの霧の被害が広がる前に、霧自体をどうにかしてしまえばこの騒動は収められるだろう」

「ですが、セイスさん。それをどうやってやるかが問題かと」

　執務室の中にいた中年の男の言葉に、他の者たちもまた同様に頷く。

　確かに事態の解決が一気に進んだのはその場にいる全員にとっては歓迎出来ることではあったのだが、それだけに事態をどう収めるかについては重要だった。

　ここにいる者たちは、住民を代表してきていると言っても過言ではない。もし下手な真似をされたとしたら。そんな思いがあるのもしょうがないだろう。

　それでも、本来の貴族に代わってこの街を治めてきたディアーロゴやセイスの手腕を信じているからこそ、この程度で済んでいる。もしここにいるのがこの街本来の領主だったとしたら。

　ふと中年の男の脳裏にそんな想像が思い浮かぶ。

　魔法に傾倒している貴族であるだけに、ダンジョンの核というのはこの上なく魅力的なものであっただろう。そう、たとえばバールの住民を犠牲にしてでもダンジョンの核を成長させ、最終的にはこの街全てをダンジョンにするような行動を取る可能性を捨てきれないくらいには。

　背筋に冷たいものを感じるが、すぐに首を振って目の前にいるギルドマスターへと視線を向ける。この街でも最高峰の魔法使いであるセイスなら何らかの手段があるだろうと願って。

「ふむ、そうだな。あの紫の霧が本当に霧なのだとしたら、一番簡単なのは風の魔法で街の外に吹き飛ばすことだろう。気温を上げて霧を晴らすという方法もあるが……それらはあくまでも普通の霧に対する対処法でしかない。実際に試してみないことには何とも言えないな」

「風はともかく火は不ま味ずい。蒸留酒のある東の保管所は、それが原因で引火するかもしれない」

　風と火という解決法を提案したセイスだったが、ディアーロゴによって即座に火は却下される。

　それを聞いていたサザナスも頷き、レイは炎特化の自分の出番はほぼないだろうと溜息を吐く。

　その溜息を見ていたセイスは、不思議そうな顔をしてレイへと声を掛ける。

「レイ。お主ほどの魔力があれば相当に強力な魔法を使えると思うが、風の魔法はいけるか？」

「……いえ。残念ながら。確かに俺自身が持っている魔力は大きいのかもしれませんが、基本的には炎特化の魔法使いですので。一応風の魔法を使えないこともないですが、今のところ出来るのは斬撃を飛ばす魔法と、風で作りあげた手をコントロールする程度です」

「何と……いや、確かにそこまで強大な魔力を持っている以上は自分が得意な属性以外の魔法を使いこなすのは難しいかもしれんのは確かだが。うーむ、これは参ったな」

　レイへと視線を向けながら大きく溜息を吐くセイス。

　正直に言えば、セイスはレイの魔法を使えばどうにでも出来るのではないかと思っていたのだ。

　だがその考えは、レイの一言によってあっさりと否定された。

（誰も見ていない場所でなら、セトのトルネードとデスサイズの風の手でどうにか出来るかもしれないが……まぁ、どうしようもなくなったときの最後の手段としてその手は考えておくか）

　そう思いつつも、見るからに一流の魔法使いですという雰囲気を漂わせているセイスがいる以上、レイとしては別の手段が何かあるのではないかとも思う。

　その考えが正しかったことはすぐに証明される。

　何かを考え込んでいたセイスが、不意にレイへと力強い視線を向けてきたのだ。

　そんなセイスの様子を不審に思ったのか、やがてディアーロゴが口を開く。

「セイス、どうした？　何か手段があるのか？」

「……うむ。あると言えばある。もっとも、儂わしとしてはちょっと情けない手段ではあるがな。以前ダンジョンで手に入れたマジックアイテムを覚えているか？」

「は？　何だいきなり」

　突然話を変えられて戸惑うディアーロゴだが、セイスはレイへと視線を向けたまま話を続ける。

「純白の迷宮とか言われているダンジョンで手に入れたマジックアイテムだ。ほれ、アクアゴーレムを相手にするとき、儂の魔力で放たれた魔法だけでは倒しきれずにマリーナが使った」

　その言葉に数秒ほど何かを思い出そうとして考え込んだディアーロゴだったが、すぐに自分の親友が何を言っているのか分かったのだろう。一筋の光を見つけたかのように強く手を打つ。

「ああ、確か共鳴の首飾りとか何とか」

「そう。それだ。その効果を覚えているか？」

「あれは確か、片方の魔力をもう片方に送り……っ!?」

　それだけでセイスが何を提案しているのか分かったのだろう。セイス同様に……いや、それ以上に力強い視線をレイへと向ける。

「ディアーロゴさん、セイスさん。悪いんですが、二人だけで分かり合ってないで俺たちにも分かるように説明して貰もらえませんか？」

　サザナスの言葉にその場にいる全員が頷き、二人へと問い掛けるような視線が向けられた。

　視線で会話をしていたディアーロゴが頷くと、セイスが全員へと向かって説明を始める。

「共鳴の首飾りというマジックアイテムがある。これは先程ディアーロゴが口にしたように、魔法使い二人がいて初めて効果を発揮する代物だ。……この時点で、そうそう使い勝手のいい物ではないというのは分かって貰えると思う。魔力を受ける方、この場合は儂に若干の副作用もあるしな」

　セイスの言葉に、レイも含めてその場にいる全員が頷く。

　基本的に魔法使いは数が少ない。その魔法使い二人が揃そろって初めて効果を発揮出来るようなマジックアイテムともなれば、確かに使い勝手は非常に悪いだろう。

「二つ一組の首飾りで、その効果は片方の魔力をもう片方に送り込むことが出来るというものだ。つまり、単純計算で言えば一つの魔法を二人分の魔力で発揮出来る訳だな。そしてこの場には水と風の魔法を得意とする儂と、強大な魔力を持つレイがいる。ここまで言えば分かると思うが」

　その言葉に、他の者たちも霧をどうにか出来ると理解したのだろう。表情が明るく輝く。

「それは、今すぐに出来るんですか？」

　そんな希望に満ちた問い掛けに、レイの方へと視線を向けるセイス。

「儂としては問題はない。……どうだろうか。この街のために引き受けて貰えると助かるんだが」

「俺も問題ないです。このままでは魔熱病が片付いたのに、意味がなくなりそうですし」

　本音としては何らかの報酬を要求してもいいのでは？　と考えたレイだったが、そもそも今回の依頼は魔熱病の原因となった大本を調査することだ。そうなると当然、街で発生している霧もその依頼の範はん疇ちゆうに入るだろうと判断し、その場で頷く。

　そしてレイの言葉を聞いた執務室の中にいた者たちは、この事態がようやくどうにか終息する目め処どが付いて満面の笑みを浮かべ、ディアーロゴが口を開く。

「なら霧の被害がこれ以上広がる前に片付けてしまおう。セイス、共鳴の首飾りはどこにある？」

「ギルドの執務室に置いてある」

「すぐに取ってこられるんだな？」

　ディアーロゴの言葉に即座に頷くセイスの顔に浮かんでいるのは、魔熱病に続いてこの街を襲った紫の霧をどうにか出来るという、喜びに満ちたものだった。

　セイスにしても、ディアーロゴにしても、別にこのバールが生まれ故郷という訳ではない。それでも自分たちが治め、それに協力をしているのだから、情が湧いてくるのは当然だろう。

「よし。ならセイスはすぐに共鳴の首飾りを。レイは外で待っていてくれ」

　ディアーロゴの指示に従い、それぞれが行動を開始する。セイスはギルドへと足早に向かい、ディアーロゴも指示を出すために執務室を出て行く。

　レイも面倒事はさっさと片付けてしまおうと執務室から外へと出ようとした、そのとき。

「レイ！」

　背後からサザナスに声を掛けられ、その動きを止める。

「どうした？」

「……その、何て言っていいのか分からないが。……この街を、頼む」

　サザナスの態度は、今日レイと共に魔熱病の原因を探していたときの軽いものではなく、昨日レイがこのバールへと辿たどり着いたときに見せた真面目なものへと変わっていた。

（公私の区別がきちんとついてるってことなんだろうな。こんな性格だからこそ、色々と言われつつも部下に慕われてるのか）

「任せろ。……ただ、ギルドマスターの話を聞いている限りだと、俺がやるのはあくまでも魔力の供給役だからな。その言葉は俺じゃなくて、ギルドマスターに掛けるのがいいんじゃないか？」

「セイスさんはこの街のギルドマスターだ。つまりこの街を守る義務がある。だが、レイはアウラーニ草の粉末を含む救援物資を持ってくるのが役目だったはずだ。それが何だかんだ言いつつも、魔熱病の原因を調べるような依頼まで受けている。それこそ、自分の身を危険に晒さらしてまでだ」

「あのな、俺は別に自分の身の危険を顧みずにこの街のために働こうなんて考えてる訳じゃないぞ。お前が聞いてるかどうかは知らないが、救援物資の運搬も、今回の魔熱病の調査も、きちんと報酬が約束されているからこそだ。特に魔熱病は、俺の魔力があればまず感染はしないし」

「それでもだ。それでも俺は、この街のために動いてくれるお前に感謝するよ」

　サザナスの頑かたくなな様子に、レイは小さく溜ため息いきを吐く。

「分かったよ。好きにしろ。それよりも用事がそれだけならそろそろ行くぞ」

「ああ。俺は麻ま痺ひした住民を助けるため、警備兵の指揮でそっちには行けないが……頼んだ」

　背後からサザナスの声と共に送り出され、執務室にいた他の者たちからも期待の視線を受けつつ、レイは領主の館やかたを出て行く。




　レイが領主の館から出て来たのを、屋根の上から霧を警戒していたセトが素早く見つけ、翼を羽ばたかせながら地面へと着地する。

　レイの近くにいた街の住民が後あと退ずさるが、すぐにレイに気が付き納得したように頷うなずくと、霧に触れて麻痺している者たちの世話や、家族や友人を落ち着かせるべく行動を再開する。

　そんな中をレイとセトは共に歩き、近くで指示を出しているディアーロゴと合流した。

「おう、来たか。セイスもすぐ来るだろうから、もうちょっと待っててくれ」

「はい。こちらとしては問題ありません。俺はいつでも行動に移せるので、ディアーロゴさんは皆みんなの指示に専念していて下さい」

「助かる。おい、怪我人や病人は領主の館へ運び込め！　魔熱病の病人は館の中に！　あの霧のせいで麻痺している奴等は庭だ！　それと、避難してきている奴等を落ち着かせるためだ。まだ食料に余裕はあったな？　炊き出しを始めろ！」

「分かりました！」

　そんな風に指示を出しているディアーロゴの側で、レイは街の東側へと視線を向ける。

　街の東の一角を包み込むようにして覆っている霧はそれ以上広がる様子はなく、ただそこに留とどまっている。これは、ダンジョンの核を破壊したレイの判断が功を奏した形だった。

　もしスライムを吐き出し始めたときに何もせずにそのまま保管所から退避していたら、今頃は街の半分近くまでは紫の霧に覆われてしまっていただろう。

（幸いあの霧の発生はもう止まっている。そうなると、残るはあの霧をどうにかするだけだ）

　そんな風に考えていると、自分へと近付いてくる足音が耳に入る。

　そちらへと振り向くと、そこには緑のローブを身に纏まとい、一メートルほどの杖つえを手に持ち、表情を厳しく引き締めたセイスの姿があった。

　すでに臨戦態勢は整っているのだろう。初老と言える年齢だというのに、その姿は一流の魔法使いとしての凄すごみというものをレイにも感じさせる。

「待たせたか。早速行こう」

　セイスの言葉に頷き、セトと共にそのあとに続くレイ。

「セイス、レイ、頼んだぞ」

「うむ。任せておけ。お主こそ街の住人の安全を十分に考えて采さい配はいをするようにな」

「任せて下さい。すぐにでもあの忌々しい霧を消し去ってきます」

　ディアーロゴの言葉や、周辺にいた街の住民からの期待の視線を背に受け、二人と一匹は街の東側へと進む。




　領主の館のあった場所から三十分ほど街の中を紫の霧に覆われている東地区へと目指して進むレイ、セイス、そしてセト。ここまで来ると周囲に動けるような人の姿はなく、たまに見かけるのは麻痺して地面へと倒れ込んでいる住人の姿だ。

（恐らくあの霧に触れて徐々に麻痺していったか……ここまで運ばれてきたのはいいものの、何らかの理由で置き去りにされたといったところか）

「……彼等、彼女等は、霧をどうにかしたら最優先でディアーロゴに保護させよう」

　レイの視線の先にいる、地面へと倒れている二十代ほどの女の姿を見てセイスが呟つぶやく。

　レイは別にバールの住民を責めるような気はなかったのだが、ギルドマスターを務めるセイスにとっては無言で責められているような気になったらしい。

「お気になさらず。あの霧の状態を考えれば、少しでも離れたいと思うのは無理もないですから。それに、俺やギルドマスターがあの霧をどうにか出来れば問題ないですし」

「……そうだな。何とかしたい……いや、絶対に何とかしてみせよう」

　意志を固めるように呟き、不意に杖を持っているのとは逆の左手を差し出してくる。

　その手に載っているのは二つのマジックアイテムだった。一つは先程の話に出ていた共鳴の首飾りなのだろう。何らかの魔法金属と思おぼしき艶つやのある黒い金属で出来た、直径五センチほどの円形をした首飾り。そしてもう一つは鞘さやに収められている短剣。

「流水の短剣？」

　そう。それは、魔熱病の原因を調べたあとに報酬として貰う予定となっていた流水の短剣だった。

「うむ。本来依頼の報酬というのは、依頼が完了したあとに支払われるものだ。だが、今回の依頼はギルドを通しておらぬからな。報酬の前払いをしたとしても問題はないだろう。それに……」

　自分たちが向かっている東地区の方へと視線を向けるセイス。

「それなりに長い間魔法使いをやっておるが、あのような現象は初めて見る。そうなると、何か不覚を取らぬとも限らんからな。今のうちに渡しておきたい」

「……ありがたく、頂きます」

　セイスの目には、何としても霧をどうにかするという決意が込められていた。その決意の込められた視線を向けられたレイは、そっと流水の短剣と共鳴の首飾りを受け取る。

「共鳴の首飾りは、儂わしの着けておる白い方が受信専用で、お主に渡した黒い方が送信専用となる。注意して欲しいのが、その首飾りを着けている間は魔法が一切使えないということだ。魔法を使おうとすると自動的に首飾りを通して儂に魔力が提供されるので気を付けるようにな」

「なるほど。なら取りあえず試してみますか」

「うむ。いきなり本番というのは勘弁して欲しいから、そうして貰もらえるとこちらとしても助かる」

　レイの言葉にセイスが同意する。それを見てから流水の短剣をミスティリングの中へと収納し、共鳴の首飾りを身につけ、身体の中の魔力に意識を向けた瞬間……

「へぇ。……なるほど」

　身体からどこか力が抜けていくような感じに、呟くレイ。

　だが、その隣にいたセイスはそれどころではなかった。

「こっ、これは……レイ、少し魔力を抑えてくれ。今のままだと、儂では受け止め切れん」

　苦しそうに呻うめき、レイへと声を掛ける。

　その身体からは魔力が漲みなぎっており……いや、漲り過ぎているように見えた。たとえるのなら、限界近くまで息を吹きこんだ風船と表現するのが正しいだろうか。

　そんなセイスの様子を見て、慌てて首飾りを外すレイ。

　するとようやく無制限に近い状態で身体に流れ込んでくる魔力が止まり、セイスは大きく息を吐いて安あん堵どの表情を浮かべる。

「莫ばく大だいな魔力を持っているのは分かっていたが、それでもこれほどの量だとはな」

「すいません。大丈夫ですか？　俺としては普通にしてただけなんですが」

「うむ。だがお主に渡した共鳴の首飾りは、儂が魔法を使うまでは身につけないでいてくれ。あれだけの魔力を受け止めると、儂の身体が保もたん。……全く、冒険者をしていたときならまだもう少し何とかなったんだろうが。自らの衰えをこんなときに感じるとは」

　溜息を吐きながら、内心では実際に魔法を使う前に試して良かったとつくづく思うセイスだった。

　そんな二人を見ていたセトが、早く行こうと喉のどを鳴らして街の東地区へと視線を向ける。

　その鳴き声にレイとセイスはお互いに顔を向けて頷き、足を進めて行く。




「……これは、また」

　霧の広がっている境界線まで辿り着き、セイスが思わず呟く。

　その視線の先にあるのは、当然紫の霧だ。今いる場所からでも、霧に覆われている場所に数人が倒れ込んでいるのが見えていた。

　幸いなのは、ある程度の範囲以外は霧が広まっていないことか。そのため、麻痺の被害に遭っている人数は当初セイスが話を聞いて予想していたよりも随分と少なくなっている。

「ギルドマスター」

「ああ、分かっている。早くこんなことは終わらせよう」

　頷き、持っていた杖を手に魔力を集中するセイス。

　それを確認したレイは、共鳴の首飾りを身につけてセイスへと魔力を送り始める。

「ぐっ！」

　レイから流れてきた、先程よりも遥はるかに多い魔力に耐えながら、セイスは呪文を唱え始める。

『我が魔力を糧とし、風の精霊の大いなる怒りを我が前に現したまえ。その怒りは我が意志のままに。その怒りは我が力のままに。その怒りは我が魔力のままに』

　レイから魔力のバックアップを受けることを念頭に、セイスは通常の魔法を使うときよりもゆっくりと、確実に魔法を編み上げていく。

　長年の相棒でもある杖の先端から流れていた風は、当初はそよ風程度の強さしかなかったのだが、呪文が紡がれるごとにその勢いは増し、レイから莫大な魔力を流されることにより徐々に、徐々に大きさを増していく。

　その勢いは留まるところを知らず、やがて周囲の空気全てを吸い込むかのような十メートルほどの高さがある竜巻へと成長する。

『シルフの狂乱！』

　東地区に突如出現したその巨大な竜巻は、周囲に存在している紫の霧を吸い込むようにその身に蓄え始め、セイスの指示に従って移動を始める。その進行方向にあるのは当然の如く霧の発生源があった場所であり、最も濃い霧が今もなお存在し続けている東の保管所だ。

（……凄いな）

　何が凄いのかと言えば、これほどの竜巻を作りながらも、街に殆ほとんど被害を出していないところだ。

　普通の魔法使いであれば、これほどの竜巻を作り出したのなら周囲の家屋を当然その破壊に巻き込むだろう。だが、セイスは長年の魔法使いとしての経験と才能により、竜巻で破壊された家屋を殆ど出していない。

　もちろん全てが完かん璧ぺきに無事な訳ではない。壁に傷が付き、窓が割れていたりもする。中には建築してから相当の年月が経っていたために崩れ落ちているような家屋もある。だが、この大きさの竜巻が街の中に姿を現したことによるものとしては、無視してもいい程度の被害だった。

「ぐ、ぐぅっ……」

　もちろんセイスも軽々とそんな真似をしている訳ではない。いや、むしろその額には大粒の汗が大量に浮かび上がっている。

　魔力を精せい緻ちにコントロールするだけでも難しいというのに、今のセイスはレイから送られて来る莫大な魔力も操っているのだ。

　それでも竜巻のコントロールを乱していないのは、さすがにギルドマスターを務めるだけの魔法使いと言うべきだろう。

　その竜巻が保管所へと向かうに従い、周囲の紫の霧を急速にその風へと巻き込み、セイスが作り出したときは無色に近かった竜巻はすでに薄紫へと染まっている。

　脂汗を滲にじませているセイスとは逆に、レイは魔力を送り続けているだけなので特にこれといった疲労もなく、心配そうにセイスを眺めながら喉を鳴らしているセトを撫なでながら道を進んでいく。

　普通の魔法使いであれば昏こん倒とうしてもおかしくない魔力をセイスへと送っているのに、それでも少しの疲れすらも見せずに平然としているのは、その身に秘めた莫大な魔力があるが故だろう。

　本来なら数分程度の距離だったが、霧を集めながらなので移動速度は遅く、十分ほど歩き続けただろうか。レイの目の前には少し前までダンジョンの核が存在していた東の保管所が見えていた。

「レイ、これから保管所を壊す。他の場所ならシルフの力で無む理り矢や理り霧を集めることが出来たが、発生源だった保管所は広く、入り口からだけでは全ての霧を取り出すことが出来んのでな」

「分かりました」

「竜巻で集めた霧は上空高くまで移動させてから街の外へと運ぶ。そうしたら、お主は炎の魔法を使ってそれを燃やし尽くして欲しい。どうやら自然にどうにかなるような代物ではないようだ」

　レイはセイスの言葉に頷うなずき、デスサイズを手にいつでも魔法を使えるように準備を整える。

　いきなり現れた大鎌を見て、セイスは微かすかに驚きの表情を浮かべていた。

　大鎌自体の大きさもそうだが、デスサイズのマジックアイテムとしての格の高さに驚いたのだ。

　セイス自身が持っている杖つえにしても、エルダートレントと呼ばれている樹齢五百年を超える高ランクモンスターの身体から切り取った枝を使って作られている杖だ。だがレイが持っているデスサイズは、そんな自分の杖と比べても確実にマジックアイテムとして格上だと確信出来る代物だった。

（どこからこれほどの……いや、今はそれどころではないか）

　微かに動揺したことで緩んだ魔法の制御を立て直し、保管所の屋根へと視線を向けるセイス。

「行くぞ！」

　短くも気迫のこもったその叫びと共に竜巻は保管所へと突っ込み、壁を、屋根を、そして次の瞬間には保管所そのものを破壊する。

　同時に、建物の中に残っていたのだろう霧を竜巻が搦からめ捕り、急速にその色を濃くしていく。

　竜巻の中には保管所に保管されていた蒸留酒の入った樽たるも大量に巻き込まれていたが、それはレイにとって幸運と言ってもよかった。蒸留酒のアルコール度数は通常の酒よりも高い。つまりは霧を燃やし尽くすときの労力が少なくなるということなのだから。

　レイは身体から微かに抜けていく魔力を確認しつつ、いつでも魔法を使えるように首に掛かっている共鳴の首飾りへと触れる。

　何しろこの首飾りは、身につけていると全ての魔法が使えなくなるという魔法使い殺しとも言えるマジックアイテムなのだ。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　レイから送られる魔力に息を荒らげ、必死に霧を竜巻へと飲み込ませるセイス。そして数分が経過し、やがて竜巻に吸い込まれていく霧がなくなったのを見計らいレイへと視線を向けてくる。

　頷くレイに、セイスは最後の力を振り絞って竜巻を上空へと浮かせて街の外へと向かわせる。

　本来の自然現象ではありえない光景。魔法であるからこそ可能なその行為に、レイは思わず息を吞のみ、首飾りを軽く握りしめていた。そして……

「今だっ！」

　セイスの掠かすれた声。それでもしっかりと聞こえたその声に、共鳴の首飾りを外して地面へと放り投げ、セトへと飛び乗る。するとセトは何も言わなくても飛び立ち、濃い紫の竜巻と化している存在へと向かって羽ばたき始めた。

　同時にレイはデスサイズを手に呪文を唱える。

『炎よ、汝なんじのあるべき姿の一つである破壊をその身で示せ。汝は全てを燃やし尽くし、消し去り、消滅させるもの。大いなる破壊をもたらし、それを以もつてすなわち新たなる再生への贄にえと化せ』

　呪文と共にデスサイズの先端に姿を現す火球。その大きさはレイの魔力を吸い取り大きくなり、急激にその大きさを増していく。やがて直径一メートルほどになった炎を宿したデスサイズをそのままセトの背の上で大きく振るい……次の瞬間には魔法が発動する。
















『灼しやく熱ねつの業火！』

　その言葉と共に放たれた巨大な火球は、紫の竜巻へと勢いよく飛ぶ。

　威力重視で放たれた魔法のために火球自体が大きく、速度はそれほど速くはない。それでも紫の竜巻と化した存在に何が出来る訳でもなく、次の瞬間、莫ばく大だいな炎を周囲へと撒まき散らしながらその全てを消失……否、焼失させられる。

　空中で燃やし尽くされた紫の霧が全て確実に目の前から消え去ったのを、数分ほどセトと共に周囲を飛び回って確認し、セイスの下へと戻っていく。

　その際に眼下に広がるバールでは、いきなり現れた紫の竜巻に驚きよう愕がくしている者たちもいたが、それでも竜巻が消え去ったのを確認すると街に広がっていた危機が去ったのを理解したのだろう。次第に歓声が聞こえ始めた。

「……どうやら一件落着、か？」

「グルルルゥ」

　安心するのはまだ早い、とでも言うように警戒の声を上げるセト。

　セトの鳴き声に、安心して気を抜くのは早いかもしれない。そう思い、それでも今回の件の原因となったダンジョンの核を破壊したのだから、これ以上の騒ぎは起きないだろうと半ば確信して街中へと降り立つ。

　そして飛び立った場所へと降りたレイが見たものは……

「ギルドマスターっ!?」

　地面へと倒れ伏しているセイスの姿だった。

「セトッ、至急ギルドに……いや、領主の館やかたか！」

　今は霧の影響で麻ま痺ひした者や、魔熱病の病人が領主の館にいるのを思い出し、指示を変更する。

　病人がいるのなら、それだけ医者や回復魔法を使える者たちも増えているだろうと。

　短く吠ほえたセトの背へとセイスを乗せ、念のためにと先程放り捨てた共鳴の首飾りや地面に転がっていたセイスの杖、そしてデスサイズをミスティリングへと収納してから走り出す。

　人をその背に乗せてはいても、あくまでも初老の老人であり、なおかつその装備もローブ程度で戦士のように鎧よろいを着ている訳でもない。そうなるとまるで人を乗せているとは思えないような速度を出すセトに、レイは負けじと隣を走る。

　歓声を上げている住人たちを横目にしながらも、グリフォンとしての足力やレイの人外染みた足力を使い、移動するときに使った時間の半分以下で領主の館へと到着した。

　そんなレイとセトを見たのだろう。忙しく周囲へと指示を出していたディアーロゴが驚愕に顔を歪ゆがめてセトへと近付くが、その身のこなしは確かに元シーフだけあって素早いものだった。

　配下をそのままに、息せき切って近づいて来たディアーロゴへと視線を向けるレイ。

「レイ、セイスの奴はどうした!?」

「恐らく限界を超えた魔法を使った影響かと。幸いこうして見る限りでは命に別状はなさそうですけど。医者はここに多くいると思って急いで連れてきたのですが」

「分かった。おい、ギルドマスターが倒れた。医者を呼べ！　回復魔法の使い手も大至急だ！」

　その指示が部下たちを通して、すぐに領主の館にいる医者たちへと伝えられる。

　レイは近くにいたディアーロゴの護衛と思おぼしき部下へ、セトの背から抱き上げたセイスを託す。

「頼んだ」

「ああ、任せてくれ。このバールを救った英雄の一人だ。決して悪いようにはしないさ」

　護衛用に動きやすい格好をしているのだろう。チェインメイルを着ている護衛が意識を失っているセイスを受け取ると、素早く領主の館の中へと入っていく。

「……ふぅ。全く、あいつも年寄りの癖に妙に頑張るんだからな。それよりもだ。ここからでも見えていたが、霧についてはどうにか出来たようだな。ご苦労だった」

　護衛の一人がセイスを運んでいくのを見送っていたディアーロゴが、安あん堵どの息を吐きながらレイへと声を掛けてくる。

　その表情はまだ若干親友に対する心配の色が残ってはいたが、それでもバールを襲っていた危機が去ったのは理解しているのだろう。どこか機嫌が良さそうに見える。

「ええ。ギルドマスターが風の魔法で霧を集めて街の外へと運び、そこを俺が炎の魔法で燃やし尽くしました。……ただ」

「ただ？　まだ何かあるのか？」

「いえ、霧の発生源だった東の蒸留酒の保管所から霧を根こそぎ竜巻で吸収させるために、殆ほとんど全壊に近い状態になってしまったのですが」

「……そうか。それは街としてもちょっと痛いが、それでも街中にあの霧が残っているよりはマシだ。良くやってくれたな」

「そう言って貰もらえると助かります。……あぁ、それとこれを」

　呟つぶやき、ミスティリングからセイスの杖と共鳴の首飾りを取り出してディアーロゴへと手渡す。

「俺が地上に戻ったらもうギルドマスターは倒れていましたから。その際に回収しておきました」

「分かった。全く、あの馬鹿は自分の年齢を考えて張り切ればいいものを」

　先程と同じように、だがよりしみじみと呟き、ディアーロゴはレイから受け取った二つのマジックアイテムを大事そうに握りしめる。

　その様子を眺めていると、数人の兵士たちが走り寄ってくるのがレイに見えた。

「ディアーロゴさん。今はとにかくこの騒動を収めた方がいいかと。特に東地区は、霧の影響で麻痺したまま取り残されている人も少なからずいるでしょうし」

「ああ、そうだな。感慨に耽ふけるのはしばらくお預けか。お前とセトは今日はもう休んで構わん。この騒ぎの中でお前たちが動いていると逆に色々と騒ぎになりそうだからな。宿は今朝と同じ場所を使ってくれ。話はもう通してある」

「では、お言葉に甘えさせて貰います。ギルドマスターにはお大事にと伝えて下さい」

　確かにグリフォンであるセトが街中を動き回っているのを、何も知らない者が見れば騒ぎになるだろうと判断して、ディアーロゴの言葉に従い宿へと向かう。

「あ、レイさん！　あの霧を見ましたか!?」

　セトを厩きゆう舎しやに戻して宿に入った途端、現在宿を取り仕切っている青年が尋ねてくる。

　街の南にあるこの宿だが、それでもさすがに東地区を覆った霧や、その霧を吸い取った竜巻、そして最終的には燃やされた様子を見ることが出来たのだろう。

「ああ、その件については……」

　そこまで口にし、だが次の瞬間にもしダンジョンの核の件を話すと事情を聞きに来る者たちが大勢現れそうなことに気が付き言葉を止める。

「いや、そうだな。ディアーロゴさん辺りから早ければ今日にでも何らかの発表があると思うから、詳しいことはそっちで聞いてくれ」

「そんな、何かを知ってるんなら教えてくれても……」

　レイが何かを知っている、あるいはあの出来事その物がレイの仕業だと半ば冒険者としての勘で理解しているのだろう。食い下がってくる青年だったが、レイは溜ため息いきを吐いてから首を振る。

「お前も冒険者なら依頼で知った情報を迂う闊かつに洩もらすことの危険性は分かるだろ。とにかく、霧についてはもう心配いらないとだけ言っておく。あとはディアーロゴさんの発表を待つんだな」

　自分も冒険者である以上はレイの言っていることに文句は言えなかったのだろう。不承不承ではあるが納得し、大人しく引き下がっていく。

「セトの飯を忘れないでくれよ」

　青年にそう言い残し、レイは自分の部屋へと戻るのだった。










【セト】




・水球　Ｌｖ．二

・ファイアブレス　Ｌｖ．二

・ウィンドアロー　Ｌｖ．一

・王の威圧　Ｌｖ．一

・毒の爪　Ｌｖ．一

・サイズ変更　Ｌｖ．一

・トルネード　Ｌｖ．一







【デスサイズ】




・腐食　Ｌｖ．一

・飛ひ斬ざん　Ｌｖ．二

・マジックシールド　Ｌｖ．一

・パワースラッシュ　Ｌｖ．一

・風の手　Ｌｖ．一

・地形操作　Ｌｖ．一　　ｎｅｗ




デスサイズの柄を地面に付けているときに自分を中心とした特定範囲の地形が操作可能。Ｌｖ．一の場合は半径十メートルで地面を十センチ上げたり下げたり出来る。









　　　第五章







　翌日。ベッドで布団にくるまっていると、数人が二階へ上がって来る音で目を覚ます。

　これが他の部屋の客が移動しているだけなら、レイも睡眠を楽しんでいられたのだろうが、勢いよく駆け上がって来る音を聞いてはそうも言っていられなかった。

　寝起きで若干不機嫌そうにしながらも、この街に来てから起きた数々の出来事を考えると、間違いなく自分に用事があるのだろうと判断して素早く装備品を身につけていく。そして最後にドラゴンローブを身に纏まとったとき……

　ガンガンガン、とノックというよりも扉を殴りつけているような音が周囲へと響き渡った。

「ランクＤ冒険者レイ。この街の領主であるソレイユ・ルヴァン男爵から出頭命令が出ている。部屋から出て来てくれ」

（領主？　この街の統治はディアーロゴに委ゆだねられていたはず。となると、魔熱病の件が解決したと見て様子を見に来たのか？　その件で俺のことを知って会ってみる気になった、か）

「分かった、身支度をするからもう少し待って欲しい」

　扉越しにそう告げると、舌打ちをしてから迎えの兵士は口を開く。

　本来であれば扉越しに舌打ちをしたとしても聞こえるはずがない。それを理解しているからこそ兵士も舌打ちをしたのだろうが、レイの身体は普通のものではなく、しっかりと聞こえていた。

「ソレイユ様を待たせすぎるとこの宿に突っ込んでくるぞ。宿のためにも早めにするんだな」

「宿に突っ込んでくる？」

「ああ。ソレイユ様は自分の興味のあることに対しては退ひくことを知らない。そのため、もしお前が遅かったら間違いなくこの宿に突撃してくる」

　扉越しに受け答えしながら、レイは思っていたのとは違う態度に内心首を傾げる。

　ノックの仕方や舌打ちから考えて、典型的な虎の威を借る狐の如く思っていたのだ。

　だが、今の話を聞く限りでは宿に迷惑を掛けたくないからこそ急がせているように感じられた。

（俺が聞いた限りじゃ、色々と問題を起こした貴族だって話だったんだがな。この兵士がその貴族のお守りか何かなのか？　どのみち色々と問題のある貴族らしいのは変わりないが）

　内心で呟き、ざっと自分の姿を確認してから扉を開ける。

　そこにいたのは、二十代半ばの人物。ただし、その顔はどこか面倒臭そうな表情を浮かべている。働くよりは酒でも飲んでいたいとでも言いそうな男だった。

「あんたが？」

「ああ。ソレイユ様の護衛のコーミッシュだ。それよりも準備は出来たな。さっさと行くぞ」

「それは構わないけど、場所は？」

「この街の領主なんだから、領主の館に決まっているだろ」

　レイの質問に答えつつも、どんどんと廊下を進む。そのまま階段を下り、宿から出て……

「待って欲しい。呼ばれたのは俺だけなのか？」

「……お前はソロの冒険者だと聞いているが？」

　違うのか？　とこれもまた面倒臭そうに確認を取ってくるコーミッシュにレイは頷うなずく。

「ソロの冒険者だってのは間違っていない。けど正確には従じゆう魔まがいる。その従魔がいるからソロでやれていると言ってもいいんだけど……その従魔は連れて行かなくてもいいのか？」

「あー……構わないだろ。俺が言われているのはお前を連れてくることだけだ。それにお前も、ソレイユ様が変にお前の従魔に興味を持つと困るだろう？」

　その言葉に頷き、レイは宿でセトに餌を与えるように頼んでから外へと向かうのだった。




「コーミッシュだ。ソレイユ様の命令でこの男を連れてきた。入るぞ」

　領主の館の門番に声を掛け、中へと入っていくコーミッシュ。レイはそのあとを付いていく。

　そのまま前日に通ったのと若干違う通路を通り、やがてとある部屋の前へと到着する。

「ここに？」

「ああ。この部屋の中にソレイユ様がいる。くれぐれも失礼のない……いや、違うな。色々と失礼な真似をされるかもしれないが、くれぐれもそれに対する反応には気を付けるようにな」

「……は？　え？　今何て？」

　貴族に対する礼儀として失礼のないようにしろと言われるのならレイにも予想出来た。だが失礼な真似をされて、その反応に気を付けろと言われたのは初めてだったために思わず尋ね返すが、コーミッシュはそれ以上何を言うでもなく扉をノックする。

「ソレイユ様、コーミッシュです。ご要望の人物を連れてきました」

「そうか、すぐに中に通せ！」

　その声と共にコーミッシュが扉を開き、レイは中へと通される。

　部屋の中に入ったレイの視界にまず入って来たのは、ソファに座っている一人の人物だった。

　年齢的に考えれば、二十代ほどでコーミッシュとそう変わらないだろう。特徴的なのはその目で、狐の目のように細められている。その雰囲気は貴族というよりは、研究者のように思えた。

「へぇ、君がこの街を救った……レイ……か……」

　その口を噤つぐむと共に、次第に動きを止め、その表情を強こわ張ばらせていく。

「き、君は……君は一体っ!?」

　ソレイユは反射的に呟つぶやき、咄とつ嗟さに後あと退ずさろうとして自分が座っているのがソファであったのを忘れていたのか、その背もたれの部分へと思い切りぶつかり、その勢いのままソファが引っ繰り返って、頭を床へと打ち付け、意識を手放す。

　バールの本来の領主に呼ばれ、領主の館やかたへと案内され、自分を呼んだ人物と顔を合わせたら、次の瞬間にはその貴族が引っ繰り返って気絶した。レイが体験した事実を端的に表せばそうなる。

　それは部屋の中にいた数人の護衛たちも同様だった。あまりの展開に、一瞬どう動けばいいのか分からなくなったのだ。

　そんな中で最初に行動を起こしたのは、この場にレイを連れてきたコーミッシュだった。

「ソレイユ様、大丈夫ですか？」

　自分が仕えている主あるじが気を失っているというのに、全く心配した様子もなく……いや、むしろ心底面倒臭そうに声を掛ける。

　その声で護衛たちも我に返ったのか、慌ててソレイユへと走り寄っていく。

　そんなやり取りを眺めていたレイに、護衛の一人がどこか困惑したような視線を向ける。

「おい、お前。ソレイユ様に何かしたのか？」

　護衛にしてみれば、自分たちの主が目の前にいる人物を見た途端に混乱したのだ。原因がレイにあると思い込んでも不思議はなかった。だが、護衛たちはレイが入って来たときからじっと見ていたので、何か行動を起こしたとしても自分たちがそれを見過ごすとは考えられない。

　貴族との面会ということもありフードは被かぶっておらず、童顔と言ってもいい顔と、華きや奢しやな身体付きを見て取ることが出来、どう見ても見習い魔法使いにしか見えない子供がどうやって自分たちの主を混乱させたのか。

　護衛たちのそんな思いもあり、問いかけ自体はそれほど厳しいものではなかった。そして当然それはレイにとってみれば濡ぬれ衣ぎぬであり。

「いや、別に特にこれといっては。部屋に入ってすぐにこうなったんだぞ？　俺に何が出来ると？」

　レイの言葉に、内心では思わず同意する護衛。だが、実際に目の前にいる男が何かをしたのでもなければ、ソレイユの行動は理解出来ない。

「確かにそうかもしれん。だが……」

　そう言い、言葉を続けようとする護衛だったが、その肩にコーミッシュの手が置かれる。

「落ち着け、ソレイユ様は気を失っているだけだ。すぐに意識が戻る。ならそれから話を聞けばいいだろう。……一応念のために聞いておくが、本当にお前の仕業じゃないんだな？」

　コーミッシュの言葉にレイは頷きを返す。

　そうなると原因不明の理由でソレイユが気絶したということになり、周囲にはどこかピリピリした雰囲気が漂い始める。

（……あ）

　このときのソレイユの様子に何となく既視感があったレイは、ボルンターとの騒動の際に自分を見た瞬間に腰を抜かしていた魔法使いを思い出す。

　あのときも確か今のような反応をしていなかったか。そしてサザナスやディアーロゴ、セイスの三人から聞いた情報には、ソレイユが魔法にのめり込んでいるというのがあった。つまりは……

（魔力を感じ取る能力を持っている訳か）

　魔法にのめり込んでいるのなら、その類たぐいの能力を持っていてもおかしくはない。いや、むしろ当然だろう。そう判断したレイは、ソファの上へと寝かされているソレイユへと視線を向ける。

　護衛の一人が何らかの魔法を使ったのか、手に暖かな光を宿してソレイユの頭部へと触れる。

　頭部へと触れていた光が消え去ってから三十秒ほど。やがてソレイユの目が開かれた。

「……ん？　私はどうしたんだ？」

「ソレイユ様は彼を見た途端に恐慌状態になって、ソファへと倒れ込んだのです」

　ソファへと倒れ込み床に頭を打って気絶したと言わなかったのは、護衛としての情けなのだろう。

　そんな風に思いながらレイが成り行きを見守っていると、ソレイユの眼がレイへと向けられる。

「なるほど。私が気絶したか。確かにいきなりこれほどの魔力の持ち主を視界に入れれば、恐慌を来してもおかしくはないか」

　口の中だけで呟かれたその言葉に、レイがピクリと反応する。

（俺を視界に入れた？　つまりそれは……）

　内心で呟くレイの脳裏を過よぎったのは、ギルドで何度か顔を合わせているルーノの姿。ランクＣとそれなりに高ランクの冒険者でありながら、ソロで活動している人物。その最大の理由が、魔力を直接見ることが出来るという魔眼の力があるためだった。

　そして今の小さく呟かれた言葉の内容を考えると、ソファで自分の方を警戒しつつ……それでもなお興味深そうに視線を向けているソレイユは、恐らくルーノと似たような魔眼を持っているのだろうというのは容易に予想出来た。

「君がレイ、だな？」

　その問いかけに、どのような態度を取るべきか数秒迷い……一応男爵であり、ディアーロゴの上司であるというのも考え、慣れない外向き用の言葉遣いを選択する。

「間違いありません。ギルムの冒険者、レイです」

　言外にこの街の冒険者ではないと告げるのだが、ソレイユはそれに気付いた様子もなく相変わらず興味深そうな視線をレイへと向けていた。

「……ふむふむ。確かにこれだけの魔力を持っていれば可能なのか？　いや、だがダンジョンの核コア自体がまだ成長していなかったという話だしな」

　そして座っていたソファから突然立ち上がると、熱心にレイの様子を眺め始める。

「ん？　レイと言ったな。君のそのローブ、相当に高レベルなマジックアイテムだな？」

　突然のソレイユの言葉に、レイは息を吞のむ。

　魔力を見る魔眼を持っているというのはこれまでの行動から理解していたが、それでも隠いん蔽ぺいの効果を見抜かれるとは思っていなかったのだ。

（腕が立つ魔法使いとは聞いていたけど、予想よりも遥はるかに高レベルの魔法使いらしいな）

　内心で呟き、微妙に警戒する視線をソレイユへと向けるレイ。

　レイが驚いた気配を感じ取ったのだろう。ソレイユは笑みを浮かべつつ口を開く。

「見抜かれたのは意外だったか？」

「いえ。魔法使いとして腕が立つとは聞いてたので」

「まぁ、そうなんだよな。確かに私は魔法使いとしてはそれなりに腕が立つと自負している。というか、私から魔法を抜いたら単なる道楽貴族以外の何者でもないし」

　その言葉には迂う闊かつに同意する訳にもいかず、無言で通すレイ。

　だが、ソレイユはレイの様子を見もせずに笑みを浮かべたまま話を続ける。

「魔法の研究に熱中し過ぎて街を治める仕事を二の次にしていたせいで、流通やら決算書類やらその他諸もろ々もろで大騒ぎになったことがあってな。その結果、上の人間からこの街の領主の役目を降ろさせられることになったんだし。……いや、私としては魔法の研究に熱中出来るからいいんだが」

（なるほど。典型的な研究馬鹿な訳だ。おまけにその方面についての才能も少なからずあるとあっては、興味のない領主としての仕事を放り出すのはしょうがないか）

「で、だ。ダンジョンの核。それがこの街に存在していたというのは事実なのか？」

　ようやく本題に入ったのだろう。狐のような細い目に、それでも研究者特有のどこか熱の籠こもった視線をレイへと向けるソレイユ。

　その視線の意味を感じつつも、レイは素直に頷うなずく。

　ダンジョンの核があったというのは、すでにディアーロゴやセイスにサザナスが報告済みであると知っているだけに、ここで隠したとしても百害あって一利なしと判断したためだ。

「はい。この街で流は行やっていた魔熱病も、恐らくはダンジョンの核が原因だったと思います」

「くそっ、やっぱりか。今回の報告を聞いたときには信じられなかったが……」

　実際にその目でダンジョンの核を確認したレイの言葉は、信じざるをえなかったらしい。

　そこには、レイの持つ莫ばく大だいな魔力も関係していたのは明らかだったのだろう。これほどの魔力を持つ人物が動いているのだから、と。

「だが、何故短絡的にダンジョンの核を破壊した？　ダンジョンには、まだまだ未知な部分が大量にある。いや、判明していることの方が少ないんだ。それこそ、君はアイテムボックスを持っているのだから、ダンジョンの核をその中に一時的に取り込んでも良かったのではないか？」

「ダンジョンの核は街の東にある保管所の地面に埋め込まれていました。それを取り出すとなると、核の埋まっている地面をどうにかしなければならず、そうなるとダンジョンの核を刺激してしまいます。その結果何が起きるかを考えると、ちょっと怖くてその方法は取れませんでした」

「だが、それはあくまでも憶測だろう？」

　ソレイユの指摘に、首を横に振るレイ。

「確かに何も起きない可能性もありますが、実際には紫の霧を吐き出すスライムを生み出しましたし、ダンジョンの核自体も金属の鞭むちを生やして攻撃してきました。ダンジョンの核が起こした行動の原因が、もしかしたら迂闊にそれを発見して近付いた俺たちにあるかもしれないのですから」

「……なるほど。確かに君から感じられる魔力の大きさを考えるとその可能性はあるかもしれないな。ここに来る前に東の保管所とやらに寄ったが、そこにはダンジョンの核の破片一つ残されていなかったぞ。これはどういうことか分かるか？」

　その問いに、内心でピクリと反応するレイ。

　ダンジョンの核は、レイのデスサイズが破壊した瞬間消え去ってしまったのだ。それこそ、モンスターの魔石を吸収したときのように。

　だがそんなことを言う訳にもいかず、考える振りをしてから口を開く。

「保管所の中に溜たまっている霧を集めるため、ギルドマスターが竜巻で保管所そのものを吹き飛ばしてました。その際にダンジョンの核の破片もどこかに吹き飛ばされたか、竜巻に吸い込まれたのでは？　……もっとも、後者の場合は俺の魔法で消し炭になってしまっていると思いますが」

「ダンジョンの核の欠片かけらでもいいから欲しかったんだけどな」

　レイの言葉に溜ため息いきを吐きながらソファへと腰を下ろし、手で目を覆い隠すようにして息を吐く。

　そのまま待つこと五分。それでも特に動きがないのを見ると、やがてレイはソレイユへと尋ねる。

「もう用事がないようなら宿に戻ってもいいでしょうか？　昨日の今日で色々と疲れてますし」

　そんなレイの問いに気が付いた様子もなく、ソレイユは自分の考えに熱中する。

　この辺りが、レイを以もつてして研究馬鹿だと感じた理由なのだろう。

「あー、まあ、いいんじゃないか？　また何か用事があれば呼ぶかもしれないが」

　怠だるそうにコーミッシュが告げ、レイもまたそれならと扉へと手を伸ばす。だが、ドタドタと廊下を走る音が急激に近づいて来たのを聞きつけ、扉から距離を取る。

　何をやっているのかと、コーミッシュを始めとした護衛たちの視線がレイに集まる中……

　ガンッ、という音を立てて扉が殴り飛ばされるかのように強引に開けられる。

「ソレイユ男爵！　バールに出向くのは駄目だとあれだけ言ったのに、何を勝手なことを！」

　勢いよく部屋へと突入してきたその人物は、ソファに座って考え事に熱中しているソレイユを見るや否や大声で怒鳴りつける。

　動きを妨げないようにモンスターの革で作られたレザーアーマーを身につけ、その背には巨大なバトルアックス。一瞬だけだがその容姿を見たレイは思わず息を吞む。

　一瞬勘違いなのかもしれないとも思ったが、ソレイユに怒鳴っているその人物の背に背負われているのは間違いなく見覚えのあるバトルアックスだ。

　顔だけなら他人のそら似という可能性もあるが、その他人のそら似がかつて自分が所有していたマジックアイテムを持っているというのは確率的に限りなく少ないだろう。

　よって、レイは目の前にいる人物へと声を掛ける。よく手入れされ、使い込まれているパワー・アクスを背負っている人物へと。

「アーラ、か？」

「大体ですね。ソレイユ男爵は魔法使いとしての実力はあるのですから、それ相応の……え？」

　背後から掛けられた声に、ソレイユへの説教を思わず途切れさせて振り向く女。そしてレイを視界に捉とらえると、信じられないものでも見たかのように顔を驚きよう愕がくの色へと染め上げる。

「レ、レイ殿!?　何でここに？」

　啞あ然ぜんとしながらも口を開いたその人物は、間違いなくレイが以前指名依頼で雇われたときに顔見知りになったアーラ・スカーレイ、その人だった。

　レイの姿を見て数秒ほど呆ぼう然ぜんとしていたアーラだったが、やがて我に返ると改めて口を開く。

「お久しぶりです、レイ殿。以前はお世話になりました」

　騎士らしい礼をし、戸惑いつつも笑みを浮かべるアーラ。

　以前とは態度が違うが、それは周囲にソレイユとその護衛たちがいるためだろう。

「ああ、久しぶりだ。けど、何でアーラがここに？　エレーナの護衛騎士団だろう？」

「はい。そのエレーナ様の命令で、ソレイユ男爵をアネシスへとお連れするようにと」

「アネシス？」

「エレーナ様の父上、リベルテ・ケレベル様が屋敷を構えている都市です。そこでベスティア帝国に対抗するため、ソレイユ男爵に研究をさせるとのことで私が迎えに来たのですが……バールで発生するはずのない疫病が流行したと聞いたらいてもたってもいられなかったらしくて。……それで、レイ殿は何故ここに？」

「今、お前が口にした魔熱病の薬の材料を届けにな。……にしても、よくここに来たな。今この街に来たとなると、その魔熱病に感染していないと確認出来るまでは街から出られないぞ？」

「……え？」

　レイのその言葉に、動きを止めるアーラ。

　そのまま、まるで壊れた玩おも具ちやの人形のように鈍い動きでソレイユの方へと視線を向ける。

「ああ、そうらしい。残念ながら、私がアネシスに行くのにはまだちょっと時間が掛かるだろう」

「ソレイユ男爵、それを承知の上でここに？　と言うか、本当にここから出られないんですか？」

　再びレイへと視線を向けるアーラだったが、レイは無情にも頷く。

「そうなる。貴族としての立場を使えば出て行くことも可能かもしれないが、その場合はそのアネシスとかいう街でも魔熱病が広がる危険性があるな。……というか、だ。この街はその辺の問題もあって街の入り口で警備兵たちが閉鎖していたはずなんだが。よく普通に入って来られたな」

「あー、その、すまん。その辺はソレイユ様が領主権限で無理に押し通った」

　溜息と共にコーミッシュが面倒臭そうにそう告げ、アーラもまた溜息を吐きながら頷く。

「護衛対象のソレイユ男爵がこの街に入ってしまった以上、エレーナ様に頼まれた身としてはそれを放り出す訳にもいかないでしょう」

（あ、こいつのエレーナに対する心酔は相変わらずか）

　そんな風に思いつつも、納得したように頷くレイだった。

「幸い、俺はあと五日程度で外に出られる。そっちもそっちで頑張ってくれ」

　ずるい、とでも言いたそうな顔でレイを見るアーラだったが、疫病が流行っていた街へと自分から入って来たのだ。その程度の不自由はしょうがないだろう。

　アーラにしても、自分が敬愛するエレーナのいる都市へと魔熱病のような疫病を持ち込むような真似をするつもりはなく、不承不承頷く。

「とにかく、二人が知り合いなのは分かった。レイが言っているように、私もしばらくこの街に逗とう留りゆうすることになるだろうから心配はいらない。この際だ、久しぶりに会ったのなら積もる話もあるだろう。少し話してきたらどうだ？」

「ですが……」

　どこか心配そうな様子でソレイユへと視線を向けるアーラ。目を離した途端に姿を晦くらませ、見つけたのがバールでだったのだから、その心配も当然だろう。

「心配するな。この街では色々と調べたいから、勝手にいなくなったりはしない。さて、もう一度東の保管所へ向かうぞ。もしかしたらダンジョンの核の欠片でも残っているかもしれないし」

「あー、ソレイユ様、本気ですかそれ？　ここまで強行軍だったんですから、少しは休みませんか？　具体的にはこの街から出られるようになるまでの一週間ほど」

　面倒臭そうに告げるコーミッシュだったが、当然ソレイユがそんな話を聞き入れる訳もない。

「馬鹿を言うな、馬鹿を。ダンジョンの核を欠片でもいいから手に入れられる可能性があるんだから、この街にいる間は休む暇はないと思え。ほら、さっさと付いて来い。お前は私の護衛だろう」

「ふぇーい」

　溜息と共に妙な声で返事をし、そのままさっさとソレイユやその他の護衛と共に部屋を出て行く。

　その姿を見送り、ふと気が付くとすでに部屋の中にはレイとアーラの二人のみとなっていた。

「……ダンジョンの、核？」

　思わずといった風に呟つぶやくアーラ。

　以前にダンジョンで起きた出来事を思えば、その顔が強こわ張ばるのも当然だろう。

「ここにダンジョンの核が？」

「ああ。正確に言うと、ダンジョンの核未満といったところだったけどな」

　アーラの言葉に返しながら、自分たち以外誰もいなくなった部屋でソファへと腰を下ろす。

「つまり、魔熱病の原因は……」

「そうなるな」

「……そうですか」

　深く溜息を吐きながら、レイが座っている向かいのソファへとアーラも腰を下ろす。

「こんな場所で会うとは思わなかった。……パワー・アクスが手に馴な染じんでるようで何よりだ」

「はい。エレーナ様からの贈り物ですし、大事に使わせて貰もらっています」

「エレーナは元気にしているか？」

「はい。エンシェントドラゴンとしての能力についてもまだ完全ではありませんが、使いこなし始めています。訓練は欠かしていませんよ。ああ、失礼」

　一言断り、テーブルの上に置かれていた紅茶の道具で紅茶を注いで手渡すアーラ。

　レイは軽く礼を言って受け取り、カップを口へと運ぶ。

「ちなみに、ヴェルはどうなったか聞いてもいいか？」

「……一族ごとベスティア帝国に逃亡しました。エレーナ様のお父上でもあるリベルテ様が追っ手を出しましたが、四割ほどはベスティア帝国に逃げられたらしいです。そのまま追って、ベスティア帝国に攻め込む訳にもいかず……」

「ヴェルは？」

「そちらは全く何の情報も。恐らく向こうでも警戒しているのだと思いますが」

（そんなタマか？　あのときの本性を見る限りだと、嬉き々きとして姿を現してこっちを挑発してきそうだが。考えられるのは、俺が与えたダメージが大きくてまだ治療中ってところか）

「そう言えば、ですね」

　不意に、話題を変えるようにアーラが口を開く。

「ケレベル公爵領の騎士団を率いている騎士団長が、レイ殿を褒めていると聞いたんですが……面識があるんですか？」

「いや、全く。そんな重要そうな人物とは会ったこともないな」

　実際にはボルンターの屋敷で手合わせをしているのだが、当然レイは相手の正体を知っている訳でもないためにそう答える。

「そうですよね。でも、実際に騎士団の中にはそんな噂が流れているんですよ。だからてっきり、あのときの件で騎士団長がギルムにでも行ったんじゃないかと思ったんですけど。……そうなるとエレーナ様から話を聞いて、その内容からですかね？」

「いや、俺に聞かれてもな」

　その後、お互いに取り留めのない話をしながら予想外に出会った知人との会話を続ける。

　出来ればボルンターの屋敷で遭遇したベスティア帝国の関係者たちの情報を伝えたかったのだが、今は口にすることはなかった。

　レイがガメリオンの希少種を倒したと言えばアーラが驚き、アーラが騎士団内部でキュステを非難するようなことを言った騎士相手に決闘を挑んでパワー・アクスを首筋で寸止めにしたといったことをお互いに話す。

　と、そんな話をしていると、突然扉がノックされる音が部屋に響いた。

　アーラが入室の許可を出すと、部屋に入ってきたのはメイド服を着た十代後半と思われる少女だ。ボブカットに切りそろえられた青い髪が印象的な少女だった。

「失礼します。ディアーロゴ様がレイ様をお呼びです」

「ディアーロゴさんが？」

「はい。その、ソレイユ様についての話をしたいと」

「……分かった。悪いけど、そんな訳で俺はこの辺で席を外させて貰う。最低一週間程度はこの街に滞在することになるんだから、また機会があったら話そう。エレーナの話も聞きたいしな」

「はい。私もここでレイ殿に会うことが出来た以上、エレーナ様にこの件をお話ししたいですし」

「何かあったら俺の泊まってる宿に来てくれ。場所はディアーロゴさん辺りに聞けば分かると思う」

　そう告げ、部屋を出てメイドの少女に案内されるままに執務室へと向かう。
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「おお、来たか。お前が宿からソレイユ男爵の手の者に連れて行かれたと聞いて驚いたぞ。……だが、どうやら特に何かあった訳でもないようだな」

「ええ。ダンジョンの核についての話を聞かれただけなので」

「全く、あの人も相変わらずか。そんな風だから上の者にここの領主の座を取り上げられるんだ」

　溜ため息いきを吐きつつも、その顔色はいい。懸念であった魔熱病の患者は薬が出来るに従って日常生活に復帰する者が増えてきており、その魔熱病が広まった原因もダンジョンの核が理由だったと判明し、さらにすでにそのダンジョンの核も破壊されているのだ。

　これ以上厄介な出来事が増える可能性は少ないため、領主代理として機嫌がいいのだろう。

「それで、お前を呼び出したのはそれ以外にも幾つか報告があってな。まず一つ目だが、昨日現れたあの紫の霧。あれに触れた者は麻ま痺ひしていたが、効果としてはその程度だったらしくて一晩ほどで全員が動けるようになっている。

　ただし医者たちも特に後遺症の類たぐいはないとは言ってるが、それでも原因が原因だ。しばらくは様子を見ることになるだろう」

「そうですか。後遺症の類がなければいいんですが。俺やセトも、効果はなかったですが、直接吸ってますしね」

　正確には、最も紫の霧と接触したのがレイとセトだ。その霧を吐き出す根本にいたのだから。

「基本的には魔力が一定以上ある者にとっては無害になるらしいから、恐らく安全だろう。そして二つ目だ。セイスの奴は今朝早くに目を覚ましたぞ。気絶したのは共鳴の首飾りで魔力を限界以上に使ったためらしい」

「そうですか。目が覚めたようで何よりですが……他に何か不ま味ずいことでも？」

　少し。ほんの少しではあるが、眉まゆを顰ひそめているディアーロゴへと尋ねるレイ。

「ああ。共鳴の首飾りを使った副作用で今は魔力のコントロールが全く出来ないらしい。一流の魔法使いであるセイスが、だ」

（他人に魔力を流用出来るほどの品だ。確かにその程度の副作用があってもおかしくはないか）

　受け手側には副作用があるとセイス自身が言っていたのを思い出しながら、レイは口を開く。

「ギルドマスターはそれを承知の上で、あの首飾りを？」

「だろうな。だが幸い今回の騒ぎはもう収まっている。あいつの話だと、三ヶ月程度でまた元のように魔法を使えるようにはなるらしい。……それがせめてもの救いだな。これからもこのバールにはあいつの魔法が必要だし」

「それは不幸中の幸いでしたね。ですがこの街の人たちは優秀ですから、ギルドマスターが復調するまでは何とか出来るでしょう」

「まあな。俺たちも、別にセイスに全てを任せきりだった訳じゃない。奴が復活するまでは何とかしてみせるさ」

　しみじみと呟き、やがて気を取り直したようにレイへと視線を向けてくる。

「話は変わるが、レイもあと五日ほどこの街にいてもらうことになる。それは聞いてるな？」

「はい。魔熱病の可能性がなくなるまでにその程度掛かるとか」

「ああ。しばらく窮屈になると思うが我慢してくれ。……当然、ダンジョンの核のときのようにセトに乗って街中から飛ぶのも禁止だ」

「それは理解してますよ。ギルムでも同様でしたし。昨日はあくまでも緊急だったからであって」

「そうか。分かってくれればいい。話はそれだけだ。もう戻ってもいいぞ。ソレイユ男爵に何か迷惑を掛けられたら言ってこい。こっちで何とか出来るのならしてやろう」

「ええ、お願いします」

　その挨あい拶さつを最後にレイは執務室を出て、メイドへとアーラのことについて尋ねるも、ソレイユのあとを追っていったと聞きそのまま領主の館やかたを出て宿へと戻る。

　こうして、期日までの約五日。レイはセトと共に街中を歩きながら復興の手伝いをしたり、アーラとの模擬戦を行ったりと、それなりに忙しく過ごすことになるのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　バールの正門前。現在、そこには色々な者たちが集まっていた。中にはつい数日前まで共鳴の首飾りの副作用で寝込んでいたセイスの姿や、バールの領主代理でもあるディアーロゴ、そして警備隊の隊長であるサザナスや、パワー・アクスを背負っているアーラの姿もある。

　それらの人々の見送りを受けているのは、ドラゴンローブを身に纏まとったレイと、五日ほどゆっくりと過ごしていたグリフォンのセトだった。

「今回は非常に助かった。マリーナの方にもあとで連絡は入れるが、これを持っていってくれ」

　そう言ってセイスが手渡してきたのは、依頼を完了したと証明する書類。

「お主が来てくれなければ、恐らく魔熱病による死者は何十倍、何百倍にも膨れ上がっていただろう。バールのギルドマスターとして感謝する」

「いえ。出来れば全員助けたかったのですが」

　ギルムから実質二日でバールまで到着したのだが、魔熱病の患者全員を救えた訳ではない。魔力が低く、魔熱病に抵抗出来なかった者が十人以上、薬が間に合わずに助からなかったのだ。

　溜息を吐くレイに、セイスの隣にいたディアーロゴが首を振る。

「全員を助けられなかったのは痛いが、それはお前のせいじゃねえ。何でもかんでも救えると思い込むのは傲ごう慢まんだぞ。お前は精一杯出来ることをやった。バールの領主代理として感謝してるぜ」

「いえ、復興は大変でしょうが頑張って下さい」

「はっ、当然だ。この街の住人はしぶとい。今も東の保管所を建て直しているところだ。……復興が終わった頃に街に寄れ。そのときは特産品の蒸留酒をたっぷりと飲ませてやる」

「……お手柔らかに」

　アルコールの類にそれほど強い訳でもないレイとしては、そう答えるしかなかった。

　次に前へと進み出たのは、警備隊の隊長サザナス。手に持っているのは三十センチほどの樽たる。

「ほら、これ土産だ。ディアーロゴさんの言葉のあとに出すのはちょっと気が引けるが、蒸留酒の中でも上物の一品だ」

「……おい、サザナス」

　上物との一言に、まさか保管所からちょろまかしてきたんじゃないだろうな？　と疑いの目で見るレイだが、そんな視線にサザナスは苦笑を浮かべて首を振る。

「安心しろ。これは警備隊一同からって奴だ。それぞれにちょっとずつ金を出し合ってな」

「ならありがたく貰もらっておくよ。俺は酒には強くないけど、ギルムには酒が大好物な奴がいるし」

　レイの脳裏に、少し前の騒動で関わった酒好きなドワーフの姿が浮かぶ。

　身体に流れているのは血ではなくアルコールだと断言しているようなあのドワーフなら、間違いなく喜んで飲むだろうと考えながら、ミスティリングの中へと収納する。

「レイ殿」

　最後に前へと進み出てきたのは、バトルアックスを背にしたアーラだ。

　この五日、ソレイユの世話の合間を縫ってはレイと模擬戦を行っていたため、身体には幾つかの斬り傷や打撲の跡が残っている。だが、その顔に浮かんでいるのは晴れやかな笑みだった。

　ソレイユに振り回されているストレスを模擬戦で解消していたのだから、当然ではあるのだが。

「エレーナにはよろしく伝えておいてくれ」

「はい。その、よければ一度エレーナ様に手紙を書いて下さい。そうすれば喜ぶと思いますので」

「手紙、手紙か……」

　エルジィンでは、レイが元いた世界のように郵便局のようなものはない。そのため、手紙を届けるとすれば冒険者に依頼として頼むか、行商人たちのような者に頼むしかない。つまり距離や運にもよるが、手紙が相手に届くまで数ヶ月は普通。距離によっては年単位が必要なこともある。

　レイはそんなことを考えつつ、たまには手紙を書くのもいいかとアーラの言葉に頷うなずく。

「そうだな、冬の間はやることが多くないだろうし、手紙を書いてみるのもいいかもしれないな。……もっとも、冬になればさらに手紙が届くのは遅くなるだろうが」

「ふふっ、そうかもしれませんね。……あぁ、しまった。それならバールにいるうちにレイ殿から手紙を書いて貰っておけば……」

　そんな簡単なことを思いつかなかった自分に、ショックを受けるアーラ。

　だが、アーラにしてもこの五日間はソレイユに振り回される日々だったのだ。他のことに気が回らなくても当然だろう。

　ショックを受けているアーラの肩を励ますように軽く叩たたくレイ。

「さて、じゃあいつまでも話していてもしょうがないのでこの辺で。セト」

　ディアーロゴから感謝を込めて渡された秘蔵の干し肉を食べていたセトが、レイの呼びかけに喉のどを鳴らしながら近寄ってくる。

「じゃあ、俺たちはこの辺で。また機会があったら街に寄らせて貰いますので」

「うむ。今回は助かった。お主を寄こしてくれたマリーナには本当に感謝をしなければな」

「さっきも言ったが、今度来たときにはお前さんにも秘蔵の酒を飲ませてやるから、また寄れよ」

　セイスとディアーロゴからの声を聞きながら、セトの背へと跨またがるレイ。

「セト！」

「グルルルルゥッ！」

　レイの声に高く鳴き、数歩の助走を付けてから翼を羽ばたかせる。

　そのまま、まるで空中を駆けるかのように上空へと上がっていく一人と一匹を、その場にいる面々は姿が見えなくなるまで見送るのだった。
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　ギルムにある満まん腹ぷく亭ていは今日も客の数が多く、座る場所がないくらいに混み合っていた。

　普段から美う味まい料理を出す満腹亭だが、ここ数日はいつも以上に客の数が多い。

　何を目当てに客が殺到しているのかといえば、それは当然この時期だけしか食べることが出来ないガメリオンの肉を使った料理の数々……だけではない。

　もちろんガメリオンの肉を使った料理はこの時期だけの季節限定品だが、それだけであれば他の店でもガメリオンの肉を使った料理を出している。この満腹亭がここまで流は行やっているのは……

「ガメリオンスープの掛けうどんを二つですね。すぐにお持ちします」

　満腹亭の女将おかみでもあるエネドラが注文を受け、すぐに厨ちゆう房ぼうへと伝える。

　……そう。満腹亭がここまで流行っている理由は、レイが教えたうどんにあった。

　ガメリオンの肉をたっぷりと使い、何種類もの野菜と一緒に煮込んだスープを、茹ゆでで水洗いしてコシを出し、再度熱湯に潜らせて温めたうどんに掛けて食べる。

　この料理が満腹亭で出されるようになってから、客は途切れることなく押し寄せるようになった。

　ガメリオンの肉が駄目という人や、毎日同じスープでは飽きるという人のために、他にも野菜スープや鶏とり肉にくのスープといったように何種類ものスープを用意しているのも人気の秘密だろう。

　うどんという料理を初めて食べたギルムの人々は、この味に嵌はまった。

　それこそ、このうどんを知らない人はどこのモグリだと言われるほどに。

　その結果が、店の前に並ぶ百人近い行列だった。

　幸いだったのは、料理自体はそれほど難しくはないということだろう。

　スープは作り置き出来るし、うどんも客の待ち時間を少なくするために、茹で時間が少なくなる細めで、注文を受けてから実際にテーブルに出されるまでは五分も掛からない。

　客の方もこれだけ多く並んでいるというのは理解しているため、素早く食べたらすぐに席を立つ。

　そのおかげで、これだけの人数がいても何とか食堂を回していけていたのだが……

「父さん、ガメリオンのスープはもう残り少ない。鶏肉のスープももう少しでなくなる。野菜スープはまだ何とか三十人分くらいの残りはある！」

　厨房に焦ったようなハスタの声が響き、それを聞いたディショットが微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

　現在は昼を少し過ぎたくらいであり、普通であればそろそろ暇になる時間帯だ。

　だがうどんを目当てにした客が多く来ており、まだしばらくは客の入りが続くのはここ数日のことを考えればまず間違いはなかった。

「どうする、父さん。お客さんに食材を切らしたって言って引き取って貰う？　それとも、どこか近くの店からスープを分けて貰う？」

　満腹亭の近くには他にも何軒か食堂があり、そこの店からスープを分けて貰ってはどうかと告げるハスタに、ディショットは少しの間考えて、首を横に振る。

「いや、このスープはうどんに合うようにして作ったものだ。他の店のスープではうちの店の味を壊すことになって、客に不愉快な思いをさせる。ハスタ、食材がもうないってのを説明してこい」

　父親の言葉に、ハスタは残念そうな表情を浮かべつつも頷うなずき、厨房を出て行く。

　息子の後ろ姿を見送り、厨房を見回し……最後に食堂の方へと視線を向け、ハスタの言葉を聞いて悲しそうな表情で帰って行く客を見る。やがて少しの間何かを考え、頷くのだった。




　夜、一番忙しい夕食の時間帯も終わり、酒場という訳でもない満腹亭は店を閉め、夕食を食べる。

　食事のメニューは基本的に店の残り物だが、ここ最近はうどんの効果もあって残り物は少なく、夕食用に改めて料理を作ることも珍しくはない。

　そんな料理を食べながら、ディショットが口を開く。

「近くで食堂をやってる俺の知り合いに、うどんの作り方を教えようと思う」

「……え？　ちょっ、父さん、本気!?　今の店の売り上げはうどんを出しているのが僕たちだけだからだよ!?　なのに、他の食堂にもうどんを教えたら、売り上げが……」

「ハスタ、お前が店の借金のことを気にしているのは知っている。だがな、金かね儲もうけばかりに意識が向きすぎて、食事をしに来た客を追い返すなんて真似、俺は料理人として、出来ればしたくない。それに、今はうどんはうちだけでしか取り扱っていないが、そのうち真似る店も出てくるはずだ」

　うどんというのは、小麦粉と水と塩があれば作るのは難しくはない。

　何もない場所からうどんという食材を考えるのは難しいだろうが、一度見たことがあるのであれば、試行錯誤しながらも同じものを作るのは難しくはないだろう。

　そしてここまで流行っている以上、真似をする者が出てくるのはそう遠くない。

「ここで下手にうどんの作り方を教えずに不ま味ずい代物が氾はん濫らんするよりは、俺がきちんと正しいうどんの作り方を教えた方がいい。うどんの出来損ないが出回って、うどんは不味いって認識が広がったりしたら、結局意味はないだろ？　せっかくのうどんなんだ。出来ればギルムの名物にしたい」

　その言葉に、スープを口に運びながら話を聞いていたエネドラが頷く。

「そうね。長い目で見れば、そっちの方がいいかもしれないわ。それに、一人だと結局うどんのレシピを開発するにも時間的な問題が出てくるのも間違いないわ。人海戦術ってわけじゃないけど、大勢でうどんの料理を開発した方が絶対にいいわよ」

「母さんまで……全くしょうがないな。うちの両親は何だかんだでお人ひと好よしなんだから」

　なあ？　とハスタは木の実を練り込んだパンを必死になって食べている妹の頭を撫なでる。

「んー……なあに？　お兄ちゃんもパン食べる？　はい、これ」

　食べていたパンを差し出す妹に、ハスタは笑みを浮かべて首を横に振る。

（こんな家族だからこそ……僕は出来るだけ早く借金をなんとかしたかったんだけどな。レイさんにお願いして、うどんの作り方を教えて貰もらったり）

　ハスタの脳裏を、少し前に共にガメリオンを倒した人物の顔が過よぎる。

　自分よりも小さいのに、とんでもない力を持っている実力者。冷たいようで、うどんの作り方を教えてくれたり、ガメリオンの肉を全て譲ってくれたりと、何だかんだで優しい人。

　今はバールで流行しているという魔熱病の薬の材料を運んでいる人物。

「そうだね、レイさんなら色んな店で色んなうどんを食べたいって言うだろうね」

　身体は小柄で、顔も整っているというよりは女顔と表現した方がいい外見にもかかわらず、従魔のグリフォン共々信じられないほどに量を食べるのだ。

　そんな人物であるがゆえに、満腹亭でしかうどんが食べられないと……しかも、そのうどんを食べるにしてもかなり長時間並ばなければならないというのを考えると、他の店でもうどんを食べられるようにしておくのが、一番の恩返しなのかもしれないと、ハスタも思う。

　ハスタが納得したのを見て、これで誰も反対する人物がいないということで、話は決まったとディショットは頷き、口を開く。

「なら早速だが今からやるか。少しでも早く他の店でもうどんを出せるようにした方がいい」

「い、今からやるの!?　だって、今はもう……ほら、明日あしたの下ごしらえとかする必要があるんじゃないの？　だってほら、スープとかそういうのとか……」

　もう夜なんだから、明日でもいいじゃないか。そんな意味を込めたハスタの言葉を、ディショットは大きく首を振って否定する。

「今日うどんの作り方を教えれば、明日出来るようになる。そんなに簡単なことじゃないのは分かっているが、それでも一日分だけでも早く覚えることが出来れば、それだけ早く他の店でもうどんを出せるようになる。それに、俺の考えているのとは別のうどん料理もな」

　少しでも早く、少しでも多くの種類のうどんを提供出来るように。そのためであれば、ディショットは妥協するつもりは一切なかった。

　このうどんという食材は、多くの可能性を秘めている。スープによって味が変わり、水の量、小麦粉の練り込み方、熟成の環境や時間、麵めんの切り方、等々。

　それ以外にも、ディショット自身は思いつかないが他にもまだメニューの幅はいくらでも広がるのは間違いがなかった。

　このギルムでもこれだけ皆に受け入れられているのだ。他の街にも広がっていけば……そう思えばこれが最初の一歩なのだから、決して妥協する訳にはいかない。

「もちろん、最初から多くの奴に教えても中途半端なうどんが出来るだけだ。最初は少人数で、そいつが立派にうどんを作れるようになったら、そいつも教師役にしてより多くのうどんを広めていけるだろう。だから……まずは、そうだな。怒いかりのオーガ亭ていの店主を呼んできてくれ」

「……いいの？　本当に？　だって、あそこのおじさんは……」

　ディショットの口から出た名前に、ハスタはそう返す。

　怒りのオーガ亭という店は、満腹亭から徒歩で三十分くらいの場所にある店であり、同時に満腹亭最大のライバルでもある。

　いや、人当たりのいい店主のことを思えば、ぶっきらぼうなディショットがいる満腹亭よりも繁盛していると言ってもいいだろう。

　最初にうどんを伝える店が、そんな最大のライバルでもいいのか。

　そんな思いで尋ねたハスタに、ディショットは当然だと頷く。

「あいつの腕は間違いなく一流だ。それだけを考えれば、向こうにうどんの作り方が知られれば、うちの売り上げは落ちるだろう。けどな、ギルム全体で考えれば間違いなく有益だ」

　自分の儲けよりも、ギルムとしての利益を考えたディショットに、ハスタは苦笑を浮かべる。

　元々うどんは、満腹亭にある借金を返すためにレイから教えて貰った食材なのに、と。

　それでも、ギルム全体の利益を……いや、ディショットはそこまで難しいことを考えているのではなく、ただ純粋にうどんをもっと広げ、うどんの種類をより多くしたいだけなのだろう。

　そんな父親の姿が、馬鹿らしくもあり……それでいながら、ハスタにとっては眩まぶしく、大きいものに思える。そう、他人に馬鹿にされたら怒り狂ってもおかしくないほどに。

「うん、分かったよ父さん。すぐに呼んでくるから待ってて！」

　今の自分の顔を見られるのが恥ずかしく、照れを隠すために告げると、走って部屋を出て行く。

　そんな息子の様子を、父親は不思議そうに首を傾げて見送り、母親は嬉うれしそうに笑みを浮かべて見送り、妹は兄の残した料理を食べようと今のうちに手を伸ばす。




　この日から数年後……ハスタは怒りのオーガ亭の一人娘と結婚し、冒険者として食材を集めながらオーガの満腹亭という食堂を開くことになる。
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　バールから、ギルムを目指して飛んでいるセト。その背に乗っているレイだったが、フードの中へと冷たい何かが落ちてきたのを感じて周囲を見る。

「……雪か」

　まだ微かにだが、白い雪が舞い降りてきているのを見て呟つぶやく。

　空を見上げると雲で蓋ふたをされており、太陽の光も雲によって遮られて若干薄暗く感じられる。

　時刻は昼前だというのに、周囲の気温は低い。幸いなのは、風がそれほど強くないことか。寒さはレイもセトもそれほど苦にしないが、空を飛んでいる以上は風の影響はそれなりに強い。

「そろそろ本格的に冬だな」

　資金的な意味での問題は全くない。だがセトの食事を考えると、冬でも何度かモンスターの肉を確保するために外に出る必要があるかもしれない。そんな風に思っていると、ふと思い出す。

「あぁ、そう言えばガメリオンの魔石や肉はまだミスティリングに入ったままだったな」

　ガメリオンの魔石をどうするか迷っているときに救援物資を運んで欲しいとの依頼が来たので、すっかり記憶の底へと沈み込んでいた。ソード・ビーの魔石も脳裏を過ぎり、すぐに決断する。

「そうだな。ダンジョンの核を斬って手に入れた地形操作とかいうスキルの使い勝手も試してみたいし、今夜は街じゃなくて野営をするか。セトもガメリオンの肉を食ってみたいだろう？」

「グルルルルゥッ！」

　ガメリオンの肉と聞き、嬉しそうに吠ほえるセト。寒さを苦にしないレイとセトだからこそ出来た選択と言えるだろう。普通の冒険者なら、この季節の野営はなるべく避けるのだから。

　雪が降っていることを考えると、下手をすれば夜に寝たまま凍死してしまう可能性もある。

　そのまま空を飛び、バールから一番近くにある村を、前回野営をした分かれ道を、そしてサブルスタを通り過ぎる。

　一休みもしないで飛び続けていたために、肉体的な疲れよりも精神的な疲れがレイの身を襲い始めた。午前中には少しだけ降った雪もすでになく、冬特有の澄んだ空気により今までとは違った夕焼けがレイの目を楽しませる。

「セト、暗くなる前に野営の準備をするか。昼食も飛んだまま食ったし、夕食は多少豪華にな」

「グルルルゥ」

　朝食はバールで食べたが、まだ最後の魔熱病の患者が快復してから一週間が経っていないのでまだ街は封鎖中だ。あと数日で封鎖は解かれる予定だが、食料は未いまだ配給制となっている。

　そのため、レイやセトが満足するほどの量はなかったのだ。味にかんしては、宿の本来の経営者が魔熱病から復帰したので、それなりに美味い料理が食べられるようになっていたのだが。

　そんな風に考えていると、地面に多少の木が生えているのが見えてくる。林と呼べるほどの規模ではないが、雨や雪が降ってきても少しは雨宿り出来る程度の規模の木々。

「セト、あそこで野営にするか」

　レイの提案にセトは小さく鳴き、空中から地面へと向かって降りていく。目的の木の周辺にモンスターの類たぐいはいないようで、特に何事もなくその木の下で野営の準備を始められる。

「まだ夕食にはちょっと早いからまずはスキルの確認からにしておくか」

　レイのその言葉に、お腹減った！　と言わんばかりに顔を擦こすりつけるセト。

「うーん……しょうがない。今日だけ特別だぞ？」

　その様子に自分でも甘いと理解しつつ、オークの肉の塊をミスティリングから取り出す。

　塊とは言ってもブロック肉であり、重量にして二キロはあるだろう。いつもならこの肉を切り分けて串くし焼やきにしたり、料理の材料にするのだが……

「グルルルルルルゥッ」

　かなりの空腹に耐えていたセトは、生肉でも構わないとオークのブロック肉へと嚙かぶりつく。

　その様子を見ながら溜ため息いきを吐き、まずは試しとデスサイズを取り出し、石突きで地面を突く。

「地形操作」

　自分たちのいる場所を一メートルほど下へと沈下させるイメージと共に発動したスキルだったが、結果的に起こったのは十センチほど視線が下がっただけだった。

　周囲へと視線を向けると、レイを中心にして綺き麗れいな円形状に地面へと沈み込んでいる。

　続いて地面が盛り上がるように地形操作を使うと、視線が僅わずかに高くなる。

　沈んだ分も合わせて、合計二十センチほど盛り上がっていた。

「なるほど。沈下も盛り上げるのも十センチが限界なのか。これがせめて一メートルなら色々と戦いでも使いようがあるんだが……いや、魔石じゃなくてダンジョンの核を吸収してこの結果だと考えると、スキルを習得出来てラッキー程度に思っておいた方がいいのかもしれないな」

　本来魔獣術は魔石を吸収して成長していく魔術だ。それがダンジョンの核も吸収出来るとは思ってもいなかっただけに若干戸惑いつつ、それでもスキルが増えたのは運が良かったと納得する。

　続けてソード・ビーの魔石をデスサイズで斬り、セトに与えてもみるが、どちらもアナウンスメッセージは流れず、スキルの習得は出来なかった。

　残念そうに項うな垂だれているセトの頭を撫なで、次にガメリオンの魔石二つを取り出す。

　片方は通常のガメリオンのものだが、もう片方は希少種のもので、通常種の物より二倍程度大きい。

「さて、この魔石の配分をどうするかだな」

　ギルムの宿で悩んでいたときのように、再び悩み始めるレイ。

　両手に持った魔石をどう配分するかで悩んでいたレイだったが、やがて自分の身体から空腹を自己主張するような音が聞こえてくると溜息を吐きながらセトへと視線を向ける。

　そこには、すでにオークのブロック肉を全て食べきったセトの姿があった。

　オークのブロック肉を食べきっても、空腹だったセトにとっては間食程度の量でしかなかったのか、どこか期待したような視線をレイへと向けている。

「そうだな。空腹のまま考えてもいい考えが浮かぶ訳でもないよな。まずは腹ごしらえでもするか」

　空を飛んでいるときに、レイが今日の夕食はガメリオンの肉にすると言った言葉を覚えていたのだろう。嬉しそうに喉のどを鳴らすセト。

　早く食べようと、自分から周辺に落ちている枯れ木をクチバシで咥くわえたり、前足を使って転がしながらレイの方へと持ってくる。

　楽しみだ、というのを身体全体で表しているセトの様子にレイは笑みが零こぼれ、集めた枯れ木に簡単な炎の魔法を使って火種として火を点つける。

　早く早く、とレイに身体を擦りつけるセト。

　レイは促されるように、ミスティリングからガメリオン希少種のブロック肉を取り出す。

「ほら、落ち着け。それにせっかくの期間限定の肉なんだ。今日だけで食べるんじゃなくて、また今度食べるために全部は食べないぞ」

「グルゥ……」

　地面へと寝転がりながら、どこか残念そうに下を向くセト。

　そんな様子に苦笑を浮かべ、レイ自身もここしばらくの食生活でそれなりに空腹であったため、早速ガメリオンの肉の調理を始める。

　とはいっても、レイ自身は料理が得意な訳ではない。この場で出来るとすれば串焼きか、適当にミスティリングの中に入っている野菜の類を使った簡単な煮込み料理くらいだ。

　そのため串焼きを作るべく金属の串に、包丁、そして幾つかのタレを取り出していく。

　まずは包丁でガメリオンの肉を一口大に切り分け、金属の串へと手際よく刺し、軽く塩を振ってから、焚たき火から少し離れた場所の地面へと立てていく。

　そして肉の焼ける匂いと、脂の焦げる匂いが周囲に漂い始めたところでタレを軽く塗る。

　数分後、やがてタレの焦げる匂いがしてきたところで串焼きが完成し、ミスティリングから取り出した皿の上へと載せる。もちろんセトの分は串から外してだが。

　その時点でセトは喉を鳴らして早く食べたいとせっつき、レイも腹の音が自己主張をしていた。

「……さて、じゃあ食べるか」

　レイの言葉にセトは早速肉をクチバシで銜くわえ、レイも串を手に取り肉へと嚙りつく。

　まず口の中に広がるのは、軽く焦げたタレの香り。次いでガメリオンの肉から肉汁が溢あふれ出し、最後に口の中には肉本来の旨うま味みが残る。

　冬に備えてたっぷりと栄養を取っていたのか、かなり脂っこいようにも感じるのだが、次の瞬間にはスゥッと口の中から脂が消えていき、レイを驚かせる。

　肉そのものの味としては、兎のさっぱりした部分と豚肉のこってりとした部分が合わさったような味、とでも表現出来るだろうか。口の中で溶けるようになくなっていくのは、牛肉のサーロインのようにも感じられた。

（もっとも、サーロインステーキなんて数回しか食ったことがないんだけどな）

　内心で苦笑しつつ、ミスティリングから取り出した焼きたてのパンを口へと運ぶ。

　そのまま約三十分。新たに何度か肉を焼きつつ食事を済ませたレイは、満足して溜息を吐く。

　セトもまたガメリオンの味には満足したのか、地面へと寝転がって幸せそうに時々喉の奥でゴロゴロと鳴いていた。

　そんなセトへと寄り掛かりながら食後の休憩をしていたレイだったが、やがてこのままだと眠ってしまうと考え、首を振りつつ体勢を立て直す。

「さて、セト。食事も済んだことだし明日あしたに備えて寝る……前に、ガメリオンの魔石だ」

　場の雰囲気が変わったのに気が付いたのだろう。セトも小さく鳴き、視線をレイへと向ける。

「色々と考えたんだが、俺はいざというときには魔法もあるから通常種の魔石を、セトには希少種の魔石を吸収して貰もらうことにする。どっちがどっちを吸収してもそれほどの差はないと思うんだがな。一緒に行動してればどっちがどの魔石を吸収しても変わらないだろうし」

　セトもまたレイと離れるのは望まないために、同意するように小さく鳴きながら頷うなずく。

「よし。ならまずは俺からだな。せっかくの希少種だ。こっちは最後のお楽しみにしておこう」

　呟つぶやき、ミスティリングから取り出したガメリオンの魔石を空中に放り投げ一いつ閃せん。

　次の瞬間には魔石が二つに斬り裂かれ、そのまま霞かすみの如く消え去る。

　その後、しばらく待つがレイの脳裏にいつものアナウンスが流れることはなかった。

「ハズレか」

　レイの言葉を聞いたセトが、小さく鳴きながら慰めるように顔を擦りつける。

「ダンジョンの核で地形操作を習得出来ているからな。何も覚えないよりは随分とマシだ」

　擦りつけられている頭を撫で、その手触りを楽しみながら、希少種の魔石を手に口を開く。

「さて。通常のガメリオンの魔石だと駄目だったが、希少種だ。これまでの経験から考えると、希少種の魔石ならほぼ確実にスキルを習得出来るはずだ。セト」

　投げるのではなく、撫でられて気持ちよさそうに目を細めているセトの前に魔石を差し出す。

　その魔石を、クチバシで銜えて一飲みにするセト。

　すると次の瞬間。




【セトは『毒の爪　Ｌｖ．二』を習得した】




　と脳内にアナウンスが流れるのだった。

「グルルルゥッ！」

　新たなスキルに喜びの声を上げるセト。

　レイもまた、相棒のセトがより強くなったのを喜びながらその頭を撫でる。

「それにしても、毒の爪Ｌｖ．二か。ガメリオンは牙きばに毒があったからその影響だろうな。セト、ちょっと見せてくれるか？　あぁ、もちろん俺をその爪で傷つけないようにな」

　右前足をレイの前へと差し出し、低く鳴くセト。すると次の瞬間には毒の爪が発動したのだろう。その爪先が紫色へと変色しているのがレイにも理解出来た。

「紫か。どうしてもあの霧を思い出すが……いや、あっちの霧は麻ま痺ひだったが。あぁ、もういいぞ」

　再びセトが鳴くと、瞬時に爪の色が紫から元の色へと戻る。

「分かりやすいのはいいんだが、あとはこの爪がどれだけの毒の強さかだな。ダンジョンで戦ったオーガだと毒が身体に回りきるまでに約十分。そうなると……いや、身体の大きさを考えれば、単純に比較は出来ないか。とにかく一度モンスター相手に使ってみないとどうにもならないな」

「グルゥ」

　同感だ、とでも言うように喉を鳴らすセト。

「となると、確認すべきことは終わった。あとは明日に備えて寝るか。セト、見張りは頼んだ。ここは一応辺境じゃないが、それでも夜になればモンスターが出て来る可能性もあるからな」

「グルルルルルゥ」

　任せろと鳴き、地面へと寝転がるセト。その様子を見ていたレイは、近くに生えている木に寄り掛かって目を瞑つぶろうとしたのだが、セトの尻しつ尾ぽが伸びてきてその足へと巻き付く。

「セト？」

「グルルルゥ」

　クイクイッと自分の胴体へと視線を向けるセト。

　まるでそこだと寒いから自分に寄り掛かって眠れとでも言っているような……

「いや、そうだよな。お前はそんな優しい性格をしてるんだった。俺が寄り掛かっていれば見張りをするときにも邪魔になるだろうに」

　レイの言葉に問題ないと喉を鳴らすセト。

「じゃあ、悪いけどお言葉に甘えさせて貰うか」

　ドラゴンローブを着ていれば雪が降る中でも暖かくして眠ることが出来る。そんな状態でも、セトのように温かい体温を持つモンスターに寄り掛かって眠れるのなら、それはそれである種の幸せを感じられるのだった。

「明日、ギルムに戻ったら……また屋台で色々と買って食おうな……」

　呟き、冒険者らしく素早く眠りへと落ちていったレイを一いち瞥べつしたセトは、闇の中へと視線を戻す。

　セトとレイの近くでは焚き火が燃えており、時々火の粉の跳ねる音や弾はじける音が周囲に響く。

　そんな中、そっと首を動かして薪まきをクチバシで銜えては焚き火の中へと放り込み、少しでも自分の大好きな相棒であるレイが暖かく過ごせるようにする。

　ゆっくり、ゆっくりと夜の時間が過ぎて行き、薪もそろそろ数が少なくなって来た頃。

　自分の身体を枕にして寝ているレイを起こさないように、セトは鋭い視線を闇の中へと向ける。

　焚き火の明かりに興味を持って近づいて来ていた数匹のオークがいたのだが、セトが発した鋭い視線を感じ、これ以上近付けば自分たちは死ぬと理解したのか、元来た方へと走り去っていく。

　そのまま今の騒ぎでも起きなかったレイを眺め、満足そうにセトもまた目を閉じて気配や聴覚、臭覚を利用して闇の中の気配を探る。

　その後も二度モンスターが焚き火に興味を持ち、あるいは焚き火の側にいるだろう人間を目当てに近づいて来たのだが、結局はセトの存在を感じ取るとそのまま逃げ去っていくのだった。

　そんな風にしながら夜を過ごし、やがて朝日が昇り始めた頃、ようやくレイは目を覚ます。

　その頃になるとさすがに用意しておいた薪もなくなっており、焚き火の炎も消えかけていた。

「んー……あぁ、おはよう、セト」

　レイの声に小さく鳴くセト。

　そんなセトの背を撫なで、大きく伸びをしてミスティリングから流水の短剣を取り出して顔を洗う。

　数分で身支度を済ませたレイは、同じくミスティリングから取り出したサンドイッチでセトと共に軽く朝食を済ませてから出発準備を整える。

「ん？　モンスターは来なかったか、セトが追い払ってくれたのか。もっとも、セトに寄り掛かって寝ていた以上はもしモンスターが襲って来てれば嫌でも目が覚めただろうけどな」

　周囲にモンスターの死し骸がいがないことに気が付き、レイが呟く。

「さて、今日の昼くらいにはギルムに到着したいが……まぁ、セトの速度なら大丈夫だろうな」

　レイの言葉に、任せて！　と鳴くセト。

　そんなセトの背を撫で、滑らかな手触りを楽しみながら空へと視線を向ける。

「……あまり降らないといいんだけど」

　視線の先はまだ太陽が昇り始めたばかりだというのもあるのか、若干薄暗い。そして朝で気温が低いために、レイの吐く息が真っ白に染まっている。

　今はまだ雪が降っていないが、すでに冬に入っているだろう季節を考えると、多かれ少なかれ雪が降るのは確定事項のようにレイには思えていた。

「ま、それならそれで早めに街に到着して、夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭ていで暖かくして過ごせばいいんだしな」

　そう呟きつつも、魔熱病の救援物資を託されたのだ。その辺の報告は最低限しないといけないだろうことはさすがにレイにも分かっていたのだが。

　全ての準備を済ませると、セトの背へと跨またがって空へと浮かび上がっていく。

　まず見えたのは朝日が完全に昇りきり、澄んだ空気の中で柔らかな日差しが広がっている光景。周囲の気温を考えなければ、まるで春の日差しのような太陽の光だった。

　そんな朝日の光を浴びつつ、セトは空を飛ぶ。幸いまだ朝が早いという関係もあるのか、バールへと向かうときのようにソード・ビーに襲われることもなく、飛行距離を稼ぐ。

　やがて以前に野営した場所から二時間程度でアブエロを通り過ぎ、そのままおやつ代わりにと果物を数個ほど囓かじり、同時に後ろを向いたセトへと与えていると……

「グルゥ」

　セトが鳴きながら、視線を前方へと向けているのに気が付く。

　かなり遠くにあるために、レイの視力でも当初は分からなかったのだが、距離が縮むごとにセトが何を示しているのかを理解出来るようになった。

　街を覆うようにして立っている巨大な壁。それそのものはこれまでに見てきた他の街と同様だが、辺境に存在しているだけあって、その壁の厚さや大きさは間違いなく他の街よりも上だった。

　レイがこの世界で一番初めに辿たどり着いた、故郷と言ってもいいような街、ギルム。

　そんな懐かしい街がレイの視界の中に入って来る。

「ようやく帰ってきた、か」

　どこか安あん堵どしたように呟き、その声を聞いたセトは地上へと向かって降り立っていく。










【セト】




・水球　Ｌｖ．二

・ファイアブレス　Ｌｖ．二

・ウィンドアロー　Ｌｖ．一

・王の威圧　Ｌｖ．一

・毒の爪　Ｌｖ．二　　ｎｅｗ




爪から毒を分泌し、爪を使って傷つけた相手に毒を与える。毒の強さはＬｖによって変わる。




・サイズ変更　Ｌｖ．一

・トルネード　Ｌｖ．一







【デスサイズ】




・腐食　Ｌｖ．一

・飛斬　Ｌｖ．二

・マジックシールド　Ｌｖ．一

・パワースラッシュ　Ｌｖ．一

・風の手　Ｌｖ．一

・地形操作　Ｌｖ．一









　　　エピローグ







「レイさん!?」

　ギルドに入って来たレイを見て、レノラが思わず叫ぶ。

　その叫びを聞いた周囲の者たちも、反射的にギルドの入り口へと視線を向けていた。

　そこにいたのは、いつものようにローブを身に纏まとっている人物。一見すると小柄で華きや奢しやな外見ではあるが、その中身はとてもそんな可愛いとは言えない性格をしている人物。

　周囲からの視線を気にせず、しばらくギルムを留守にしていたとは思えないほど、いつものようにカウンターへと向かうレイ。

　そんなレイをレノラは嬉うれしそうに笑みを浮かべて迎え、隣にいたケニーは歓喜の表情を浮かべる。

「レイ君！」

　猫の獣人族特有の身体能力を使ってカウンターを飛び越え、そのままレイへと抱き付く。

「大丈夫だった？　怪我とかしてない？　あ、怪我じゃなくて病気か。身体に異状はないよね？」

　ペタペタとレイの身体をドラゴンローブの上から触りながら、ケニーは息つく暇もなく尋ねる。

　そんな様子に苦笑を浮かべ、自分より若干高い位置にあるケニーの肩を軽く叩たたく。

「心配するな、俺は全く問題ない。魔熱病も一週間経っている以上は安心してもいいし」

「良かった……」

　安堵の息を吐いたその瞬間、ケニーの猫耳が生えている頭部へとレノラの拳こぶしが落とされる。

「痛っ！　ちょっ、いきなり何するのよ！」

「何するのよじゃないわよ。いきなりカウンターを飛び越えるとか、何を考えてるのよ。ギルドの看板でもある受付嬢がすることじゃないわよ」

「レイ君が無事に帰ってきたんだから、少しくらい羽目を外してもいいでしょ!?」

「非番だったり、休憩時間だったりしたら私も別に気にしないわよ。でも、あんたは今、受付嬢として仕事中でしょ？」

「……はぁ」

　生真面目な表情で注意してくるレノラに向かい、ケニーは面倒臭そうな表情で溜ため息いきを吐く。

　だが次の瞬間、ニヤリとした笑みを浮かべ、あからさまにレノラの胸元へと視線を向ける。

　穴が開くほどと表現するのが正しいような視線を向けられ、レノラも羞しゆう恥ちを覚えたのだろう。両手で胸を覆い隠す。

　本人が言ったように、受付嬢はギルドの顔。当然受付嬢には相応の服装が求められる。レノラの場合は、きっちりとした服装の中にも女らしさを感じられる制服だった。

　……ケニーに言わせれば、自分のボディラインに自信がないためにそれを隠そうとしている、となるのだが。

　そんな服装をしているレノラの胸元へとじっと視線を向け……やがて、その視線をレノラよりも盛り上がっている自分の胸元へと。

「ふっ」

　同時に、勝ち誇ったように鼻で笑うのだった。

「ぐっ、……ちょっとケニー。今、何で鼻で笑ったのかしら？」
















「え？　別に笑っていないけど？　ええ、ええ。自分の貧弱なボディラインに絶望した誰かさんが可哀想だなんて思ってないわよ」

「ちょっ、誰が貧弱よ！　私は普通よ、普通！」

　そんないつものやり取りを小さく笑みを浮かべながら眺めるレイ。

　いつものやり取りだけに、自分の居場所へ帰ってきたとしみじみと感じる。

　だが、いつまでも目の前のやり取りを眺めている暇もなく、二人の肩へと手を置き口を開く。

「それで、バールについての出来事をギルドマスターに報告したいんだけど、連絡を頼めるか」

「ちょっとっ、ケニーッ！　……え？　あ、す、すいません。ちょっと待ってて下さい。すぐにギルドマスターに連絡してきますので！」

　慌てたようにそう言い、ケニーとのやり取りを誤ご魔ま化かしてレイへと告げるレノラ。

　カウンターの奥へ向かおうと一歩踏み出したとき、ギルドの内部へと声が響き渡った。

「あらあら、騒がしいと思ったら。ようやく戻って来たのね」

　その声は決して大きな声だった訳ではないが、不思議とその場にいる全員の耳へと入る。

　白銀の髪と褐色の肌に豊満なボディラインを持ち、イブニングドレスを思わせるような派手なドレスを身につけ、どこか淫いん靡びな雰囲気を漂わせている美び貌ぼうのダークエルフ。

　ギルムのギルドマスターである、マリーナ・アリアンサだった。

「ギルドマスター!?　す、すいません。レイさんが戻って来たのを知らせに行こうと……」

「ええ、そうらしいわね。その前に貴方あなたたち二人は面白い寸劇を見せてくれたけど」

　今のやり取りを聞かれていた、あるいは見られていたと知り、レノラは羞恥で顔を赤く染める。

　マリーナはそんなレノラの様子に笑みを浮かべ、そっと頭を撫なでてから口を開く。

「もう冬に入ってギルドとしてもあまり忙しくないのかもしれないけど、受付嬢としての仕事はしっかりね。……ケニー。貴方もよ」

「は、はいっ！」

　色気自慢のケニーも、マリーナを前にしては勝ち目があるはずもない。自分の得意分野で勝てない相手に逆らうような無謀な真似をせずに大人しくカウンターへと戻っていく。

　その様子を見てから、マリーナは切れ長の目をレイへと向ける。

「お帰りなさい。早速だけどバールの話を聞きたいから、私の部屋に来てくれるかしら？」

　聞きようによっては誘惑していると取れそうなほどに艶つやっぽい仕草で執務室へと誘うマリーナ。

　そんな様子にギルドにいた冒険者たちは見み惚とれ、レノラは顔を真っ赤にし、ケニーはどこか不満そうに頰を膨らませる。

「ああ。こっちとしても色々と報告するべきことがあるから、そうしてくれると助かる」

　レイもまたマリーナの言葉に頷うなずき、そのあとを追って執務室へと向かう。




「さ、座ってちょうだい。今お茶を用意するわ」

　執務室に到着するや否や、ソファに座るように勧めると自分でお茶の用意を始めるマリーナ。

　ギルドマスターのやるべき仕事じゃないだろうにと思いつつ、それでもマリーナ自身が楽しそうにお茶の用意をしているのを見ると、何も言わずにソファへと座る。

　そして五分ほど経ち、レイの前には湯気を立てているお茶とクッキーが置かれていた。

　マリーナもまた、レイの向かいに座ってお茶へと口を付けている。

「……で、話を聞きたいってことだったが。その前にこれを返しておく」

　ミスティリングから取り出した地図をテーブルの上へと置くレイ。

　罪に問われる可能性もあったのに渡した地図だ。それだけ重要な物だけに、そして地図があったおかげでバールまで迷わずに向かえたために、レイは感謝していた。

「確かに受け取ったわ。役に立ったかしら？」

「ああ、この地図のおかげで道に迷わなくて済んだからな」

「そう。なら良かったわ。さて、向こうでの話についてだけど……実は、大体の事情についてはセイスから直接聞いてるから、その補完のような形になるのよね」

　執務机の上に置かれている水晶へと視線を向けるマリーナ。

「なるほど。向こうと直接連絡出来るマジックアイテムか」

　すぐにそう判断出来たのは、レイ自身もリッチロードのグリムから貰もらった対のオーブというマジックアイテムを持っていたためだろう。

（そう言えばダンジョン以来グリムと話してないな。あとで連絡を取ってみるのも悪くないか）

「あら、良く分かったわね。……それで、一応聞いておきたいんだけど。貴方が見たのは本当にダンジョンの核コアだったの？」

「確実にとは言えないが、感じた魔力や雰囲気の類たぐいから判断して恐らく」

「つまり、確実にそうだと言える訳じゃないのね？」

　マリーナの言葉にレイは頷きを返す。

「……まぁ、いいわ。貴方がわざわざ噓を言う必要もないでしょうし、この件はダンジョンの核で間違いないと思われる、という表現にしておきましょう」

　その後も、色々と細かい話を尋ねられ、レイはそれに答えていく。

　それはどちらかと言うと、聞き取りと言うよりもマリーナがセイスから聞いた話の整合性を確認しているかのような流れだった。

　そしてやがて三十分ほどで話も終わると、壁に飾ってあった槍やりを持ってきてレイへと手渡す。

「ご苦労様。今回の依頼を達成と認めるわ。……正確に言えばセイスから依頼完了のサインを貰っている以上はそこで達成してたんだけどね。はい、これ。約束の報酬よ」

　レイは手渡された槍を眺める。

　先端の刃やいばや、柄の部分も含めて全てが深緑とも言える濃い緑に染め上げられている。実際に茨いばらの槍を持つのは二度目だが、それでも見惚れるほどに美しく、芸術品と言ってもいい槍だった。

　一分ほどじっくりと槍を眺め、やがてマリーナに向かって小さく頭を下げる。

「依頼の報酬、確かに受け取った」

「確かに美しい槍で一見芸術品のようにも思えるけど、結局槍は武器なのよ。元々私は魔法使いと弓術士を兼任していたような戦闘スタイルだったから、冒険者時代にもその槍を使う機会は殆ほとんどなかった。だから、その槍を託せる力量のある人がいたらいつか託したいと思っていたの」

　マリーナの言葉に頷き、ミスティリングからデスサイズを取り出す。

「知っての通り、俺が基本的に普段使う武器はこのデスサイズになる。槍も使うが、そのときは普通の戦士とは違って投げ槍として使うことになると思うけど」

「ええ、それでもいいのよ。貴方を見た瞬間にピピッとこう、感じるものがあったの。自うぬ惚ぼれじゃなくギルムの冒険者はレベルが高いわ。中にはランクＡ冒険者だっているけど、エルフの勘……いえ、女の勘かしら。とにかく、貴方を見たときにこの槍を託せる。そう思ったの」

「もしその女やらエルフの勘やらが働いてなかったら、バールに救援物資を運ぶ依頼の報酬はどうするつもりだったんだ？」

「恐らく別の物にしたでしょうね。それが何なのかは……」

　そう言い、悪戯いたずらっぽくレイへと視線を向けてウィンクを一つ。

「ヒ・ミ・ツ、だけどね」

　色っぽいウィンクを受け、レイは苦笑を浮かべながらデスサイズと茨の槍の両方をミスティリングへと収納する。

「俺としては予想以上の報酬を貰えたから良しとするよ。……で、用事が済んだのならもう戻っていいのか？」

「あら、こんないい女がいるのに食事にも誘わないの？」

「それは別の相手に任せる」

　レイの言葉に、クスクスと笑みを浮かべつつ扉の方へと視線を向けるマリーナ。

「色々と気を揉もんでいる子もいるみたいだから、この辺にしておきましょうか」

「……何？」

　その視線を追うかのように扉へと視線を向け、そっと音を立てないようにしてソファから立ち上がる。そのまま移動して……扉を素早く開ける。

『……あ』

　扉へと耳を当てた体勢のまま、レイにとって見慣れた二人の受付嬢は動きを止めた。

「あらあら、ケニーだけかと思ったらレノラまで一緒だったのね」

　お茶の入ったカップを口へと運び、笑みを浮かべて口を開くマリーナ。

　その口元には悪戯っぽい笑みが浮かべられている。

「ところで二人揃そろってここに来ているとなると、ギルドのカウンターはどうなっているのかしら？」

「い、いえ。その……ちょっと他の人にちょっとだけ……」

「あ、あは。あはははは」

　ぎこちなく言葉を返すレノラに、笑って誤魔化そうとしているケニー。そんな二人を見ながら、レイはどこか呆あきれたような視線をマリーナへと向ける。

「随分と優秀な職員が揃ってるらしいな」

「うふふ。そうでしょ、私の自慢の子たちよ。……でも、もっと自慢したいから今日は居残って仕事をやって貰おうかしら」

「え!?　ちょっ、そんな。今日はレイ君の帰還を祝って食事に誘おうと思ってたのに！」

「あら、そうなの？　なら別にそれでもいいけど……査定の方、きっと面白いことになるわよ？」

「ぐっ！」

（これが、まさに文字通りの意味でぐうの音も出ないという奴か）

　そんな風に思い、レイは小さな笑みを浮かべつつ三人のやり取りを眺める。

「レイ君、今日は意地悪なギルドマスターのせいで夕食を一緒に食べられないけど、その代わりまた今度一緒に食事に行こうね」

「あら？　意地悪なギルドマスターとしては、期待に応こたえないといけないわね。ケニーだけ今日の居残りは多めに……」

「失礼しましたーっ！」

　最後まで言わせてなるものかとばかりに素早く叫ぶと、執務室を飛び出すように出て行くケニー。

「はぁ。……すいませんギルドマスター」

　そんな後ろ姿を見送ったレノラが、マリーナへと向かってペコリと頭を下げる。

「いいのよ。貴方たちもレイのことが気になっていたんでしょう？」

「それは……はい。疫病の流行した街に向かったんですから」

「あら、それだけなのかしら？」

　意味あり気にレノラに視線を向けるマリーナだったが、本人としては本当にそれ以外の感情がなく、純粋に弟を心配する姉のような気持ちだったため、マリーナの予想は外れて残念そうに溜ため息いきを吐くのだった。







　　　あとがき







　読者の皆様、こんにちは。神かん無な月づき紅こうです。『レジェンド』五巻を手に取ってくれてありがとうございます。今回はページの都合であとがきが三ページなので、色々と急がせて貰もらいますね。

　五巻の売りは、やはり二万文字を超える追加エピソードでしょうか。正直、殆ほとんどの巻で二万文字を超える追加エピソードが売りだと書いてるような気がしてきました。

　もはやお馴な染じみとなっている感がありますが、それでも私自身書籍化されたＷＥＢ小説を購入するときは追加エピソードがあれば非常に嬉うれしいので、これからもこの調子でいくと思います。

　さて、今年は暖冬だ何だと色々言われてましたが、一月に入ったらあっという間に寒くなりました。朝起きたら雪が二十センチくらい積もっていたのを見て目を疑ったのは内緒です。

　このあとがきを書いているのは一月中旬で、これからが一番寒くなる季節です。

　道路の雪は非常に厄介なんですよね。車で移動しているとタイヤが雪の溝に取られたり、滑ったり、対向車線の車に雪を掛けられたり。そして道路には融雪剤──主成分は塩──が撒まかれており、頻繁に車を洗わないと錆さびてしまったりもします。

　それでも雪が降り始めるのが遅かったおかげで、雪かきは例年よりもかなり楽なのですが。

　うーん、ページ数があればもっと色々と書きたいことがあったのですが、三ページとなると何を書けばいいのか迷いますね。そう言えば、知ってる人は知っていると思いますが、私がＷＥＢ小説を読む場合はｉＰａｄ ２を使って読んでいます。ですがこのｉＰａｄ ２、発売したのがもう五年も前なんですよね。ｉＰａｄ ２が第二世代で、現在の主流は第六世代のｉＰａｄ Ａｉｒ ２。

　さらには、より大画面のｉＰａｄ Ｐｒｏといった物もあります。欲しいとは思うんですけど、基本的にネットの閲覧や小説の閲覧くらいでしか使用していないので、機能的に問題はなく……

　それでもやっぱり新型機種が欲しいと思うのはしょうがないのでしょう。

　さて物欲全開でも色々と不ま味ずそうですし、別のことに話を移します。

　五巻の内容について、というのがやっぱりあとがきらしいでしょうか。

　今まで何度か役職名だけ出て来たギルドマスターですが、今回初めてその姿を現したマリーナ。

　実は重要キャラで、これからも結構出てくると思います。

　いつかはマリーナがメインの話も書きたいと思っているんですが、ＷＥＢ版の方でもまだそこまでは行っていません。……いつになることやら。

　本文を読んだ人、ＷＥＢ版を読んだ人なら分かると思いますが、かつては高ランク冒険者で精霊魔法や弓を使いこなし、さらにはシーフ系の技能も持っている万能お姉様キャラです。

　現在は大人しくギルドマスターを務めていますが、ダークエルフなので当然寿命は長く、本人としてはまだまだ現役のつもり。

　それと、今回出て来たうどん。……何な故ぜかＷＥＢ版でも大好評だったんですよね。

　本当は私が住んでいるのが秋田県なので、稲いな庭にわうどんを……と思ったのですが、調べてみると普通のうどんを作るよりも何倍も手間が掛かってるんですよね。そういう訳で稲庭うどんを断念し、普通のうどんの出番となりました。いつか……いつかきっと稲庭うどんを……

　さて、稲庭うどんへの思いはこの辺にして、これの宣伝を忘れてはいけませんね。読者の方の多くは知っていると思いますが、ＫＡＤＯＫＡＷＡの小説投稿サイト『カクヨム』が稼働を開始している……はずです。

　このあとがきを書いてる時点ではまだ小説の閲覧は出来ませんが、発売する頃ころにはすでに他の作者様が投稿している小説を読めるようになっている……はず。

『レジェンド』のサイドストーリーが週一で投稿されていると思いますので、興味がある方は是非読んでみて下さい。英雄に憧あこがれる少年が何故かテイマーになってしまうという、そんな話です。表向きはテイマーとなっているレイと、本当のテイマーの違いを出していければ、と。

　主人公の相棒で可か愛わいいリス型のモンスターのポロは、セトに負けないくらい可愛いと思います。

　転移？　転生？　してきたレイとは違う、エルジィンの住人の冒険を楽しんで貰えるかと。

　……実は、今現在まだタイトル決まってないんですけどね。きっとＷ氏により素晴らしいタイトルが付けられるでしょう。……私は名前を考えるのが苦手なので。

　さて、そろそろページ数も尽きてきたので、最後に皆様に感謝の言葉を。




　担当のＨ氏、Ｗ氏、編集作業の方で毎回お世話になっています。

　イラストレーターの夕ゆう薙なぎ様。毎回同じことを言っているようですが、素晴らしいイラストありがとうございます。夕薙様のイラストは間違いなく『レジェンド』最大の売りの一つです。

　本書を購入してくれた皆様、ＷＥＢ版の読者の皆様、いつも応援ありがとうございます。

　そしてこちらは私信となりますが、Ｊさん、図書カードありがとうございました。レジェンドを書く上での資料を購入する際にありがたく使わせて貰っています。

　ではまた次巻でお会い出来ることを願って、この辺で失礼させて貰います。


神無月　紅　


















百魔の主　電子特別お試し版　（著：葵大和　イラスト：まろ）
















　青年は病室でその生を終え、世界を渡った。「力」を持つ者が〝魔王〟と見なされ迫害される世界に、青年──メレアは殺された百人の英雄の能力と未練を継ぎ、生まれ変わる。

　やがて、国家に追われ逃げ続ける〝魔王〟たちと出会い、横行する魔王狩りの惨状を知ったメレアは決意する。　──「俺は、〝魔王〟にとっての英雄を目指そう」と。

　狂った世界を正すため、メレアは古の英雄の力を解き放つ!!

　これは、後に〝百魔の主〟として歴史に名を刻む男の物語。








プロローグ　【白い髪の魔王】









　霊れい山ざんの頂いただきにいたのは魔王だった。

「お前らは、英雄なんかじゃない」

　白い髪に赤い瞳。超俗的な容姿を宿すその魔王は、武骨な岩の上から眼下へと声を飛ばしていた。

「いいや、私たちこそが英雄だ。そして私たちの邪魔をするお前は、魔王だ」

　その魔王の視線の先には、幾人もの男たちが並んでいた。統一された飾り気のない黒装束。腰に帯びたものものしい剣。そのうちの一人があげた声には、鼻にかかるような優越感が滲にじんでいる。

「……そうだ。お前らがそう言うのなら、俺はきっと魔王だ」

　魔王はその男の言葉にうなずいた。

「でも──」

　そこで、ほんの少しの間が空く。魔王が一瞬、目を伏せた。

　もう一度その赤い瞳が男たちへ向けられたとき、魔王の瞳の中には強い決意の光が灯ともっていた。

「俺はその道を歩むことを、自分で決めたんだ」

　そして魔王は、胸の前で掌を打った。

「術式展開──〈雷神セレスター・バルカの白びやく雷らい〉」

　直後、バチリという炸さく裂れつ音がその場を貫く。続けて男たちの視界に白い光が映り込んだ。それは魔王の身体からだの周りに走った、ギザギザの刃やいばのような光だった。

「来るぞ！」

　魔王に言葉を返していた男が仲間たちに注意を喚起する。男は自分の腰に帯びた剣を横目に確認し、それからすぐ岩の上へ視線を戻した。

　そのときにはすでに──魔王の姿がそこから消えていた。

「っ、迎え撃てッ！」

　とっさにあげた怒号が空気に溶け込んだとき、人の身体が三つほど空に打ち上げられる。それは弾はじけた木こつ端ぱのようにくるくると宙を舞っていた。──仲間の身体だ。

「ッ！」

　男は悪態をつく間もなく右手へ術式を展開させる。手のひらに炎を表す事象式が展開されたあたりで、見失った魔王の姿をようやく捉えた。

　それはまるで、ひとかたまりの白い雷いかずちだった。魔王は白い雷電を衣のように身にまとい、ジグザグに人垣を縫っている。通り道にいる仲間の身体を次々と打ち飛ばし、どんどんと男の方へ迫ってきていた。

　──速い。

　魔王が大きく右に跳ねた。男はそれをなんとか目で追いながら、今しがた術式展開を終えた右手を掲げる。

「行──」

「撃たせない」

　しかし、男が気づいたときには、あの魔王の顔が目の前にあった。

「っ……！」

　いつ、どうやって、どんな速度で。まるで自分の時間だけが切り取られたかのような感覚に、男の身体は意図せず硬直を起こす。前に掲げた右手は魔王の左手に押さえられていた。

　──まずい……っ！

　術式はまだ発動できていない。男は胸中で焦りを浮かべながら、すぐに意志を閃ひらめかせる。

「──」

　だが、術式が発動しなかった。──なにかがおかしい。

　男は違和感を覚えて、とっさに右手へと視線を移す。ようやく、異変の正体に気づいた。

「なん……で……、術式が……」

　消えていた。しっかりと編み込んだはずの術式が、跡形もなく。

　さらに男は、自分の右手を押さえている魔王の左手に自分が編んだものとよく似た術式が浮かんでいるのを見て、ハッとした。

「まさか……〈反転術式〉──」

「お前らがかつて魔王と呼んだ英雄の御み業わざだ」

　いや、それだけではない。この魔王が身体に纏まとっている白い雷。雷そのものに転化するかのような常軌を逸した術式兵装を、どこかで見たことがある。

　──そうだ、……思い出した。

　小さな頃に絵本で読んだ、英雄譚の中の英雄が、こんなものを使っていた。

〈雷らい神じん〉と呼ばれた英雄が使ったと言われる、あの白い雷の術式。それによく似ているのだ。

　──まさか……

　そのことに気づいたとき、男は嫌な予想を浮かべてしまった。

　──この魔王は……

　旧時代の英雄たちの術式を、ほかにも扱えるのではないか。

「──本当にこの山には〈英えい霊れい〉がいたのか」

「それをお前が知る必要は、もうない」

　男の意識は、直後に途切れた。








第一幕　【とても綺き麗れいな異界の花を】









　青年の身体からだは死にかけていた。

　ただ朽ちるように、生気だけを抜かれていくような、そんな奇病に侵されて十余年。

「せめて成人はしたかったなあ……」

　青年はその日、自分の死期を悟っていた。




　もともと身体は丈夫な方ではなかった。

　そんな身体が病にかかったものだから、弱っていく速度もひとしおだ。

　それでも青年は、人並みの生を得るために人並みならぬ気力を振り絞った。やれることはすべてやる。足あ搔がきに足搔く。身体の奥底には手負いの獣のごとく暴れまわる生への執着があった。

　あるいはそれが、身体とは別の、魂の生気だったのかもしれない。

「まあ、本当に魂なんてものがあるのかは知らないんだけどさ」

　見慣れた病室からの景色を眺めながら、青年は言う。

　青年は昨日の夜、身体の奥の方で何かが切れた音を聞いた。ぷつり、と。いっぱいに張っていたゴムが切れたときのような、軽い音だった。

「お前も俺なんかの入れ物になって、大変だったろう」

　その音を聞いてから、不思議なほど気持ちが穏やかになる。どうやらあの獣のような生への執着も、その音を境にどこかへ行ってしまったらしい。

「十分だ。お前は十分、がんばってくれたよ」

　青年はぼろぼろになった身体を優しくなでる。今となっては自分の身体にさほど恨みもなかった。

「やるだけはやったんだ。──仕方ないさ」

　それから青年はあっけらかんとした笑みをこぼして、ベッドに寝転んだ。

　──身体が軽い。変な軽さだ。

　これからもっと、軽くなっていくのだろう。旅路への準備をするかのように、身体から無駄なものが取り除かれていく。もう新しい思いを抱くことはない。




　病院からの最後の手た向むけとばかりに許された外出で、不思議な紫色の植物に出会うまでは、青年はそう思っていた。




　　　　◆◆◆




　午後。病院の敷地内。芝生の敷き詰められた庭の一角を、青年は杖つえをつきながら歩いていた。

　心境の変化のせいか、見飽きたと思っていた庭の風景もやたらと青々として見えて、からっぽになった身体に染み入るようだ。

　青年はしばらくの間そうやってぼんやりと景色を眺めて、付き添いの看護師にとっても十分な休憩時間になっただろうと確信を抱いたあたりで、ようやく部屋へ戻る決心をした。

　良い思い出になった、とこともなげに内心でつぶやきながら、踵きびすを返す。

「ん──」

　ふと、そのとき、妙に優しげな風が青年の頰を打った。

　優しげでいて、なんだか不思議と、身体の奥に響いてくる風だった。

　思わず、風がやってきた方向に視線が流れる。

　──……なにもない。

　一見して特別なものは見当たらなかった。庭に植えられたひときわ巨大な樹が、やわらかな風に葉っぱを揺らしているだけだ。

　気のせいか、と青年は首をかしげようとして──しかし、次の瞬間、その前言を撤回した。

　その樹の足元に、見慣れない植物が生えていることに気づいた。

　それは淡い紫色をしていて、芽はくるくると曲がりくねっている。よく見るとその芽からは綺麗な紫色の光が放たれていた。少なくとも青年には、そう見えた。

　──なんの植物だろうか。

　知らない植物なんていたるところにある。普段はわざわざそれを調べようなんて思わない。

　だが、このときばかりはその植物がどうしても気になって、青年は離れた場所で一息をついていた看護師にお願いしてそれを病室へ持って帰ることにした。

　──この世における、最後のわがままだ。

　青年は心の中でつぶやいて、若い看護師に植物の位置を知らせる。しかし看護師の方は「どこですか？」と終始首をかしげるばかりで、まともに会話が進まなかった。

　なんの冗談かと問い詰めたくもなったが、結局面倒になって、なんとかそれを自分ですくい上げることにする。看護師には適当な瓶をもってきてもらって、そこに土を入れてもらった。

　それから青年はやっとの思いですくい上げた不思議な植物を瓶の中へと移し替え、病室へと持って帰った。




　　　　◆◆◆




　そんなことがあってから、五日ほどが経たった。

　死しに神がみが、青年の病室の中に立っていた。

『もういいかい』

　長身瘦そう軀く。中性的な美貌。声音は男だった。

　その死神は綺麗な顔に柔らかな笑みをたたえて、灰色の髪をわずかに揺らしながら、青年に訊たずねていた。

「……ああ、もういいよ」

　死神というのは待てと言って待ってくれるような存在ではないだろう。青年は嘆息を交えながら小さく笑って返す。

　でも、実を言えば少し、未練があった。あの最後の外出のせいで、新しく生まれてしまった未練だ。

　──せめて、この植物が花を咲かすのを見たかったなあ……。

　あの淡い紫色の植物は、今にも花を咲かさんとばかりに蕾つぼみをつけていた。

　せっかく拾って、自分の最期の時まで育ててきた植物だから、花を見たい。青年の中にはそんな新しい思いが芽生えていた。
















『大丈夫、その花は今に咲くよ。ほんの少し、あと何十秒か』

　不意に、そんな青年の心を見抜いたかのように、死神が言った。死神はいつの間にかベッドの隣にまで歩んできていて、その手を植物の方へと伸ばしている。

『花が咲いたら、君の旅立ちの時だ』

　死神は慈いつくしむように蕾に触れたあと、また青年の方を向いて言った。

「そっか。花が見れるのなら、それでいいよ」

　その言葉を聞いて、青年はうなずきを返す。死神はまた優しげに笑った。

『じゃあ、僕と一緒に花が咲くのを待とう』

　それからほんの少しの間、ただ沈黙だけが過ぎ去った。時計の針が、静かに時を刻む。針がかちりと音を刻むたび、青年は身体が軽くなっていくのを感じた。ともすれば、浮いてしまいそうだ。

　それでも青年はじっと身体を押さえつけて、その時を待った。

　そしてついに、

「──」

　時はやってきた。

　蕾がゆらりと、身を揺蕩たゆたわせる。花を咲かせようか、咲かすまいか、悩むように、揺蕩わせる。

　──いけ。

　そのとき青年は、思わず蕾の身じろぎに夢中になっていた。

　──がんばれ。

　青年は最期の願いを、その花に懸けていた。

　──お前の花を、俺に見せてくれ。

　そんな願いに応えるように、また大きく、蕾が揺れた。蕾の先が小さく割れて、その隙間からいくつもの光の粒があふれ出す。ひとつひとつが楽しげに宙を舞って、幻想的な光景を作り出した。

　そして、

　──嗚あ呼あ……

　花が、咲いた。

　とても綺麗な、淡い光を放つ──

　本当に、綺麗な──花だった。




　　　　◆◆◆




　死神が青年のもとへやってくるほんの少し前。青年がいる世界とはまた別の世界で、多くの声が集まる場所があった。




〈リンドホルム霊れい山ざん〉。

　その世界には、生命あるすべての生き物が死後向かうとされる霊山があった。生き物の霊はこの場所から未練の大小によって行先を変え、一部は天に昇り、一部は未練を解消するべく山の一角でなにかを待つという。

　そんな山の頂いただきに、未練ありし霊の中でも特に力の強い者たちが集まる不思議な場所があった。




「異い界かい草そうが繫つながったよ」

「マジか。案外うまくいくもんだな」

「実際にちゃんと魂が渡ってこないことにはうまくいったって言えないんじゃない？」

「そりゃあそうだが、そもそもここに植えた異界草と別の世界の異界草が繫がったこと自体、奇跡みたいなもんじゃねえか」

　でこぼことした石ころだらけの山頂。吹きすさぶ寒かん風ぷうと、あたりに散らばる雪化粧の残骸。そんな白と灰色の空間に、いくつものおぼろげな人影があった。

「てか、霊体って言っても百人も集まるとむせえな。おら、もう少し離れろよ」

「そう言うな。みな気にしているのだ。我らの子が生まれてくるのを」

　彼らはいわゆる、霊だった。死後、リンドホルム霊山へやってきて、しかし空へは昇らなかった、未練ありし霊たちである。

「はあ……それにしても、どうにかこうにか俺たちの魂の残ざん滓しからこうして実体ある身体を造れたが、肝心の中身がねえんじゃな。これじゃあいっそ死人よりひどい。まるで人形だ」

　そしてそんな霊たちが集まる中心部に、ぽつりと一つだけ、実体のある身体があった。それは仰あお向むけに横たわって、真っ白な髪を風に揺らしている。

「だから呼ぶのだ。まだ生気に満ちた健全な魂を。伝承どおりならその選定を異界草がこなしてくれる」

「その伝承ってのもどこまでが本当かわからねえけど……。まあいずれにせよ、この世界じゃ健全な魂なんて呼べねえからな。未練を解消した魂は〈魂の天てん海かい〉に吞のまれちまうし」

　野太い声に乗った言葉が、いくつかのうなり声を誘発した。場の空気が少し重くなる。

「バカめっ！　いまさら弱気になってどうする！　それでも貴様〈戦せん神しん〉かっ！」

　すると、今度はそこに凛りんとした女の声が響いた。言葉は少し乱暴だが、快活で、なにより霊のものとは思えないほど力強い声だ。

「わたしはすでに成功を確信しているぞっ！」

「おめえは俺以上になにも考えてねえだけだろ……」

「か、考えてどうにかなるなら考えてるもん！」

「ハハ、レイラスの言い分はちょっと乱暴な気もするけど、実際もう僕たちにできることはほとんどない。あとは祈るだけ、というのも事実さ」

　と、最初の落ち着いた声が、笑い声をまじえながら再び口を挟んだ。

「でも、とにかく、ここまで来たらあと一歩なんだ」

　続けてそう言いながら、ついにその声の主が霊たちの中から一歩前に歩み出てくる。長身瘦軀、中性的な美貌、そして灰色の髪が特徴的な、男の霊だった。

　彼はほかの霊たちの視線を集めながら振り返り、また言葉を放った。

「さて、そろそろ異界草の花が咲く。誰が花を咲かせたのか、僕が魔力をたどって見に行こう」

「気をつけていくんだぞ！　お前の意識が世界の狭はざ間まに囚とらわれでもしたら全部失敗だからな！」

　またあの快活な声が言う。

「はは、任せて。ここまで来たらしくじらないさ」

　男の霊は薄い相貌に微笑をたたえて、うなずいた。直後、その身体が風に紛まぎれるようにすうっと消えていく。

　ほかの霊たちはそのさまを神妙な面持ちで見ているばかりだったが、しばらくして、誰かの願うような声がその場にあがった。

「──今こそ来たれ、英えい霊れいの子よ」

　その声は空に溶けて、ずっと遠くまで飛んでいった。




　　　　◆◆◆




『今から君を僕の世界へ導く』

　死神に誘いざなわれ、青年の意識が空を飛ぶ。それが魂の飛ひ翔しようであることを知ったのは、眼下に自分の器を見たからだった。

　──世界。

　死神が言うのだから、霊界とかだろうか。青年は自分だった身体が顔にやすらかな微笑を浮かべているのを視界の奥に捉えながら、その言葉に意識を傾ける。

『僕たちが送った異界草は君の生の終わりに花を咲かせた。きっと、君の魂が異界へ渡ることを認めてくれたんだろう』

　また、聞き慣れない言葉。青年は異界草という単語に首をかしげてみるが、死神は優しげな笑みを向けてくるばかりでくわしいことを語らない。

『実際に来ればわかるよ。向こうへ行ったらちゃんと説明するから、今は僕の手を離さないように』

『──うん、わかった』

　そう言われ、青年は大人しく死神の手を握っていることにした。




　次第に意識が薄れ、白い空間に自分が溶け込んでいくような感覚を覚える。

　それからはどこを飛び、どこへ向かい、どこへたどり着いたのかも、あまりよく覚えていない。

　ただ、自分の手を握る死神の手だけは不思議な温ぬくもりをたたえていて、薄れた意識の中にもしっかりとした感触を残していた。








第二幕　【英えい霊れいと魔王】









「──」

「──ア」

「──レア」

　少しずつ鮮明になっていく音の羅ら列れつを耳に、ついに青年の意識は覚醒した。

「起きたかい、〈メレア〉」

　最初、青年は自分の視界が開けたことに、すぐには確信が持てなかった。

　耳を穿うがつ音も、身体に伝わる感触も、あるにはある。だが、それらもすべて他人ひと事ごとのように感じられて、自分が在あることにまだ確信が持てなかった。

　──さっきまで、死神に手を……

　もうその感触はない。冷たい空気が皮膚をなでているだけだ。いや、これは本当に空気なのか。

「メレア、気をたしかに」

　その頃になって、青年はようやく視界の端に動くものがあることに気づいた。

　心配そうな表情を浮かべた、あの死神の顔だった。

「あ……」

　白い空間を飛んでいたときと比べて、その顔の輪郭はいくぶんはっきりとしている。まだ希薄さは残るものの、嬉うれしそうな表情をしているとわかるくらいには形があった。

「おはよう、メレア」

「メレ……ア？」

　死しに神がみは綺き麗れいな赤い瞳でこちらを見ながら、聞き慣れない言葉を口にした。

「そう、それが君の名前だ。君が世界を渡ってくるずっと前から、そういう名前にしようと僕たちで決めていた」

　死神が、「見てごらん」と手を振って視線を誘導してくる。それにしたがって周囲を見渡したとき、青年はそこに大勢の霊の姿を見た。とっさにそう思ってしまうほど、彼らは不思議な存在感の希薄さを呈していた。

　──実体が……薄い。透けている。

　ここが霊界かもしれないという意識がまだあって、いったん思い浮かべた予想がどんどんと確信に変わっていく。

　しかし、そうしてさまざまな情報が頭の中を駆け巡るにつれ、今度はそれらを制御しておくことが困難になった。思考がうまく、定まらない。

「大丈夫、落ち着いて。君は生きている。君は世界を渡った。向こう側の世界で生をまっとうした君の魂を、こちらの世界に呼んだんだ。言うなれば君は──世界を越えて転生した」

　転生。そのとき青年は、自分に訪れた二度目の生をぼんやりと認識する。しかしそれは、実感の伴わない言葉面だけの認識だった。

〈メレア〉という名前が、いまさらながらに身体の奥底へと下りてくるが、それは居場所のない異物のように、所在なく身体の中をさまよっていた。




　　　　◆◆◆




　青年──メレアは、しばらくの間その場でぼうっと意識を漂わせていた。

　そのあとでようやく、自分の身体からだに視線を向ける。

　二度目の生と言うわりに、ずいぶんと身体が大きい気がした。

「……」

　手を掲げてみると、少年ほどの大きさの手が視界に映る。

「この身体は……」

　言いながら、立ちあがる。視線が高くなった。周りにいる霊たちよりは低いが、やはりどことなく位置が高い。

「その身体は英霊の因子が集まって形作られたものさ。赤子の身体ではリンドホルム霊れい山ざんの過酷な環境に耐えられないから、できるかぎり丈夫に造った。──とは言っても、四、五歳程度の大きさが限界でね。幼くか弱いということに変わりはないから、あまり無理はしない方がいい」

　急にいくつもの聞き慣れない単語が飛んでくる。英霊、リンドホルム霊山、丈夫に造った。気になる部分がたくさんあるが、メレアにはなによりも先に聞いておきたいことがあった。

「……あなたは、死神ではないのか」

「僕？」

　メレアは自分をここまで連れてきたであろう死神の顔を再度見つめた。改めて見ると、やはり彼は幽霊のようだった。

　中性的な美貌と、物腰柔らかな雰囲気。そういうものがたしかに見て取れるが、どこまでいっても輪郭に希薄さが残る。

　そう内心に思っていると、その間かん思案げな表情で顎に手をおいていた死神が、ついに口を開いた。

「僕は──だいたい今から二百年ほど前にこの世界に生きていた者。〈フランダー・クロウ〉と呼ばれていた。今では、そうだな……、古びた英えい雄ゆう譚たんの中の一人物というところさ」

「二百年前？　英雄譚？」

　メレアは死神──フランダーの言葉をすぐには理解できなかった。思わず首をかしげる。

　するとフランダーは、そんなメレアの様子を見て、苦笑と一緒に肩をすくめてみせた。

「実を言えば、僕はとっくに死んでいるのさ。今の僕は、このリンドホルム霊山で未練がましく魂だけを漂わせている曖昧な存在」

「ここは霊界かなにかなの？」

「違うよ。ここは君がいた世界とは別の世界。君の魂からすれば異世界ということで間違いないだろう」

「──異世界」

　メレアは自分の両手をまじまじと見つめながらつぶやいた。こんなふうに自分の身体が変わっていなければ、そんな荒唐無稽な話は信じられなかったに違いない。

　メレアはフランダーの話を聞いて、徐々に自分が異世界に転生したということを理解しはじめるが、それ以上に疑問が次々と浮かんできて、結局のところ頭はすっきりとしなかった。

「なんで？」

　ふと、そのあたりで、疑問調の言葉が口をついて出てくる。

「なんで──俺なの？」

　最終的にメレアの疑問は、その言葉に集約されていた。




　少しの間があって、フランダーが優しげな笑みを浮かべたあと、メレアの問いに答えた。

「君が異い界かい草そうを見つけて育てたからさ。異界草は世界を渡る者を選定すると言われていてね。僕たちにとってもおとぎ話でしかなかったんだけど、実際にこうして君に起きたことを見れば間違いなかったとも言える。──簡単に言えば、あの紫色の植物が、世界を渡る者として君を選んだんだ」

「あの植物が……」

　記憶の中には、紫色の輝きを発するあの花の姿がまだ残っていた。

「そう、すべては異界草が為した。僕は君が迷わないように、案内をしただけだ」

「俺は……生きているの？」

　不意に、またそんな不安がやってきて、とっさに訊たずねる。

「生きているとも。未練ゆえに、欠けた魂だけで霊山をさまよっている僕たちとは違って、君の身体と魂は活力にあふれている」

「俺は、死んだはずだ」

　それも確かだった。かすかに脳裏に残る光景がそのことを証明する。

「向こうの世界では。向こうの世界の君の器は、命の力を使い切った。だけど、君の魂が死んだわけじゃない」

「そういう……ものなのか」

　そのあたりで、メレアはまた周囲を見回した。

　フランダーのほかにも、大勢の霊がいた。みな同じく実体は薄いが、おのおの異なった容姿をしている。男、女、大きな体たい軀く、小さな体軀。薄く色づいた髪の色や目の色も、それぞれ違っていた。

　そうして観察していると、一人の霊が我慢できないとばかりに前に出てきて、声をあげる。

　フランダーの静かでよく通る声とは違って、その霊の声は荒々しい力強さをたたえていた。

「おい、ぐちゃぐちゃ細けえことはいいんだよ！　話を聞くかぎり、お前は一度向こう側で器の死を経験したんだろ？　じゃあまずは生きてるってことに喜べよ！　身体があるってのは最高なんだぜ？　なんたって女を抱けるからな！」

「ちょっと、脳筋は黙ってて。メレアがかわいそうよ。まだ起きたばかりで状況が理解できていないんだから」

　大たい声せいを放った身体の大きな男の霊が、すかさず横からやってきた背の高い女の霊に諭された。

「いい？　もう少し自分の中で気持ちの整理をさせてあげるの。私たちは死んでそのままこうなったけど、メレアは死んで魂になったあとまた肉体に入ったのよ。私たちよりずっと複雑なわけ。だからちゃんと心の整理をつけさせてあげないとダメ」

「お、おう……。わかったよ。だからそんなおっかねえ顔すんなよ……」

　女の霊の指を突きつけながらの言葉に、男の霊がたじたじとして一歩下がる。

「とりあえず、あんたが口を挟むと話がこじれるからこっち来てなさい」

　女の霊は続けてそう言って、大柄の男の霊を半ば無理やりに遠くへ引っ張っていった。彼女はそうやって男の霊を連れ去りながら、一度だけメレアの方を振り向いて、笑みと一緒に手を振った。

「ひとまず座ろう、メレア。もっとくわしく説明するよ」

　その光景にメレアがあっけにとられていると、またフランダーが言う。

　そうしていったん、会話が仕切りなおされた。

　メレアはフランダーに言われるがまま、両手をごつごつとした岩肌について、その場に座り込む。

　──と、その動作の途中に視界の端を青色が過よぎったことに気づいて、メレアは身体を仰あお向むけに倒した。

　──空だ。

　メレアの見上げた先には、青い空が広がっていた。雲が近い光景は少し真新しいが、空の色自体はあの病室の窓から見た色とさほど変わらない。

　──……いや。

　しかし、なにげなくその空に手を伸ばしたとき、肩から腕へ、伸ばした指先へ、なんの苦労もなく望んだ力が伝わったことを感じて──一転、見る景色が変わった。

　──動く。

　色が、鮮やかさを持った気がした。

　──……お前は俺を、もう一度生かしてくれるのか。

　メレアはそうして動く身体に改めて意識を向けたとき、初めて今の身体と真正面から向き合った気がした。言葉を投げかけながら腕をなでると、その向こうから優しげな温もりが返ってくる。

　──……そうか。

　その温もりはハッキリとした言葉ではなかったし、もしかしたら自分の勘違いだったのかもしれないけれど、それでも、メレアにはとてつもなくありがたいものに思えた。

　──ありがとう。

　メレアはもう一度心の中で言葉を投げかけて、また空を見上げた。

　──俺はまた……生きられるんだな。

　気になることはいろいろあるけれど、なによりも今は、そのことが嬉しい。

　メレアはそのとき、音を聴いた。

　かちり、と。

　メレアという名前が、身体の奥底に空いていた溝に、ぴったりとはまったような音だった。




　　　　◆◆◆




　それからメレアは、フランダーたちに少しずつ話を聞きながらも、なによりもまずこのリンドホルム霊山の環境に慣れるため、慌ただしく新たな生活をはじめた。

　リンドホルム霊山の山頂は、フランダーが言ったとおり、環境的には厳しい場所であった。

　気候、気温もさることながら、空気に妙な重苦しさを感じるときもあって、いかにもおどろおどろしい霊山というふうである。

　また、自然の過酷さを感じるにいたった要因は、ほかにもあった。

　ときおり、メレアの知らない生物が頭上を行くのだ。

　その生物というのがまた、怪物だとか、怪獣だとか、思わずそんな形容をしてしまいそうな形をしていることが多くて、メレアの心をかりかりと引っかいていった。




　そんなある日。メレアは頭上を行く怪物たちの中に、なんとなく見覚えのある姿を見かけていた。

　──俺、あれに似たフォルム見たことあるなあ……。

　メレアが見つけたその怪物には、翼があった。

　少しトカゲに似た胴体をしているが、だいぶスケールが違う。よく見れば頭に角のようなものも生えていた。

　──あれで火を吹けば間違いない。

　いわゆる──竜りゆうである。

　かつては物語の中でしか見なかった竜の姿に、メレアは多少の恐怖を覚えながらも、一方で強い好奇心も抱いた。前世でそういう物語に親しんできたメレアには、竜に対する一種の憧れがあったのだ。

　そうやってメレアが竜の方へ視線を向けていると、対する向こう側、竜の方も、霊山の山頂にいる実体ある少年の姿に気づいたようだった。その大きな目がぎょろりとメレアの方を向いて、縦に割れた瞳孔がピントを合わせるように微動する。

　さらにその鼻先が山頂へと向けられて、今度はその巨体が風を切りながら急降下してきた。

　──あ、こっち来ちゃった……。

　思わぬ事態に身体がこわばる。しかしその数瞬後には、すでに竜が目の前に迫ってきていた。

　うなる大翼。飛ぶ巨体。羽ばたきの余波で顔に暴風が吹きかかり、耳には大気が弾はじける轟ごう音おんが鳴り響く。そのあまりの風圧にメレアの小さな身体は後方へと押し出され、ついには尻もちをついて二度転がった。

　それからどうにか身を低くして風圧に耐え、視界を確保すると──

「うおお……、本当に竜だ。間違いなく竜だ」

　目の前に、白い鱗うろこを持った竜が身を立たせていた。

「正確には〈天竜テイシーア〉だ。〈地竜レイルノート〉もいるから違いを覚えておけ」

「あっ、は、はい」

　不意に返ってきた流りゆう暢ちような人語に、メレアは思わず身体をビクつかせた。

「それにしてもお前はなんだ。まさか本当に異界草による魂の転移が成功したのか？　──フランダー！　おい、フランダーはどこだ」

　メレアが竜の人語に驚いているのもつかの間、竜はあたりに散らばっていた霊たちに視線を巡らせ、フランダーを捜しはじめた。どうやらこの竜はフランダーと馴な染じみがあるらしい。

　竜が声をあげると、近場にいた霊たちが気だるげな様子でフランダーを捜しにいった。

「はあ……。霊とはいえ、これだけの数がいると一人を捜し当てるのに骨が折れるな」

　霊たちの様子を見ながら、竜がため息をつく。それから再び縦長の瞳孔をメレアに向けた。

「ん？　おい、お前はいつもそんなものを食っているのか？」

　と、メレアに視線を向けた竜が、ふいに大きく目を見開く。メレアはやや遅れて竜の鋭い爪のついた指が自分の手元を指していることに気づいて、自分も視線を移した。

「あ、う、うん。硬いけど、食べられないことはないから……」

　メレアの手元には、ひどく硬そうな氷漬けの骨付き肉が握られていた。

「ひどいものだな……」

　山頂における生活の場は、あらかじめ霊たちがある程度整えてくれていた。彼らは霊山の不思議な力でときおり実体化することがあり、そのちょっとした時間を使ってさまざまなものを調達する。

　しかし一方で、いかに実体化しても彼らは霊山内からは出られなかった。そのためか、住居として用意されていた山頂近場の洞穴の中には、ずさんな保存食のような氷漬けの食料がやたらと多い。

「はあ……。フランダー！　貴様らは霊体だから忘れがちなのかもしれんが、これではさすがに不ふ憫びんだぞ！　霊山の外に出られなくて不便なのもわかるが、もう少しどうにかならんのか！」

　メレアの返答を聞いた竜は、再度大きなため息をついたあと、抗議の声をあげた。そのさまを見てメレアは少し笑ってしまう。

　──迫力のある見た目のわりにずいぶんと面倒見が良さそうだ。

　そんな竜の抗議が響いてしばらくすると、ついに霊の中から美貌の男──〈フランダー・クロウ〉が現れた。

「聞こえてるよ、クルティスタ」

　フランダーは顔に困ったような笑みを浮かべ、ゆっくりとこちらに歩いてきていた。

「えーっと、なにから答えようか」

「まずはこの実体ある少年の正体からだ」

　竜はフランダーの姿を見つけると、目を細めながら言う。

「そうだね。──この子は僕たちの息子さ」

　ついに竜の目の前にまでやってきたフランダーが、嬉うれしげに笑いながら言った。

「息子？　ということはやはり例の英霊の子か」

「そういうことになるね」

　フランダーがうなずくと、竜が重々しいうなり声をあげる。

「ううむ。本当に異界草による魂の召喚が成功するとはな……。力のある英霊ばかりがこうしてこの場所に集まったのが幸いしたか」

「はは、どうだろう。霊山の不思議な力のおかげ、って言った方がよさそうだけど」

　フランダーは竜の言葉に眉尻を下げた笑みを浮かべ、それからすぐに話題を変えた。

「それにしても、やっぱりこの食生活はまずいかなぁ……。なんとかしようとは思っているんだけど、霊山の環境のせいもあってなかなかまともな食材がとれないんだよね。いつも生き物に触れられるわけでもないし……」

　フランダーがそうやって悩ましげにうめく。

「──あっ、そうだ！」

　と、不意にフランダーが今度は閃ひらめいたように声をあげた。

「そこまで言うなら、クルティスタも手伝ってくれない？」

　その言葉に、竜がわかりやすく眉間に皺しわを寄せて顔をあげる。その竜顔からはさきほどまでの思案げな表情が失せて、代わりにどことない困り顔が浮かんできていた。

「久々に来てみたらさっそく頼みごとか」

「僕たちの仲じゃないかー」

「〈術じゆつ神しん〉とまで謳うたわれた男が情けない声を出すな」

「僕の号と子育てはまるで関係ないよぉ」

「はあ……」

　仲の良い友人にねだるように言うフランダーに、竜の方はまたわざとらしくため息を返した。

「……まあいい。このままではあまりに不憫だ。少しくらいは手伝ってやる」

　結局竜はフランダーの願いを受け入れる。それから再びメレアに視線を戻し、口を開いた。

「しかし、またなんとも奇異な姿をしている」

　メレアの方は、ちょうど竜の足元に屈み込んで、その爪と鱗を観察しているところだった。興味深げに、そして夢中になるように竜を観察していたメレアだが、少し遅れて竜の大きな眼めが再び自分に向いたことに気づき、手を後ろにやりながら一歩離れる。「まだ触ってないよ」とでも言わんばかりのすまし顔だった。

「雪のように白い髪、瞳の色は鮮血のそれ。いっそこちらの方がお前らよりも幽鬼のようだぞ」

　竜はそんなメレアの容姿を眺めながら、あきれたように感想を述べる。

「白い髪は〈レイラス〉の因子。赤い瞳は僕の因子。そうやっていろいろな英霊の因子が合わさっているから、ちょっと不思議かもね。でもレイラスの髪なんか、とっても綺き麗れいだろう？」

「まあ、それはな。絶世の美女と謳われた白麗の英雄の髪ならば、間違いなく美しいだろう」

　竜はうなずいて、ふと辺りを見回した。

「──して、そのレイラスは？　あのお転婆が珍しく静かだな」

「行ったよ」

「……なに？」

　そこで竜の声が上ずった。思わず、という感じだった。

「レイラスはこのメレアの誕生を見届けて、すぐに行ってしまった。彼女にとっての未練は、誰かに裏切られて殺されたことではなくて、子を産めずに死んでしまったことだったらしい」

　そんな竜に、フランダーはまた困ったような笑みを浮かべて言う。

「そう……か」

　竜はその言葉に衝撃を受けているようだった。

「……いや、空に昇れたのなら、お前たち英霊にとっては僥ぎよう倖こうなのだろうな」

「そうだね。未練が無くなったのなら、きっと幸せなことさ」

　このときメレアは、フランダーと竜が話しているのを聞きながら、霊の存在について考えを巡らせていた。これまでのフランダーたちの言葉と、今目の前にいる竜の言葉──特に〈英霊〉という単語──を受けて、多少見えてきたものがある。

　彼らはきっと──英雄だった。たぶん、生前にそう呼ばれていたのだろう。

　実際、フランダーは自分のことを『古びた英えい雄ゆう譚たんの中の一人物』と少し卑下するように言い表してもいた。こうして竜の話しぶりを聞くと、そう卑下したものでもないように思えてくるが、どうにもそこには込み入った事情がありそうだ。

「霊というのも存外油断ならぬものだな。強い喜びがその存在を消してしまうとは」

「消えてしかるべきなんだよ、クルティスタ。僕たちは本来ここにいちゃいけないんだ」

　フランダーが真面目な顔で言った。

「──そうだな」

　その言葉を受けて、ようやく竜は割り切ったように顔をあげた。

「ともあれ、そうなると残りは九十九人か。はたしてお前たちの魂はすべてあの天てん海かいに昇れるのだろうか」

　竜が首をもたげて、辺りに散らばるほかの霊たちを見回す。その大きな身体からだに対して山頂の足場が狭苦しいのか、そのあたりから全身を身じろぎさせはじめていた。

「それは追おい々おい、メレアに頼むさ」

「ふむ。未練ありし英霊たちの救世主となるかな」

「わからない。ただ、せっかくなら──立派な英雄になってくれればとは思うね」

「立派な英雄、か」

　竜はその言葉に釈然としないようだった。その頃にはメレアの目にも竜の表情というのがより細かくわかるようになってきて、その竜──曰いわく〈クルティスタ〉──の顔に暗鬱とした表情が混じったのをなんとなく察することができた。

「それがお前たちに共通する未練なのだな。世のために身を犠牲にしながら、最後には英雄のまま終われなかった不遇な生──」

　意味深な言葉がメレアの耳をつく。

「だが、忘れるな、フランダー。──世は動く。世は変わるのだ。そうしていつの間にか、お前たちの望んだ未来が得られなくなっていることもあるかもしれん」

「世界を観察する天竜テイシーアに言われると、なんだか説得力があるね」

　フランダーは困ったふうに頭の後ろを搔かいた。

「ああ。……まあしかし、そのメレアとやらがどう育つのかは私も気になる。またそのうち、雲が低くなったときにでも様子を見にこよう」

　クルティスタはそのあたりで会話を切って、再び双翼を広げはじめた。身体よりも大きな翼が、上空を覆う。

「──いや」

　と、クルティスタはそこで思い出したようにメレアの手元へ視線を落とし、言葉を付け加えた。

「その前にまともな食料を取ってきてやらねばな」

「はは、様子を見に来るついでに悪いけど、よろしく頼むよ」

　ため息まじりのクルティスタにフランダーが申し訳なさそうに声をかける。

　それから少し声のトーンを落として、続けた。

「これも僕たちのせいだけど、メレアには当分生身の友人が出来そうにないからね。君が来てくれるなら、多少はそのあたりもマシになる」

「霊山を訪れてくる奇特な生者はそういないだろうからな」

「でも、下界に下りたらすぐにできるとも思うんだ」

「なんだ、もう親バカっぷりを発揮しはじめたのか？」

　飛び立つ寸前、クルティスタが小さく笑った。

「うん、そうかもしれない。でも本当に、見ていて飽きないからね。子どもみたいに好奇心旺盛だし、僕たちの知らない向こう側の話も知っている」

「見たまんま子どもだろう。……ああいや、その向こう側とやらから来たのだったな。──そうか、そうなるとたしかに、向こう側の話は気になるな」

「そういうことだから、頼むよ。知識欲の強い天竜からすれば、いい話し相手になるはずさ」

「クハハ、この時点で親がしゃしゃり出てくるとなると先が思いやられるな」

　クルティスタは最後に大きく笑って、ついに翼を羽ばたかせた。巨きよ軀くが空に昇る。

「──メレアといったか」

　すると、その巨軀からメレアに向けた言葉が降ってきて、メレアは空を見上げた。

「また来る。そのときまでに私の知らなそうな話を用意しておけ」

　それは楽しげでありつつ、一方で有無を言わさぬ迫力をたたえた声でもあった。

「うん、わかった」

　メレアはその声に素直なうなずきと言葉を返す。不思議と友人のように、軽い調子で答えることができて、メレア自身少し驚いていた。

「よし。ではな」

　クルティスタは満足げにうなったあと、ついに空高くへと飛び去った。

　メレアは小さくなっていくクルティスタの巨軀を見ながら、あらためて考える。

　──霊って時点で不思議だったけど、この世界はずいぶんと幻想的なようだ。

　かつての世界では竜は人々の幻想の中にしか存在しなかった。あれは物語の中の存在だった。

　しかし、それがこちらの世界には実在する。──もはや幻想ではなくなった。

　そのことをあらためて確認したメレアは、心が高鳴るのと同時に少し不安にもなった。

　自分は自分が思っている以上に物怖じしない性格なのかもしれないと、さきほどのクルティスタへの対応で自覚したばかりだが、だからといって危険が襲ってこないというわけではない。

　──もしああいう存在が自分と反目したとき、自分はこの世界を生きていけるのだろうか。

　メレアはこの日からそんなことを考えるようになった。




　　　　◆◆◆




　クルティスタが訪れてからさらに一週間が経たった。

　メレアはその日、リンドホルム霊山の山頂を忙せわしなく駆けまわっていた。

　というのも、

「おら！　必死で避よけろ！　生活にも慣れてきたから特訓だ！」

「なんのためのだよ……！」

　ぼうぼうと燃え盛る火の玉に追いかけられていたからである。

「あ!?　強くなるための特訓に決まってんだろ！」

　その火の玉はまたも幻想のごとく、よくわからない原理でふわふわと宙を飛んでいたが、かといって幻覚というわけでもないらしかった。

「うおっ！　あっつ！」

　熱も本物の火と相違ないのだ。どうやら英霊たちからすると空飛ぶ火の玉は特に不思議な光景でもないらしいのだが、そのへんの理由は追々話すと言って、置き去りにされている。

「お前だって一週間前に天竜を見て気づいただろ？　ああ、お前は気づいた。お前は結構目ざといやつだ。危険の匂いに敏感で、いわゆる動物としての生存本能に優れてるやつだ。そんなお前は、『あの天竜がもし自分と反目したら』とか考えたはずだ」

　すると、特訓を監督していた大柄な男の英霊──確か名前は〈タイラント〉──が、続けるようにして言った。

「その不安に対する答えをくれてやる。──抵抗する力をつければいいんだ。天竜に襲いかかられてもなお生き残れるような、生存の力を磨けばいい」

「そ、それにしたってこの年齢でここまでやる必要あんのかよっ！　フランダーの話どおりならまだこの身体五歳程度だろ!?」

　後方から迫ってくる火の玉から必死で逃げながら、メレアはまた抗議の声をあげる。

「必要？　あるある、超ある。お前、相手が〈魔王〉だったらどうすんだ。魔王は独自の力の研究を進めてるところが多いんだぞ？　幼少期から英才教育するところもあるし、秘術的な術式を継いでるところもある。俺の時代はそうだった。──それに五歳なんかあれだ、俺は四歳から戦場に出てたから、それと比べたら十分大人だ」

「たぶん比べる対象が間違ってる……！」

　そう答えながら、メレアは内心でタイラントの話中に現れたある単語に思いを巡らせていた。

　──〈魔王〉。

　近頃、英霊たちの口からそんな単語を聞くことがある。字面だけを見ればなんとも悪そうな香りがしてくるが、いざその意味を英霊たちに訊たずねてもはぐらかされることが多かった。

「その魔王ってのがどういう存在なのかまだちょっと曖昧なんだけどっ！」

「あー……、まあそのへんはフランダーが時期を見て話してくれるだろ」

「その受け流し方はずるいなっ！」

　やはり、いざ訊きこうとするとこうなる。

　実はメレアは、そういう英霊たちの反応を見越してまた違う筋から魔王についての話を聞こうとしたこともあった。彼もまた英霊たちと同じくあまり多くを語ろうとはしなかったが、メレアはかつての自分の世界の話をダシに、少しだけ魔王について情報を引き出すことに成功した。

「でも、ちらっと聞いたところによると、今の時代の魔王って衰退してきてるらしいじゃん？」

　メレアは火の玉を跳んでよけたあとにそんなことを言った。すると、メレアの言葉を聞いたタイラントが驚いたように目を丸める。

「その話、誰から聞いたんだ？」

　タイラントはそう訊ねて──しかし、メレアから答えが返ってくる前にふっと納得の表情を浮かべた。

「ああ、クルティスタか。たしかにあいつはいろいろ知ってるからな」

　タイラントの言うとおり、最初に出会った日からすでに二度ほど霊山に戻ってきていたクルティスタから、メレアは魔王についての断片的な情報を得ていた。

「てかあれからもう戻ってきたのかよ。案外あの天竜も節操ねえな。あいつらの知識欲には感服するぜ」

「まあ、それくらいしか聞いてないけど──おっと！　……で、どうなの？」

　メレアは頭のあたりに飛んできた火の玉を屈かがんで避けながら、言葉を繫つなげる。

「……」

　タイラントは少しの間考え込むように沈黙して、そのあとに答えた。

「……仮に衰退してても、どうせ似たようなのが出てくる。悪意の対象が変わるだけだ」

　妙に真に迫る感じの言葉であった。メレアがその意味についてまた訊ねようとするが、その前にタイラントがたたみかけるようにして言葉を並べる。

「問題は、さっきも言ったとおり、そういう強大な存在がお前と反目して、たとえばお前の仲間に手を出してきたとき、自分に守れる力があった方がいいじゃねえか、ってことだ」

「そ、それはそうだけど……」

「じゃあ、頑張ろうな。大丈夫、お前はなかなか筋が良い。こうしてすげえ環境に放り込まれても食らいついてくるくらいだからな。やっぱ、一回死んでると覚悟がちげえ。生きることに対する覚悟がよ」

　結局タイラントがそう矢継ぎ早に言って、話題をそらしてしまった。一方でメレアもその意図的な話題のそらしに気づいて、かつ自分の周囲を飛び回る火の玉が無駄口を叩たたかせないとばかりに速度を速めたので、しかたなくその流れに従うことにする。

「覚悟を決める時間を与えられた覚えはないけどなっ……！」

　メレアにはかつての生に対する未練はもうない。あれはあれで、精一杯生きた。あまり長い間を生きられなかったが、やるだけはやったと、今振り返っても思うことができる。

　ただ、死ぬまでの半生を、自由の利かない重い身体で過ごした悲哀はいまだに脳裏に刻まれていた。だから、こうして動ける身体に生まれたことを心底からありがたく思っている。

「よーし、んじゃ、あと二時間な」

「に、二時間っ!?」

「大丈夫大丈夫。高度にも慣れてきたろ。俺、向こうでフランダーと盤上遊戯してるから、それまで火の玉を避け続けろよ。じゃあな」

　そう言って、タイラントはひらひらと手を振りながら踵きびすを返した。タイラントの向かう先にはいつもの柔らかな笑みを浮かべたフランダーがいて、メレアが逃げ回るさまを見ている。

　──見ているだけだ。

　決して止めようとはしていない。

　フランダーはこういう訓練のときには、あまり口を出さなかった。

　曰く、『〈戦せん神しん〉の号を持つタイラントの訓練に僕が口を出す余地なんてないさ。ここにはほかにも〈武ぶ神しん〉から〈剣けん魔ま〉、さらに〈弓きゆう神じん〉にいたるまで、生前に肉体戦闘系の号をつけられた英霊がたくさんいる。自慢じゃないけど、僕はそういうのが苦手でね。──貧弱なんだ。だからこのたぐいのことは彼らに任せることにしているのさ』ということらしい。

　それに対してほかの英霊たちは、『貧弱？　〈術神〉がよく言うぜ。一番やばいのはお前だろ』といつも皮肉っぽく返していた。

　──たしかにフランダーもこれを見て止めようとしないあたり、かなりサディスティックなのは事実だ。
















「うおっ！　あぶねっ！　髪が焦げる!!」

　メレアはそんなフランダーの様子をもう一度見てうんざりしながら、それからは火の玉を避けることに集中した。




　二時間後。

　そこには陸に打ち上げられた魚のように力なく地面に突っ伏すメレアの姿があった。その雪白の髪は──少し焦げていた。
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　瞬く間に月日は過ぎる。

　気づけばメレアが転生してから一年が経っていた。

　メレアにとっては生まれ直してから一息つく暇もなく、必死で生き抜いてきた感がある。英霊たちの地獄のような特訓に追われていたのが最たる原因だろう。

「えーっと、こっちの術式がこうで、この術式が変数式で組み合わさって……」

　その日、メレアは三人の女英霊に囲まれて、石造りの机の上に置かれた一枚の石版を眺めていた。

　石版には文字や幾何学模様の混じったなんとも複雑怪奇な紋様が刻まれていて、ともすれば職人の手がけた高級な絨じゆう毯たんのようにも見える。

　メレアはその紋様を指でなぞり、ときおりブツブツとつぶやきながら、頭を抱えていた。

「はい、そこ違う。そのなぞり方だめー。その事象式じゃ炎は生まれません」

　すると、メレアの傍らに控えていた女英霊たちが、にやにやとした笑みを浮かべて楽しげにメレアへダメ出しをする。

「んあああっ！　なんで図形に文字が組み合わさってんだよ！　──誰だっ!!　これ考えたの！」

　メレアは彼女たちのダメ出しを受けてついに両手を投げ出した。疲れたようにしんなりとしていた雪白の髪がぼさりと揺れる。

「さあ？　神様じゃない？　術式って物理現象みたいなもんだし。なんで命が生まれるのとか、なんで光の速度は決まってるのとか、そういうのを突き詰めていくと『そういうものだからそうなる』って答えになるでしょ」

「それはわかる、それはわかるんだが……馬鹿みたいに複雑だから思わずツバを吐きかけたくなる」

　メレアは術式に関しての講義を受けていた。簡単に言えば、魔法のようなものである。

　あのタイラントとの訓練のときに見た火の玉は、まさしくこの力によるものだった。

「術式なんてものを見つけたやつは間違いなく性格が悪い。そいつは天才で、すぐに理解できたのかもしれないけど、後世の人間、特に俺の苦労についてはまるで考えなかった」

「意味わからないこと言ってないでさっさと続きやんなさいよ」

〈術式〉とは、言うなれば事象と作用を表す計算式のようなものである。──ただし、非常に多くの、さまざまな要素が混ざり合った計算式だ。

　──数字、図形、文字、模様、配置による作用の違いから、描く順番の違いまで……

　まとめて〈術式言語〉と呼ばれるそれらを駆使し、事象を表す式を導き出す。そこに燃料となる〈術素ミノス〉を投じて、現実に事象を顕現させる。

　──百歩譲って事象が起きる理屈は許す。

　メレアは術式という力の原理に関して、わりと早い段階で許容した。突き詰めれば世の事象はすべて式で表現できる、というこの世界の常識にも一応は納得している。

　だが、

「あ、そこ順番違うわよ」

「右から描かいても左から描いても線は線だろ……」

　一方でその複雑さにはかなり頭を悩ませていた。

「まあ、一年でこれって筋が良いんだから、そう落ち込まなくてもいいわよ。あたしたちから見て筋が良いって、結構すごいことだと思うけどね」

「じゃあ今日の晩飯は……」

「え？　それとこれは別よ。ちゃんとできなければ筋が良くても晩飯は抜きよ？」

「た、楽しげに微笑ほほえみやがってえ……！」

　メレアは忌々しげに女英霊へ視線を向ける。その瞳には懇願するような色も混ざっているが、女英霊の方はメレアの懇願には屈しなかった。

「あんたって意外と甘え上手よね。一年経ってずいぶんあんたのことわかってきたけど、人たらしの才能はあるかもしれないわ。まあわたしはそれには引っかからないけど」

「そこをなんとか！　ご飯食べたいです素敵なお姉さん！」

「はい、次はこっちの事象式を読解。反転術式も組みなさい」

「あー……うあー……」

　有無を言わさぬ女英霊の指示に、メレアは観念したようにうな垂れた。

「ちなみにさ、これってそんなに極めないとダメなことなの？」

　うな垂れつつも、結局は素直に事象式を指先でなぞりはじめたメレアが、途中で訊ねる。女英霊はその問いかけに、間髪いれずにうなずいて答えた。

「あんた、〈術神フランダー・クロウの魔眼〉を持ってるんだから、術式に関する知識だけはめちゃくちゃつけないとダメよ。宝の持ち腐れになるから。そのうえでいずれは〈反転術式〉の手法まで習得するのが理想ね」

　そう言われ、メレアはいったん手を止めて石机の上に置いてあった水瓶の中を覗のぞき込んだ。瓶の中の水面みなもに自分の顔が映る。そこには二つの赤い瞳がはめ込まれていた。

〈術神の魔眼〉。

　この赤い瞳は、あのフランダーの身体因子らしい。

　──たしかにこの眼めのおかげで構成術式が見えるのは大きいけど……

〈術神の魔眼〉は、あらゆる術式の構成式を見破ると言われていた。

　大半の術式は、それが事象に成ったあとにその中に内包されて見えなくなるが、〈術神の魔眼〉はそんな事象の外側からでも構成式を見抜くのだ。

　そして相手の術式が読めれば、それに対応する〈反転術式〉を当てることで、術式を無効化することができるらしい。今行っているのは、その反転術式を扱うための基礎訓練でもあった。

「いや簡単に言うけどさ、反転術式なんて繊細な方法で相手の術式を相殺してるのフランダーくらいじゃん。ほかの英霊たちは結構力技で別の術式ぶつけて打ち消してるじゃん。それでいいじゃん」

「ある一定のレベルまではね」

　単純に、相手の術式を上回る強い効果の術式を当てても競り勝つことはできるらしい。だが、そういう手法の場合、相手の術式が力学的なものでなかった場合にどうしようもなくなる。それこそ相手の術式を吸収する術式やら、相手の術式を反射する術式やらの場合だ。

　その点反転術式は、手間こそかかるがそういうものにも対応できる。的確に反転された術式は式の効力を根本から相殺するからだ。

「反転術式じゃないと防げない、ってものが結構あるのよ。そのうちわかるわ。とにかく今は頑張んなさい」

「ぐぬう……」

「まずは読んだ式を正確に反転させるための知識をつけること。あんたは生まれながらに相手の術式を見破る良い眼を持ってるんだから、結構有利なのよ？」

「わ、わかったよ」

　メレアは女英霊に言われ、しぶしぶと引き下がる。

「あ、でも理想は脊髄反射レベルだからね。つまり相手の術式を〈術神の魔眼〉で読み取った瞬間に、反射的に反転術式を編めるようになること。それくらいのレベルになってようやく合格」

「えっ!?　それどれくらい時間掛かるんだよ！」

「知らないわ、そんなこと。──だって普通の人間はそんなばかげたレベルを目指さないもの」

「おい！　今なんか最後に聞こえたぞ！」

　ぼそりとつぶやかれた言葉にメレアは目を見開いて反応する。

「いいからつべこべ言わずにやる。大丈夫、わたしたちが組んだ指導要綱カリキユラムは完璧よ。この基礎が終わったら今度は地方土着の秘術式とか、英雄がかつて生み出した特殊な術式理論とか、そのあたりも全部覚えてもらうから。──ええ、身体からだで」

　だが最後には女英霊の迫力のある笑みに押し切られて、再び石机にかじりつくはめになった。

　──完全に俺を殺しにきてる。

　訓練時以外は優しかった英霊たちだが、男も女も訓練になるとひどく厳しかった。
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　それからさらにいくばくかの月日が過ぎた。術式に関する基本的な指導が終わり、ようやく実践段階に移りはじめる。

　霊山から見下ろす景色に濃い緑色が混ざりはじめた時分、メレアは慣れ親しんだ山頂の石机の傍そばではなく、そこからやや下った場所にあるちょっとした広場に立っていた。

「じゃ、編むよー」

　そんなメレアの正面、やや離れたところに、フランダーが立っている。フランダーはいつもの微笑を浮かべて、手を振っていた。

　と、直後。そのフランダーが片手を前に出し、術式を編みはじめる。それは瞬く間に完成して、すかさず炎の塊に転化した。

「術式展開が速すぎるんだけど……！」

　言いながら、メレアは〈術神の魔眼〉を使用してその炎塊の事象式を読み取る。さらに捉えた式の効力に対抗する反転術式を編みあげるが──

「んぐぐが……！」

　それを実際に手のひらへ展開するまでに、ずいぶんと時間が掛かった。

「はい、一分。──おっそ」

　しばらくして、隣で時間を計っていた女英霊がため息とともに言う。さらに周辺から、その訓練の様子を観察していたほかの英霊たちの笑い声交じりの野次が飛んできた。

「くっそー！　これでも結構速くなってきたんだぞ！」

　メレアは彼らの野次に顔を赤らめながら、悔しそうに言った。

「でも一分じゃ死んでるなぁ」

「知ってます……」

　最初期から比べたら、これでもだいぶ速くなっていた。回数で稼ぐと言わんばかりに、うんざりするほどの反復を行っているからだろう。いまだに机上での勉強も行っていたが、やはり身体を動かす方が自分には合っているようだ、というのがメレアが自分に対して抱いた感想でもあった。

「うーん。まずは障壁系の反転術式でいいけど、のちのちは攻こう性せいの反転術式とかもやらせたいのよね」

「攻性って？」

　不意に女英霊が漏らした言葉に、メレアが首を傾かしげて訊たずねる。

「防御じゃなくて、相手の術式を反転させてからさらに攻撃術式に転換するの。いわば積極的な無効化ね。わたしの黒こく炎えん術式だったら、たぶんそれっぽく攻性反転させると白びやく炎えん術式になるから、それを読み取って、反射的に攻性反転術式に編みあげて、先に撃つの。これが最終的な到達点じゃないかしら」

「術式を編んだ本人より先に撃つって……」

「術式は編んでから事象に成るまでに時間的な開きがあるからね。もちろん、熟達した使い手ほど式を描写してからの発動が速いわ。でも、どんな使い手であっても、最初に式を見える形で描写しないといけないわけだから、それを見て先に反転術式を撃つことだって理論上は可能よ。つまり、あんたの術式生成速度が相手より速けりゃいいのよ」

「か、簡単に言うよね」

　メレアが女英霊の説明を受けて憂鬱そうに言う。

「それに、あんたは式が事象に転化したあとからでも〈術神の魔眼〉で構成式を見ることができるんだから、より猶予があるじゃない」

　女英霊はそう言ったあと、離れた場所で次々と両手に術式を展開させ、次の一発の用意をしている美貌の男に一いち瞥べつをくれた。

「まあ、〈術神フランダー・クロウ〉は最終的に魔眼を使うまでもなくそれができちゃったらしいけど。相手の術式がたとえ生成途中であったとしても、そこから先を自分で予想して反転術式を編めたらしいわ」

「そんなのやられたら心が折れそうだ……」

　対するその男──フランダーは、視線に気づいてまたものんきに手を振り返していた。顔には笑みがあって、やはり楽しげだ。

「はあ。あの優男、わたしたちの時代じゃいっそのこと竜族よりもおそれられていたんだけど、こうして霊になったあとに実際会ってみたらとんだ朴ぼく念ねん仁じんだったわ。……ちょっと憧れてたのに」

　女英霊はまた大きなため息をついて、そのあと視線をメレアへと戻した。

「ともかく、いずれにせよ優秀な術師なら先行術式を見て効力を推定するくらいはやるものよ。──まあ、先に反転術式を編んで撃つのは優秀っていうより化ばけ物ものじみてるって言った方が的確だけど」

「今はっきり化物って言った！　俺化物と同じことやらされてる!!」

「大丈夫、〈術神の魔眼〉と〈戦神の剛体〉と、その他いろいろ、英霊の特質を身体に宿せてしまうあんたはすでにまともな人間じゃないから」

「なにが大丈夫なんだ……！」

　謎の論拠をもとに肩をぽんと叩たたかれたメレアは、すかさず抗議をしようとしたが、

「魂の器が大きかったのかしら。そのへんはよくわからないけど、小さいより良いことはたしかね」

　そう言いながら女英霊がフランダーの方に合図を出し、それに応えたフランダーがまたいくつもの術式をすさまじい速度で生成したのを見て、とっさにそれをやめた。

　フランダーの周囲に広がった無数の術式陣を見て、メレアは頰を引き攣つらせながらも、すぐに反転術式の作成に勤いそしむことにした。
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　──髪、伸びたな。

　巨大な岩の上。英霊たちとの訓練のせいでところどころ奇妙な形に削られたその岩の上で、メレアは雪白色の髪の毛先を摘つまんで内心にこぼしていた。

　──それ以上に背が伸びただろうか。

　二度目の生を受けてから早数年。淡々と過ぎていく時間は、されどメレアの身体にはっきりとした変化を残していく。

「今の下界は春かなぁ」

　あまり変わり映えのしないリンドホルム霊山の景色だが、さすがにこれだけ長いこと暮らしていると周期的な変化には気づくようになってくる。吹いてくる風の鋭さ。わずかな気温の変化。春口はわかりやすく、まばらに高山植物が咲くこともあった。意外とその景色は綺き麗れいだ。

「メレア、下りて来なさい。反転術式の訓練、見てあげるから」

　ふと、岩の下の方から声が飛んできた。メレアが視線を向けると、そこには女英霊の姿がある。高い岩の上から見るといつも以上にその身体が薄まって見えた。

「わかった。今下りるよ」

　そう言って、メレアは岩の上から飛び下りる。

　静かに着地し、女英霊の隣に肩を並べた。

「ずいぶん背が伸びたわね、あんた」

　そう言って、ふいに女英霊が頭をなでてきた。

「もうすぐ俺の方が大きくなるな。そうなれば術式失敗したときにでこぴんかまされることもなくなると見た……！」

「手が届きづらくなったら別の方法を取るだけよ。それこそ術式で一発入れるわね」

「ホント容赦ねえな！」

　メレアが女英霊に畏怖のこもった視線を向ける。

　女英霊はそうしてわざとらしく震えるメレアを見て、ふっと楽しげな笑みを浮かべた。




　メレアは女英霊に連れられて、またあの山頂から少し下った場所にある広場へと向かった。そこにはすでにほかの術式訓練係の女英霊二人と、いつもの見物客たちの姿がある。

　メレアは彼らに「暇そうだなぁ」と苦笑を向けて、背の高くなった身体を広場の中央に立たせた。それから腕を軽く開いて、身構える。

「じゃあ、そろそろ三発同時にしましょうか。これに全部対応できたら、ひとまず反転術式に関しては合格ってことにしてあげる」

　三人の女英霊たちがメレアから少し離れた場所に立って、そんなことを言った。

「わかった」

　メレアは彼女たちの提案に眉をあげたあと、やる気に満ちた笑みを見せる。

「じゃ、行くわよ」

　女英霊たちがうなずき、そして──

「〈撃うち貫つらぬく炎〉」

「〈穿うがち抜く雷いかずち〉」

「〈突き通す水〉」

　すかさず手元に術式を編みはじめた。彼女たちが掲げた手に舞うようにして構成式が描き出され、それは一瞬のうちにそれぞれの事象に転化して姿を消す。

　──見える。

　しかしメレアには、事象に内包されてしまった構成式がはっきりと見えていた。〈術神の魔眼〉が、赤い輝きを放つ。

　メレアは即座にそれぞれの方向へ術式を編み出した。そうして編み出された術式は、まるで盾のようにメレアの前に立ちはだかる。

　数瞬おいて、そんなメレアの術式障壁に対して女英霊たちの術式が鋭い槍やりのごとく撃ち放たれた。

「──うん、及第点ね。まあよしとしましょう」

　結果、障壁に衝突した術式事象は、溶けるように消え去る。反転した式を持つ術式障壁に衝突し、中和されたのだ。

「やっとか！　三年かかったあああ!!」

　女英霊たちについに合格をもらったメレアは、両腕をあげて喜びを露あらわにした。

　すると見物客の中から嬉うれしげな笑みを浮かべたフランダーがやってきて、おもむろにメレアの頭をなでる。

「僕は十年かかったけどね。君は僕よりも才能があるようだ。──不思議だね。術式なんかない世界から来たのに」

「フランダーは全部独学でやったからだろう？　先達がいるからこうして効率よく学べるんだよ。みんながいなかったらこううまくはいかなかったと思うな」

「そう言ってもらえると、きっと彼女たちも喜ぶよ」

　ふと、フランダーがそう言いながら、今度は三人の女英霊たちの方を指差した。

　メレアもそれに釣られるように視線を移し──

「え？」

　次の瞬間、絶句した。目の前に映った光景が、すぐには信じられなかった。

「そう……、わたしたちの未練もここで燃料切れってわけね」

　女英霊たちの姿が、今にも消えそうなほどに──薄くなっていた。

　メレアは呆ほうけた声をあげたあと、ハッとして我に返るや、女英霊たちに駆け寄る。

「なんだかレイラスの気持ちがちょっとわかった気がするわ」

「あはは、レイラスは子どもが生まれた喜びで昇天しちゃったものね。あの子、どれだけ嬉しかったのかしら」

「レイラスは若く死んじまったからねえ」

　女英霊たちは、いつの間にか、とても穏やかな笑みを顔に浮かべていた。

「み、みんな──」

　メレアはそんな彼女たちに近づくと、不安げな表情で彼女たちを順に見ていく。すると彼女たちの笑みが、子を安心させようとする母のような笑みに変わって、メレアに向けられた。

「平和ボケしたってことよ、わたしたちも。もっと派手に未練晴らしてやろうって思ってたけど、あんたのことを育ててたら満足しちゃった。わたしも生前子どもがいなかったから、きっとそうなったのね。ホント、母性って厄介なものよ」

「メレア、最初はあなたのことを英雄に仕立てて、私たちの代わりに未練を晴らしてもらおうって思っていたけど、今はそういうものをあなたに背負わせることが嫌に思えてならない。──子どもの自由を縛るのって、結構心にクるものね。私もこんな気持ち、知らなかったわ。でも……知れて、よかった」

「そういうことだから、あんたは好きに生きなよ、メレア。ただ、せめて自分が守りたいものは守れるように、男なんだから、それくらいの強さは常に持ち続けなさい」

　三つの声が最後みたいな言葉を紡いで。

「待っ──」

　──彼女たちは、消えた。

　メレアの隣にいたフランダーが空を見上げ、薄く目を細めた。

「これでまた霊山が寂しくなるね」

　フランダーのつぶやきは霊山の寒かん風ぷうに乗って、ずっと空高くにまで昇っていった。




　　　　◆◆◆




　メレアが十五歳になる頃には、英霊たちのうちの半数以上が消えてしまっていた。

　彼らはメレアが英霊の技能を身につけていくたび、役割を終えたとばかりに消えていった。

「強くなったな、メレア。いっそ憎らしく思えるくらいに、お前は強くなったよ」

　そしてまた一人、メレアの前で英霊が空に昇ろうとしていた。

「おかげで俺の身体からだも薄まっちまった。……くそ、俺の望みはなんだったんだ。自分の技術を継がせる存在が欲しかっただけなのかもしれねえって、いまさら思えてきたぜ」

　武闘派英霊の筆頭であった大男──〈タイラント〉。最後の稽古と称した組手で、その男英霊はメレアに投げ飛ばされていた。

「タイラント……」

　メレアはタイラントを超えた。それが、タイラントの霊としての存在を薄めた瞬間だった。

「……〈戦神の剛体〉は俺の因子だ。お前の身体は強い。なまくら剣の一本や二本、打ちつけられてもまるで問題にしねえはずだ。そしてお前はそれを自分のものとして会得した。俺より俺の身体をうまく動かすお前は、間違いなく強い」

　タイラントはひどく希薄になった自分の手を見て苦笑したあと、満足げな顔でメレアの頭をなでた。

「願わくは、戦神の名に誇りを持ってくれ。それが俺への手た向むけになる。……そんな顔をするな。お前の身体に俺の因子はちゃんと存在する。俺はいつだってお前と共にある」

「──うん」

「魂は別の世界のそれだけどよ、お前は俺の未練を断ち切っちまうくらい、俺の息子として可愛かわいがられてたぜ。だから──俺は行く。お前に変なしがらみを背負わせるのは、やっぱりやめた」

　そう言ったタイラントの身体が、不意にまた薄くなった。霊体が──消える。

　その間際で、タイラントが右の拳を突き出していた。メレアはそれに気づくと、すぐにタイラントに近づいて自分の拳をその拳に突き合わせる。

「──元気でな」

「──さよなら、親おや父じ」

「ハハッ、悪くねえ呼び名だ」

　そうしてまた一人、英霊が空へと昇った。




　　　　◆◆◆




「なんだか、俺がみんなを殺しているみたいだ」

　タイラントが消えていった日の夜。メレアは冷たい岩を背もたれにして座りながら、そんな言葉をこぼしていた。
















「それは違う、メレア。君は逆に彼らにとって素晴らしいことをしてあげているんだよ。彼らの未練と復ふく讐しゆうの連鎖を断ち切っているんだ。未練によって生き延びた彼らが、その未練以外によって満足するというのは、本当にすごいことなんだよ」

　メレアの隣にはフランダーがいた。フランダーはまだ、霊山に残っていた。

「未練と復讐の連鎖？」

　メレアはそんなフランダーの方を見上げ、短く訊たずねる。

「そう。未練と復讐の連鎖」

　フランダーはメレアと同じ赤い瞳に優しげな光を灯ともし、メレアの肩をはげますようになでながら言った。

「そろそろ……話すべきかな」

　それからフランダーは、一度視線を足元に沈ませ、そのあと決心したように顔をあげた。再びメレアの方を見て、口を開く。

「本当は、もっと早くに話しておくべきだったんだろう。でも、言えなかったんだ。僕たちの欲と、自分の悲惨な死を認めたくないというわがままな思いが、君にすべてを話すのを止めさせた」

　不意にフランダーが浮かべた自嘲するような笑みが、メレアの目に焼き付く。

「でも、今こそ話そう。僕たちが最初、どういう理由で君を呼んだか。僕たちに、どういう未練があったのか」

　そのフランダーの決意は、メレアにとって少しおそろしいものに思えた。それはフランダーが消えるためにする前準備のようにも思えたのだ。

　まるで置き土産のように、これからその話をして、フランダーも消えていくのではないか。

　されどメレアには、もはやフランダーの決意を止める力はなかった。それくらい彼の表情には、断固としたものが映っていた。

「〈魔王〉って言葉、聞いたことあるよね」

「うん」

　フランダーの話はあの単語からはじまった。

「その言葉が、僕たちの未練に強く関わっている」

　今までほとんど知ることのできなかった魔王についての話。その真相が、ついにフランダーの口から聞ける。

　メレアは襟を正して、耳をそばだてた。

「結論から述べれば、僕たちは英雄とも呼ばれたし──魔王とも呼ばれた」

「英雄で、魔王？」

「そう。しかしそこには順序がある」

　フランダーが空を見上げる。

「まず、魔王がなんであるかだ」

　それからすぐに続けた。

「最初、魔王という言葉は、とある悪徳の化身を形容するために作られた。ずっと昔、僕が生まれるよりもっと前の話だ」

　語感から、そうではないかとメレアも思っていた。

「加えれば、とても強くて、悪徳にまみれていた者たちのことを、だね。手がつけられない暴虐の王たちをそう呼んだんだ」

　それだけだろうか。この時点ではフランダーたちがその名で呼ばれたことに対する理由を見つけられない。

「でも、あるときから、魔王の意味が変わった。──魔王という言葉が指す対象が変わったんだ」

「変わった？」

　どんなふうに。メレアの中にすぐさま疑問が浮かぶ。

「とても強くて、悪徳の化身であった者を指す言葉から──」

　フランダーがほんの少しの間を挟んで、続けた。

「──ただ、強い者を指す言葉へ」

　メレアはまだ、その意味の変遷によって起こった悲劇を知らない。




「今言ったとおり、昔は決してそんな広範な者を指す言葉じゃなかったんだ。ただ強い者を指すだなんて、ちょっと無差別的すぎるだろう？」

　フランダーが困ったように笑って、メレアの方を向いた。

「僕が英雄と呼ばれてすぐの頃は、まだ、強大で、かつ悪徳の化身であるような者を魔王と呼んでいた。でも僕が死ぬ頃には、その悪徳の化身という部分が削れて、ただ強大な者を表すための言葉になっていた。僕の生きていた時代が、おそらくその転換期だったんだろう」

　転換期。どうしてそんなふうに意味が変遷したのかについては、やはりまだわからない。

　そんなメレアの内心を察したように、フランダーが逆に訊ねていた。

「ちなみに、どうしてそうなったかはわかるかい？」

「んー……」

　いまいちピンとこない。

　そうやって悩んでいると、時間切れとばかりにフランダーが先に言った。

「悪徳の化身としての魔王が数を減らしてしまったからだよ。いつの間にか、彼らは脅威ではなくなっていた。力があって、それでいて悪徳にまみれていた暴君は、ついにほとんどが討ち果たされてしまったんだ」

「いいことじゃん」

「うん、そこはね」

　フランダーの苦笑が深くなる。

「でもそのおかげで人間は──あるいは国家は、共通の敵を失った。……正直に言ってしまえば、あの時代はそういう共通の敵がいたおかげで国家間の戦争が沈静化されていた、という節がある。しかし魔王が衰退したせいで、今度は──」

「ああ、そういうこと……」

　メレアはついに、一つ得心した。フランダーが何を言おうとしているのかに気づいて、思わず苦々しげな表情を浮かべる。「懲りないな」と他人ひと事ごとのような言葉が小さく漏れた。

「僕もそう思うよ。ともあれ、その結果──今度は国家間の戦争が盛んになった」

　ひどい話だ。メレアは率直にそう思った。

「そして国家間の戦争が盛んになりはじめた頃に、時代に合わせるかのようにして、魔王という言葉の意味も変わったんだ。……国家に都合良くね」

「どういうこと？」

　今の話とは違って、こちらにはまだ予想の一つも浮かばない。

「前提として、彼らは戦争で勝つために、とにかく強い力を欲しがっていた」

　フランダーが人差し指を立てて言う。まだ先の内容は判然としないが、戦争のために力を欲したという道理にはメレアも一定の理解がおけた。それは争いごとの、最も簡潔な理屈だ。

「そして強い力と言えば魔王だ」

「まさか、魔王を利用しようとしたとか？」

　メレアが話の流れから先を予想して、訊ねた。しかしフランダーはそれに首を振って答えた。

「そうしようとしたこともあった。もろ刃の剣だけれど、うまく利用できればこの上ない戦力になる。でも最初に言ったとおり、そうやって他国家に目が向くようになったときには、そもそも魔王がほとんどいなかった」

　狩り尽くしてしまったから。

「だから国家は、別の対象に注目したんだ」

「別の対象？」

「そう」

　フランダーは一拍をおいてから、はっきりとした口調で言った。

「悪徳の化身である魔王が狩り尽くされる前、その特効薬のように存在した英雄に、今度は目を付けた。彼らはたしかに強い力を持っていたからね。──最初の悪徳の魔王を倒すほどの」

　メレアは嫌な予感がした。そのフランダーの言葉が、メレアに歴史の輪郭を捉えさせようとしていた。




　メレアが胃のあたりにもやもやとしたものを感じていると、フランダーがまた続けた。

「国家は最初、『戦争に協力してくれ』と正直に英雄たちに願った。すでに彼らには英雄としての功績があったから、下手に強制はできない。扱い方を間違えると民からの反発もあるだろう。しかし大半の英雄たちはうなずかなかった。悪徳の化身であった魔王を討つのと、ほかの国家を討つのとでは、だいぶ中身が違ってくるから」

　まるで自分のことのようにフランダーが言った。

「しかし断っても、彼らはなかなか諦めなかった。どこかの国がうまいこと英雄を戦争に駆り出せばなおさら、『自分たちも』と執着していく。そうして英雄と国家の間でばかばかしい小競り合いが続いて──その果てに、ある事件が起きた」

　メレアの意識がフランダーの最後の言葉に引っ張られる。

「きっかけは、とある国家の誰かが言った、こんな言葉だった」




『協力してくれないなら、その力だけを奪ってしまえばいいのだ』




「え？」

　メレアは啞あ然ぜんとした声をあげる。

「でも、それだとその国の民が反発したり──」

「そう。そんな横暴な手段を取ったら、さすがに民たちは怒る。まあ、国家存続の危機、ともなれば彼らにも良心とのせめぎ合いがあっただろうけど、そのときはそこまで切羽詰まっていなかった」

「ならどうやって……」

「名目さ。でっちあげの名目を作ったんだよ」

　フランダーの顔に、一瞬怒気が映り込んだのをメレアはたしかに捉えた。

「徹底的な情報操作。近場にちょうどいい言葉も残っていた」

　そのときメレアの脳裏に、あの言葉が蘇よみがえる。──〈魔王〉。

「きっかけを作ったその国家は、あらゆる手を尽くして──」




　英雄を魔王に仕立て上げた。




「……狂ってる」

　メレアの口から、愕がく然ぜんとした言葉がこぼれた。

「そしてその方法に続いた多くの国家が、魔王を倒すという名目のもと、英雄たちに対して強硬手段を取り、そのたぐいまれな力や知識をどんどんと奪っていった。ひどいところだと、そのあとに恨まれたり、ほかの国家に再利用されるのをおそれて、命まで奪ってしまう国家もあった」

　メレアはとっさに言葉が出ない。

「さらに一度やってしまうともう止まらない。その方法がうまくいってしまったのも余計だった。魔王というレッテルは、どんどんとほかの英雄にも貼り付けられていく。そうして英雄が──次の時代の魔王になっていった」

　魔王という言葉は、時代時代でなにかに覆いかぶさる悪魔の獣皮のようだった。前時代から魔王という言葉に積み重ねられてきた怨念を、次の時代にその言葉にくるまれた者たちが背負わされる。たとえ実態と名の間に誤差があっても、そこを人の悪意が埋めていく。

　すべての元凶は魔王という言葉そのものにあるのではないか。

　メレアはそんなふうにさえ思いはじめていた。

「それが繰り返されていって、ついに感覚も麻ま痺ひした。でっちあげの名目さえまともにつけなくなって、国家の都合でただ強大である者をそのまま魔王にしてしまうような事態にまで陥った」

　うなずきがたい。しかし、それが歴史だった。

「ここにいた英霊たちは、そういう暴虐の流れに巻き込まれた英雄たちだった」

　ふと、話がほかの英霊たちのことへ戻ってくる。

「だから彼らは、少なからずその身の内に恨みを抱えている。未練があった。なぜあんなことになってしまったのかに納得が欲しかっただろうし、たぶん……復讐したいという気持ちもあっただろう」

　フランダーの瞳が同じ色のメレアの瞳へ向けられる。

「君は最初、そんな英霊たちの未練を晴らすために、ここへ呼ばれた。今だからこそ言うけど、最初はそういう側面があった。それを……申し訳なく思う。僕たちは僕たちのわがままで君の生を縛ろうとしたんだ」

　不意にフランダーが頭を下げようとした。

　しかしメレアは、それをとっさに止めた。

「やめてくれ。たとえそうであったとしても、俺は二度目の生を与えてくれたことにそれ以上の感謝をしてるんだ。むしろそれぐらい、なんてことない。もっとなにをやれって言ってくれてもいいくらいだ」

　メレアは矢継ぎ早に言う。

　そこでふと、メレアの中に疑問が浮かんだ。

「でも、ならどうして、彼らは俺がなにかをする前に消えていってしまったんだろう。まだ未練もなにも──」

　そう言いかけたところで、フランダーがすかさず声を挟んだ。

「それが、君のしてくれた最大の贈り物なんだ。彼らは君を育てているうちに、その未練をまったく別の方法で解消した。君と過ごす日々は──」

　フランダーがまっすぐにメレアの目を見る。

「そんな僕たちの未練と復ふく讐しゆう心しんさえも昇華させてしまうほど、楽しいものだった」

　いざそう言われると、メレアの中にも恥ずかしさが生まれる。けれど、メレア自身はなにか特別なことをしたという思いはなかった。だから、本当にそれだけで良かったのか、もっとなにかをしてやれなかったのか、今度はそんな思いが芽生えてくる。

「十分だよ。もう十分なんだ。本当はもっと早くに、気づくべきだった。そうすれば君はもっと平穏に……暮らせたかも、しれないのに──」

　不意に、フランダーが今にも泣きそうな表情を浮かべて、それから顔をうつむけた。

「……今日は少し話が長くなったね。続きはまた今度にしようか」

　メレアは最後のフランダーの言葉が気になったが、まだ顔をうつむけたままのフランダーを見て、その先を促すことはできなかった。

　その代わり、メレアは笑みを浮かべて、フランダーを慰めるように言った。

「俺はこの生活が好きだよ、フランダー。だから、フランダーがそんなに悲しむ必要はないんだ。みんなに術式とか技とか、いろいろ教えてもらえるのだって楽しいからね」

「……うん」

　それでもフランダーは顔をあげなかった。

　──……少し、一人にしておこう。

　メレアは内心にそう思って、静かにその場を離れることにする。メレアもまた今の話を聞いて、自分の中で気持ちを整理させたかった。

　魔王のこと。英雄のこと。国家のこと。そして──自分のこと。

　ついでに胸中に生まれたもやもやとした思いを発散しようと、メレアは霊山の中を走り回りはじめた。




　広場を抜け、岩場をめぐり、霊山外縁の崖際を歩く。

　リンドホルム霊山での生活もずいぶん長くなって、見慣れた景色も増えた。今では我が家の庭、とでも言ってしまえそうなところだ。

　メレアはそんな霊山の中をさらにいくばくかの間駆けまわり──

「ん？」

　最後に、見慣れない場所へたどり着いた。

　──洞窟？

　通りがかった崖際の道に、意図的にくり抜かれたような空洞があった。入口には岩が積み上げられていて、その間に土が挟み込まれている。まるで誰かに塞がれた、という感じだ。

　──風で覆いが剝げたのかな。

　霊山は我が家の庭のようなものだ、との前言を撤回しつつ、メレアはその空洞の入口を観察する。入口の岩の一部が崩れ、隙間から奥に洞窟らしき空間が広がっているのが見えた。

　メレアはその洞窟の中に何があるのか、少し気になった。

　──入るだけ入ってみようか。

　もう少しフランダーを一人にしておきたいという思いもあって、メレアはしばらくここで時間を潰すことにする。手を伸ばし、入口を塞いでいる岩を取り除いていった。




　やがて、その洞窟の中でメレアは知ることになる。

　フランダーがどうして最後にあんな言葉をこぼしたのか。

　その理由の──一端を。




　　　　◆◆◆




　洞窟の奥には予想以上に広い空間が広がっていた。

　メレアは指先にちょっとした術式で炎を灯ともし、それを松明たいまつ代わりにしてさらに奥へと入っていく。

　そうやっていくらか洞窟の中を進んでいくと、突きあたりにほのかな光を放つ石の山を見つけた。

「これって……」

　大方の見た目は白い石に違いないが、その内部から青い光がかすかに漏れ出ている。

「〈未来石フユーナス〉？」

　メレアはその石に覚えがあった。見たことこそないが、〈天竜〉クルティスタからこういう石があるという話を聞いたことがあったのだ。

〈未来石〉。その石をしばらくの間握り続けると、自分の未来の可能性が石の表面に現れるという不思議な石。

　その話を聞いた当時は、クルティスタが自分の話に対して「そんな便利な道具あるわけないだろう」と言って笑うのと同じように、「実にわかりやすいファンタジーだ」などと言って一笑に付したものだが、実際に目にすると笑いの一つも漏れてこない。

「いやいや、まだ本当に未来の可能性が映るとは決まっていない」

　そう言いながらも、やはり試さずにはいられなかった。




　メレアはじっとして、三十分ほどの間、〈未来石〉を握り続けた。

　──なんだか石に試されているようで、どきどきするな。

　自分の未来を見てみたいという欲求は、人の抱く夢のようでもあるが、実際にこうして立ち会ってみると少しおそろしげでもある。

　そう思いながら、ついに手を開いて石の表面を見た。そこには文字が浮かび上がっていた。

『魔王』

　すかさずメレアはその未来石を手刀で叩たたき割った。

　──ふう。

　メレアはやりきった感とともに、心の中で息を吐いて周りをきょろきょろと見まわす。

　──魔王……？

　今のを英霊たちに見られたらたまったものではない。彼らはむしろ、本質的には魔王と敵対する英雄だ。この魔王という言葉がいったいどの時代の魔王を指すのかがまた問題だが、なまじ言葉が同じだけにどちらか判別がつかない。

　大きく深呼吸をして、いったん心臓の鼓動を落ち着かせる。洞窟の中に満ちる寒々とした空気を吸いながら、残っている未来石を手に取って、もう一度試してみることにした。

　──さっきのはなにかの間違いだろう。

　願いとも確信ともつかない内心を抱いだいて、また三十分、未来石を握ることにした。




　三十分経たった。手を開く。

『魔ま神じん』

　割った。

　──おかしいな。そんなはずはないんだ。むしろちょっとひどくなったんだけど……。

　別に、英雄とかでなくてもいいが、真逆の言葉だけは困る。もう少し当たり障りのないものであると、自分も英霊たちも安心できるだろう。

　──最後。あと一回だけ。三度目の正直ってあるもんね？　……二度あることは三度あるとも言うけど。

　メレアの最後の挑戦がはじまった。




　そわそわとしながら未来石を握り続け、しばらく経って手を離す。

「ん？　ちょっと手を離すのが早すぎたかな」

　手の中の未来石には、やはり文字が浮かんでいた。だが、どうにも今回は薄い。微妙に読めない部分がある。

『─魔─主』

　文字の間隔的には全部で四、五文字程度だろうか。

「魔……いや、主あるじって……」

　どう見るべきか迷って、しかしとっさに後半の方に意識を集中させた。そちらの方が自分の精神衛生上よいであろうことを確信していた。

「主、主……」

　あるじ。しゅ。語尾についているとなれば、どちらかだろう。こうして連なっていることを考えると、しゅ、と読んだ方がいいかもしれない。──と、そこでメレアは閃ひらめいた。

「──救世主」

　やや無理やりであることは自覚していた。しかし今ほど、心の中で『英雄という単語でなくてもいい』と言ったばかりだ。もしかしたらその心の声を未来石が拾ってくれたのかもしれない。文字の間隔的にもぎりぎり入らないではない。

　──この前半の魔という文字がなければ完璧だった。

「いやいや、これはきっと前進した」

　自分に言い聞かせる。

「でも、また前の二つがいつ出るともかぎらないから、やっぱり未来石は隠しておこうか……」

　未来石とて完全ではない。あくまで可能性の一端を示すという話だ。しかしまかりまちがって前二つの単語が英霊たちの目の前で現れてしまうと、非常に気まずい。

　結局メレアはその場にあった未来石を英霊たちの見えないところに隠すことにした。

　──もしかしたらこの洞窟の入口も、こういう〈未来石〉の意地悪さをおそれた誰かが意図的に塞いだのかもしれない。

　とにかく、早急に対処する必要がある。

　メレアはあたりに散らばる気の利かない石ころを、せっせと集めはじめた。




　それから、大方周辺の未来石のすべてを取り終えたメレアは、次にそれをどこに隠しておこうかと悩んだ。

　──埋めとくか。

　とりあえず英霊たちの目に入らなければ、これを彼らの目の前で握らされることはないだろう。ここはちょうどいい洞窟であるし、出るときにまた入口を塞いで、さらに未来石そのものをここの地中にでも埋めておけば二重に隠せることになる。

　そう思って、今度は穴を掘っていくことにした。手で掘るのもなんなので、気の利かないことに対する皮肉を込めつつ、少し大きめの未来石を使って洞窟の地面を削っていく。

　拾った未来石がすべて入るくらいの深さまで掘って、次にそこへ石を流し込んだ。

　最後に穴を掘るために使っていた未来石を手から離し、中へ放り投げる。深さはぎりぎりで、こつん、という音が目の前に聞こえるほど穴は浅くなっていた。

　と、いまさらになって、掘るために使っていた未来石にうっすらと何かが浮かび上がっていることに気づいた。ずっと未来石を使って山肌を掘っていたため、意図せずまた未来視を試してしまっていたようだ。

「最後までお前は俺に対しての皮肉を欠かさないな」

　目を凝らしてその表面を見ると、そこには文字ではなく絵のようなものが浮かび上がっていた。

「……絵か」

　ほんの少し、期待した。

　そこに映っていたのは、刺とげ々とげしい装飾が施された大きな椅子に頰ほお杖づえをついて、にやりとした笑みを浮かべている──男の姿だった。

　椅子はまるで玉座のようでもある。それも、どちらかと言えば悪趣味が過ぎるタイプの。隣にはそんな玉座に座る男に仕えるかのようにして、複数の男女が立ち並んでいた。

　──これ、絶対なんか悪いことしてるなあ……。

　誰だろうか、この定式化された悪の魔王のごとく振る舞う男は。

　雪白の髪。赤い瞳。努めて浮かべているかのようなぎこちない悪人相。

　──俺に似てるな、こいつ。

　気のせいだろう。メレアは自分に言い聞かせた。

　だが、気のせいであることを前提とした上で、この絵の中の男には言いたいことがある。

　──お前は役者には向かない。表情の作り方がとても下手だ。

　メレアはその未来石を割った。もはや手て馴なれてきた割かつ断だんだ。

　──判断しづらい絵を映しやがって……

　最後の最後まで自分をあざ笑うかのように絵を浮かび上がらせた未来石に対し、メレアは大きな嘆息を返した。




　　　　◆◆◆




「メレア、〈未来石フユーナス〉使ったでしょ」

「えうっ!?」

　未来石による『魔王』という宣言を受けてから数日が過ぎていた。

　あれから何事もなかったように英霊たちのもとへ戻り、その日も自前でこしらえた石造りの小屋の傍かたわらで術式の鍛錬に勤しんでいると、フランダーが近くに寄ってきて言った。数日前の悄しよう然ぜんとした様子はいくぶん薄まって、顔にはいつもの微笑がある。

「やっぱり。ちなみになんて出た？」

　そんなフランダーは、どこから嗅ぎつけたのか知らないが、メレアが〈未来石〉を使ったことを知っていた。

「えーっと……え、英雄？」

「メレア、噓うそつくの下手だよね」

「はい……」

　メレアは観念したようにうな垂れる。正確には、自分の親たる英霊たちに噓をつくのが苦手だった。ときおり遊びに来る天竜たちには噓を織り交ぜたわざとらしいおとぎ話をするくらいには口が回る方であるが、相手がフランダーだと特に舌の動きが鈍る。

「予想。──魔王って出たでしょ」

「えっ！　な、なんでわかったの」

　メレアが早々に白状すると、フランダーはまた笑った。

「ハハ、少し、予想があったんだ。その予想が最近になってまた一段と僕の中で大きくなってきていてね。クルティスタにごく最近の下界の話を聞いたせいかな」

「どんな話？」

「近頃の下界で、〈魔王狩り〉が流行はやっているっていう噂うわささ」

「魔王狩り？」

「うん。それがまた、どうにもきなくさいんだ。僕が考えていた以上に、下界の都市国家たちは力に飢えているのかもしれない。──この時代になっても」

　フランダーが唐突に居住まいを正して言った。メレアもそれに倣ならうようにして、少し姿勢を正す。

　フランダーは一息をついてから、意を決したように真面目な表情を浮かべて、言葉を続けた。

「一昨日おとといの話の続きをしよう」

〈魔王〉という言葉をめぐるあの話の続き。

　しかしこのときのメレアは、話の続きを聞けることにではなく、フランダーが一昨日と言ったことに強い衝撃を受けていた。フランダーとその話をしたのは、正確には四日前の話だ。

　──っ……。

　メレアはそのとき、漠然とフランダーの霊としての死期を察していた。霊たちの記憶があいまいになるのは、決まって彼らが消える間近のことだった。




「国家間の戦争が盛んになるにしたがって、国家は英雄を魔王に仕立て上げてまでその力を欲しはじめた、というところまでは話したっけ」

「──うん」

「それが繰り返されていって、ついに感覚も麻ま痺ひし、でっちあげの名目さえまともにつけなくなった。ただ強大である者を、そのまま国家の都合で魔王としてしまうような事態にまで陥った」

　フランダーはどこまで話したかを入念に確かめるように、同じ言葉を繰り返した。

「そのあたりまでかな」

「じゃあ、そこからだね」

　フランダーが優しげな微笑を浮かべてうなずく。

「実は、そんな魔王のレッテル貼りの基準──つまり、誰を魔王と認定して狩るかの基準──が、今はさらに下がってきてしまっているらしい」

　ついにフランダーは続きを話しはじめた。

「理由はいくつか考えられるけど、一つは今までの基準で言う『強大な者』が狩り尽くされてきているからだろう。──あらかた目立った力は吸収した。次はもっと細部、ちょっとした力でもいいから、国家間の戦争に役立つ力を。そんな感じだろうか」

　フランダーが肩を落とす。

「戦乱の時代が進んでくるにしたがって、国家も歯止めが利かなくなっているんだろう。国家は人の英知の結晶で、人間の生み出した文明の中で最も偉大なものだ。でも一方で、それは人の欲の集積所でもある。そう簡単には止まらない」

　そこまで言って、フランダーは「ともかく」と話を元に戻した。

「僕は、クルティスタからそんな下界の話を聞いて、同時に嫌な未来図を想像してしまった」

　次にフランダーの口から放たれた言葉で、メレアは彼の内心の逡しゆん巡じゆんをはっきりと捉えた。

「──メレアがその魔王としての基準に引っかかって、いざ下界に下りた途端、彼らの悪意にさらされるのではないかという未来図を」

　そう言って、フランダーは苦笑を浮かべた。

　自嘲、切なさ、怒り。

　その苦笑には、いくつかの感情が乗っているように見えた。




「君が下界に下りると、その身に宿った英霊の力と、メレア自身が積んできた研けん鑽さんの力ゆえに、魔王のレッテルを貼られてしまうかもしれない。簡単に言えば、そういうことさ」

　なるほど、とメレアは納得した。それでいて、フランダーの苦笑にどうして自嘲や切なさや怒りが映っているのか、わかった気がした。英霊の力という言い方で、それに気がついた。

　──フランダーはそれを、自分のせいだと思っているんだ。

「前にも言ったとおり、僕たちには未練があった。君を鍛えたのは、たしかに下界に下りたときに心ない悪意に潰されないため、という名目もあっただろうけど、一方で復ふく讐しゆうのためであったり、霊山から下りられない自分たちの代わりになにかをさせるためだったりもしただろう」

　メレアはそれを構わないと思う。前にフランダーに言った言葉に今も偽りは感じない。

「そしてそこには、同じくある共通する思いがある」

　フランダーが空を見上げて言った。すでに〈魂の天海〉へと昇って行ってしまったほかの英霊たちに、語りかけるようだった。

「君に──英雄になって欲しかったんだ。英雄のまま死にきれなかった自分たちの代わりに、最後まで綺き麗れいなままの英雄に。人の悪意という大きな流れにも負けない、理想の英雄に」

　フランダーが「夢見がちな子どもみたいだろう？」とまた自嘲気味な笑みを浮かべて言った。

　メレアはその言葉に首を振って答えた。

「そんなことないよ。みんな、誰かを救いたかったんだ。そして実際に救ったから英雄と呼ばれた。そこにいろいろなしがらみはあるかもしれないけど、素直に誰かを救いたいと思えた彼らを、俺は尊敬する」

「ハハ、そんなにまっすぐに褒められたら、タイラントなんかは『そんなつもりじゃねえよ』って照れ隠ししそうだね」

　メレアの脳裏に、あの大男の豪快な笑い声が蘇よみがえった。

「まあ、僕たちは僕たちで、各々時代こそ違えど、なかなか壮絶な人生を歩んできている。だから、そういう理想の英雄になることがとても難しいことだって頭ではわかっているんだ。でも──」

　フランダーが視線を空から下ろし、今度はまっすぐに霊山の向こう側を見据えた。

「諦めきれなかったんだ。本当は、英雄のまま終われなくたって構わない。でもせめて、もう少し平穏に、そしてもう少し長く──」

　一拍をおいて、フランダーが言った。

「──生きていたかった」

　フランダーのその一言は、メレアの中に強く響いた。メレアはかつての自分の生を、思い出していた。

「でも、やっぱり君に僕たちのそういう夢を背負わせるべきではなかった。そのせいで君は、逆に魔王として追われる可能性を負ってしまった。僕たちはもっと早くにこのことに気づくべきだった。……いや、心のどこかでは気づいていたはずなのに、止められなかったんだ」

　そのときメレアは、フランダーが自責の念に苛さいなまれていることに気づくも、とっさにどう反応したらいいかもわからなくて、沈黙した。最初は「別に、俺はそれでも構わないよ」と、そう安心させるつもりだったが、

　──たぶんフランダーは、外側からなにを言ってもこの表情を崩さないだろう。

　自嘲と後悔の滲にじんだフランダーの苦笑に、触れがたい苛烈さのようなものを見て、とっさにその言葉を言えなかった。

「……ちなみにさ、それって魔王と認定されるような力を自分から捨てれば、国家も追ってこないんじゃないの？」

　それから少し経たって、メレアはどうにか頭を働かせ、話をそらすように言った。

「どうだろう。彼らは魔王の血にすら可能性を見ているから。それに、物事の順序に大きな問題がある。先に国家が魔王の力を求め、彼らを血眼になって追ってしまっているから、魔王たちもなかなか自分を無防備にはできない。『本当に力を捨てたら彼らは自分を諦めてくれるのか？』そんな猜さい疑ぎ心しんと恐怖心が彼らに力を捨てることを難しくさせている」

　たしかに、追われている状態で力を捨てるのは怖い。

　そんなふうに力に囚とらわれている国家は、なにをしてくるかわからない。武器を捨て、力を捨てたって、身体を解剖させろとか、そんなことを言ってくるかもしれない。

「じゃあ、今下界で魔王と呼ばれている者たちは、そうやって迷いながら、必死で逃げまわっているのかな」

「逃げられるうちは、そうかもね。肉体的にも、あとは──精神的にも」

　フランダーが肩をすくめて、対するメレアは眉根を寄せた。

「魔王は逃げている、か。もうどっちが魔王だかわからないな」

「言えてるよ。でも君も、彼らと同じように追われる側になる可能性がある」

　フランダーが危惧している未来図はそれなのだ。メレアとてそのことはもう十二分にわかっている。

「だから、もし、もしそうなってしまったら──」

　と、次の瞬間、フランダーは珍しく静水の佇たたずまいを崩して、迫るような勢いでメレアの両肩に手を置いていた。そうして手に力を込めて、ぐいと肩を引き寄せながら、メレアの身体を正面に振り向かせる。その状態で、フランダーは言った。

「──君は、その魔王たちと協力しなさい」

　字面だけを見たら、ひどいものだ。

　特に、昔の時代の、悪徳の化身であった魔王しか知らない者が聞いたら、『お前はなにを言っているんだ』とフランダーをたしなめたかもしれない。

　だけど、かつてと今は違う。その名の意味も、きっと変わった。──変わってしまった。

　メレアはフランダーの言わんとすることに、気づいていた。

　そしてだからこそ、その思いに対する自分の答えは決まっていた。

「彼らが本当に悪徳の化身ではなくて、どうしようもない魔王という言葉の呪縛に囚われていて、それで、助けを求めていたのなら──」

　本当に心の底からそう思えるかは、実際に彼らと出会ってみなければわからないかもしれない。むしろ、話を聞いただけでそんな答えを出せてしまうのは、どことなく無責任だ。

　でも、言葉の上で、決して偽りなくそう答えられるくらいには、フランダーの話に関して真面目に考えているつもりだった。

「そのとき俺は──魔王にとっての英雄を目指そう」

　そして今は、こうして目の前で心配そうな顔をしているフランダーを、安心させてやりたかった。

　英霊たちの最初の願い。誰かを救う、英雄になってほしい。

　英霊たちの最後の願い。魔王と協力してでも、生き延びてほしい。

　そのどちらをも、叶かなえてやりたかった。

「もし協力することになったら、俺も彼らに守ってもらうさ。彼らにも魔王と呼ばれるくらいの力はあるのだろうし、もちつもたれつ、ってやつだな」

　そうすればきっと、フランダーの心配も少しは緩和されるだろう。

「──うん」

　フランダーはまたあの複雑な苦笑を浮かべていたが、今は少し、そこに嬉うれしげな色も混ざっているように見えた。




　　　　◆◆◆




「さて、またいつこういう話ができるかもわからないから、君が聞きたいなら──最後に僕の話でもしておこうか」

　不意にフランダーが言った。メレアはこのとき、少し迷った。

　フランダーの過去は当然気になる。しかしフランダーにこれ以上話させることは、彼にとってつらい過去を振り返らせることにほかならないのではないか。

「今は、君の持ち前の好奇心に素直に従っておいたほうがいいよ。メレアは優しいから、いろいろと相手の気持ちを慮おもんぱかってしまうのだろうけど、少なくとも僕との間では、そんな遠慮はいらない。家族だからね」

　また、フランダーにすべてを見透かされる。

「……じゃあ、聞かせてくれ」

　結局メレアはうなずいた。

「うん。──もうわかっていると思うけど、かくいう僕も、英雄から魔王になった男だ」

　フランダーの話はそんな一言からはじまった。

〈術神〉の過去が、明らかになる。




「端的に言えば、僕はとある魔王を討ったあと、別の魔王として認定され、そして殺された。かつての仲間たち──母国の仲間たちに」

　フランダーはまるで、今まで吐き出せなかったことを今になって吐き出してしまおうと決心したかのように、どんどんと言葉を並べていった。

「魔王を倒したあと、彼らはさらに僕の力を求めた。僕の特化した力は、戦乱の時代においてとても有用なものだった」

〈術神フランダー・クロウの魔眼〉。術式を一瞬で解明するその力。そこにたしかな理解力と術式能力が合わされば、その者は瞬く間に優秀な術師となるだろう。〈術神〉と呼ばれたフランダーは、おそらく当代随一の術師だった。ほかの英霊の話からも、そのことは容易に推測できる。

「術式はいつの世でも脅威だ。肉体的な力だけで戦う者と違って、術師はとても簡単に強い攻撃を行ってしまえる。事象を式で表せるというこの世界の理ことわりは、争いの大規模化に大きく貢献してしまっていた」

　大砲を作らずに、もっと手軽な方法で大砲を撃ててしまうような側面が、たしかに術式にはある。

「戦術上も戦略上も、術師は強大で使いやすい。そんな術式を得意とし、それでいて敵の術式に対する特効的な眼めを持っていた僕は、彼らにとって喉から手が出るほど欲しい道具だった」

　フランダーは大きく息を吸って、それから続ける。

「でも、僕は彼らの道具になるのを拒んだ。彼らにまったく非のない国家を滅ぼしてこいと言われたけど、僕はそれを断った。僕は母国の救済のため──当時近くで暴政を振るっていた魔王を退けるために術式の力を研鑽した。決して、まったく罪のない国を侵略するためじゃない」

　フランダーの目は真剣だった。

「結局、それがきっかけになった。気づいたときには、僕は魔王と呼ばれるようになっていた。……人の意思は見えない。本当に、いつの間にか、そうなっていた。集団の意思というのは、暴流のようで……本当に、おそろしいものだと知った」

　フランダーの手がわずかに震えていた。それでも彼は、努めて顔に笑みを浮かべていた。自分を奮い立たせるような、そんな笑みだった。

「僕はきっと、一番初めに英雄から魔王になった男だろう。そしてあの転換期を作ったうちの一人でもある」

　そのときにようやく、メレアは一番初めにとある国家に目をつけられた英雄が、〈フランダー・クロウ〉その人であることに気づいた。でっちあげの名目とともに、悪魔の獣皮を被かぶせられた、あの英雄である。

　またメレアは、フランダーがみずからの矜きよう持じのために母国の理不尽な命令を拒否したことを知って、心の中で深くうなずいていた。

　──本当に、フランダーは英雄だったんだね。

　彼は高潔だった。

　フランダーの生き方は、戦乱の時代に突入しようとしていた当時において、不器用な生き方だったのかもしれない。言ってしまえば、甘い考えだったのかもしれない。おそらく、ただ生き残るためなら、フランダーは母国の命令に従ってその国家の英雄になるべきだった。

　でも、フランダー・クロウは馬鹿みたいにまっすぐな道を選んだ。

　その道が、フランダー・クロウの信ずる英雄としての道だった。

「それから一ひと悶もん着ちやくあって、最後には毒を打たれたんだ」

　不意に、フランダーは自嘲気味な笑みを浮かべた。

「これがまた、徐々に効いていくいやらしい毒でね。わざわざ遅効性の毒を使ったのは、解毒薬を対価に僕と取引をする時間が欲しかったからかもしれない。ともあれ、それに気づいたときにはだいぶ毒が廻まわっていた。僕はまだ彼らを仲間だと信じていたから、毒に気づくのもずいぶん遅かった。いや──本当は気づいていたけど、自分でそれを信じられなかったんだ。そんなときにまで彼らが改心してくれると信じていた僕は、とても若かったし、とても甘かった」

　それでも、

「そんな無残な最期を迎える寸前になっても、あの命令を断ったことに後悔はなかったよ。……うん、今でもそう言える」

　──すごいよ、あなたは。

　メレアはそんなフランダーに育てられたことを誇りに思った。

「彼らを本当の意味で説得できなかった未練と、毒に気づけなかった未練はあるけれど、貫いた生き方に後悔はない。──で、毒が廻って、残された時間がほとんどなくなったから、僕は最後にやるべきことを急いで行うことにした。僕の眼が彼らに奪われれば、それがまた戦の火種になる。それに僕としても、自分の眼を好き勝手に使われるのはやっぱり癪しやくだった。だから、なかなか人の寄りつかないこのリンドホルム霊山に毒を宿したまま登って、眼を山頂に置いた。僕はあまり身体が剛健な方ではなかったから、あのときの自分は今でも褒めてやりたいね」

　フランダーはからからと笑って、最後にこう締めくくった。

「そうしてそれを達成したあと──ついに僕は死んだんだ」

　フランダーは今でこそこうして笑っているが、その死にざまはまさしく壮絶だ。メレアはフランダーの話を聞いて、胸にちくりと痛みが走るのを感じた。

「それから霊になって、自分の眼を友たるほかの英霊たちと守り続けた。おかげで無事、僕の眼はメレアの身体に宿った。──僕にも子どもがいなかった。そんな僕にとってメレアは息子のようなものだ。だから僕としては、メレアに眼を継ぐことができて嬉しく思う」

　フランダーの嬉しげな横顔が、メレアの目に焼き付いた。

「もう、普遍的な英雄は存在しえない。もともと普遍的な英雄なんて存在しないのかもしれないけれど、少なくとも今の時代の英雄は、昔よりもずっと多様化し、細分化されてしまっている。どこかの国にとっての英雄は、敵対するほかの国にとっては魔王だ。そういうことがよく起こりえる時代になってしまっている」

　英雄とは──何なのだろうか。いつか魔王に対して浮かべたのと同じような疑問が、いまさらながらメレアの心に浮かび上がっていた。

「だけど、それでも、僕の眼を継いでくれたメレアが、誰かにとっての英雄になってくれればいいなと、そう思う。大きな英雄じゃなくてもいいんだ。みずからの矜持にともなった誰かを守ってやれる、小さな英雄でも」

　──俺はそれで、本当にあなたたちに報えるのか。こうして自分を育ててくれた、あなたたちに。

「メレア。もう報う必要はないんだよ。君はすでに十分僕たちに報いている」

　不意に、フランダーがそれまでの独白の形なりを崩して、視線をメレアの方に向けながら言った。

　まるで自身の胸中をすべて見通したかのような言葉に、メレアは最初驚いたが、ややあって奇妙な納得を得てしまう。

「僕たちの未練を断ち切ってくれたことそのものが、僕たちにとってのなによりも大きな贈り物だ。君は気づいていないかもしれないけど、ここにさまよっていた英霊たちが呪縛から逃れることができたのは、間違いなく君のおかげだ。君の魂が世界を渡り、僕たちに育つ姿を見せてくれなければ、僕たちはまた何百年もこの地をさまよっていただろう。擦すれた未練を胸に、痛みだけを引きずって」

　メレアは何も言えなかった。

「だからメレア。これから君は、君がなしたいと思えることを自分で見つけなさい。魔王として追われる可能性を作っておきながらこんなことを言うのは、僕たちの大変な身勝手だってわかっている。でも、それでもあえて言おう。──君はこれから、自分の道を自分で探しなさい」

「俺は……」

　実のところ、メレアには英霊の望みに寄りかかっていた節ふしがあった。今も、きっとそうだ。

　転生してから下界を知らず、英霊の話す昔話と、ときたまやってくる天竜の断片的な世相話によって価値観が形成されてきた。継いできた記憶と経験によって、転生当初より形成されていた人格はあったが、あくまでそれだけだった。

　メレアにはこちらの世界に生まれてからの、世界に対する衝動がない。

「それが君に与える最後の課題。なにも焦る必要はない。君には多くの時間がある。その何かを見つけるまでに、まずは生き残ることが先決だ。だから僕は君に、『生き残れ』という使命も課す。世界に潰されないように、僕はそれを願っている」

　フランダーはそう言って、仄ほのかな笑みを見せた。

　それを最後に、メレアとフランダーは会話を切った。




　　　　◆◆◆




「僕もそろそろかな」

「よくぞここまで持ったな、フランダー」

「ハハ、我ながら自分の執念に驚くよ。いっそかつての未練なんかよりこっちの方がずっと強烈だ。……メレアはちゃんと、生き残ってくれるだろうか」

「メレアなら大丈夫だろう。力という点ではな。問題はあいつに生きる意志があるかどうかだ。いや、今はあるのだろうが、お前たちが消えたあとに、ちゃんと立ち直れるかだ」

「大丈夫だよ。メレアは生きることそのものには本気だ。一度死んでいることが、そういう生への執着心に影響しているのかもしれない」

「……そうだな」

「一つ、聞かせてくれないか」

「なんだ？」

「天竜クルティスタは、メレアの友人なのだろうか」

「──さあな。それは私とメレアの秘密だ」

「ハハ、その答えで十分だよ」




　リンドホルム霊山の山頂に吹く風がひときわ荒れ狂っていた時分。霊山の一角で、一頭の天竜と四肢が消えかけの英霊が会話をしていた。──クルティスタと、フランダーだ。

「君が何かを意図的に助けるというのは、君の矜持に背くことなのかもしれない。ただ、それでも僕は君に頼もう。──メレアを見ていてやってくれ。僕はもう彼を見守ることができそうにない」

「見守るだけでいいのか」

「見守って、もしメレアがつらそうにしていたら、助けてやってくれ」

「私としてもメレアのことはそれなりに好いている。メレアから聞く向こう側の世界の話もなかなかに興味深い。人柄もまあ、嫌いではない。……そうだな、私の気が向いているうちは、という条件付きでいいなら、見ていてやろう。お前とは生前からの付き合いもあるからな」

「恩に着るよ」

　フランダーの脚はすでにほとんど消えかけていた。

「……行くのか」

　それをちらと見たクルティスタが、短く訊たずねた。

「そうだね。僕で──最後かな」

「ほかの英霊は？」

「たぶん、別の場所で行ったと思う。気配がもうない。みんな考えることは同じだね。メレアに見送られるのが気恥ずかしいんだよ」

「変に強情なやつらだな」

「英雄は意志が強いからね」

「下手な皮肉だ」

　フランダーの腕が消え、その相貌がついにぼやける。

　フランダーの顔には、いつもの微笑が映っていた。優しげで、少し困っているようで、どこか切なさを映す、不思議な微笑。

「メレアに『勝手に行ってごめん』と伝えておいてくれ」

「それだけでいいのか」

「『ありがとう』とは、もう書いておいた。初めてメレアが目覚めたあの場所に、言葉を」

「そうか」

「ああ、あと、〈魔王狩り〉の件、もう一度メレアに伝えておいてくれないか。一応僕も説明はしたけど、何度しても足りない話だから」

「わかっている」

　クルティスタのうなずきのあと、フランダーはわずかに顔をうつむける。

「たぶん、メレアは魔王と見なされるだろう。君の話では、なにか一つでも特化した力や特殊な力があるのなら、それだけで魔王のレッテルを貼られるような時代になっているというし」

「ああ。お前の時代よりもひどい。レッテルを貼る基準が下がりきっているのだ。今の時代だったら〈術神の魔眼〉を持っているだけで魔王に認定されるだろう。それが独自の能力で、戦乱に役立つ力であるのなら、ほかが脆ぜい弱じやくであってもかまわない。そんな話だ」

「やりたい放題だね」

「強い者がより強い力を手に入れるために、魔王という言葉が便利に使われているのだ。それを認定するのが力を持った国家だから、また性質たちが悪い。違うと言っても潰される」

　クルティスタは重い響きを声に漂わせていた。

「本当に……便利な言葉だよ。たいそうに見えて、実は中になにも詰まっていない。本当の意味なんて存在しない。それをわかっていても、口にできない」

「勝たなければ声も通らぬ。それが戦乱の時代だ。何度目の周流かはもう覚えていないが、いつだってそうだった。逆に、勝てばそれがまかり通るのだ。こういう時代に強国に対して真っ向から文句をつけられるのは、同じく強い国か──あるいはとてつもなく馬鹿で甘い国かのどちらかだ」

「馬鹿で甘い国、ね」

「よく言えば、矜持を貫く姿勢は気高いとも称せる」

「──うん」

　そのときクルティスタとフランダーは、とある国の名を脳裏に思い浮かべていた。

「なら、強国に追われる魔王たちが逃げ込むべきは、きっとそういう国だね」

「逃げ込めればな。そして逃げ込んでからすぐに潰されなければ、だ。もしそんなふうに抗あらがえる国があるのなら、たしかに魔王たちにとっての居場所たりえるだろう」

「じゃあ、その居場所たりえる可能性がある国を、メレアに伝えておいてくれ」

「こんなときまで含むような言い方はやめろ。もし私が頭に浮かべている国がお前の言う国でなかったとき、笑い話にもならん」

　クルティスタが翼をすくめる。

「ハハ、それもそうだ」

　フランダーは霧のように空気に紛れはじめた相貌を揺らして、かすれるような声で言葉を紡いだ。

「メレアが魔王と認定されて、そのとき居場所に困ったら──大陸の東にある〈レミューゼ王国〉を目指すように、と伝えておいてくれ。あそこがまだかつての甘さを胸の内に残しているのなら、きっとメレアの助けになってくれる」

　クルティスタは自分の脳裏に浮かべていた国の名前と、フランダーが口にした国の名前が同じであることを確認し、安心するように息を吐いた。

「レイラスの、故郷だな」

「……そうだね」

「訊きかんのだな」

「なにを？」

「今、あの国がどうなっているか」

　クルティスタの言葉に、フランダーは小さくうなずいた。

「──うん。たとえどうなっていても、今の話でクルティスタが僕と同じようにレミューゼ王国の名を思い浮かべたのなら、きっとそこが一番メレアの居場所たりえる可能性が高いのだろうって、予想したからね」

　そんな答えを聞いたクルティスタは、竜顔に苦笑の色を漂わせながらため息をつく。

「まったく、消えかけのわりによくまわる頭だ」

「まあね。それに、レイラスの故郷でも、今は今の時代のレミューゼ王の国さ。そこに一番可能性があるってわかっただけで十分。むしろ、変なことを聞いちゃうと中途半端に未練が残りそうでね」

「そうか」

「僕たちは本来時代に干渉するべき存在じゃない。だからあとは、今を生きる者たちに任せよう」

　ふと、フランダーの身体が揺らぎ、顔が空を見上げた。クルティスタもそれに倣うようにして、同じく空を見上げる。

「それにしてもレイラス、先に行っちゃうんだもん。夫をおいて先に行くってのも、なかなかやってくれるよね。もともと落ち着きないところはあったけど」

　ほとんど表情は見えなくなっていたが、たしかにフランダーが空に向けて苦笑を放ったようにクルティスタには見えた。

「レイラスはあんな麗人ふうの見た目のわりに本当に落ち着きがなかったからな。あれは竜である私の目から見ても美の結晶とばかりに美しい人間だったが、中身は無邪気な子どものようであった。公の場で演説させるときなどえらい大騒ぎだったな」

「あのときはクルティスタも空から見てたんだっけ」

「そうだ。終始ハラハラしっぱなしだったぞ」

「アハハ、周りにいた僕たちはもっとそうだったさ」

「まあ、最終的になんとかうまくいって一安心とはなったが。──そういえばどことなく、メレアはレイラスに似ている気がするな。改めてレイラスの話を思い出すと、そう思えてくる」

「そうそう。僕もそう思ってた」

　フランダーが懐かしむような声音を空に響かせる。クルティスタもまた、懐かしむような目を空に向けていた。雲の向こうの天海にまで届けとばかりに、二人は空へ思いを馳はせていた。




「──」




　そして、数秒の沈黙があった。

　風が止やんで、世界の時が止まった気がした。

　それでもやっぱり──別れの時はやってきた。




「──さて、僕もそろそろ彼女のもとに行くよ」

「……ああ」

　天竜クルティスタの瞳が、一度だけ水面みなものように揺蕩たゆたった。

「じゃあ、またいずれ。〈魂の天海〉で会うことがあれば」

「──必ずや」

　そしてフランダー・クロウは──空に昇るように消えていった。

「未練に囚とらわれた魂よ、今こそ呪縛を解き放ち次の場所へ。……さらばだ、旧時代の英霊たちよ」

　その日、メレアの知らない場所で、長い時をリンドホルム霊山でさまよっていた亡霊たちがその未練を断ち切って空へと昇った。

　メレアは彼らが行ってしまったことを、数時間後に知る。




　　　　◆◆◆




　メレアが霊山に建てた石造りの小屋の中でぼうっとしていると、ふと外から聞きなれた天竜の声が響いてきていた。

　小屋から出て、いつものように悠然とした身を屹きつ立りつさせるクルティスタを出迎える。

　そこで、メレアはフランダーたちが行ってしまったことを聞いた。




「──」

　メレアが最初に見せた反応は、凍りついたような停止であった。

　まるでメレアの時間だけが止まってしまったかのように、口はほんの少し開いたままで、言葉すら漏れず、ただ呆ぼう然ぜんとするように、立ちすくんだ。

　しかし、そんな停止があってまもなく、メレアの顔に浮かんだのは──あのフランダーの微笑によく似た不思議な笑みだった。さまざまな感情が混ざりあっているかのような、あの微笑。

　天竜クルティスタには、その笑みを浮かべたメレアの顔が、フランダーと重なって見えた。

「──わかってたよ」

　メレアが振り絞るように放った声は、少し震えていた。一方で、言葉ははっきりとしていた。

「俺だって、伊だ達てにフランダーたちと十数年も付き合ってないからね。ずっと彼らとともにいたんだ。だから……わかるとも。みんな……照れ屋だから……ね……──」

　言い切る前に、メレアが顔をうつむける。そのときにメレアの瞳から透明な雫しずくがこぼれ落ちたのをクルティスタは見逃さなかった。

　そしてまたメレアも、勝手に自分の瞳からこぼれた雫が地に降っていくのを、静かに見守っていた。こぼれた雫の表面には、これまで自分を育ててくれた英霊たちとの思い出の数々が、模様のように浮かんでいた。

「……彼らは、俺にとっての英雄だったんだ」

　雫が、足元の白い雪の中に染み込んでいく。メレアはどうしようもない胸の内の感情をなんとか整理するように、口から言葉を吐きだしていた。

「彼らは、俺を救ってくれたんだ。ただ朽ちて、枯れるばかりだった俺に、夢を見る機会を与えてくれた。こうして動ける身体をくれただけでも、俺にとっては望外だった」

　メレアは自分の手のひらを見つめながら、小さく笑う。いつの間にかメレアの目元には次の雫が浮かんできていて、次第次第にその顔を涙色に染め上げていった。

「クルティスタは知らないかもしれないけど、身体から魂が抜けていく瞬間って、すごくあっけなくて、それでいてすごく──さびしいんだ。未練なんかないって、そうやって割り切ったはずなのに、あの瞬間のさびしさのせいで、いろんなものを思い出してしまう」

「……お前はそのとき、なにか思い出したのか？」

「ほんの少し。……ちょっとだけ」

　メレアは顔をあげた。そこには眉尻を下げた、困ったような笑みがあった。目元からはとめどなく涙があふれていたが、まるで空にいる英霊たちを安心させようとするかのように、メレアはほのかな笑みを浮かべていた。

「──いつもみんな俺より先に行く。みんな、俺より先に行ってしまうんだよ、クルティスタ」

　メレアはかつての生を思い出していた。そして今の生に重ねてもいた。それはしかたのない時間の摂理でもあったけれど、メレアの脳裏にはそんな時間の残酷さばかりが刻み込まれていた。

「ああ……。だが、フランダーたちはすでに死んでいたのだ。本来残るべきでないものが、残ってしまっていたのだ」

「それもわかってる。でもやっぱり、それでも──」

　メレアはついに、その笑みを崩す。押し寄せてきた感情の波は、メレアに取り繕う余裕など与えなかった。あとはその奔流に流されるままに、思いを吐き出すことしかできなくなった。

「俺は彼らに……生きていてほしかった……っ！」

　死んでいても、彼らはここにいた。別に、どんな状態でもよかった。

　きっとそれは自分のわがままだろうけど、やっぱり彼らには、生きていてほしかった。

　自分が帰るべき場所で──待っていてほしかった。

「っ──！」

　メレアは膝をついて空を見上げた。その向こう側に、英霊たちの姿を探した。

　それでも目には、影すら映らない。映るのは、憎らしいほどに透き通った青い空ばかりだった。

　彼らは行った。きっと目には映らないずっと向こう側の天海へと、帰っていった。

　メレアはそのとき、初めてそれを受け入れる。──慟どう哭こくが、腹の底からやってきた。

　白い雲の向こう側へ、ただ嗚お咽えつ交じりの声を飛ばし続けた。




　ひとしきり感情を吐きだしたあと、メレアは目元を服の袖でぬぐって、クルティスタの方に向き直った。クルティスタは律儀にもメレアが泣き止むまで待っていてくれて、いまだに竜にはそぐわぬ優しげな瞳をメレアに向けていた。

「これから、みんなの墓を作るよ。そうしたら──下界へ下りようと思う」

「そうか。墓か」

　メレアはそんなクルティスタに心の内で感謝しながら、決意を伝える。

「みんな古い時代の英霊だからね。忘れられてしまった者もいると思う。でも、彼らがたしかに誇り高い英雄として生きた証を、この世界に立てておきたい。裏切られても、失敗しても、それでも俺に英雄になってほしいと願ったくらい、彼らは誰かへの救済心を持っていた。俺はそれを、すごいことだと思う」

「そうだな。おひとよしばかりだった」

「だから、彼らがたしかに英雄であったことを、ここに記しておく。彼らの思いだけは、決して風化させない」

「ならばそのあと、お前は下界に下りてなにをする？」

「……わからない。わからないけど、彼らの願いに沿ったなにかができればと、そう思う」

　メレアの漠然とした言葉に、クルティスタは鼻で息を吐いてから答えた。

「今の世は戦乱の色が濃い。普遍的な価値観どころか、世界一般の価値観すらないだろう。ゆえに、フランダーたちが最初に求めた普遍的な英雄は、もはや存在しえない」

「わかってる。フランダーもそう言っていた。だから俺は、俺が守りたいと思えるものにとっての英雄であろうと思う。──彼女たちも、せめて自分の守りたいものは守れるようになれと言っていた」

　あの反転術式の鍛錬のあとに消えていった三人の女英霊の言葉が、メレアの脳裏に蘇よみがえっていた。

「そうか。ならば私は、そんなお前が亡霊以外にとっての英雄になれることを祈っておこう」

「うん、ありがとう、クルティスタ」

「少し皮肉を込めたつもりだったのだが」

「クルティスタの皮肉は俺を思ってのことだろう？」

　メレアがすかさず返した言葉に、クルティスタはきょとんとした表情を見せる。しかしすぐに楽しげな笑みを浮かべて答えた。

「ハハ、相変わらずそういうところは可愛かわいげがないな、お前は。……まあいい、私もお前とは長くともにいすぎた。──少し情が移った。それだけのことだ」

　クルティスタは照れ隠すように短く言って、ついにその双翼を大きく広げた。

「さて、雲がまた昇ってきた。そろそろ私は行くとしよう」

「うん」

　霊山の山頂から見上げた空に、また雲が掛かろうとしていた。

「ではな」

「うん。また、いずれ」

「──ああ」

　天竜クルティスタはそう言い残して空へと消えた。

　メレアは一人、リンドホルム霊山の山頂に残る。

〈メレア・メア〉はその日──ついに独りになった。







　この続きは現在配信中の『百魔の主』にてお楽しみください


(C)Yamato Aoi, maro 2015









神無月紅


KOU KANNADUKI

秋田県在住。

小さい頃から小説を読むのは好きだったが、ＷＥＢ小説に手を出したのが運の尽き。

どっぷりとはまり込み、いつの間にか投稿する側に。

最近枕を低反発枕からブルーブラッドの枕に買い換えたら、睡眠時間が同じでも疲れがぐっと減って嬉しい限りです。
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